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刊行のことば

　日本語には同音語が多いと書われる。この同音語はコミュニケ

ーションの上で障害となることが少なくない。

　一体現氏普通に用いられるととばの中で，同音語はどれほどあ

るのか，』そし℃どのような姿で存在するのか。

　一口に同音語と言っても，文脈で十分区別ができて混乱を起こ

さないもe［）もあれば，女脈などでは区捌がでぎず，受け手に混乱

や誤解を起こさせるものもある。コミュニケTションの上で聞題

となる度合いや性質がいろいろに違っているQこの調査研究では，

同音語におけるこのような問題にできるだけ近づζうとした。

　この調査研究は，昭和33年度から昭和35年度にわたって第四研

究部第一資料研究室で行なったものである。、担当者は次のとおり

であるが，実施した3年關には担当老に多少出はいりがあった。

　　松　尾　　　拾（室長）

　　市　　川　　　　　孝（昭和34年4月，お茶の水女子大学に転任）

　　大久保　　　愛（昭和34年11月，第酬鴎部第二資三筆室｝こ転出）

　　田中章夫（昭和34年1G月，香川大学から転任）

なお，本書の執筆は，松尾拾と田中章夫カミ当たった。　t’・、

　この報告の成るについて，資料を提供bていただいた，衆議院

速記巻養成噺。朝日新聞社・呉羽紡績株式会社，’また，ゲストに

協力してくださった，都立墨田川高校・都立武蔵丘高校ならびに

関根俊雄氏・西尾能仁氏・中山崇氏・大束百合子氏に厚くお礼を

申し上げたい。

昭禾035年3月1鷺

国立國語研究所長岩淵悦太郎
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1　調査研究の概要

1．　調査を必要とする理密

　函語には同音語が多い。これは，国語が「子音十・母音十子音」の結びつきを

もたない，単純な音節構造からなることに原因があり，いわば，国語の宿命と

もいうべきものであるが，さらに，国語の中に漢語の占める割合が著しく大き

いことが，この現象を増大させている。このような同音語は，誤解や難解をひ

き起こす原因となり，意志の伝達のためには，一つの大きな障害となってい

る。こういうことは早くからいわれてきた。ことに，当用漢字・現代かなつか

いが実施されてから十余年を経た今臼，ようやくその主旨が粒会一般に浸透し

てきたが，書ぎことばにおける顕著な傾向は，社会一般に用いられる文章に漢

字が少なくなり，かなの占める比率が高くなちてきているということであろ

う。言い換えれば，現在，社会一般に行なわれている漢字かなまじり文が，し

だいに漢字まじりかな文になる傾向がある。また，さらに進んで，かなばかり

の文が，われわれの日常生活の中にも，すでにしばしば見受けられるまでにな

った。電気料金の領収書や火災保険証書などがこれである。

　生活の合理化が，理論上の問題としてではなく，実際上の必要に促されて，

この段階まで進んでくると，国語表記についても，従来は漢字の裏に隠れてい

たために冒だたなかった，いろいろの問題が表に出て来て，新たにその解決を

促す事態を生じてくる。同音語が重要な課題として浮かび上がってきたのも，

その一一つのあらわれであろうQもし，社会一般に用いられる文章が漢字まじり

かな文になる傾向が，さらに著しくなるとしたならば，同音語によるまぎれや

すさが意志の伝達を妨げることが，いっそうはなはだしくなるであろうと想像

される。その支障は，どの程度のものであろうか。われわれは，将来に備えて

これをあらかじめ調査しておく必要を感じる。これが，この調査の第1の目的

である。

　そうは言っても，この調査には，出発点から多少不合理な点があることを覚

憎しなければならない。上に述べたような傾向が強まる場合には，理解のため
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の必要から，むずかしい言いまわしや誤解されやすい語は，おのずから避けら

れ，よりやさしい言いまわしや，意味が明らかに理解できる語が採用されるよ

うになるであろう。しかし，われわれが，いまこの調査を始めるとすれぽ，そ

のどの部分が，将来言い換えられる可能性があるかを予測することはできない

ので，現行の文章を基礎とせざるを得ない。岡音語の問題は，和語・漢語・外

来語のすべてにわたって起こりうるが，現行の文章を基礎として考察するなら

ば，漢語と漢語，漢語と科語の聞の同音語が主たる対象となる。漢語はラ書き

ことばでは，漢字の書き分けによって容易に区別されるが，それが，’かなで書

かれた場合，あるいは，話しことばに驚いられた場合には，誤解をひき起こす

可能性が多くなる。われわれは，このような同音語のまぎれやすさが，文脈の

中でどのような条件のもとに置かれたときに生じるかを知りたい。その原因の

追究には，種々の困難が伴うであろうが，もし，そのいくつかを発見し得たな

らば，そこに同音語の処理に対する道も開けてくるであろう。ここに，この調

査の第2の目的がある。今回の調査では，後に述べるような事情で，実際の話

しことばにおける同音語の問題を調べることはせず，書きことばにおける岡音

語の調査を主眼とせざるを得ないが，書きことばと話しことばとは，重なり合

う部分が多いから，この調査は，話しことばの岡音語の問顯をも究明するに役

だつといえるであろう。

2．　調査結果のあらまし

　同音語のまぎれやすさは，避けがたいものなのであろうか。書きことばでは

ともかく，話しことばでは，アクセントやイントネーション，あるいは話し手

の身振りや表情が，同音語を聞き分ける手がかりになっていることは，だれし

も経験するところである。これに似たような判別の手がかりが，書きことばで

もあるのではないか。たとえば，適当な文脈が与えられた場合とか，』詣題の範

囲とか，きわめて著しい慣用的な言い方がある揚舎とかが，ζれに役だつので

はないか。このような条件を考え，それがどうずれば，有効に働くかを検討し

てみたのが，H「属音語の分類」の第1次操作から第3次操作までの経過であ

る。fiでは，一単一の語について考察したが，同音語の問題は，それだけではな

い。造語要素を伴って一語となるものや複合語にもみられる。雇「同音複合語
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をめぐる問題」では，それらの語がどのようにして成立してくるかを考え，さ

らに，このような構造をもつ語でも，同音語のまぎれやすさを見分ける方法が

あることを検討した。W「特殊な同音語」は，上に考えた以外にどのような同

音語の問題があるかを概観した。

　ここまでは，むしろ理論的に考えたことなので，実際の文章について，われ

われの考えたことを検討しなけれぽならない。V「テレタイプ関係の資料の調

査」をこれにあてた。こうして，われわれは，同音語のまぎれやすさは，④そ

の語がもつ性質，つまり贔母性・慣用的用法・造語力・語の購成法などを手が

かりにしても，⑧文中にあっては，適切な文脈やその語の位相を手がかりとし

ても，ある程度見分けられるものであり，真にまぎれやすい，つまり，半捌の

手がかりのない同音語は，案外少ない，しかも，それセこは同音類義語というべ

きものが多いという見通しを得た。しかし，同音語の問題は，それを使う入の

知識量・年令などに左右される面がきわめて大きい。いま，われわれが半捌の

手がかりとしてたてたものが，はたして，現代の桂会一般の書幅生活にもあて

はまるものであろうか。この点を検討するために，小規模なテストを大学生・

高校生に実施してみた。W「同音語の判別とその要因についての調査」は，そ

の結果の記述である。以上が，この調査のあらましであるが，かりに，この結

果を利用したならば，どの程度同音語の支障を防ぐことがでぎるかについて

も，むすびのことばを借りて，われわれの考えを述べてみた。

3．調　査　資　料

　この調査は，現代の社会各方面に行なわれている具体的な文章を資料とする

ことが最も望ましい。そのためには，基礎的な，大規模な調査が必要となる。

しかし，われわれに許された期間と経費では，このような準備を整えることは

不可能であったので，既成の資料を利用して，基礎資料を作らざる塗得なかっ

た。資料として採用したものは，次のものである。

（1）同音語・類音語集（衆議院速記者養成所刊・昭29。非売品）

（2）明解国語辞典（三雀堂）

（3）広辞林（三省堂）

（4）広辞苑（岩波轡店）
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（5）各種学術用語集（文部省）

　　　　動物学　植物学　物理学　化学　機械工学．電気工学　船舶工学　土

　　　　禾土野　建築学　採鉱や金学　図書館学　数学

く6）その他の学術語関係書

　　法令用語辞典・同追補（学陽書募刊・昭25・27）

　　岩波小辞典（岩波書店）

　　　　政治　経済学（同改訂版）　経済用語　労働運動　往会思想　国際問題

　　　　法律　教育　哲学　心理学　音楽　西洋美術　世界史（東洋）　日本史

　　　　西洋文学　日本文学（古典）　B本文学（近代）

　　農業用語のてびき一営農（H本放送協会繍・昭31）　　’

　　農業技術用語辞典（朝禽書店＝殉・昭27）

　　新農業事典（風間書開口ひ昭26）

　　放送気象用語集・同増補改定資料編本放送協会編・昭29・33）

（7）現代用語関係書

　　現代用語の基礎知識償由国罠社週・昭35年版）

　　ラジオ・テレビ用語辞典（朝鴇新聞社刊）

　　新聞語辞典（朝日新聞社刊・1957年版）

　　新聞用語i集（斬聞協会編・昭35年版）

　以下，これらの資料の解説，または採択理由について述べておく。

　（1）　「同：音語・類音語集」は，その「まえがぎ」によれば，衆議院速記老養

成所の用語教科書兼参考書として編まれたもので，採録語彙は，国会の速記

録，衆議院記録部編「国会のことば」，川本速記協会編r会議録用字の手引ぎ」，

その他法令用語辞典の類から選んだもの，また，用例は主として「困会のこと

ば」から採ったものである。したがって，その収録範騒が国会内における発言

に限られているため，その語彙が，やや政治・経済ρ法律関係の語にかたよ

り，また，演説や質疑応答が基調となるため，社会一般の話しことばにはあま

り使わない語が時々見受けられる点に多少の難はある。しかし，そのような具

体的な場での話しことばを基礎として採録された，数少ない資料、として1価値

があると思うので，これを基本として，その欠を他の資料で補うことにした。
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　②　「明解国語辞典」は，現代の挫会一般の用語中心に編まれていること，

収録語数も比較的多いこと，野際の励，アクセントの記載があるので，基礎資

料を作るのに便利なことなどの理由で，全語彙を調査し，（1）の欠を補うのに用

いた◎

　（3）　「広辞林」を（1）（2）の補充資料として選んだのは，この辞書が学術関係の

諮を比較的四谷に採録していることと，反面，現在では古風になった漢語を多

く残したことに注Hしたからである。今回の調査の目標は，現代語における同

音諮の問題であるから，古風な漢語は，調査対象からは．ずしてもよいと思われ

る。しかし古風ではあるが，なお命脈を保つものと，明らかに使われないもの

とのけじめは，容易につけられないので，一往補充資料に採用した。

　（4）　「広辞苑」は「明解国語辞典」同様，収録語彙が多いことが採用の理由

であるが，いわば，落穂拾いに利用し，必ずしも全語彙にはわたらなかった。

　（5）　r各種学術用語集」は，所属の学会が，学術用語を当用漢字・現代かな

つかいの範囲で改正したものの集成である。この種の専門語は，辞書類セこは通

常組織的には採録されていないので，これを採用した。ただ，現在刊行された

ものは三2種にとどまるので，そのほかの分野め学術用語は，このように組織的

には採録できず，学術用語の中で，精粗の差が著しくなってしまったのは残念

であった。

　⑥　「その他の学術語関係書」は，前述のようなものを利用して補充した。

　（7）　「現代用語関係書」は，最近の社会生活の用語で，まだ辞書類には採録

されていないものを補充するために利用した。ただし，流行語は除外した。

　このほか，日本放送協会編の「岡三語・類音語」（昭16刊）も随時参考し，ま

た，「日本語アクセント辞典」（fa田一一春彦監修，薫省堂・昭33刊）はその召的のた

めに利用した。

　ところで，資料をこのようなものに採ると，同音語の問題を考えていく上に

は大切なことなのであるが，どうしても手の及ばない部分が出てくることが予

想される。それは，次のような場合である。・、、

　（1）速語≧単一の語との聞の同音語，たとえば「会いたい」，と「絹対jo

辞書類は，単一の語を登録するのを原則とするか£，連語は，墓礎資料から漏
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れてしまうことになる。これは，具体的な答酬を資料としない限り望めない欠

陥であろう。

　（圭i）複合語のある種のものは，その購造の違いによって，辞書類には登録

されない。たとえば，「重大事件」に対する「十大事件」。辞書では「重大」と

「事件」とに分けて登録されるから，ド十大事件」はついに出てくることはな

い。この種のものを組織的にとらえることは，不可能に近い。われわれは，国

立国語研究所書きことば研究室が総合雑誌の用語調査を行なった際の基礎資料

などを利用して，これを理論的に考えてみることによって，その欠を補った。

（第掌骨参照）

　このような避けがたい資料上の欠陥を救うためセこは，採集カードを操作する

際に極力注意して，可能な語構成を想定してみるのも一一つの方法であろうが，

それにもおのずから限界がある。われわれは，次に述べる別途の資料でこれを

いくらかでも補う努力をした。

　基礎資料の分析の段階で，朝日新聞社から，テレタイプ関係の資料を得るこ

とができた。これは，具体的な文の形を備える資料として，この調査を進める

上の有力な補助資料となった。詳細については第V章を参照されたい。

4．　調査の方法

　4．1調査対象のとらえ方

　調査を始めるにあたり，同音語がたがいにまぎれるかまぎれないかをどうい

う見方でとらえるのが効果的であるかを，あらかじめ考えてみる。この場合，

同音語のまぎれやすさを判断し，正しい理解を得るためには，どのような条件

があるかを考え，それらの条件をみたし得ない時に同音語がまぎれやすくなる

という考え方をとるのが便宜である。同音語のまぎれやすさを判定する条件と

しては，次のようなものが考えられる。

（1）　内部的条件

　語自身がもつ性質に，同音語を判断する手がかりがあるもので，贔詞性の違

い，慣用的用法があること，造語力があること等が，この条件として数えられ

る。もし，これらの点で同音語がたがいに区別がつかないとするならば，その

一組の隅音語は，少なくとも，形態的な面に関する限りでは，まぎれやすいも
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のと判定することができるであろう。

（2）外部的条件

　その語をとりまく外部に同音語のまぎれやすさを半捌する条件があると思わ

れるもの。これには，つぎの四つが考えられる。

　（i）　文脈の違い

　（圭i）　話題（位網）の違い

　（ii圭）　　　使用度

　（iv）　読むものの書語的環境

このうち，（i）（ii）は語の意味に関する面である。いま，これについて少し説

明を加えると，「文脈」とは，一般に文および文連接における脈絡と考えられ

るが，その脈絡は，必ずしも，言語の形態に現われているとは限らない。

　カイジnウを数十羽のハトが飛びまわっています。

という文脈で，「カイジョウ」が「海上」ではなく，「会場」であると半捌す

る根拠は，数十羽のハトが海上を飛びまわるということは普通ではないという

常識がそこに働いて，文面には現われない論理を構成するからである。文脈の

違いとここでいうのは，このような場合をも含めての文脈をさしている。

　また，文脈を岡音語のまぎれやすさを判別するための条件とするためには，

文脈の長さをどのように切り取るかが問題になる。たとえば，

　…蔵相のライシンを待って

では「ライシンjが何を意味するか決まらないが，

　…蔵相のライシソを待って，姫路，尼崎と遊説し…

と長い：交脈になれば，　「来神」（神戸に来る）であると理解される。交脈が長く

なれば，それだけ同音語を凋別する手がかりとなる語が現われる可能性が多く

なるわけであるが，このことはただちに，交脈の長さだけが判別の条件になる

ということを意味するものではない。上の例でも理解されるように，文脈の中

に判溺のための手がかりとなる語が現われるか否かが問題なのである。その語

が当颪の岡音語よりも前に現われていれば，その同音語は，（1）の内部的条件の

有無に関与することなしに，容易に判別されるであろうし，その語が当面の岡

音語より後にあれば，半捌のための文脈は，いきおい長くなることになろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　7



したがって，文脈の長さということは，当面の同音語を中心にした前後の文節

あるいは句のどこに，手がかりとなる語が現われるかというごとに帰着する。

　「品題」とは，話の題材と考えられるが，実際の場では，それは干鳥万別で

あり，同音語のまぎれやすさを判溺する条件とはなり得ないことはいうまでも

ない。そこで，話題の内容に立ち入って，特徴的な面でとらえる方法はないも

のだろうか。そこに「位相」というわくが考えられる。ある社会が他の社会と

種々の理由で異なる面をもつ場合，その違いを特徴的に示す徴標を，その社会

の位柏と考えれば，その位相の種類が複雑多岐にわたることは覚悟しなければ

ならないにしても，話題の内容をその位相を表わす語によって客観的にとらえ

為ことができるであろう。　　　　　　　　　　　　　、

　（iii）使用度　使用度の高い語が同音語になると，まぎれる籍不能性が多いの

ではないか，逆に同音語の一方が使用度が低いときは，判溺が容易ではない

か。、

　（iv）読む者の雷語的環境　同音語のまぎれやすさを起こすということは，

岡じ音の語をたくさん知っていることが前提になる◎ここに箏読む者の知識の

量と質とが関係してくる。知識量の少ない者は，、同音語が，たまたま乏しい自

分の手持ちの知識の中にある時は，正解する澄とがでぎるが，そうでない時

は，読み解けないことになって，いくつかの岡音語を選別する能ガを持たな

い。逆に，知識量の多い者は，同音語に迷う可能性が多いわけであるが，もっ

ている知識を適宜に使って，ありあまる同音語を判別している。この知識の質：

と量は，年令，教養の面から分析することができよう。

　4．2研究の方法　　　　　　　　’．

　さて，上に考えたような条件を個々の語にあではめてみるためには，具体的

な文脈を備えた資料が整わなけれぽならないが，前述したように，この調査

は個々¢）語を集録した岡音語集あるいは辞書類等を主資料としたので，具体的

な文脈は，すべてこれを推定する方法をとらなければならない。このことは，

計画を具体化する場合，方法上の綱約を与えることになった。それは，外部的

条件のうち，文脈と位相の2条件で著しい。文脈についていえば，同音語を判

別するために役だつ文脈とは，荊に述べたように，その中に判別のための手が
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かりになる語がある文脈ということになる。もし，これを推定によって作ると

すると，手がかりになろ語があるようにも，ないようにも，推定する者の手加

減で左右されるおそれがある。したがって，推定という方法をとる揚合は，文

脈を判別条件に数えるのは適切でない。

　次に，位相を推定することは，文脈を推定するよりは容易であるが，どうい

う位絹を考えるかについて推定者の主観のずれがあり，また，語によっては，

どういう位相を与えるべきかに迷うことも起こり，その判定がまた，人によっ

て異なることになる。このようなことは，推定者の年齢・経験の違いによると

ころが大きい。したがって位相を推定するという方法にも，多くの困難が予想

される。

　文脈や位相に比べて，内部的条件に属するものは，品詞性・慣用的用法・ア

クセントのいずれも推定を必要としないので，研究方法として採用するに適し

ている。ただ造語力については，その語がどのような複合語を作るかを推定す

ることでは，文脈・位相の場合と同じ事情にある。また山詞性・慣用的用法・

アクセントは，研究：方法としては適しているが，慣用的用法の有無で判別され

る同音語はわずかであるし，品詞性・アクセントはすべての語に備わる性質で

あるにしても，これによって判甥される同音語もまた必ずしも多くない。した

がって，研究方法として大きな面を占めてくるのは，やはり位相であると思わ

れる。位相はすべての語に備わり，また多様な様相をもっているからである。

したがって，これを推定して決めるという点で，研究方法上の重大な困難はあ

るにしても，同音語のまぎれやすさの三三には欠くことのできない条件とし

て，これを最も重視することにした。こうして，われわれは次のような方法を

採ることにした：。

　（a）意味の面から，位相（推定）

　（b）形態の薗から（1）品詞性（2）慣用的用法（3）アクセント（4）造語力（推定）

　（e）読む者の側から（1）使用度（2）読む者の言語的環境

　搬騙した同音語の組ごとに上の条件をあてはめてみるのであるが，研究の手

顧からいえば，（c）（1）使用度は，参考資料が限定される上に，使用度の著しく低

いものは，常識でも判断しうることが予想されるし，あまり問題にならないの
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で，はじめからすべての同音語について調査しなくてもよいであろう。また，

（e）②読む者の言語的環境は最後の段階で，テストによって推察すべき事項であ

るから，第2次の手順にまわし，まず採り上げるものは，（a）および（b）である。
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ll　同音語の分類

1．　第ユ次操作の経過と問題点

　作業の経過の概略を述べ，前章4．2で述べた方法を採る場合に起こった問題

点について触れる。

　第1次操作は，資料を．まぎれやすいと思われる同音語の組と，まぎれる可

能性が少ないと思われる同音語の組とに分けることを目標とする。そのため

に，まず，語ごとの粗粗その他を決定しなければならない。

　1．1　位：網の種類

　語の位糧をできるだけ具体的にとらえようとすると，いきおい，位相が無際

に細かくなり，同時にどの位相に属せしめるべきかに迷うものが多くなって，

収拾がつかない。位糊をたてる目的が，岡音語のまぎれやすさを判別するに役

だつ範臨の差異を冤いだすことにあるのならば，むしろ大きな分類の方が効果

的である。まして，これを推定する場含には，主観の違いによるずれを少なく

する意味からも得策であると思われる。この考えに従い，実例に即して位相を

たててみると，つぎのようになる。

（1）社：会の様湘の違いの薗から

　（i）専門的な領域に属する語……（専門語）

　　（a）学術語　（例）　権猿　恐慌　爆納　凍土　環礁

　　（b）職業語　（例γ阿嬬　視聴者

　（ii）専門的な領域に属するが，しだいに社会一般に広がっている藷

　　（例）　過納　管財　会頭　基地

　（iii）　奪門的な領域をもたない語（～般語）

　　（例）　完成　郊外　週間　両親

②　表現様式の違いの面から

　（i）　書ぎことばにも，話しことばにも使われると思われる語

　　（例）　今週　最後　瞬聞

　（11）　書きことば1，こ使われ，話しことばに使われることは少ないと思われる
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　　語……（文章語）

　　（例）　左祖　寛恕　所見　双眸　書札　沈毅

　（iii）現在の雷管生活には，書きことばにも話しことばにも使われないと思

　　われる語……（葬現代語）

　　（例）　蟻客　覇府　腹帯（はるび）

このうち，推定によって比較的位相がとらえやすいのは，専門語だけである。

他の位相は，（1）の（ii）をなお専門語の領域にとどめるか，一般語と認めるか

にしても，②の表現様式の3種の違いにしても，その境界をどこにひくかを容

易に決めにくい。これについては，担当者3名の判定が一致したものをその位

相とすることを原則としたが，語によっては全員の一致を得ることができない

ものがあり，2名の一致に従ったものもある。

　1．2　贔詞性の異同

　1語が2品詞にわたるもの，たとえば，名詞とサ変，あるいは名詞と形容動

詞というような用法をもっている語，それと名詞がセットになる場合は，部分

的な異同がみられるにすぎないから，第1次操作の段階では残した。これに対

し，全面的に一致しないセット（名詞とサ変，名詞と形容動詞）は，第1次操作で

脱落する。ただ，その場合でも，位相がきわめて近いときは，芋掘を重視する

たてまえをとり，保留した。

　1．3　慣：用的用法の有無

　慣用と認める限界をどこに置くかに問題がある。その語が前または後にとる

語の種類に制約がある場合，たとえば，ヂ好学」（「後学」と隅音語になる）は，

後に名詞はとるが，動詞はとらないとか，「滴」（「癒・燗」等と同音謙こなる）は，

単独備法としては，後に凹凸司はとるが名詞はとらないとかいうことも，一種の

慣用と認めることができよう。しかし，この種の慣用の有無を基礎的な資料を

もたないで推定することは，客観性の乏しい結果を生むことになりかねない。

その上，桐当蚤の語が，第1次操作で，すでに他の同音語とまぎれないものと

してふるい落されてしまい，調査の結果をかえって貧しいものにしてしまうお

それがある。もし限界を少し狭くして，前または後にとる語に，ある限られた

範園のものを要求する場合，たとえば，f開化」（「開花」と岡音語になる）は「文
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朋開化」の用法が普通であるとか，「念頭」（「年頭」と問音語になる）は「～を去

らない」「～に浮かぶ」のように使われるとか，「覇」（「歯・葉・派」と隅音語に

なる）は「～を唱える，～を争う」と使われるとかの類に慣用を認めるとする

ど他方で，次のよう瀬があることに気づく。たとえぽ始球式の隠瑚

く「四球・死球」と同音語になる），降水量の「降水」（「香水・硬水・鉱水・公水」とM

音語になる），この類は，単独で用いられる可能性はなく，むしろ普通には，あ

る限られた語（あるいは造語要素）と三舎して，複合語（あるいは語）を作る。

慣用の強さでは，「等化・念頭」の類と甲乙ないと思われる。われわれはこの

類を，慣用とは別に，　「造語力の有無」としてとらえ，別の判別条件としてた

『てた。このようにみてくると，慣用があるということは，造語力の強弱の問題

と，ある部分では，共通した面をもっているが，一方は句表現を対象とし，一

方は語を対象とするものとして，二つの条件をたてた方が，調査のためには便

利であろう。ところで，慣用の限界を以上のように認めたとしても，なお第1

次操作でらち外に回る語は少なくないであろう。第1次操作の目的からいえ

ば，ここでふるい落されるものは，客観性のある慣用表現にとどめたい。そう

なると，結局，慣用の限界をきびしく，ある特定の語を前後にとるものに限る

のが安全である。たとえば，次のようなもの。「皆兵（国罠～）」（晦兵」と嗣音

語になる）「嬬：（～を競う）」　（「険」と同音語になる）「反旗（～を翻す）j　（「半旗・半

期」と同音語に．なる）

　1．4　アクセントの異同

　アクセントの異同は，詣しことばでは判別の有効な条件となるが，書きこと

ばでは無力なことは言うまでもない。その上，確かな証拠によってアクセント

をとらえることができない語が相当多い。これは資料としたものに比較的交章

語あるいは非現代語が多いのに，アクセント文献は，多く一般語中心に編まれ

ているからである。このような次第で，アクセントは他の条件に比べて効力が

やや劣ることになる。

　1．5第1次操作で，上の諸条件のうちのどれか一つで区別がつけば，その

岡音語はまぎれないとしたのでは，あまりにもたくさんのものが落ちてしま

う。といって，逆に上の条件を総合して，そのどれか一条件で区胴がつかない
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という場合には，他の条件ではすべて区別がついても，その同音語はまぎれや

すいとするならば，大部分の同音語はまぎれやすいことになる。さきにみてき

たように，判別条件のうち，造語力の強弱は推定法によらざるを得ず，アクセ

ントまた不確かな藏が多く，慣鯖表現の有無も，その適用範囲は狭いので，こ

の3条件は，第1次操作では，他の2条件に比べて有効度が低い。したがっ

て，これを参考程度に考慮することにした。つまり，第1次操作では，位相を

重視し，贔詞性の異同をこれに次ぐ条件にたてて判別するのが穏当ではないか

と思われる。操作の経過およびその結果を「シセイ」のカード例によって示せ

ば，次の表のようになる。

　　　　　　　　　　　　　　　　衰1

見田し 表記 位根 …洲綻
シセイ

t

綱
政
勢
政
畢
生
生
井
誠
性
製
製
製
織
嚢
声
魔
性
姓

市
市
市
施
司
死
私
市
至
資
私
試
乱
姿
三
四
雌
示
四

サ
サ

名
名

法

交

交

交

〈～宮〉

〈～児〉

〈～ハガキ〉

〈　　口～口μ〉

言語

動〈～先熱〉

熱く～数〉

雰

0
0
0
0O
l
O1

1

e

oi

①
①
①
①

p
t

②
③
④
④
③
②

〔注〕　品詞瀾の無表記は名詞，位耀欄の「交」は交章語，　「非」は非現代語，「法」・

　「数」・「警語」等は法律。数学・言語関係の分野に現われる語の意。〈～児〉等は，

　慣用的用法または造語力の条件を知るための注配。アクセントの記号は「明解国語

　辞典」の方式により，空欄は，アクセント文献にないもの。
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　判定の欄に同番号を付けたものどうしが，まぎれやすい同音語と認めたもの

である。したがって，番号が与えてないものは，嗣音であっても，まぎれる可

能性がまずないと考えられる。このようにして第1次操作で資料鋸碇語数

48，000）から，まぎれやすいと思われる爆音語，概数6GOO組を選び出した。こ

の6000組につき，さらに細かく分析してみることにした。

2．　第2次操作

　この操作では，同音語の判別が困難になる種々の場舎を想定して，「同音語

のまぎれやすさ」を生みだす諸条件を分析した。そして，その諸条件を，個々

の同音語セットに適用して，それぞれの同音語のまぎれやすさの毅階づけを試

みた。これによって，鄭こ対策を要する羅紗語を選びttiす方法を探求すること

にした。

　2．1同音語のまぎれやすさを生み出す条件

　ここでは，同音語（岡音複合語は除く）について考えられる諸条件を追求し

て，「同音語のまぎれやすさ」を生みだす条件として，つぎのようなものを採

り上げた。

　位相

主条件1　ともに一般語である。

　　第1次操作では，文章語・非現代語などに分けたが，第2次操作では，「現

　　在，一一般社会で使われている語（般tlM）どうしがセットになっている同音

　　語」が，もっともまぎれやすいと推定し，この条件だけに整理した。しか

　　し，一般語かどうかの判定は，判定者の主観的判断だけによるため，判定

　　者によって，判定の結果が，かなりゆれてしまうQこの欠点を補うために，

　　つぎの2条件を考え含わせた。

　派生条件　ともに特殊な漢字を用いない。

　派生条件　ともに特殊な音・訓を用いない。

　　「漢字の読み：方や用字法が，きわめて特殊な語」は，一般社会では，あま

　　り使われなくなってきているのではないかと推察し，一般語かどうかの判

　　定の裏づけとして，この2条件を補った。

主条件2　使用分野・使用領域が，ともに同一である。
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　　第1次操作では，専門譲・職業語を，専門分野別・職業領域別に細分した

　　が，ここでは，「ともに同一分野で使われる同音語が，もっともまぎれや

　　すい」と推定し，この条件だけにしぼった。

　意味

主条件3　たがいに類義である。

　　引音語であっても，　「意味がかけはなれているものは，まぎれにくい。意

　　味の近いものほどまぎれやすい」という観点から，「同音類義語がもっと

　　もまぎれやすい」と推定し，この条件を設けた。つぎに，意味の比較的近

　　い岡音階（例，帰京：帰郷）についても，当然考えるべきであるが，語の意

　　味体系についての研究が未完成の現在では，これをとりあげることは，ぎ

　　わめてむずかしいので，便宜的方法として，つぎの条件をたてた。

　派生条件　共通の漢字が使われている。

　　同音語になるそれぞれの語を漢字を用いて書く場合，その漢字に，共通の

　　字があるかどうかを手がかりにして，語の意味が，たがいに近いか否か推

　　序することにした。共通の漢字をもつ同音語は，漢字が，まったく異なる

　　ものよりは，意味的に近い可能性があるのではないかと考えたからである。

主条件4　同義語ではない。

　　セヅトになる一組の語が，たがいに同義ならば，同音語としては，問題にな

　　らないわけである。辞書などを参考にして，はっきり同義語と判定がでぎ

　　たものは，第2次操作を始める前に調査対象から除外したが，意味領域をと

　　らえる方法が未開拓の現状では，同義語かどうかの判定は，かなり主観的

　　になるので，ここで，もう一度この条件を設けて検討することにした。

　贔詞

主条件5　晶詞性が全面的に一致している。

　　第1次操作でも，晶詞性の異岡は，一つの冒やすとして採用したが，第2

　　次操作では，「；霧司性が全面的e＝一一致する語が，もっともまぎれやすい」と

　　いう観点から，全面的一致だけを採り上げ，部分的一致については採り上

　　げないこと1，こした。

　篇法
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主条件6　慣用的な用法や，他の語との慣用的な結合がない。

　　同断語であっても「一方または両方の語の用法が限定されていれば，まぎ

　　れにくい」という観点から，いわゆる慣用旬だけでなく，慣用的な複合形

　　式の有無をも含めて，この条件を設けた。したがって，ここで言う「慣用

　　的糟法」の範囲は，第1次操作の場合よりも広くなっているわけである。

　アクセント

主条件7　アクセントが一致している。

　　アクセントの違いは，一語で出てきた滑合には，ほとんど唯一の判劉条件

　　である。もちろん芳しことばでは，有力な判別条件である。したがって，

　　「アクセントが一致している川音語は，まぎれやすい」と考え，この条件

　　を設けた。

　2．2　一音語のまぎれやすさの程度を推定する試み

　前項で設定した10項自の条件を，個々の同音語セヅトに適用し，試験的につ

ぎのような評点を与・えた。

　0ある同音語セットに，その条件が当てはまる場合　　　　　　1点

：璽難∴溜講瓢壕輪職・点
　各問音語セヅトのまぎれやすさを，この評点で採点し，まぎれやすさの程度

を，推定しようと試みた。この操作を行なう場合，前述した各条件にっき，つ

ぎのような点に特に留意した。

a　ともに一般語である……話しことばや新聞などで，一般に使われ，特に解説

や注釈なしに通用すると思われる語を「一般語」とし，古語や特殊な専門語な

どは，「非一般語」として扱った。

b　ともに特殊な漢掌を用いていない……だいたい当用漢字表を目やすにして判

定した。

c　ともに特殊な音・訓を用いていない……だいたい当用漢字音調表を目やすにし，

て判定した。

d　使用分野・使用領域が，ともに同一である……セットになっている同膏語が，

同一の専門分野・職業領域の語として，ともに属する場含，および，いずれの
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分野・領域にも，ともに属さない場合に，1点を与えた。したがって，たがい

に別々の分野・領域に属してしまう同音語や，片方だけが，ある分野・領域に

属してしまう同音語には，0点を与えた。

e　たがいに類義である……同義ではないが，意味がきわめて近い同音語で，た

とえまぎれても，コミ・＝ケーションにそれほど大きな支障にはならないと思

われるものに1点を与えた。

f　共通の漢字が使われている……セットになっている岡音語を漢字で書き表わ

す場合に，岡一の漢字が，一字でも使われるものに1点を与えた。

g　同義語ではない……意味は全く同じで，表記だけが異なっている同音語を同

義語として扱い，その場合，0点を与えた。

h　品詞性が全面的｛：一一致している……部分的一一致，および不一一致に，0点を与

えた。

i　慣用的な用法や，他の語との慣用的な結合がない……セットになっている同音

語の両方，または一方式慣用句を購成する場含，および，一定の複合語の構成

単位としてしか使われない場合に，1点を与えた。

j　アクセントが一致している……アクセントによって判別される可能性のある

岡音語，およびアクセントが不明な語を含むセットには，0点を与えた。セッ

トになる語のアクセントにゆれがあっても，一致してしまう可能性のある場合

には，1点を与えた。

　以上の方法で，同音語セットを採点した結果の一部を，例として，つぎにあ

げる。

abcdefghij
寄航：寄港　llii111111
夏期：夏季　　111重111111
改訂・・改定　1正正H11111

月島＝協同　1正11互11111
紅：葉：黄葉　　1111111111

形式：型式　1111111111
成長：生長　11！1111111
修正：：修整　　1111玉111！1

辞典；蟻典　　1111正1111玉

温和：穏和　1玉111互11i1

モ
T
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O

き
ロ
ー
正
1
1
i
1
1
1
1
ー
ム
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協会＝教会

毒営＝私蛍

四球：死球

化学：科学

帰郷＝帰京

学会：学界

収集：蒐集

下衆：下種

双紙：草子

f態：重体

abcdeighij
1　1　1　10　1　1　1　1　1

1　1　1　10　1　1　1　1　1

1　1　1　1e　l　l　l　l　l

11110　11111
1　1　玉　10　1　正　1　1　1

11　11011　111
10　111　正1互il

i10　11　11　111

11illO　lll1
1・111110　111

計
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9



強行：強硬

散紀：西紀

皆既：総意

広野＝選点

振興：進行

諸象：書家

妻子：才子

河心：河身

皮　：　Jil

人出＝人手

女性：女声

照長：断腸

鑑賞：感傷

指定：子弟

結界：炮八

議々：悔た

汽罐：器官

空蝉：現身
惜し．愛し
む　’む
赤　：　銅

　訴状：底上

　美人：微塵

　沃懸：鋳掛け0000001111
　内張iり：梁
　ひ　し

　挨蘂：　覆

　茨　：薔薇

　兵児：　禰

　2．3以上の操作によって，

7段階の段階づけができたが，

疑問が起こった。

イ）この操作では，

abcdefghij
！111011011
1111011101
1111011101
10玉1！1011玉
1111001111
1111011110
1歪自重011101
0111011111
111100　1111
1111011201

abcdefghij
O110011101
0111001101
1111001001
111iOOIOIO
OOllOO1111
0011101101
10韮000！重11
000110111i
OIOIOOIIII
1101001011

abcde£ghij
loloeoltoo
OOllOOllOO

OOOOOOユ1韮韮
OOOOOO1111
000　1001101
0001001101

計
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
　
計
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
　
計
4
4
4
4
4
4
4

規格：企麟

危険：棄擁

安産：階算

関心：感心

河娼：架線

異状：異常

事前；次善

渦流：河流

容態：様体

費う：飼う

軌間：亀鑑

嘆美：耽美

操作：走査

不費：謳欝

模作＝摸索

画竜：臥竜

変形＝編形

子等：子良

義　：　誼
議す．膿す
る　．る

abcdefghij
lll！OO　lO　11
1111001011
111100　1110
1111011001
1111001110
1111011001
1111001101
0011011111
0111100111
111100　1120

abcdefghij
OOlOOO1111
001101！OO1
1111OOIOOO
OOI1011001
00互iOO1重01
0001011101
001！O1100　1
0100011101
00正互OQ1101
001eoeiiii

謝
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
　
刮
5
タ
5
5
5
5
5
5
5
5

iG点の同音語から，4点の同音語まで，一一往，

この分類を兇わたしてみて，つぎの四つの点に

　　　　　　　　「まぎれやすさを生み出す条件」として，分析した10項蹟

の条件を，すべて等価的・等質的に評緬して分類墓準として採用してしまっ

たが，そのため，漢字翻係の条件や意昧関係の条件が，飽の条件に比べて，

　　　　　　　　　　　　　　　　19



やや，ききすぎた結果になった。それぞれの条件によって，ひき起こされる

支障・混乱の質の違いや，各条件のウエイトの違いを認めて，評点を与える

べきではなかったか。条件別に評点の差をつけるとか，2．1であげた主条件

　と派生条件の問に評点差をつけるとかの：方法が考えられる。

ロ）分類基準として，漢字が，かなり重視されているため，和語の一音語が適

正に分類されていないのではあるまいか。まぎれやすい同音語の大部分は字

　音語には違いないが．同音語の分類を試みる以上，和語についても考慮をは

　らった分類方法をたてた方法がよい。

ハ）この操作によると，もっとも，まぎれやすい毅購（10点・9点など）には，

　同音類義語のほとんど，すべてが属し，これの占める割合が，たいへんに大

　きい。しかし，実際には，同音類義語ならば，たとえ，まぎれても，コミュ

　ニケーションは，一往成立すると思われるので，それほど大きな支障にはな

　らないのではないか。同音類義語は，たしかに，まぎれやすい同音語には違

　いないが，一般の同音語（同音異義語）が，まぎれる場合とは，質が異なると

　考えられる。

二）この操作によると，もっともまぎれにくい段階（4点・5点など）には，非

　一般語（2．2．a）どうしの組合せが，また，ややまぎれにくい毅階には，非

　一般語と一般語との組合せが属する。これら非一般語を含む潮音語セヅト

　は，一般論どうしのセットに比べれば，たしかに，まぎれる可能性は低いか

　もしれない。しかし，別な：方面から考えると，非一般語は，一般の人々の言

　語意講こは存在しにくい語だから，非一般語を含む岡音語セットでは，つぎ

　のようなことが，起こりうる。

　　○非一般語どうしの組合せ……コミュニケーションの理解者（受け手）の

　　　　言語意識に，どちらの語も存在していないために，コミュニケーショ

　　　　ソそのものが，成立しない場合がある。

　　○非一般語と一般項との組合わせ……コミュニケーションの理解者（受け

　　　　手）の雷語意識に，非一般語が存在していないために，それを，それ

　　　　と同音の一般語の方の意味に理解してしまう場合がある。

　　非一般語を含んだ同音語セットでは，コミュニケ「ションの際に，このよ
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　うな支障・混乱が起こることは，当然予想され，その可能性も，かなり高い

　のではないかと推定される。　しかし，これらの支障。混乱は，いずれも，

　「語（非一般語）を知らない」ために，　もたらされたものであって，いわゆ

　る「同音語がまぎれた」という場合とは，質が異なるのではないか。

　第2次操作の結果，問題となった，以上の点を満足するような「同音語の分

類方法」として，われわれは，第3次操作を試みた。

3．　第3次操作

3．　1第2次操作の結果と，その反省を基礎にして，第3次操作として，つ一

ぎの表2のような分類を施した。

表2

同音語　　異義　　ともに一般語　　晶謂性同一‘　慣声磁禰法なし　アクセシ隅一A

アクセント異なるB

娯馬的積法ありC

品詞性異なるD

Jl一般語を含む　　　一方が非一毅語E

ともに非一般語F

類義G

　以下，この分類の作業過程を説明しつつ，つぎにあげる16組の同音語セット

を，サンプルとして分類していく。〈〉内は表2の分類記号。

　（例）

　化学：科学　　協調：強調　　古人：故人　　低調：丁重

　制作：製作　　定跡：定石　　訳者：役者　　買う：飼う

　向学：後学　　蹄に：案に　　強行：強硬　　良好；良港

　高圧：光圧　　風呂：風炉　　雪景：夕景　　採桑：筆墨

圭）同音語を同音異義語と同音類i義語とに分ける。

◎詞音異義語（コミュニケーションの混乱。支障をもたらす）

　　（例）

　　化学：科学　　協調：強調　　古人：故入　　低調：丁重
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　　　地表：役者　　買う：飼う　　向学：後学　　暗に：案に

　　　強行：強硬　　良好：良港　　高圧：光圧　　風呂：風炉

　　　雪景：夕景　　採桑：不道

　◎同音類義語（コミ＝ニケーショソの成立そのものには，あまり支障になら

　　　ない）〈G＞

　　　（例）　制作：製作　　定跡：定石

　　　注1　浴客問義語は，第2次操1乍の際の判定（2．2。g）に従って，調査対象か

　　　　　らはずした。

　　　注2　ここで弄う「類義語」とは，意味が，きわめて近いため，隅音語としては

　　　　問題が，あまり起こらないもの，というグループであって，厳密に意義を考

　　　　察して設定した類義語ではない。

ii）　同音異義語を「ともに一般語の組合わせ」と「非一般語を含む組合わせ」

　とにわけるQ

　◎ともに一般語の組合わせ（まぎれやすい）

　　（例）

　　化学：科学　　協調：強調　　古人：故人　　低調：丁重

　　訳者：役者　　買う；飼う　　向学：後学　　暗に：案に

　　強行：強硬　　良好：良港

　◎非一般語を含む組合わせ（非一般語を知らないための支障（2．3．二）が起

　　こりやすい）

　　（例）

　　高圧：光圧　　風呂；風炉　　雪景；夕景　　採桑：採藻

　　注　ここでいう「一一・pa．語」「非一般語」は，第2次操1乍（2．2。a）の場合と，問

　　　じ内容をさしている。

鋤　「非一般語を含む組合わせ」を「一方が非一般語になっている組合わせ」

　と「ともに非一一般語の組合せ」とにわける。

　◎一方が非一一般語になっている組合わせ（非一般語は，一般語の方の意味に

　　　理解されてしまいやすい（2．3．二））＜E＞

　　（例）

　　高圧：光圧　　風呂：風炉

　◎ともに一般語の組合：わせ（コミュニケーションが成立しにくい（2．3．
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　　　二））〈F＞

　　　（例）

　　　雪景：夕祭　　採桑：採藻

iv）　「ともに一般語の組禽わせ」をわける場合，第2次操作の結果（2．3．イ）

　を考慮して，分類基準に，つぎのようなウエイトをつけた。

　　轟調性の異同……個人差やゆれが少ないので，もっとも基本的な分類基準

　として採用する。

　　慣用的用法（2．1の主条件6）の有無……現代の若い年令層では，慣用的用

　法，中でも特に慣用旬などは，かなりくずれつつあり，その上，個人差も大

　きいので，贔詞性と岡等には扱えない。

　　アクセントの異同……話しことばの場合にしか通胴しないので，もっとも

　軽い分類基準とした。

v）上で述べた，分類基準の序列に従って，「ともに～般語」の岡音語セット

　から，つぎのようなグループを頗次，はずしていく。

◎忌詞性が全面的に一致していない同音語セットを抽出し，1グループとす

　　　る。＜D＞

　　　（例）

　　　強行（名・サ変）　：強硬（名・形動）

　　　良好（名・形動）：良港（名）

⑨つぎに慣用的用法（2．1の主条｛4　6）のある語を含む同音語セットを抽出

　　　し，1グループとする。〈C＞

　　　（例）

　　　向学（一心）：後学（一のために）

　　暗セこ：案に（一根違して）

◎最後にアクセントで判別される可能性のある同音語セットを抽出し，1グ

　　ループとする。＜B＞

　　（例）

　　　　　　　ま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れ

　　訳者（ヤクシャ）：役者（ヤクシャ）

　　　　　　　　　　　　　　　　コ
　　買う（カウ）：飼う（カウ）
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　　　注　一方のアクセントぶゆれているものも含めた。

vi）上の操作で，抽出されずに残った「ともに一般語の同音語セット」は，晶

　調性からも，慣用的用法からも，アクセントからも半捌できないため，まぎ

　れる可能性がかなり高いグループである。〈A＞

　　（例）

　　化学：科学　　協調：強調　　古人：故人　　低調：丁重

　3．2前項の（vi）で述べた，もっともまぎれる可能性の高い同音語について，

その使用頻度を推定することを試みた。同音語の使用頻度を調査する以上，

「化学：科学」なら「カ＋ガ＋ク」という音結合の頻度を調査する方が有益で

あるが，ここでは，便宜的に，国立国語研究所報告12「総合雑誌の用語・前

編」の第2表「使用率順語彙集（全体）」と対照して，その使用頻度を推定し

た。そして，この語彙表に掲載されている語を含む同音語セットのグループを

「A－1」とし，それ以外をFA－2」とした。

　（例）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を
　〔A－1〕化学：科学　協調：強調　偶印…「使用率順語彙表」にある語）

　〔A－2〕　古人：故人　低調：丁重

　3．3　以上述べた第3次操作の結果，第2次操作の段階的な分類方法と異な

る系統的な分類方法が，一往たてられた。この分類によって，BからGまでの

各グループに属する同音語の例をあげると，つぎのようになる。

　Aグループについては，3．5の終わりに全部示してある。

　（例）

B 訳者：役者　　 買う；食司う　　 th－ll　th・’静止　　 用紙：洋紙
N

特典：特点　　和洋：和様　　必死：必至　　任期：人気

中止：注視　　送料：総量　　正文：成分　　市立：私立

工学：光学　　特異：得葱　　大地：台地　　先　：左記

吐出す：掃幽す　　晴れる：腫れる　　橋：箸　　小金：黄金

向学：後学　　暗に：案に　　青年：成年　　半旗：反旗

行為：好意　　社交：射倖　　喜色：気色　　後期：好機

荒天：好天　　青年；成年　　先攻：専行　　派　：　覇
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D

G

意　：　異　　貧する；瀕する

人当り：一当り

強行：強硬

施設：私設

開場：会場

徳　：　得

そんな：損な

高圧：光圧

眼光：眼孔

製鋼：精鋼

髄　：　蕊

この分類は，

燃える：葡える

雪量：夕景

光冠＝光環

糖乳：豆乳

鉦　：　簿

呪す：論ず

制作：製作

定年：停年

豊岡：協同

王侯；王公

奢る：驕る

　　　純粋に，

治まり：納まり

良好：良港　　正当：正笛

当初：投書　　創意：相遼

教科：教化　　高給：高級

準　：　純　　票　：　表

ばら炭：ばら積　粋：意気

風呂：風炉　　政治：政事

看護：監護　　才女：斎女

素材：礎材　　溶液：葉腋

妃　：　碑　　蝋　：　鐙

　針＝鉤　　祝い：　斎

採桑：採藻　　方金：砲金

鉱害：公害　　助辞：助字

蘇蜜：廃漉　　溶化：沃化

義　：　誼　　業　：　劫

小稲：晩稲　　細金：　鋼

定跡：定石　　雄姿；勇姿

成長：生長　　制賑；正舷

改訂：改定　　好技：巧技

弓玄　　：　　藩玄　　　瘡　　　：　　1醐

支払：払仏　　皮　：　革

徒　：姻螂

前線：善戦

大戦：対戦

好調；高潮

作　：　策

大降り：大振り

洗剤：戯書

触角：触覚

銅管：導管

駆る：狩る

子守：木守

短慮：単粒

選鉱：加齢

　　の　コレがロリやダ

員唱・7藍胞

検する：験する

紅染め；香染め

巡検：巡見

黄葉：紅葉

鑑賞；観賞

選　：　撰

託生：早稲

1い。〔A・B・C・Dのブcaック〕と，

プ〕の間には，コミ＝ニケーションの際に生じる混乱・支障の質的な違いが含

まれている。もちろん，A・B・C・Dの各グループは，一往，まぎれやすい

ものから，まぎれにくいものへの段階的な分類になっていると考え．てよい。

　3．4第3次操作において，まず第一に考えられる難点は，この分類の基本
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まぎれやすさのランキングになっているわけではな
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的な操作に当たる「異義か類義か」の半掟、および，　「一般語か非一般語か」

の判定が，ともに，操作者の主観的な判断にゆだねられてしまう点である。し

たがって，このプロセスで，分類が，操作老によってかなりゆれてくる。同様

に，低い年令層の雷語意識によって分類を進めるか，高い年金層の雷語意識に

よるか，など，標準のとり方によっても，分類全体が，かなりゆれてくる可能

性がある。

　こうしたゆれは，同音語というものの性格それ自体からきているとも言える

が，分類を試みる以上，客観的な妥当性をもって，分類が確定するほうが，の

ぞましい。この意味から，上記の「ゆれを生じやすい判定」においては，第2

次操作の際に試みた派生条件（2．1参照）のようなものを考え合わせて，分類

を進めるのも一つの方法である。

　第二の閥題としては，この分類では「もっともまぎれやすい同音語群（Aグ

ループ）」を抽出することを目的としたため，条件別のウエイト差を強く認め，

C・D・E・F・Gの各グループについては，下位分類を施さなかったことで

ある。いま「Dグループ（ともに一般語で，晶詞性の異なる同音異義語のグループ）」

を例にとって考えてみても，このグループに属する同音語を，慣用的用法の有

無やアクセントの異同などから，さらに細分することは，同音語のまぎれやす

さを考える上で，かなり意味があるのではないか，と推定される。Cグループ

についても，アクセントの異同でさらに二分することは，無意味ではない。し

かしE・Fのグループにおいては，ここに属する非一般語について，最詞性・

慣用的用法・アクセントを推定することは，かなりむずかしいので，E・Fの

グループを，さらに細分することは，事実上函難でもあり，また，あまり効果

的な分類を期待できない。

　第三の問題として，Gグループの同音類義語の中1・こは，つぎのように，意味

はかなり似ていても，その使用分野が異なり，それぞれの使用分野によって特

別な使い分けやニュアンスをもっているものがあることである。

　（例）

　　定跡（将！棋）：定石（囲碁）　　　　　　　績…理：角田理（～士など）

　　制作（芸術）：製作（工）　　　　　　　移動：異動（人事～，～証明）
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　　作成（書類など）：作製　　　　　　生育（植物）；成育（動物）

　　足形・足型（製革牒で「rw＊Jの意）生長（植物・成長

　　経費：係費（会計法など）

　これらは，同音語のためにひき起こされる＝ミェニケーションの混乱・支障

という点からは，あまり聞題にならないかもしれないが，岡音類義語の性格を

考えていく上では，注目すべきものである。

　3．5　むすび

　以上述べたように，第1次から第3次までの操作によって，われわれは，は

じめにあげた種々の資料から採集した約48，0GO語の同音語の中から，調査対象

として，抽出した約6，000セットの同音語について，そのまぎれやすさと判別

の可能性を検討し，分類を試みた。

　その結果，われわれは，第3次操作の分類において，A－1，　A－2の各グ

ループに属する同音語セットが，最：もまぎれる可能性をもつ同音語ではないか

と推定した。

　表3は，A－1，　A－2に属する同音語の表である（39ページ〔注）参照）。

（Av　1　）

アカ

イギ

イチジ

イヌ

イル

ウツル

オー

オクレル

銅

赤

異議

意義

一次

一時

戌

犬

居る

要る

移る

写る

（映る）

王

畿

送れる

　高（

　高（

　高（

　
　
　
　
　

古
同
山
働
古
同
論
渦
古
醐

（
（
（
（
（

（高）

　　　　表3

　　　　遅れる

オサマル　治まる

　　　　納まる

オサメル　治める

　　　　納める

力　　　　課

　　　　科
カイ　　　会

　　　　回
カイイン　海員

　　　　会員

ヵイトー　解答

　　　　回答
カイホー　解放

　　　　開放
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（収まる）

（高）

（高）

　　　（高）

（収める）

　　　（高）

　　　（高）

　　　（高）

　　　（高）

　　　（高）

　　　（高）

　　　（高）

　　　（高）

　　　（高）

カガク

カゴ

カジ

カズ

カゾク

カダイ

カテイ

カブ

カミ

学
学
籠
　
毒
事
図
　
族
族
題
題
程
程

蓼
科
駕
籠
家
火
下
数
華
家
歌
調
課
過
蕪
株
紙

　
　

高
高

（
（

）の
ほ

霞
揖　

「

（

　
　
　

高
高

（
　

（

　
　

ラ

高
高

（
　

（

診油
鐸

（

　高（



カソ

カソガク

カソジ

ヵソセイ

ギイソ

キカイ

キカン

キセイ

髪

観

感

心学

官学

監事

幹事

管翻

完成

議院

羅記

憶械

（器械）

機会

汽罐

機関

既製

既成

キヨーカイ協会

　　　　　数会

キョーソー競走

　　　　　競争

キョーチョー協調

　　　　　強調

キョーワ　協和

　　　　共和
キソチョ　’一謹聴

　　　　緊張

ケイスー　計数

　　　　係数
ゲソメイ　厳命

　　　　　言明

＝・一一カソ　交歓

　　　　交換
ローギヨー鉱業

　　　　工業
　　　　　興業

　　　　　興行

＝・e一シキ　硬式

　　　　公式

）
）
）

高
高
高

（
（
〆
k

（高）

（高）

（高）

（高）

（高）

（高）

（高）

（高）

（高）

（高）

（高）

（高）

（高）

（高）

（高）

（高）

（高）

（tsT獅3）

（高）

（高）

コー一　ilソ

コ　t・テイ

コHム

サツジソ

サル

然
然
弟
帝
務
務
陣
人

錦
公
皇
皇
校
公
三
二
申

（高）

（高）

（高）

（高）

さる（猿）（高）

サソギヨー蚕業

　　　　　産業

シガク

シキソ

ジコ

シサソ

ジジツ

シソー

シブ

面
角
金
金
己
減
産
産
部
面
操
想
軍
部

爽
私
賜
資
自
盛
私
語
歯
面
志
出
演
市

（高）

（高）

幅）

（高）

（高）

（高）

（高）

（高）

シューカソ週刊

　　　　週聞　　（高）

シューシュー収集

　　　　　　（蒐集）

　　　　　　（拾集）

　　　　　収拾　（高）

シューリョー修了

　　　　　終了　（高）

シ＝サイ　主宰

シ＝ルイ

シヨー

鳥
類
類
用
用

憲
酒
壷
試
使
28

（高）

（高）

（高）

ショ　’一力　消火

　　　　昇華

　　　　消化
シu　・一カイ照会

　　　　紹介
ジョータイ常態

　　　　状態

ジョシ　　女子

　　　　女史
シソテソ　伸展

　　　　進展

シソリ　　心理

　　　　真理

セイ　　　正

ゼソシソ　漸進

　　　　前進
ゼソブ　　面部

　　　　　全部

ソーギ　　葬駿

ソーゾー　創造

　　　　想像
チョクセツ直蔵

　　　　直接
テソカイ　転回

　　　　　展開

ドーシ　　同氏

　　　　　同志

トージョー東上

　　　　　登場

トーナイ　島内

　　　　党内
トクチョ　一”特長

　　　　蒋徴

ネソカソ　年刊

　　　　年鑑

　　　　　年間

ノーカ　　農科

　　　　　農家

幅）

（高）

幅）

（高）

（高）

（高）

（褐）

（高）

（高）

（高）

（高）

（高）

）
）
）

高
高
高

（
（
（

（高）

（高）

（高）

（高）

（高）

（高）

（高）

（高）



　　　　　　噌

ハタケ　　銃

　　　　畑
　　　　　（畠）

ハソコー　反攻

　　　　反抗
ハソノー　半納

　　　　反応
ヒヨ　一一　評

　　　　衷
ビョ　一一イソ病因

　　　　病院
フ…一　　不孝

　　　　不幸
フジソ　　一入

　　　　婦人

ブソシ　　文士

　　　　分子
ホーアソ　方案

　　　　法案

ボケソ　　保健

　　　　保険
ホショ　一一補償

　　　　保障
　　　　　（保謳）

モソ　　　紋

　　　　門
a一ゴ　　養護

　　　　擁護
ヨ・一一ヤク　要訳

　　　　要約
レソメイ　連名

　　　　出盛

　［A－2］

アクシュー悪習

　　　　悪臭
アクセイ　悪政

　　　　悪制

　　　　悪声
アヅセイ　圧制

（高）

　高（

　
　

　

高
蕎

（
　

（

　
　

　
　
　

｛
繭
宥
圃
山
嵐
｛
蘭

（
　

（
（
（

　
　

　

高
高

（
　

（

　
　
　
　

高
高

（
　
　
（

幅）

（高）

（高）

（高）

　　　　圧政

アト　　跡

　　　　後

アマ　　　尼

　　　　海人
　　　　　（海女）

アミド　網戸

　　　　編芦
イイソ　　医員

　　　　医院

イキズマル慰づまる

　　　　行きづまる

イキズマリ慰づまり

　　　　行きづまり

ィコー　　意向

　　　　遺稿

イショ　遺書

イショー　葱匠

　　　　衣装
　　　　　（衣裳）

イセイ　　異｛生

　　　　異姓
イタメル　妙める

　　　　痛める

イチダイ　一代

　　　　一台

イッ＝ク　一刻

　　　　一一一eq

イッシャクー勺

　　　　一尺
イヅシu一一勝

　　　　逸勝…

イッシaクー色

　　　　一食

イッチョー一丁

　　　　一町

イヅパソー半
　　　　一一AsE

イブツ　　遺物
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　　　　異物
イリコ　　海参

　　　　妙粉

イリョク　意力

　　　　偉力

　　　　威力
イソリョー二二嵜

ウキス　　浮き州

　　　　浮き巣

ウシ　　　牛

　　　　丑
ウソ　　　獺

　　　　鴛

ウラ　　浦

　　　　裏

ウラヤマ　浦山

　　　　裏山
ウソ＝一　運行

　　　　運航

エイシ　　濾紙

　　　　英誌

　　　　A氏
エモノ　　獲物

　　　　得物
ユソカイ　沿悔

　　　　　（縁海）

　　　　遠海

エソガイ　煙害

　　　　塩害

xソケイ　円形

　　　　遠景

エソゲイ　園芸

　　　　演芸
エソセソ　沿線

　　　　沿川

＝ソブソ　塩分

　　　　鉛分
オーガタ　大形

　　　　　（大璽）



オサメ

オリメ

カイエソ

カイカソ

カイコ

カイコPt

カイジ

0型
治め

納め

（収め）

折り9
織り目

蘭演

開園

怪漢

快漢

回顧

懐古

開校

開講

怪事

快事

カイシ．一回収

　　　　　改修

カイジュー海獣

　　　　怪獣
カイジョー会場

　　　　階上

　　　　海上

カイセイ　改制

　　　　　改正

カイセソ　回線・

　　　　怪船

　　　　会戦

　　　　海戦

カイソー　海藻

　　　　　（海草）

　　　　海蘭
カイソク　快速

　　　　快足

カイダイ　改題’．

　　　　解題
カイグス’買い娼す

　　　　掃い出す
カイトー　会頭

　　　　怪盗

カイドー

ガイトー

カイニソ

カイヘソ

カイrk・　一一

カキ

街道

海道

街頭

外燈

解任

改任

改編

改変

快報

会報

夏期

（夏季）

下期

下記

カキアツメ書き集め

　　　　掻き集め

カキアツメル書き集める

　　　　　掻き集める

カキイレ　書き入れ

　　　　掻き入れ

カキミダス書き乱す

　　　　掻き乱す
カギョー　家業

　　　　課業
カク

カクカイ

カクコー

カクサ

ガクサイ

カクシ

ガクセイ

ガクダソ

　
　
界
面
港
校
差
差
才
才
紙
誌
生
麺
団
壇

核
殻
各
各
各
各
演
戯
学
楽
寄
昏
学
学
楽
楽
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ガクz一

議ケモノ

カコー

カゴヤ

カザイ

カサク

カジカ

カシグラ

カセツ

カソー

カッカイ

ガヅカイ

カヅコ

カドー

カネツ

ガマ

カミクセ

カミスキ

　
　
　
物
　
　
屋
　
　
　
　
　
　
　
三
蔵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遡
　
　
　
　
諭
　
　
癖
ぎ
き

謡
曲
物
け
口
登
簿
屋
財
財
適
作
　
鹿
潔
し
設
設
装
想
界
無
界
会
戸
聴
道
花
道
熱
熱
　
香
嚢
癖
み
髄
室

学
楽
継
継
河
河
駕
籠
家
脚
継
家
寒
河
河
貸
仮
架
母
権
各
各
学
学
各
各
華
（
歌
加
過
蒲
（
蝦
髪
噛
紙
髪

カミバサミ紙挾み

　　　　紙鋏



ガメイ

カモソ

カヤ

カライリ

カリコミ

カリョー

カンガイ

カンショ

カンセイ

カンダソ

カンチ

カンナイ

ガンペキ

カンミ

カンヤク

キ

キカ

　
　
　
　
　
　
　
　
み
み
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込
込
　
　
　
　
害
　
　
　
　
　
　
声

名
名
門
紋
　
　
煎
煎
り
り
料
料
概
害
早
薬
外
外
藷
震
声
競
輪
墨
壷
知
知
内
内
内
心
髄
興
味
訳
訳
　
　
下
家

画
雅
家
家
茅
権
耳
殻
刈
狩
科
過
慮
干
（
寒
管
館
甘
甘
喚
（
歓
叢
記
’
関
感
管
軽
羅
岩
岸
甘
繊
簡
離
離
癸
貴
貴

キカソ

キキョー

キケツ

キコー

キシ

ギシ

キシュ

キジュツ

ギショー

キテソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
航
　
三

竿
輝
輝
・
郷
結
決
港
寄
港
帰
工
紙
誌
軍
士
姉
子
肢
歯
手
手
述
述
称
、
註
点
点

季
既
帰
帰
帰
三
三
（
帰
（
起
星
霜
騎
棋
義
義
義
義
騎
旗
記
既
偽
偽
，
起
基

キューケイ弓形

　　　　　球形

キューコー休講

　　　　　休校

キューショク休職

　　　　　　求職

　　　　　　給食

キユーゾー急造

　　　　　急増

キュ　一一バク急迫

　　　　　窮迫

キューユー旧友

　　　　　級友
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キョーエソ共演

　　　　　競演

キョ・一’ダソ教國

　　　　　教壇

キョーヨー共用

　　　　　強要

キョクチ　極地

　　　　　局地

キンコ・一一金鉱

　　　　　金坑

ギソコー　銀鉱

　　　　　銀坑

キソセイ　禁制

　　　　　謹製

キンパイ　金杯

　　　　　金牌

ギンパイ　銀杯

　　　　　銀牌

キソリョー禁猟

　　　　　禁漁

キンルイ　禽類

　　　　　菌類

ケイショー軽症

　　　　　軽傷

ゲキダソ　劇団

　　　　　劇壇

ゲッカソ　月闘

　　　　　月刊

ケッコー　決行

　　　　　欠航

ケヅサイ　決裁

　　　　　決済

ゲン

ケソカイ

ケソシ

ゲンシ

　
　
会
議
視
距
子
始

原
現
県
県
検
検
原
原



ケソセイ

ゲソソソ

ケソトー

コ

＝”

コーニソ

ゴーオソ

コ　・一ガイ

コーキ

㈲元
政
勢
政
存
存
闘
投
　
　
　
　
　
　
　
　
出
演
二
二
餌
壷
回
外
外
外
外
外
三
期

（
県
県
憲
現
雄
健
鼠
戸
個
侯
公
高
校
項
謡
講
公
口
好
後
号
轟
構
校
郊
坑
港
工
後

コーキョー公共

　　　　好況
コーコク　公皆

　　　　広告
コ　一一サイ　公債

　　　　校債
コ　r一ザソ　鉱肉

　　　　高山

＝一シャク公爵

　　　　候爵

コーシソ

コーースイ

コーソー

コータイ

コ…一チ

コーテキ

コー1・一

コードク

コーナイ

コープ

コーヤ

コーヤク

コfU一ユー

ゴカソ

コクセイ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
進
進
　
　
　
　
　
　
誌
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
布
　
　
野
　
　
　
　
　
　
官

薪
進
充
蝿
水
水
晶
晶
退
代
縞
目
耕
地
地
激
敵
投
投
読
読
内
内
内
内
付
付
弘
野
野
壷
約
約
友
鳥
面
繋
朝
政
勢

〆
高
（
（
硬
香
航
後
後
交
（
（
耕
校
高
公
論
高
好
謡
講
銅
壷
坑
港
交
公
（
虚
伝
（
公
口
交
校
語
順
（
顯
闘

32

コクホー

コジ

コジソ

コシソ

コヅカ

コベツ

国法

国宝

固辞

誇示

古人

故人

誤診

誤審

蟻集

（紅藻〉

国家

傭別

戸荊

コソシュー今週

　　　　今秋
コソセソ　混線

　　　　混戦
サイカイ　再会

　　　　再闘

ザィキョー在京

　　　　在郷

サイケツ　採決

　　　　裁決
サイケソ債券

　　　　債権

サイコー　再興

　　　　再考
ザイコー　在校

　　　　在港

サイシ　　妻子

　　　　才子
サイニソ　再任

　　　　再認
サイヒ

サイロク

サギ

サクシ

費
否
録
録
虚
偽
詞

歳
採
融
融
詐
詐
作



　　　　作詩
サシグスリ差iし薬

　　　　挿し薬
サソカイ　散会

　　　　参会
サソシュツ産娼

　　　　算出

サソシソ　三振

　　　　三進

サンチ

サンド　一一

シアソ

シエイ

ジエイ

シエソ

シオケ

シガイ

シキュー

ジゲソ

シコー

シサイ

シシ

シジ

地
地
道
道
案
案
営
営
衛
営
演
演
援
気
気
外
街
球
球
元
源
行
工
向
向
債
債
士
子
示
持

由
産
山
参
試
私
市
私
宙
自
試
始
支
潮
壌
市
市
四
死
次
字
施
施
志
指
市
私
志
嗣
指
支

シシャ

シショ

シジョー

シショク

シセイ

ジセイ

ジセキ

ジゼソ

シゾー

シゾク

シタイ

シチフ

シチョー

ジチョー

ジヅシ

者
老
所
署
上
上
上
情
情
情
食
植
政
勢
政
製
製
製
生
席
鷲
前
善
善
蔵
蔵
族
族
体
態
部
分
長
庁
庁
重
重
瑚
子
嫡

使
死
支
支
紙
誌
史
至
詩
私
試
試
帯
市
施
泓
試
自
自
膚
次
事
次
慈
死
私
氏
士
肢
姿
七
七
市
市
支
自
持
自
実
実
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シヅソー

シテキ

ジナイ

ジニソ

シヒョー

シボー

シャガイ

シャコ

シャセソ

シャナイ

シャヒ

シュー

走
踪
的
的
的
内
内
任
任
認
標
標
亡
望
外
外
礫
姑
線
船
内
内
費
費

疾
失
私
史
詩
地
毒
膚
辞
自
示
指
死
志
社
車
碑
蝦
社
社
社
車
社
奢
週
周

シューキェー週給

　　　　　週休
シューギョー一・　nt業

　　　　　終業

シューコー就航

　　　　周航
シューサク秀作

　　　　習作

シューシ　終止

　　　　終始
ジ＝一ショー重傷i

　　　　　璽症
シュ”セイ集戒

　　　　修正



　　　　　（修整）

ジ＝．一一ダィ十代

　　　　十台
シューチョー州庁

　　　　　酋長
シュ・H一トク修得

　　　　　（習得）

　　　　拾得

シュギョー修業

　　　　修行
ジ＝クシ　熟思

　　　　熟視
シュクセイ粛正

　　　　粛清

ジュケソ受験

　　　　受検
ジiショ．一一受賞

　　　　授賞
シ＝ヅコー出航

　　　　出港

　　　　毘向

　　　　出講

シュツリョー出猟

　　　　　出漁

シ＝ト　首都

　　　　主都
ジュソカソ旬刊

　　　　旬間

ジ＝ソコー巡行

　　　　巡航
シa・一一　試用

　　　　私用

ジa一アイ情合

　　　　情愛
ジョーガイ城外

　　　　場外
ショーガク小額

　　　　　（少額）

　　　　奨学
ジョーカク城郭

　　　　城閣
ジョ・一一キャク乗客

　　　　　常客

　　　　　上客

ショーキュー昇給

　　　　　昇級
ショーシツ消失

　　　　焼失

シu一シソ焦心

　　　　傷心
ジョースー常数

　　　　乗数
ジョーセキ上席

　　　　定席

シヨーセソ省線

　　　　商船
ショータク小宅

　　　　妾宅
ショ　一’デソ詳伝

　　　　小皆

ジョーナイ場内

　　　　城内
ショーハイ賞杯

　　　　賞牌
シn一一ヒU一商標・

　　　　　証票
ショ　一一　ltソ賞品

　　　　小品

ジョーア情夫

　　　　情婦

ショーム　省務

　　　　商務
ジョー・ヨー乗用

　　　　常用
ジョ．一一り　条理

　　　　情理．

ショー’ロク抄録

　　　　詳録
ショーワ　小話

　　　　笑話
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ショガイ　所外

　　　　暑外

ジョセイ　助成

　　　　助勢
ショチョ遍所長

　　　　暑長
ショナイ　署内

　　　　所内

シリョグ死力

　　　　資力
シソカ　　進化

　　　　深化
シソキョー信教

　　　　新教

シソコ　　薮香

　　　　穣粉
シソ＝・一一．新鉱

　　　　新嘗

　　　　新興

　　　　進攻

　　　　　（侵攻）

　　　　　，」’（侵憲）

シソシキ薪式

　　　　神式．

シソシツ　寝室

　　　　薪室

シソセツ　深雪

　　　　新雪

シソセソ　i籔線

　　　　新船
シソテイ　新定

　　　　新訂
シソド　　進度

　　　　深度

シソプ　　神父

　　　　薪婦
スイカ　　水火

　　　　水禍
Zイガン　酔眼

　　　　酔顔



スイショ　’一推称

　　　　　（推賞）

　　　　推奨
スイセイ　水星一

　　　　彗墨
スイリョク推力

　　　　水カ

セイイソ　成因

　　　　成員

セイサン　清算

　　　　精算

セイシ

ゼイセイ

セイソー

セイチ

セイドー

セイヒ

セイヤク

糸
紙
綱
政
装
装
地
地
二
二
道
道
否
否
約
勢

門
製
税
六
二
盛
生
聖
青
精
正
政
成
楚
楚
誓

セイリョク勢力

　　　　精カ

セイPン　正論

　　　　政論、

セキ　　　臆

　　　　籍
セッセン　接戦

　　　　拙戦

セメル

セソカ

セソカイ

責める

攻める

戦火

戦禍．

先回

ゼソカイ

セソガソ

ゼソキ

ゼソケイ

セ：ソコー

ゼソコー

会
回
附
顔
早
期
期
景
二
階
行
三
校
行

先
前
前
洗
洗
野
相
全
前
先
潜
潜
全
善

ゼソショ　一m前章

　　　　全章
ゼソセソ　前線

　　　　全線

セソ＝ソ　専任

　　　　先任
ゼソノー　前納

　　　　全納

セソパツ　染髪

　　　　洗髪
ゼソバソ　全般

　　　　前半

セソビソ　先便

　　　　船便
セソSU・一一専用

　　　　　占用

ソ

ソPt

ソーイ

ソーカイ

　
　
　
意
解
快
快

疎
根
層
創
総
壮
爽

ソーギ虞一・操業

　　　　創業
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ソーサ

ゾ・・一チク

ソガイ

ソソセイ

タイグソ

タイジソ

タイセイ

タイナイ

タイホ

捜査

操作

増築

造築

阻害

（阻擬）

疎外

村政

村勢

大軍

大群

対陳

退陣

大勢

体勢

体制

態勢

体内

胎内

隊内

逮捕

退歩

タイリョー一大漁

　　　　大猟
タコ

タシ

タワゴト

タソカ

タソコ・・一

　
　
紙
誌
言
慕
価
価
鉱
坑
紅
軍

蛸
凧
他
雑
戯
十
界
炭
煤
炭
淡
淡

チョ　一’コー聴講

　　　　長考
チョ　一一ナイ庁内

　　　　町内



　　　　　腸内

チョーハツ挑発

　　　　　（挑擾）

　　　　　徴発

チ。一ヨー徴用

　　　　　重用

チョッカソ直観

　　　　　直感

ツイキュー追及

　　　　　追求

　　　　　追窮

　　　　　追究

テイオソ　低音

　　　　　低混

テイガク　定額

　　　　　低額

テイギ

テイセイ

テイセソ

議
義
制
政
戦
船

議
定
帝
帝
停
停

テイチョー低調

　　　　丁重
　　　　　（鰯重）

テイナイ　庭内

　　　　邸内
テキカク　的確

　　　　適格

テヅサク　鉄脚

　　　　鉄索

テソコ・一一転向

　　　　転校
トーキ

トP・・コー

党規

党紀

冬＄

（冬期）

墨期

（当季）

陶工

ドー一一＝　一一

“’　一一シ

トーシュ

F’一ショ

ドーセイ

トーセソ

ト…ブ

ドーブ

トーメソ

トーユ

トク

ナイティ

工
照
校
紙
誌
端
手
主
面
署
姓
性
選
転
部
部
部
部
面
面
出
濾
　
　
定
血

刀
同
同
顧
問
党
投
当
慰
撫
間
間
当
口
頭
東
間
胴
東
当
燈
欄
徳
得
内
内

ナソキ＝．一一軟球

　　　　難球

ナソキョク難局

　　　　難繭
ニジ

ニシャ

ニセモノ

二次

二時

二者

xe面

面考

（贋春）

偽物

（贋物）

＝＝一・コー一入港

　　　　入校
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　　　　入坑

二＄一ジョー入場

　　　　　入城
ニュ　一一　itソ入懇

　　　　入舩

ニソフ

ネドコ

ネソカソ

ネソポー

ノーガク

ノーフ

ハイ

パイエソ

ハイガイ

ハイコー

ハイシツ

ハイジソ

ハイスイ

ハイスル

ハイセソ

ハイヘイ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
る
る
る
　
　
　
　
　
志

夫
婦
床
所
鑑
刊
鯵
報
楽
学
夫
婦
　
　
園
回
外
二
二
校
鉱
疾
疾
人
人
水
水
す
す
す
す
船
二
乗
兵

人
品
寝
寝
年
年
年
年
曝
露
農
農
品
濃
梅
煤
排
拝
廃
，
廃
廃
廃
肺
廃
俳
誌
配
排
配
拝
廃
配
配
廃
敗



ハキゾメ

バクトー

ハッカソ

ノ、　　コー
　ツ

ノ、 bシ

ハヤシ

ハリメ

ハレノレ

穿き初め

掃き初め

白桃

白糖

八貫

八巻

発行

発効

抜糸

抜爾

林

素子

二戸

張り目

晴れる

腫れる

バンジョー板上

　　　　盤上
ハンラソ　反乱

　　　　　（叛乱）

　　　　氾濫
ハソレイ　判例

　　　　凡例
ヒイP　　火色

　　　　緋色
ヒキキル　引き切る

　　　　．挽き切る

ヒキテ

ピコー

ピコツ

ヒジョPt

ヒゼメ

ヒzaソ

ヒヘソ

引ぎ手

弾き手

羅行

微行

尾骨

鼻骨

雰常

夢購

火攻め

火責め

否認

避妊

欝偏

　　　　火偏

ヒボシ　　H乾し

　　　　千乾し

　　　　火干し
　　　　　（火乾し）

ヒョーシキ標識

　　　　馬出
ヒ。一シツ氷室

　　　　氷質

ビョ　’一シツ病室

　　　　病質
ビョー・フ　病父

　　　　病夫

　　　　病婦
ヒノレ

ヒワ

ビワ

フ

ブ

　
　
話
話
琶
埋

門
蒜
悲
母
琵
枇
夫
婦
分
署
不
無

フクギヨー服業

　　　　復業
フクシュー復習

　　　　復讐

フクショー副賞

　　　　副章

正
門
段
物
校
航
鐙
糧

不
不
惑
不
復
復
物
物

　
　
　
　
　
　
【

　
　
　
　
一
　
　
ヨ

イ
　
　
ソ
　
　
コ
　
　
リ

セ
　
　
ダ
　
　
ッ
　
ツ

フ
　
　
フ
　
　
フ
　

ブ
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フパイ

フヘソ

プリョー

フソタソ

畑
野
遍
変
偏
…
漁
猟
壇
雲

梯
不
普
不
不
不
不
丈
分

プンミャク分脈

　　　　丈脈

ヘイr一　閉校

　　　　閉講
ヘイシ　　兵士

　　　　平氏

ベイシ

ベツメイ

米紙

米誌

別名

別命

ヘソキョク変麟

　　　　編1搬

ポーイン　暴淫

　　　　暴飲
ボーコー　某港

　　　　某校
ポーシ　　某紙

　　　　某誌

ホージソ　法人

　　　　邦人
ホーセイ　法制

　　　　砲声
ホーヨー　包容

　　　　抱擁

ホーレツ　砲列

　　　　放列
ホオソ　　保温

　　　　補職
ホシ＝．・一　補修

　　　　補習
ポタイ　　母胎



　　　　　母体

ポソサク　凡作

　　　　　凡策

ホソシ　　本紙

　　　　　本誌

ホソリュー本流

　　　　　奔流

マイカイ　毎圓

　　　　　毎会

ミカイ　　未開

　　　　　未解

ミカン　　未完

　　　　　未刊

ミズゼメ　水攻め

　　　　　水責め

ミセイ

ミッケイ

ミッコpm

ミッソー

成
早
計
契
航
行
送
葬

未
未
密
密
密
密
密
密

ミツリ誕一密漁

　　　　密猟

ミソセイ　民生

　　　　民政

ミソゾク　民族

　　　　民俗

ムキt一　無休

　　　　無給
ムシグスリ虫薬

　　　　蒸し薬
ムダゴト　無駄需・

　　　　　（徒言）

　　　　無駄事
　　　　　（従事）

メイカ　　名歌

　　　　名花
メイチョ　名著

メイト　一一

メイブソ

メイロソ

メソカ

メソルイ

モpaシソ

モクレイ

モノ

モッカソ

ヤエイ

ヤクシ

ヤクメイ

ヤマブキ

＝L・一イ

ユソpm

ヨーゴ

ヨ　一一ジ

ヨ・paジョ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
花
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巣

著
答
答
答
珊
瑚
論
燈
花
棉
陣
頭
返
事
進
礼
礼
　
　
管
環
営
営
詩
難
名
襲
名
吹
隷
書
位
為
槽
送
語
語
臨
時
女

迷
名
田
堵
押
脚
名
盤
綿
（
綿
綿
麺
騒
盲
目
黙
物
者
木
木
夜
野
訳
最
適
訳
群
山
（
山
増
置
油
登
用
要
事
幼
養
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　　　　幼女

ヨーダソ　用談

　　　　要談
ヨー一・　Lン　用品

　　　　洋贔
ヨ・・一ヘイ　傭兵

　　　　用兵
ヨーリョ　’一容量

　　　　用量
ヨカ

ヨジョー

ライエソ

ライカソ

ライコー

畷
科
剰
情
援
演
観
館
校
航

贈
答
余
余
来
来
来
来
来
来

ライシュー来週

　　　　来秋
ライホー　来訪

　　　　来報
リクショー来館

　　　　陸将

リトー

リョー

リョーキ

党
島
　
　
期
期

離
離
野
禽
漁
猟

リョ・’一ケン両県

　　　　両腰
リョー・シ　両氏

　　　　漁師

　　　　猟師

　　　　両市

　　　　両誌

　　　　留筆
リョーショー両省



　　　　　両絹

リョーシソ良心

　　　　両親

リョーチ　両地

　　　　領地
リョー！く　猟場

　　　　漁場

リョーヒ　良否

　　　　寮費
リョー＝・一Pt友

　　　　僚友

レイダー　冷遇

　　　　礼遇
レイジョー礼状

　　　　令状

レソバ　　連破

　　　　連覇
P・・一ガソ　老限

　　　　老顔

ロheショー労相

　　　　老将

Ptクジ　　六時

　　　　六次

　　　　六宇

〔注〕1　（高）は使用率の高い語（「総合雑誌の胴語（前編）」の第2表「使用率願語

　　　彙表（全体）」に掲載されているもの。

　　2　（　）は岡義語と思われるもの。なお，この中には，「岡音の漢字による書ぎ

　　　かえ」（昭和3L7．5．国語審議会報告）によって、現在はその一方に書きかえら

　　　れているものがある。別掲の「問音語集」では，「書きかlt　jに従った。

　　3　上に掲げた語の中には，「法令用語改正要領」（昭和29．11．26内臨法鍔i｛1局）に

　　　よって，法令では現在使用しなくなっているものがいくつかある。瀦掲の「河

　　者謡集」では，法令用語としては，ゼ改正要領」に従った。
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磁　同音複：合語をめぐる問題

1．　調査の目的と方法

　同音複合語は，その成立がかなり偶発的なために，実態を明らかにすること

は，容易でない。実際に使われ，局音語としての問題を起こしそうな複合語が

抽出できるほど，資料を，収集するセこは，大がかりな調査を必要とし，辞書や

同音語集など，季近かなものからでは，十分に採集できない。そこで，同音の

複合語は，どんな単位の結合によって成立しているかを調べ，それを類別・分

析することによって，同音複合語の成立のしかたについて見通しをたてること

にする。さらに，可能な範囲で，同音複合語をめぐる問題についても，問題点

を究明してみる。

　1．1　同音複合語を構成している単位の結びつき方（以下「構成様式」と呼ぶ）

は，つぎの2種類に大別される。

A．構成様式が同一のもの

　（例）

｛犠｛諜二算

隠驚｛講
B．購成様式が異なるもの

　（例）

　　　　　　　傑一電子

　　／酒精＿分／遺伝＿子
④陣分

｛欝｛葉憲i嶽

＠腰屋麟『医｛

｛消火一栓

消化一腺

僻　夫人
／全＿婦人

有料一道路　∫生態一模写

優良＿道路　／声帯一模写

筆欝朧＝嚢1

趨｛劉
撫璽麓｛二

二繧…棒鷹資一権
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非一戦災都市｛
被戦災一都市

国際一市場｛
国際史一上

選挙一区｛
戦局



膿；医者馨；指揮騰器

　以上のうち，Aのような構成様式をもつ同音複合語については，岡音の造語

要素および，二二の単独語，それぞれがもっている結合性（飽の語との結びつき

方）を，徹底的に分析することによって，原理的には，こうした同音複合語の

成立の可能性が，解明できるはずである。

　一：方，Bのような一丸様式をもつものについては，その成立が，きわめて偶

発的であり，こうした同音語の成立について見通しをたてることは，困難であ

る。肩本語の音（オソ）の結びつき方の傾向についての研究や，語の音溝成の

組織的な研究などが進めば，あるいは，見通しがたてられるようになるかもし

　　　　　　　　　　　　蓑4　間音複合語の構成

わ夢の語合複音同く

船
属
率
算
者
学

＋
金
＋
精
＋
科

宙
＋
権
＋
給
＋

．
宇
貴
特
記
高
性

線
属
率
魔
車
学

＋
金
＋
生
＋
化

宙
＋
険
÷
．
級
＋

宇
希
危
鰐
高
生

①
②
③
④
⑤
⑥

⑦研究＋期日：研究＋機関
⑧高空＋写真：航空＋写真
⑨教科書＋展：教科書＋店
⑩準＋内地米：純＋内地米

⑪：耳理科率医院：耳鼻科＋医員

⑫構内＋警備貫：港内＋警備質．

⑬某新聞社＋機：三新匠至1社＋旗

⑭半＋価格統制：反＋価格統制

〈溝成下式〉

○一〇＋△

ゐ÷（〉一〇

⑫一⑫十△

△十④脇
＠一VX十k
△十㊧一一⑫

○一〇＋⑫一勲

㊧一の十〇一つ
（3字霧吾）十ぬ

詮、＋（3字護蕎）

（3字言吾）→一⑫一｛㊧

総＋（3字語）
（4字言吾）十△

△十（4字爵｝）

（注）三角形……造語要素　　○・△・・…共通部分

　ノ」・　円…・・単独譜　　㊧・轟・・…鰐音部分
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れないが，現在の段階では，まだ無理であろう。しかしBの構成様式をもつ同

音複：合語は，発音の切れめに違いがあるのが普通であり，アクセントも，多く、

の場合，異なっている。したがって，同音複合語として聞題になるのは，多く

は，Aのような構成様式をもつものではないかと思われる。それゆえ，ここで

は，Aのような構成様式をもつ岡音複合語だけについて，分析していくことに

する。

　1．2前項で述べた，Aの構成様式をもつ同音複合語の，基本的な複合形式

を整理すると，表4のようになる。このような同音複合語については，つぎの

ような研究方法が考えられる。

　一つ一つの単独語・造語要素について，それぞれが他の語と結合する場合，

この表の構成形式のどの部分に位置しやすいかを，大規模に調査してみる。

そして，その位置が同一になりやすい単独語・造語要素の中から「同音のも

の」を摘出すれば，Aの構成形式の岡音複合語については，網羅的に調べら

れ，こうした同音複合語の成立についての見通しをたてることができるはずで

ある。

　1．3　同音複合語は，その構成単位の数が増加し，構成が複雑になればなる

ほど，一般に，意味の識別が容易になると考えられる。1．1で例としてあげた

同音複合語でも，漢字5字で講成されるものなどは，まぎれる可能性が，あま

りないように思われる。まして漢字6字以上で構成されるような複雑なもの

は，たとえ，あったとしても，実際の文脈においてはまず問題にならないだろ

うし，その数も，それほど多くはないと推定される。

　また，購成の避難な岡音複合語は，構成の簡単な同音町会語が，さらに複平

したものとして解決できる箇もある。したがって，同音複合語として，特に検

討を要するのは，やはり，漢字3字，4字程度で構成される，構成の比較的簡

単な同音複合語である。

　以上述べてきたように，ここでは，構成様式が同一の「字音語の同音複合

語」の中で，構成の比較的簡単なものについて分析を行なうことにする。

2．　同音複合語を生み出すもの（王）一造語要素

　2．1　同音複合語の闘題として，まず，採り上げなくてはならないのは，同
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音の造語要素である。その理由は，他の同音語に，広く結合して，同音複合語

を生みIMす有力な要因となっているからである。この意味から，同音の造語要：

素の中でも，霊として一字の三音語は，造語力が，特に，強いために，もっと

も閥題になる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　、、

　2．2　「総合雑誌の用語（国立圏語研究所報告12，13）」調査の際の語構成の調査

（所員，斎賀秀夫撞当）をもとにして，同音藷として問題になりそうな一字の字

音語の骨法を，分類整理すると表5のようになる。この表でいう「前部分」

「後部分」とは，単独語（漢掌1字にあたるものを1単位として，2単位までの語）

の「前につく」か「後につく」かである。この表5から，一字の字音語の造語

要素について，つぎのようなことが，推定される。

　　　　　　菱5　同音の「一宇の字音語」の用法別分類表

前部分
後部分

髄綱～i（数）～i麟綱～
単独用法

・沼 i案・庵 1案（～に）。賭（～
に）鱈

・医異噸
イ・｝

エキ

二ニソ

オー

遠・円

凹・黄

ヵ1過・下・可

カイ 開・快「皆。怪

海・会

委・医　　i位・尉 ｝胃・意・異（～な）

員・院 員・院 繍・印・韻・陰

駅・液

円
鉛

、
O
、
　
●

塩
宴

・
　
　
　
ら

炎
一

輪（人名～）

i王

課の科●荷化
六
花
果

じ
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　

禍
科
下
階

り
　
　

の
　
　

リ
セ
　
ゆ

歌
家
課
衝

会●海比
田邦園灰

　
●界，

　
●会

戒

　　　　ゴi街・外・害i

役（の～）・駅・盤

液・易

円・宴・縁・演

（～じる）

翁・ヨ三。応（～じ

る）

課（～t’ 驕j科・蚊

化（～する）

会。回・侠：・怪

解

ガd f
・・圏核・角1核・a6・角蝉画 1核・格・角・確

43



単独用法
後部分

（数）～　　i固有名詞～
前部分

学・額・楽・

二曲名詞～

学・額ガク

の
　
　
　

間
三
囲

の
　
　

の
　
　
ゆ

甥
官
禰

　
　
　
　
　
　
　
　
り

感
銚
棺

　
　
　
　
ロ
　
　
　
　

観
艦
高

機。気・軌・季

期・奇

儀・義・妓・議

九・灸・急

経・興・凶・聖

誕・卿

刊距食管
　
　
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ロ

貫
寒
　

期

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

巻
鑛
　

騎
基

艦
観
二
季
鬼
基

　
　
　

の
　
　

ロ
　
　
　
　
の
　
　

の
　
　
　

官
館
間
紀
器
軌
儀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

管
漢
感
期
記
機
鼓

間・漢・管・閑カソ

貴・稀・既・輝キ

ギ1義●擬　　1鼓。儀
キューk日。急．九．休1給．級．球i級．球

卿・経・重留　強境
郷

　
　
　

の

狂
経

　
　
　
　

教
鏡
橋

キョー

蘭。極・局

区・苦・句

軍・群・郡

計・刑・径。腰・

罫

「
権
鍵

券
研

の
　
　
　
　

件
兼

の
　
　
　

嬢
剣

現（～lc）・言・弦

断（畷干て）

局・曲　　1独・局・極i

区・苦・句i区・著・旬i

群・軍 国・群・秘軍・郡

計・形。系i計・景・京i系・兄

刑・茎。兄i　　　　i

圏・権・券i県。件。軒；軒・県・欝

血・犬・腱i間・鍵　　i

限・減　　i元。絃・減i

キョク

ク

グソ

軽・顧ケイ

県・兼ケソ

・原・玄ゲソ

個・戸湖・庫

語・碁・五・期

幸
劫
候

　
　
り
　
　

行
行
稿
校

の
　
　
　
ロ
　
　

工
功
講
項

　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
コ

甲
香
孝
爵

号・毫・業・壕

　
高
侯
講

　
コ
　
　
の
　
　
の

　
校
江
湖
坑
　
郷

　
　
　
　
の
　
　
ロ
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　

　
港
公
工
鉱
　
号

　
更

　
墓
　
　
　
　
合

　
校
　
　
　

号

　
校
門
溝
講
香

　
コ
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

語
　
口
港
光
鋼
膏
壕

　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
の
　
　
　
ロ

後
高
孔
項
綱
亭
号

’1古傲
ゴ1御．五

高
抗
曜

の
　
　
　
　
　
　

好
光
巧

　
　
　
　
　
　
の

広
硬
黄

コ
　
　
　
　
　
の

公
口
紅
後

コー

コー

国。刻・石コク
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サイ

ザイ

前部分

再・最

後部分

普通名詞一i（数）一個有名詞一

債・裁・祭i

単独用法

最・妻。采・菜・

際・際・才

材・剤・論

罪

i在・財

サ烈

｝刺

i策。作・概i

i産・山・昨・酸齢

“1柵・策

シ

ジ

市・死・私。四

支・紫・試

自・次・磁

陣蜘酸i
　　　：

儲
レ

師
け

氏
・
囎

　
）
蓼

子
猫

・
　
（
（

市
士
資
四

　
ネ
氏
師
史

駕
黛
馨

　
　
　
リ
　
　
ロ

く
　
　
　
ノ

子
子
一
期
誌

市
子

O
　
　
　
O

師
氏

・
　
　
　
■

紙
誌
油

糟
史
死
糸
姉

　
　
　
サ
　
　
ロ
　
　
の
　
　
ロ

詩
紙
士
司
歯

ロ
　
　

　
　
　

の
　
　
　
ロ
　
　
　
の

誌
視
子
詞
事

解　暫時
字

空
事

●
　
　

●

寺
児

児窮
辞

解
毒

地・寧・辞・痔

ツシ
1室・質

1社 O賛’者…
質室

v’
@te　1

シ例 i績・酌・笏・杓

シュ

シュー 州・遍。周・終

酒の種種ゆ株■甲種酒季
主

集。衆・囚；週・集・州1集。宗・沖

融　 i周・宗　i

主（～として，キ

リxト）種・朱

周。週・州・衆

醜

・x一 w伽＋｝中・銃・酬＋豊 野・銃・＋・柔

ジェソ 純・準 i旬・巡 純1詔・順（～に）

準（～ずる）

署所書初駈
一’

ﾝヨシ ｝翻・緒

シu一

ジョー

省。小・少・正

直
衝
笙

の
　
　
の

小
将

の
　
　
　
の

賞
称
鉦

省
性
晶

相賞●省
抄

床←膨升囁
湿
性

の
　
　
　
　
　
　
の

賞
証
勝

ロ
　
　
　
　
　
　
の

傭
商
二

丈の二二
、条

錠
畳
城
丈

乗
嬢
帖

状の揚
嬢

　
　
　
　
　

上
錠

定の常●上 条（の～）・情・上

錠
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前部分

後部分

普通名言司～　　｝　　　　（数）～　　　　i　固有名言責1～

単独用法

1シ・烈
　

騰喰・色陣・食燭i 陣払
シソ 真・新・親・深 心・神・審i信・審

疹　i
信（～をおく）

芯・臣・真1謝

iジソ 1人輔 li・陣

セイ 性
括
↑

・
翻
聖

ま
瀞
姓

讐
讃

諸
物
正
な

姓●生製聖姫性製
制

生
正

　
静

　
　
り鋸

聖

（s

E

性
鯖

の
　
　

の

正
生

1

ドィ i勢税 瞬・贅

丁子
　1

｝礁・脂漏・石蔀、i 隣傭・積

・崩 ｝節・説、 陣・説・卵・）

セソ 先・鮮・千・線 ぽ
　
発
撰

り
　
く

箋
選

ほ
　
　
　

戦
線

　
　
　
戦

う
　
ヘ
ノ
　
　

影
簿
憎

く
　
く
い
く

　
　
　
く

機
船
戦
選
士

筆
鋤
泉

●
　
　
　
　
　
　
■

　
く

船
機
甲

り
　
　

　
　
　
　

戦
線
栓
腺

線・選（撰）・栓

千・詮（～ない）

ゼソ全・前
1禅・前・然i ｝善弾・繕

ソー 総。早・双．。i蒼 相●層艘
双

粗
瘡

　
　
　
　

奏
槽
草

憎
層
二

丁・層・僧・奏

想・箏・壮

ゾ■続・俗　蚕纏 i蔵・像「象・像

・列 】族・属 隔離・属（一す）

タ

タイ

ダイ’

勉・多

対・耐・帯

大・代・第

多（とする）

、他（調

対　
　
　
ド

隊
、

袋
r

か噌密密海
台

　
　
　
　
　

帯
丁

台（代金）　i代（百円～）i十二

十攣i酷代肉k学）

隊・体・対（～する）

代（～が変わる）

代（代金）。大・台

題
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タソ

蘭部分

遜・短・淡

後部分

三綱～i脚～i麟綱～
課・端・炭i i炭●丹

単独用法

端（～を発する）

啖磁（議。擁

単（single）　●嘆

ダソ

iチ

i鯛梅・弾・団i鰍団睡・暖・絹
地・池・値i 知（智）・治

地（～を1・tttらう）

テ・ウ匝踊睡帖i 睡中・鶴
チョー一 長・超・庁 長・帳・調i丁・町・挺i調・町・丁

庁・鳥　i庁・張。兆i庁・朝

長・庁・腸・汁

徴

・刊 ／繍
廷・堤・弟i

艇　i

1
テイ 定・低 i邸。帝・亭 態（体）・艇・呈

テ判 1的轍 f

テソ ｝展・店・点i店・点i店・展1天・点・典

デソ i伝・電・殿i i伝・電・劇

b－ P 睡・奴・土i

トー

ドー

ノーー

ハイ

党・当・等・燈

膚・東・籐

同・鋼

農・脳・能・濃

肺・廃・排

等党
糖

島
刀

燈
当

等
温

O
　
　
●

頭
島

党
湯
糖

．
　
　
　
O
　
　
　
●

等
筒
刀

懸
燈
島

一道曲道道加嘆覚
鋼

農・脳

1議欝i

肺・杯　　i敗・杯

当・塔・党・唐

銅・堂・胴

脳・能（能楽）

能（～がない）

肺・杯・廃（～す

る）・排（～する）

バ列 1

バツ 罰・閥 罰・閥・駿

ノミツ（～がわるい）
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ハソ

バソ

パソ

ヒ

ヒョ・一’

フ

前部分

半・反・汎

晩・番

後部分

普通名詞～i　（数）～　i固有名詞～

班の藩版制
半

ロ
　
　
　
の

藩
犯

班ひ慨犯
判

晩●番糎判
番

版
盤

単独罵逆

子。班・版・判

反1霊十

三（～とする）

i番・晩・盤

i版・藩・犯i

i班　 i

非・緋・被・避碑・費・比i

妃　　秘・妃i

不・府

評●票0蓑俵　
　
　
　

款
鋤

　
　
く
く

表
表
台

票O標表
評

府●婦夫府夫
譜

．
　
　
●

婦
符

緋碑○非●比i
否（～とする）秘i

票・標・衷・評

計・府㌧歩・斑

膓

ブ陣不　｝ ；部・分・歩… 1武・分・部

プ i夫’婦。麿i

フク 複・副 i服・職 服・複（単・複）

副（正・講）・福

ブツ ha・仏

ブソ
｝分・交 i頒 文●分

一列丙・病弊平｝ 1幣・鰯・丙

ヘソ 偏・変 i遍・編・辺i辺・編（篇）

縞葱辺i

変樹辺・・一・1

辺・偏

ぺ沼 1

矧 1舗輔・圃i

窪’報●

臣一す・）・歩

ホー一 ：方（わが～）・一

法・砲・報・砲
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前部分
後部分

普通名詞～1　（数）～
if1111illlilli！iill，．fi，，．，lilliL，lli’ti．atli．li．

単独用法

ボー
@｝某・棒・亡　　｝坊・帳。棒i 某。坊・房｛某・棒・坊・暴

ボー

．fi　1 擁配 陣膜
メソ ◇

穣

　
●颪 鄭

m孫面
免

面・綿

モソ ｝文’門．問i

・列 i役・薬・訳i薬・役

｝紋・門

i訳・役・厄・勾引

ヨー 洋・要・養・陽 罵・様・葉i
要（認）i

i用。洋 要・用・洋

陽（～に）

．・ﾛ i欲・浴・翼i i欲・翼・浴

り

リー｝両・寮・良

　i

裡（～1・こ）

御

陵
．O寮傾寮輔漁●量

猟
料
寮

利。強

奪：窯：羨：熱

・司例・令・冷la・例・礼i礼・例 ｝礼・例・零・霊　1

pa　1 ｛炉畷 1櫓・紹

…老・蝋 i ；老・楼1老・蠣・牢・・x・1

イ）一一つ一つの造語要素は，すべて，他の同音語に結含して，同音複禽語を生

み出す要因となる。

（例）

○前部分として

未　　～園山　：　～改修

全　～過程：～家庭
両　　～議員　：　～議院

御　　～意向　：　～威光

再　～掲精

新　～資料

不　～健康

総　～経費
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　第　　～二信

○後部分として

者
会
綱
曲
筒

志望～

後援～

週給～

協奏～

発煙～

～二審

死亡～

講演～

週休～

狂奏～

発炎～

急　　～展開

式　　起工～

金　　補償～

的　　総体～

品　　医療～

業　　青果～

～転回

帰港｝

保証～

相対～

衣料～

製菓～

ロ）他の語との結合のしかた（前部分として結回するとか，後部分として結舎する

とかいうこと）が，一一　isしている，

て，同音複合語を生み出す。

（例）

○前部分として

全
各
助
手
精

前
核
女
高
取

前議員：全議員

核実験：各実験

女教諭：助教諭

高言選録　：華言要録

性細胞：精細胞

○後部分として

界
談
官
長
化

会
団
管
母
家

音楽会：音楽界

探険団：探険談

試験管：試験官

教育庁：教育長

専謬弓家：専ド『イヒ

一一…一gの同音造語要素は，ある語に結合し

他
低
銃
静
快

多
重
重
正
怪

婦
書
犬
三
権

夫
所
権
層
圏

多H的：他目的

定圧力：低圧力

重火器：銃火器

正電気：静電気

怪事件：快事件

掃除夫：掃除婦

調査所：調査書

警察権：警察犬

青年層：青年僧

生活圏：生活権

ハ）他の語との結合のしかたが，一致している，一組の同音造語要素は，他の

　同音語に結合して，同音複合語を生み出す。

　（例）

　○前部分として

　　急：IH　　急先高：旧戦法　　　　超：長　　超党派：長踏破

　　低：定　　低課額：定価額　　　　燈：党　　燈軽油：党経由
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　全：前　　全機関：前期間

　光：高　　光化学：高価額

　最：：再　最年少：：再燃焼

○後部分として

県
誌
上
節
漢

権
山
場
説
感

興行権：工業県

機関紙：季刊誌

掲示場：形而上

起源説：紀元節

二二感：硬骨漢

両
前
純

寮
全
準

器
期
化
期
等

機
器
家
機
燈

寮委員：両医院

全楽器：前学期

準決勝：純結晶

制動機：青銅器

制御器：盛漁期

狂信家　：　二品イヒ

飛行機：肥効期

標識燈：表式二

二）数および，固有名詞に後部分として結合する同音造語要素は，文脈によっ

　て識別される可能性が高いと推定されるので，一品目語に自由に結びつく造

　語要素ほどは，問題にならないと思われるが，例をあげると，つぎのような

　ものがある。

　（例）

○数の後部分として

台
回
国
信
二

代
階
油
漉
夫

10代：10台

2階：2回

1刻：1国

2審：2信

1夫：1婦

○園有名詞の後部分として

城：嬢

市：氏

港：工

生：姓

藩：班

岡崎城：岡崎嬢

高田市：高田氏

秋田港：秋田工

高橋生：高橋姓

上田藩：上目班

3．同音複合語を生み出すもの（9）一造語力の強い同音語

　3．1単独語が，他の語と結びついて，同音複合語を生み出す場合について

もi当然「同音複合語を生み出すもの（1）」の項で行なったような分析が，考

えられるはずである。しかし，単独語一つ一つの結合性を明らかにして，造語

要素に施したような分類（表5）を試みるためには，大がかりな調査を必要と

する。

　そこで，ここでは，「同音複：合語の構成単位になりやすい同音単独語」につ

いてだけ，考えることにする。

　3．2複合語の構成単位になりやすい同音単独語についても，前部分として
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結合しやすいものと，後部分として結合しやすいものとが，当然考えられる。

例をあげると，つぎのようなものである。（言うまでもなくここでは，他の単独語

との結合を考え，造語要素との結合性は考えない。）

イ）能部分として結合しやすいもの

　（例）

自営～

史的～

原始～

越権～

期成～

腹式～

紙製～

占有～

自衛～

詩的～

原子～

越県～

既成～

複式～

私製～

専有～

市立～

在校～

強行～

私有～

国政～

水利～

自立～

醗水～

私立～

黄鐘～

強硬～

市有～

国勢～

水理～

自律～

滞水～

ロ）後部分として結合しやすいもの

　（例）

～機醐

～協会

～体系

～：攻i勢

～騰制

～要旨

～期間

～教会

～大系

～購成

～統制

～用紙

～重鉢

～減少

～戦史

～回収

～両様

～委員

　　～態勢

　　～現象

　～戦士

　　～改修

　　～両稽

・・@～医院

　以上あげたような「ほかの語と結びつきやすい単独諮」についても，2．2で

考察した造語要素の場合とまったく同様に，同音複合語を生み出す種々のケー

スが考えられる。すなわち，結合性の一致しているものは，すべて，他の単独

語，または，他の同音語セヅトに結合して同音複合語を作り出す可能性をもっ

ている。また，こうした「ほかの語と結びつきやすい単独語」は，一つ一つ

が，すべて，他の同音語セヅトに．結合して同音複合語を作り出す可能性をもっ

ている。

　（例）
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私有一財産：市有一財産

水利一稠査：水理一調査

在校一臼数：血温一β数

原始一兵器：原子一兵器

強行一手段：強硬一手段

国政一調査：国勢一調査

資本一：攻勢；資本一構成

物価一騰勢：物価一統毛

馬交一要旨：論文一用紙

自然一減少：自然一現象

実施一機関：実施一期間

保健一委員：保険一医院

　自給一体制：持久一態勢　　　　　科学一体系：化学一大系

4．　結合性の異なる同音単位

　4．1以上の，同音角倉語の分析から，　「同音であっても，たがいの結合性

が，あい異なる語（単位）は，陶二音語として，まぎれる可能性が低いjという

判劉条件が，導き出される。

　4．2結合性の異なる一字漢語

　まず，他の語との結合力のよい「一字の字音語」を結合性（他の語との結びつ

き方）によって，表5のように分類すると，同音ではあっても，まぎれにくい

ものが，かなり摘出される。

　たとえば，この表によると，「ヒ」の同音語にはr非，緋，被，避，碑，費，

比，秘，妃，：否」があるが，それは，つぎのように分類されている。

　○前部分として……非，緋，被，避，妃

　○後部分として……〔普通名詞～〕碑，費，比，秘，妃

　○単独用法…………緋，碑，非，比，秘，否（～とする）

　したがって，　「被」が「碑，費，比，秘，否」とまぎれることは，あまりな

いと推定される。同様に「費」が「非，緋，被，避，否」とまぎれることも，

「否」が「被，避，費，妃」とまぎれることも，ないだろうと思われる。さら

に，おなじ単独用法の中で，「否」は「否とする」の形で使われることが多いか

ら，「緋，碑」などとは，まず，まぎれないということになる。

「トー」の同音語には「党，当，等，塔，頭，燈，島・燈，唐，東，筒，湯，刀」
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があるが，これらは，つぎのように分類されている。

　○前部分として……党，当，等，燈，唐，東，籐

　○後部分として……〔普通名詞～〕　塔，等，党，燈，島，筒，湯，刀，糖

　　　　　　　　　　〔（数）～〕　頭，等，燈，島，党，当

　　　　　　　　　　〔固：有名調～〕島，党，等，刀，糖

　○単独用法…………当，塔，党，唐

　したがって，「頭」が「塔］とまぎれる可能性は低いと推定される。単独用

法以外では，「塔」が「当」とまぎれることも，少ないと思われる。さらに

〔（数）～〕の形の「当」は「（数）i当（数）落」として使われるので，「頭，

等，燈，島，党」とは，あまり，まぎれない。

　「セイ」の同音語として「正，性，精，静，捌，世，塁，勢，姓」が，あが

っているが，これらは，つぎのように分類されてしまうので，「正」と「世」

あるいは「世3と「姓」などは，まぎれにくいと推定される。

　○前部分として……正，性（sex），生，精1聖，静

　○後部分として……〔普通名詞～〕　生，製，性，正，制

　　　　　　　　　　〔（数）～〕　世，聖

　　　　　　　　　　〔固有名言司～〕　製，　生，　姓

○単独用法一…・…性（・e・），生録性，制，正勢精，聖（～なる）・姓

　また，「静」は．前部分として「静電気」のように使われるだけから，「製，

性，調，世，勢，姓」とば，まぎれにくい。　〔普通名詞～〕の形で「正」が使

われるのは，「検事～」の場合ぐらいだから，おなじ用法の、「生，製，性，

制」とは，ほとんど，まぎれない。単独用法の揖合の「劉は「聖なる1の形

で使われることが多いから，二三（sex），生，性，製，制正，勢，精，姓」と

は，まぎれないと推i定される。

　以上の例のようにして，表5を整溢していくζ～同音（q「字の字音語はたく

さんあるにしても，実瞭に，まぎれやすいものは，数がしぼられてくる。

’．4．3．結合性の異なる同音単独語　　　　　、　　　’．tt’　t．：、tt
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　前項において，一字漢語について行なったような調査を，同音の単独語につ

いても，行なうことによって，結合性が，あい異なるために，まぎれにくい同

音語が，抽出されてくる。

　しかし，同音単独語の結合性（値の語との結びつき：方）を確かめるには，大規

模な調蓋を必要とするので，．ここでは，推定できる範囲のものを，例として，

あげるにどどめる。

　　つぎの例の（前）（後）などは，それぞれ「前部分として結合」「後部分とし

　て結合」の記号である。

　（例）

（入明（前）

入口

（正確（前）

性格

国際（前）（
国債

（犠

（以上（後）

異常

（洋式（前）

様式（後）

（翻
　　　　し（原始（前）

原紙

（西紀（前）

世紀（後）

中止（後）（
注視・

（施設

私設（前）

動態（後）’（
胴体’

（起工（前）

気候

（付随（前）

不随（後ン

（令状（後）

礼状：

（至上（前）

史上（後）

　以上あげたような同音単独語は，その結合性が，やや異なっているので，同

音複合語となってまぎれる可能性は薄いと推定される。
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IV　特殊な同音語

1．固有名詞

　国有名詞をめぐる同音語の問題は，固有名詞どうしが同音となる場合より

も，固有名詞を含んだものの場合に生じやすいと考えられる。一般に固有名詞

は，出る順序（地名なら「～県～郡」など，人名なら「肩書き」や「姓・名」など）

も，ほぼ決まっているし，それをめぐる話題も，だいたい限られるので，固有

名詞どうしの同音語は，普通のコミxニケーシaソでは，まず，問題にならな

い。固有名詞をめぐる同音語が，支障を起こすとすれば，普通の語と固有名詞

の同音語，あるいは，固有名詞を含んだ語をめぐる問題だろうと推定される。

いずれにしても，こうした問題は，他の同音語の場合とは，その性格がやや異

なり，やはり特殊なものと言うべきであろう。

　固有名詞をめぐる同音語には，つぎのようなものがある。

　（例）

イ）欧州・・奥州

　　四万：志摩

　　中共：中京

　　日台：野僧イ

ロ）黄海：公海

　　東電：答電

　　東武：東部

　　半日：滞日

　　中米：駐米

　略語

略語というものは，

紅海；黄海

茨木：茨城

明大：名大

京王：慶応

米国：米穀

国共：国境

黒海：国界

反米：汎米

韓国案：賜餐擦

房州：防州

韓　・・漢

N赤：H石

庭満：日新

四書：史書

伝研：電鍵

出陰線：参院選

向ソ：抗ソ

南ア連邦・・南ア連峰

安房：阿波

大阪：逢坂

臼航：H光

南亜：南阿

同志社：同志者

東大：燈台

紀勢線：既成線

中ソ：駐ソ

2．

　　　　　　　　　　本来，せまい範囲の人々の聞のコミュ＝ケーションの便

宜のために作り出されるものだから，略語どうしの同音語，あるいは，略語を

含む同音語セットは，支障混乱を起こしやすい。特に，最近のマス・＝ミなど

では，一般の社会人になじみの薄い略語が，かなり使用される傾向がみられ
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る。このため，略語は，同音語としての：方面からも，今後，問題になることが

多いと予想される。

　略語をめぐる同音語セッ9，eこは，つぎのようなものがある。

　（例）

　イ）高校：高工

　　　労災：労済

　　　戦保：戦補

　　　採捕：再保

　pa）民放：民法

　　　電軌：電気

　　　農金：納金

3．連語・

教組：協組

特高：特攻

特急：特休

全学連：全治連

教組：教祖

電工：電光

農工：農耕

「助辞を｛半う単位」

地検：地建

普選：婦遷

高小：高商

婦警：父兄

特急：特級

区点：区：政

：工専：高専

火保：貨保

臨休：臨急

参院：産院

法経：法系

内航：内港

　連語や「助辞を伴った単位」をめぐる同音セットについて，その実態を明ら

かにするには，大がかりな調査を必要とし，辞書，その他，手近かな資料から

では，用例がなかなか採集できない。手もとに集まった用例から推測すると，

こうした引音単位の中で，もっとも問題になりそうなものは「終止形の異なる

活用語でありながら，ある活用形において同音となってしまうもの」である。

終止形が同音の活用語は，助辞を伴った場合を想定しなくても，同音か否か

は，簡単にわかるが，終止形以外の活用形が同音となるものは，辞書などの資

料からは，採集できないため，無音語になるかどうかの見通しがたてにくい。

また，一般の連語は，それを溝成している個々の同音語について，一応の処理

ができる場合が多いと推定される。

　（例）

　
　
　
　
て

　
　
　
　
し

て
て
た
　
図

つ
つ
つ
　
血
行

行
舞
刈
い
：
移

：
：
：
濃
て
：

て
て
た
：
し
う

つ
つ
つ
い
と
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意
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

イ
　
　
　
　
　
ロ

すま

き
た
た

行
つ
つ

：
刈
試

す
：
：

ま
た
た

き

つ
　
つ

生
飼
買

お呉れ：送れ

会いたい：相対
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4．　洋語（外来語）

　洋語は，かたかな書きで表記されるので，もし同音語が数多く存在すると，

その判別は，かなり，むずかしくなると推定される。しかし実際には，牢音語

などに比べると，その総数が，ずっと少ない上，使われる音韻が，字音語より

も広い範囲にわたっていてバラエティに窟んでいるため，同音語が生じる可能

性は，それほど高くないと考えられる。その上，洋語を使：う場合には，国語や

字音語の場合に比べて，相手に理解されうるか否かを反省することが多いの

で，この点にも，同音語による支障・混乱が，ある程度防がれている原因があ

るように思われる。しかし，今後，洋語がつぎつぎに借り入れられ，その数が

増加し，碍常生活にも数多く取り入れられてくると，同音語としての問題が，

深刻になってくることがないとは言えない。そうなると，字音語における同音

語の問題は，現行の文章の表記法の範囲では，主として話しことばの場合に，

だいたい限られているのに対して，洋語では，書きことばにおいても，支障が

生じうる点に注意すべきである。

　洋語をめぐる墓畔語セットには，つぎのようなものがある。

　（例）

イ）バス（bus：bath　：　bass）

　　コック　（k◎k：cock）

　　トラック　（℃rack：truck）

　　オーノレ　（all：oar）

　　フロック　（frock：fluke）

　　バレー（ballet：volley）

　　メイド（maid：made）

　　ナイト（ni鍔ht：k滋ght）

ロ）減トソ：原トソ

　　国会デモ：国会でも

　　タイ（tie）：対

　　都パス：飛ばす

　　アイス：愛す
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コート（Coat：Court）

ホーム（home：form）

スチール（steal：steel：sti11）

ロック（rock：10ck：）

ス　ト　（strike：strip）

プP（progra血：pr◎16tar圭art：

　production　；　professional）

パス（pass：PAS）：

ソvセイジ：早生児：

ソーダ：操舵「．．、1．

マイル：参る

マイシン：遽進

コ7ド：高度



　　　クラス：暮らす　　　　　　　　センス：扇子

5．　誤読などで生じる固音語

　主として漢字，まれには「和語のかなづかい」などを誤読することひしょっ

て，それと同音の語にまぎれる場合がある。また，一般に行なわれていないよ

うな読みをしたために，それと同音の語とまぎれるようなことがある。こうし

た用例は，たいへん集めにくいが，手もとに集まったものセこは，つぎのような

ものがある。

　（例）

　イ）マンゼン……慢然：万全（バンゼソ）

　　　ジューヨー一……：重要：：重用（チa・・一一ヨー一）

　　　ブンガク……文学：文楽（ブンラク）

　　　セイシン……精神：精進（ショージン）

　　　ジジュ　’一……侍従：持重（ジチョー）

　ロ）コーシ・…・・格：子。講師：小牛（コウシ）

　　　ギ。一セイ……行政：疑陽性（ギヨーセイ）

　　　ビョーイン……病院：美容院（ビヨーイソ）

　　　リョーホー……療法：利用法（リヨーホー）

　　　アッカン……悪漢・圧巻：熱燗（アツカソ）

　　　コーリ……高利：小売り（コウリ）

　漢字の音訓欄限などによって漢字の読み方がせばめられてくると，　（イ）の

ような「誤読（慣用読み）による混舌］の生じる可能性が高くなってくると考え

られる。また，かな書きや偉一字書きなど，表音式の表記法をとると，　（ロ）

のような混駄が起こることも予想される。

　純粋の同音語問題とは言えないかもしれないが，同音語問題の周辺liC．うこう

した問題が存在していることは，注意すべきことだと恩われる。
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V　テレタイプ関係の資料の調査

1．調査の目的

　今回の調査の一環として，テレタイプ関係の資料の調査を志したのは，次の

理由による。

（1）現在，規模の大ぎい企業では，事務能率の向上のために，本桂と支社ある

いは工場との間の通信事務をテレタイプやカナタイプによって機械化している

所が多くなった。通信事務文書が，ほとんど全文かなばかりになると，そこに

当然漏音語の問題が起こってくることが予灘される。もとより，企業の内容・

性質によって一報こはいえないであろうが，実務の場では，それを実際的にど

のように処理しているのか，当事者にただして参考にしたいと考えた。

②　われわれの採った基礎資料は，録音語集・各種蒲語集・欝書類なので，語

例は豊富であるが，交章語や非現代語もかなりの量を占め，現代の用に必ずし

も合わない颪がある。また，具体的な文脈では複合語の形式で現われる語も，

資料ではその構成要素に分析されて示されるので，複合語の形式で同音語とな

るものを求めにくい欠陥がある。テレタイプの資料によって，いくらかでも，

このような欠点を補うことができるのではないか。基礎資料では推定しなけれ

ばならなかった交脈も，テレタイプ資料によってはじめて，具体例を得ること

ができるという便宜もある。

2．　実務関係における同音語の問題点

　東京。大阪の事業所九か所をたずね，

（1）同音語による支障が起こっていないか。

（2）支障がある場合には，それを実際的にどう処理しているか。

の2項昌につき調査した。その結果は，国立国語研究所年報11Q59ページー

163ページ）に大要報告したので，参照されたい。なお，呉羽紡績は，栓の全

機構にわたってテレタイプ，カナタイプを微底的に利用しているので，問題の

所在を知るためにはよい例である。われわれの質問に対する同社文書課長代理

松村真一氏の寄せられた報省によって要約してみる。呉羽紡績は，昭和28年東
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京・大阪闘にテレタイプが通じ，29年以降カナタイプを伝票や一般文書にも使

い始め，現在ではテレタイプは大阪本社を中心に9工場，2事業場と連絡して

一門平均500通に及んでいる。現在かながぎにしていないものは人事移動通

知，官庁等にあてた発信，儀礼的色合いの強いものに限られ，他は重要文書で

もかながきにしている。このように広範圏にわたるので，ある一部局内だけで

ことばをコソトロ　一一ルするわけにはゆかない。ここに，ことばなおしの必要が

起こる。ことばなおしは，漢語を外来語や謬麟みに直し，当用漢字外の字は徹

底的にかながきにする。たとえば，

　硫面一〉カード　皮毛嚇ヨリ毛　洗毛→アライ毛

　糊付→ノリツケ　杢糸→モク糸　経糸→タテ糸　緯糸→ヨコ糸

岡音語の支障に関しては，課長以上の人69名に対するアンケートの結果によれ

ぽ，その70％が支障を感じたことがないと答え，まれにあるが27％，しばしぼ

あるは3％にすぎない。この3％の，支障を感じると答えた人々が，経験した

実例としてあげたのは，つぎのようなものである。

建築関係

電気関係

繊維関係

医学関係

宣伝関係

資材関係

機械関係

財務関係

その他

　これらの支障の処理に関しては，50％までの人は，

んとかわかるので，

が，マス・コミのように広く一般にわからせる必要がない，

き手」の聞に局限される問題だからである。ことに専門のことばは，

クルでは固定しているから，

腹筋・複筋　配水・撰水

電力料・電力蚤

繊度・鮮度

帰郷療養・気胸療養

一駒・一三問

仕様。使用・私用　前面ガラス・全颪ガラス

硬度計・薦度計

保証金・補償金

証明・照明改装スル・回送スル歯翁／医・市会

解消スル・改称スル　貴工場・機構上

　　　　　　　　　　　　　　　　大部分は筋後の交脈でな

　　そのままにしている。それでも事が済むのは，この支障

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「読み手」と「書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そのサー

　　　　　　むりなことばなおしは，かえって「前のことばほ
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どの意味，あるいは感じを需い表わしえない場合がある」とアンケートは答え．

ている。

　岡音語の支障を実際に強く感じるのは，園有名詞が同音になる場合である。

次のようなアンケートの答えがそれである。

（i）物を移動したいが，そのあて先がかなではわからない。

（ii）　自分の課は稼業課だがよくまちがえられる。（査業一作業）

（iii）　同じ業種1，e　pa名が二軒ある。こ宣伝課〕（東映一東栄）

（iv）会の名前などでわからないものが多い。〔文書課〕（イショウニソ　キョ

　　ウカイ）

　これらの解決には注記したり，そのつど問い救わせたりしているが，これば

一つの企業の内部だけでは解決し得ない問題である。

　要するに，呉羽紡績では，ことぽなおし一これには前述のような，社内共

通のもののほかに，執筆の際にその個人が臨機の処置をする場合があるようで

ある。これができるのは，社員にカナタイプ教育を徹底させているため，平易

な表現を選ぶことに慣らされているからである一や，タイプのわかち書きに

よって，同音語の支障を未然に防いでいる蕗はあるが，大した支障を感じてい・

ない。ただ，固有名詞の同音語が，実務面では，処理し得ない問題として残る

のである。しかし，実務関係で同音語があまり問題にならないのは，一つには、

テレタイプやカナタイプの利用度が現在なお低く，企業の全機構と結びついて

いないために，闘題が表強化してこないためであり，一つには，問題が狭い範：

囲の一企業内部の問題として適宜に処理されてしまうからではないか。松村氏．

の需われるように，一企業内部の聞音語の支障が，広くマス・コミの世界に進

出していった職こは，あらためてその処理が問題になるのであろう。将来どう

いう企業関係の専門語や固有名詞の略称が，社会一般に広がってゆくかは，，も

とより予測できないが，挫会の進農に応じられるように，この閥題に関する適

切な処置が望まれる。

3．テレタイプ資料の駁集および分析

　3．1　資料の収集

　われわれの一つの目的は，具体的な文脈を傭えた資料をテレタイプ関係の資二
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料に求めることにあったが，現状では，テレタイプを利用して通信される文書

は，注文書・察議書等一定の規格のあるものが大部分で，それ以外の一般の事

務連絡の文書は，保存の用を認めないので，捨ててしまう場合もあり，逆に企

業内容の機密に属するため，外に出せない場合もあるようで，この目的は達せ

られなかった。ただ，朝賃新聞から得た資料は，社会一般に使われる語を多く

含む点で，直接の資料とすることがでぎ，有効であった。その内容は，政治・

経済・スポーツ・社会欄に相当する各支局記者の草稿で，日付けからいえば，

約1か月分にあたる。この種の資料が豊富に得られることは望ましいことであ

ったが，残念なことに，われわれが調査のために訪れた昭和34年7月以降は，

かなテレタイプを漢字テレタイプに切り替えたため，全文かなの資料はこれ以

．上得られないことになった。

　3．2資料の分析

　朝日新聞のテレタイプ資料には，紙薗を作る時に漢字にもどす必要から，そ

の漢字を正しく理解させるために，次のような便法を講じている。　（これには

・一閧ｵた方式はない。そのつど，その原稿の筆者の裁量に任されているそうで

ある。）

　けんか（あがた・した）は，へいきん10（10）％ぐらい

　あっこういた（こうせいしよう・はがね・きのいた）

　かとう　たけみ　（きよまさ・ぶし・うつくしい）

　九でん　もろっか（しょ・つちつか）あげすい（よう・みず）はつでんしょ

　この方法は，一面で同音語のまぎれやすさを未然に防いでいることが注目さ

1れるが，それはともかく，いまは，これらの注記などがないものとして資料を

・一 ﾇしてみた場合，理解が妨げられた所を抜き出し，その支障の程度によって

類をたてると，おおよそ次のようになる。各類ごとに数例ずつ出す。

　〔注1〕　陽室の数名にテxFして，支障の程度をはかった。その際，その語を理解す
　る手がかりとなった語を指摘してもらった。以下の例に一で示した。なお一は同
　音語となる語を示す。
　〔注2｝上のテストには，理解に役だつと思われる最も短い範閃の文脈に原文を切断
　して示した。
　〔注3〕　原文は外来語にもかたかなを酬いず，また，かなづかいも必ずしも現代かな
　つかいに従っていない。テストでは慣用に従ったが，ここには原文のままの形で出
　す。
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（i）特殊な知識・経験によれぽ，理解しうるもの

　①　こうちせいきゆうも　じゅんこうこくも　ぜんぶ　きやつかされたため　しやく

　　ほうされた　（拘置請求も準抗皆も全部却下されたため　釈放された）……詞音語

　　広告

　②せんこうちゆうでも　くうきを　きゅうにゅうして　でい一ぜる。えんじんを

　　うんてんする　きゅうは」き（潜航中でも空気を吸入してディーゼル・エソジソを

　　運転する扱排器）……局音語　朽廃・休廃

　③はろげんげんそのれうでがんしょうのぜうたいがわかる（ハ露ゲソ元
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

　　素の塁で岩漿の状態がわかる）……同音語　岩礁・岩床

　④4えふ・び一ふじんもさくしゆうからようやくどうにいり（4F。B布

　　陣も昨秋からようやく堂に入り）……岡音語　夫人・婦人

　⑤いつもたいしゃしんはいでんかんこうさい（出雲大社薪拝殿完工祭）……同

　　音語　観光祭

　この類の難読・誤読の原困を推察すると，㈱専門語か，または耳遠いことば

であること　⑧手がかりになる語が弱確でないことにあると思われる。

（ii）一般社会的な知識・経験が理解をささえるもの

　⑥なるとかんちょうきやくが¢）くえふめい（鳴門観潮客が行くえ不明）……

　　同音語　艦長・館長・干潮・冠潮

　⑦ろうどうぜうけんのきりさげによるかとうけうそう（労働条件の切下げに

　　よる過当競争）……同音語　下等・寡頭

　⑧きぜうでんわのけいかく日こうでてすと（機上電話の計画，扇町でテス

　　ト）……同音語　机上

　⑨のうちひばいし5しゃもんだいちょうさかい（農地被買収潜問題調査会）…

　　同音語　非買収看

　⑩がらす喪どやかぐがほとんどひさんしてそうとうのひがいをうけ
　　　（ガラス窓や家具がほとんど飛散して網嚢の被害を受け）……同音語　悲惨

　＠　けんぎかいは　ふくぎてうに　×xうじをせんにんした　　（県議会は副議長に×

　　x氏を選任した）……問音語　専任・先任

　⑫このうちげうせいき「かんしょくいんていいんほうゆうせいしようせっち

　　ほうの　れうかいせいあんは　しゃかいとうの　ぎぼうを　いれて　しうせい　か．

　　けっした　（このうち行政機関職員定員法・郵政省設置法の両改正案は社会党の希

　　望をいれて修正可決した）……同音語　了解成案

　この類は，（i）に比べれば，手がかりになる語がより明確であるが，正解に
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うず
導かれるまでには多少の推理を必要とする。たとえば，⑥は「鳴門」が「渦

潮」をよび起こし，⑦でも「労働条件の切下げ」が縁となって「過当」が思い

出される。⑧では「日航」を思い出さず，また，「机と」を思い起こしても，

「机上電謡」という書い方は普通ではなく，「卓上」となるはずだという反

　　　　　　　　　　　　　　　　雀，⑪では，議会が副議長を「専任」することはないという反省を経てばじめ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て，「機上」「選任」にたどりつく。⑨でも「非買収者」という言い方がない

であろうという常識，⑩では，もし，爆発などの惨事に思い至らず，同音語と

して一般的な「悲惨」の方を思い出したとしても，それでは「し（て）」と結び

つかないし，「ほとんど」のうけ：方も落ち着かないという語法的判断が介在す

る。⑫は「社会党の希望をいれて」からは「了解」が思い出される可能性があ

るが，「了解案」ということはあっても，「了解成案」という書い方はないだ

ろう，ということが縁となり，その上，2法案の並立という形式が手がかりと

なって，　「両改正案」が導かれるという経路をたどる。

（iii）　手がかりの語によって，正解と思われる語が推測されるもの

　⑬　しみんが　せいしんな　しせいを　きたいしている　（帯民が清新な市政を期待

　　している）……同音講　施致

　⑭さいていちんきんほうのぎようこうせいりつ（最低賃金法の強行成立）……

　　同音語　強硬

　⑮いずれもせうごまえに50劣をこえそろって90％ぜんこのこうりつが

　　きたいされる　（いずれも正午前に50％を越え，そろって90％前後の高率が期待さ

　　れる）……同音語好率

　⑯あなたがたのこういをたたえて××せうをおくりますとのへうせうじよ

　　うがよみあげられた　（あなたがたの行為をたたえて××賞を贈りますとの表彰状

　　が読み上げられた）……同音語　好意

　⑰どうかんはこんごでんちそうちなどをつみこんでこんしうごろいちお

　　うかんせいし（同艦は今後電池装置などを積みこんで今秋ごろ一往完成し）……同

　　音語今週

　⑱（××うじはよろこびをつぎのようにはなした）これから6ねんのに
　　んき，こうれいだが　にんげん　いきている　かぎり　ぜんりょくを　つくさなげ

　　れば　いけないと　おもっている　（これから6年の任期，高齢だが，人間生きて

　　いる限り全力を尽くさなければいけないと思っている）……同音語　恒例

　この類は，当薦の語も，それと同音語になる語も，ともにごく平易な語であ
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る上に，根互にまぎれる可能性が強い。わずかに手がかりになる語のカで正解

らしいものを選び取ることになる。

〈iv）　手がかりになる語がないために判別できないもの

　⑱わたくしがでてもしやないはまかせられるたいせいにあるので，あん

　　しんしている　（私が出ても社内は任せられる体制にあるので，安心している）…

　　同音語　大勢・態勢

　⑳ぼうふの13かいきをきねんしてしゅつばんする（亡父の13回忌を記念し

　　て出了する）……同音語　亡夫

　⑳　きっての　えが　こうがくできに　まちがっている　　（切手の絵が光学的にまち

　　がっている）……同音語　工学・鉱学

　⑳けうこうしてくるきょじんのこうぞくをたってり一どをゆるさず
　　　（強攻してくる巨人の後続を断ってリードを許さず）……同音語　強行

　⑳こうないがぽっとあかるくなった（坑内がばっと明るくなった）…・・祠音

　　語校内・構内

　⑳　××こう羨せいさくしよ　（×x光器製作所）……隅音語　工機

　＠　かぜんが　きれ，とうかいどうせん　いちじ　ふつう　（架線が切れ，東海道線

　　一時不通）……同音語　測騒

　この類は，この文脈の範囲では判別の根提がない。

　以上（i）～（三v）は，いずれも理解の支障を起こす可能性があり，ただ，ある

条件のもとでは正解を得ることができる。その「ある条件」というのが，上に

指摘したようなド手がかり」である。

　3．3　まとめ

　どういう手がかりで判別し得たかという点から，以上の例を整理してみる

と，次のようになる。

①　文脈中に有効な手がかりがないもの

　（i）文脈の中には手がかりが全くないもの（例⑲～鋤

　（ii）文内容に関係ある事実を知っていれば，常識的に正解に導かれるもの

　　　　（例①～⑤）

　（鋤　文内容を一往読解したが，そうい事実は実際にはありえないと考えら

　　れることから，逆に正解に導かれるもの（例⑥～ゆ）

②　文脈申に手がかりがあるもの

　（i）　同音語の前にあるもの（例②～⑦，⑨～⑪，⑱，⑮）
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　（ii）同音語の後にあるもの（例①，⑧，⑭，⑯～⑱）

　（iii）並立形式（例①，⑫）

く3）同音藷となるべき語自体に手がかりがあるもの

　（i）　贔詞性の違い（例⑩）

　（ii）　語結合，つまり造語要素が加わったり，複合語となるために半捌し得

　　るもの（例⑫）

　（iii）専門語であること（例①，③）

　具体的な文にあっては，上に見るように判別の条件は当然いくつか重なって

いるものであるが，それらを個別的に見るならば，①の類の手がかりは，同音

語の判別にはあまり効力がない。もし，これで同音語を半捌しようとするなら

憾，（1）（i）（文脈中に手がかりのないもの）の類は，さらに前または後に手が

かりが得られるまで文脈をたどってゆかなければならない。（1）（ii）（文内容の

事実を知っていること）の類では，その事実に対する経験・知識の有無は，読

者の年令・職業等によって大きく左右されるであろう。（1）（蓋D（読解した事実

の非存在）は（1）（ii）と表裏をなすもので，その事実の存否を判別するのは，や

はり読者の経験・知識による。これに反し，②および（3）の手がかりは，同音語

の判別に有効な条件といえる。しかし，その大部分は，すでにわれわれが想定

した条件である。ただ，新しく条件に加えうるのは，並立形式である。これ

は，われわれの採った推定法によっては容易に発見できないものであって，具

体的文脈から得た収穫である。

　テレタイプ資料によって，同音語を判別する条件を確認し，また追加した。

つぎには，この条件にどの程度の客観性が見いだされるかを調べるのが順序で

あろう。そのために，いくつかのテストを実施した。
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VI同音語の判別とその要因についての調査

　　　　　　　　一実験テストによる一一

1．　調査のあらまし

　1．1調査のねらい

　同音語の判捌が，どのように進められていくか，その実態を調べ，そして．

判別の能率を高める方法を見いだすことを，おもなねらいとして，実験テスb

による調査を試みることにした。

　同音語の判別状況なテストによって調査するということは，きわめて珍しい

ことなので，テストを企画するための資料も得られず，調査の見通しをたてる

ことも，かなりむずかしかった。そこで，2に述べるような，予備テストを実

施した。その結果，予想以上に，分析にたえられそうなテスト結果（2．3参照）

が得られたので，調査のねらいとして，あらたに「同音語の半国に影響のあり

そうな種々の要因を明らかにすること」や「特殊な専門的なことばの場合の判

別の進みぐあいを調べること」などを，つけ加えた。（くわしくは，3，1を参照さ

れたい。）

　この調査は以上の観点から，社会一般における同音語による支障の解決法の

発見をめざす調査である。

　1．2　調査の方法

　同音語の判別の過程を忠実に追求したり，同音語によってひき起こされる支

障を細かく観察したりするためには，面接法による調査が，もっとも望まし

い。しかし，同音語のこうした問題は，かなり個人差が予想されることがらな

ので，ある程度，多人数にわたって調査する必要がある。そうなると，全般的

な傾向をとらえて，だいたいの見通しを立てる意味からは，ひとまず，ペーパ

ーテストを採用したほうが効果的と考え，被験者の漢字龍力からみて無理のな

い範囲のぺ・一　一く　”テストによって実施することにした。

　今回の調査は，社会一般における同音語による支障の解決法を発見するため

のものなので，なるべく一般性のある同音語について調査しなくてはならな
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い。また，問題文も，膚然で具体的な文脈によったほうが望ましい。この二つ

の点を考えて，テスト問題は，朝出新聞社提供のテレタイプ資料に基づいて作

成することにした。テレタイプ資料は第V章に述べるように，全文かながきに

なっている。全文かな書きの形式のままで，このテストを試みることも意味が

あると思われる。しかし，実際には，テレタイプ資料そのままのかな書きは，

慣れないと，かなり読みにくいので，これを読みやすいように修正して，テス

ト問題のモデルを作成した。

　この全：文かな書ぎのテスト問題の問題文の読解には，どの程度の抵抗を伴う

かということと，50分のテスト時間で，どのくらいの量のテストが実施できる

かということとを調査するために，東京都立城南高校の第2学年男女生徒93名

を対象として，テストを試みた。その結果は，問題文の読解に予想以上の時間

が費やされ，テスト能率が著しく落ちた。このため，今圓の調査の実験テスト

には，全：文かな書きのテストは行なわないことにした。

　以上の経過をたどって，今回の調査の実験テストには，「テレタイプ資料に

基づいて作成した，漢字かなまじり文のテスト問題によるペーパーテスト」を

採用することにした。

　1。3　調査の対象

　今園の調査は，社会一般における同音語の支障の解決法の発見に眼目があっ

て，特定の職業分野におけるそれではない。したがって，調査の対象も，社会

一般の人々の知識程度をほぼ推定するに足る年令層が望ましい。しかし社会一

般の知識の程度を義務教育修了程度ということでおさえるならば，満足すべき

結果を得ることは，おそらくできないであろう。義務教育修了者の学力は，同

音語の判別に苦しむほどに高くはないと予想されるからである。このことは，

この十余年聞に行な：われた，再度にわたる「読み書き能力調査（昭綱3年，昭和

30年）注」の結果が証闘している。その語の意味を理解し得ないために，テスト

用紙が白紙に近い状態でもどってくるようなことがあってはならない。

　同音語の半捌に迷う程度の知識をもっていると思われるのは、やはり高校生

以上であろう。この理由から、高校生を対象とする予備テストを実施し、その
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結果に基づいて作成したテスh問題によって、高校生と大学生を対象として、

今回の調査を行なうことにした。

　油　　「日本人の読み書き能力（読み書き能力調査委員会。昭31・東京大学出版部刊）」

　　の「6結果の記述」

　　　「国玉の読み書き能力（文部蜜。昭36）J

2．予備テストー「同音語判劉テスト」の問題作成のための

　2．　1　テストの目的

　このテストは，「同音語判別テスト」に出題することばと，その出題形式を

選定するために，行なった予備テストである。

　2．2　テストの内容と対象

　このテストの問題は，「問題イ」と「問題ロ」の2種類に分かれ，それぞれ

の内容は，つぎのようなものである。

　〔イ〕

　　つぎの問題の傍線の部分のカタカナを適当な漢字になおしなさい。漢字が思い出せ

　ない場合は，そこに当てはまる三昧を書きなさい。

　ユ　カガク（　　　　）工業

　2　ギイソ（　　　　）立法

3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6

ジュショウ（

労使キョウチョウ

シソセソ（

ケッセソ（

標準キカク（

キカイ（

カイイソ（

国連カソコグ（

講和条約ハヅコウ（

政府。ガッカイ（

ヨウヒソ（

補導・キョウカ（

カソショウ（

　　カセイ

・7

o
倉

（

フウセツ

フウセツ（

　　　）式

　（　　　　　）

　　）建造計画

　　）投票

　　　）

　）均等

　　）組禽

　　　　）案

　　　　　　）期日

　　　　　）・民間の代衰

　　）・雑貨・こまもの

　　　　　）。育成

　　　）・脅威・攻撃

　）肥料・配合・肥料

（　　　　　）にたえ。る。

　　　　　）が流れる。
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18

19

20

21

22

23

A
B
A
8
A
8
A
B
A
B
A
B

，
ξ
｝
し一
　
羊
1
し

一
し

r
l
t
　
f
｛

ヒヅシ（

ヒッシ（

イチyウ（

イチドウ（

＝ソセソ（

話が　コソセソ（

ソウイ（

ソウイ（

カソシソ（

努力にカソシソ（

カソショウ（

庭をカソショウ（

）の努力をする。

）の情i勢になる。

　）に　会する。

　）を　代衷する。

　）に　おちいる。

　　　　）する。

）を反映する。

）がひらめいている。

　）をもつ。

　　　　）する。

　　）に．ひたる。

　　　　）する。

24　ユウリョウ（　　　　）な駅画を見せる。

25原稿のヒヅシャ（　　　　）をすすめる。

26　キョウコウ（　　　　）な決意をかためる。

27二つのクラスをタイショウ（　　　　）として調べる。

28　憲法問題に．キョクゲソ（　　　　　）して話し合う。

29大学にコウギ（　　　　）する。

30正午前に，50％を越え，そろって90％前後のコウジツ（

　　れそうだ。

31　混乱をシュウシ＝ウ（　　　　）する。

32今年はFWの整備で，コウシx（

　　うに，豊みがある。

33　行政機関職員定員法・郵政省設置法の，リョウカイセイアソ（

　　修正可決された。

34　コウジ（　　　　）二日罠に立候補した田辺氏。

35　元オリソピヅク選手ふたりは，共にケソガイ（

36　4F・Bフジソ（

37辺地の医師のシティ（

38農繁期のため，大阪府などでは，

　　（　　　　）防止を呼びかけた。

39キ望ウギ（　　　　）に理解する。

40　最低賃金法のキョウコウ（　　　　）成立。

41　コウセイ（

42　これから6年の任期，コウレイ　（

　　を尽さなければいけないと思っている。

43集閲交渉のコウセイ（

）が，期待さ

）のパラソスがよくなっているとこ．

　　　　　　　　　　　　）に落ちた。

）も昨秋からようやく身についてきた。

　　）のため，都会に遊学の寮をつくる。

）は，

宣伝ヵ一やヘリコプター一をかり出してキケソ

）施設を充実して，従業員の勤労意欲をたかめる。

　　　　　　　　　）だが，入聞生きている限：り，全力

）は，十大紡労使代褒・H本紡績協会・全繊同、
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4
5
6
7
8
9
0
1
2

4
4
4
4
4
4
5
5
5

盟綿紡部会代表とする。

霞然ゲソショウ（

レソメイ（

ニツセキ（

ニヅコウ（

3
4
P
D

5
5
5

サソイソセソ（

キセイセソ（

チュウキョウ（

市民は新鮮なシセイ（

会社を薪話するのはむずかしいので，

行とつながりのある○○火災と閨係を深めたい。

青年に技術をつけて，移心をシソコウ（

諸外国における鼠子力船のシュウコウ（

この潜水艦は，今後電池装置などを積み込んで，

一応完成する。

　　　）の一途をたどっている。

）で申し込む。

）本裁。

）を利用する観光客。

　　）で西下中の舞首梱。

　）が聡心した。

　　）のエ業の発展はめざましい。

　　　　　）を期待している。

　　　　　　　キセイ（ ）会社のうち，X×銀

）する。

）問題についての薪究状況。

コソシュウ（　　　　）ごろ

〔幻

　つぎの問題の勢線の部分のカタカナを適嚢な漢字になおしなさい。漢字が急に思い

出せない場合は，そこに当てはまる意味を書きなさい。

1　カガク（　　　　）工業の発展が，日本の輸出を伸ばした。

2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
蕪

エ2

13

革新系3氏によって，ギイソ（　　　　）立法として次の国会に提出される。

陛下は，：交直勲章のジュショウ（　　　　　）式に御出篤になった。

産業の健全な発展は，労使キョウチョウ（　　　　）の上にすすめられて行く

べきである。

海運業舞は，今年度のシソセソ（　　　　）建造計画を濡昌している。

委員長のケヅセソ（　　　　）投票が行なわれた。

工業製品の標準キカク（　　　　）を畢急に定める必要がある。

教育のキカイ（　　　　　）均等は，憲法が保障している。

カイイソ（　　　　）組含の副本交渉は，一部をのぞいて妥結した。

内戦防止のための國達カソコク（　　　　）案を送った。

両国聞の戦争状態は，法律上は講和条約ハッロウ（　　　　）期日まで継続し

ている。

原子炉設置計画は，政府・ガヅカイ（　　　　）・幽間の代表8氏によってす

すめられている。

ヨウヒソ（　　　）・雑貨・こまものの売り場をまわってネクタイ。石け
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ん・くしなどを買った。

青少年の補導・キョウカ（　　　　）・育成について，対策を協議する。

他国のカソシuウ（　　　　　）・脅威。：攻i墾を排除する。

最近，非常に種類が多くなっているカセイ（　　　　）肥料。配合肥料など複

合肥料のなまえを，統一したいという考えをもっている。

　A　数百年間フウセツ（　　　　）にたえた石仏が並んでいる。｛
　B　田中氏のその後の消息については，いろいろなフウセツ（　　　　）が

　　　流れている。

　A　遭難巻の救助に，ヒッシ（　　　　）の努力をしている。｛
　B　明朝始発電車からのスト突入は，ヒッシ（　　　　）の情勢になった。

　A　世界高邑の物理学者が，イチドウ（　　　　）に会して意見をかわすご

　　　とになっている。

　B　従業員イチドウ（　　　　）を代表して，お見舞いにあがりました。

　A　両チーム入り乱れてのコソセソ（　　　　）におちいった。｛
　B　めいめいが自分勝手な意見を述べては，話がコソセソ（　　　　）して

　　　しまう。

　A　国里のソウイ（　　　　）を反線する。

　B　子供の作品ながら，ソウイ

　A　政治問題にカソシソ（

　B　長い間の努力に．カソシソ（

　A　少女らしいカソショウ（

　B　庭の美しさをカソシnウ（

　A　ユウリnウ（

　B　ユウリョウ（

依頼：された原稿のヒッシャ　（

ー
ー
ー
ー

（　　　　）がひらめいている。

　　）をもつ。

　　　　）した。

　　　）にひたっていた。

　　　　）した。

　　　　　　　　　　　　　）な映画を見せる。

　　　　　　　　　　　　　）で麟画を見せる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　）をすすめている。

国境覆犯問題について，キョウコウ（　　　　）な決意をかためた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）として調べる。　A　二つのクラスをタイショウ（｛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）して調べる。　B　二つのクラスをタイシaウ（

　　　　　　　　　　　　　　　　　　）して話し合う。　A憲法問題にキョクゲソ（｛
　B　蛍｛動争議も，昨年申をキaクゲソ（　　　　　）として，次第に平静にな
　　　　　　　　　　　　一　一　　・
　　　ってきた。

大学側にコウギ（　　　　）する。

市長・市議の選挙が璽なった××市では，正午前に50％を越え，そろって90％箭

後のコウリツ（　　　　）が期待されそうだ。

整理員を増員して，混視をシュウシュウ（　　　　　）した。

これまでは守備のチ’一ムといわれていたが，今年はFWの整備で，コウシュ（

　　　　）のバランスがよくなっているところに，望みがある。

33持ち越しとなっていた3法案のうち，行政機関職員定員法・郵政省設置法の，⊥且
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　　ウカイセイアソ（　　　　）は，修正可決された。

34他の候補に遅れて，コウジ（　　　　）二日霞に立繰補した潤辺氏。

35　入賞を期待された元オジンピック選手ふたりは，共にケソガイ（　　　　）に

　　落ちた。

36　八幡製鉄チームは，4F。Bフジソ（　　　　）も昨秋からようやく身につい

　　てきた。

37辺地の医師のシティ（　　　　）のため，都会に遊学の寮をつくるなど，優遇

　　策を講じたい。

38縫繁期のためお天気がかえって農村地帯の出足をはばむ恐れも見られるので，大

　　阪府などでは，宣伝カーやヘリコプターをかり出してキケソ（　　　　）防止

　　を呼びかけた。

39法律の条文を，キョウギ（　　　　）に理解する。

4G最低賃金法のキョウ＝ウ（　　　　）成立以来，3度摂の「暁の国会」となつ

　　た。

41　レクリエーションのためのコウセイ（　　　　）施設を充実して，従業員の勤

　　労意欲をたかめる。

42氏は当選のよろこびを次のように語った。これから6年の任期，コウレイ（

　　　　　）だが，人間生きている隈り，全力を尽さなければいけないと思ってい

　　る。

43集団交渉協定の要旨は，第一に，集騒交渉のコウセイ（

　　労使代表・日本紡績協会・全繊同盟綿紡部会代衰とする。

44　野鳥は，自然ゲソショウ（　　　　　）の一途をたどっている。

45　有志のvソメイ（　　　　）で申し込む。

46　慰問最が，ニッセキ（　　　　　）本禎二に集まった。

47機上電話の計獲，晶ッコウ（　　　　）でテスト。

48　サソイソセソ（　　　　）応援のため遊説中の簿首縮。

49　キセイセソ（

50氏はホソコソから陸路をとり，チェウキョウ（

　　視察する予定。

　注意

　　　選んで，その記丹を（　）の中に：記入しなさい。

）は，十大紡

）が開通して，挙挙半島が一周できることになった。

　　　　　　　　　　　　　　）の工業の発展状況を

以下の問題では，下にあげてある四つの意味の中からもっとも適当なものを

51　x×歌劇國は，来春ニューヨークでコウエソ（

　　①　申し分のないよい演奏・演技をすること。

　　②　うしろだてとなって助けること。

　　③多数の観客の前で演じること。

　　④声に出して演芸をやること。

52　思いがけない事態にサイカイ（　　　　）した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　74

）する。



　　　③　出あう。

　　　②再びあう。

　　　③　再び開く。

　　　④　突発する。

　53　セイシソ（　　　　）の気に満ちた議会になることを期待する。

　　　③　正しくまっすぐなこと。

　　　②　　青争力、な」こ♪o

　　　③清潔で活気のあること。

　　　④　まこころがこもっていること。

　54　大会前夜，各国選手はXXホテルの夕食会に．招かれてコウカソ（　　　　）し

　　　た。

　　　③　よい感じ。

　　　②　 互をこ感じ合う。

　　　③物品や名刺などを取りかわす。

　　　④　うちとけて楽しむ。

　55　イギ（　　　　）の申し立てがない場余は，了承したものと認める。

　　　①　ことなった意昧

　　　②　反対・不服であるという意見

　　　③価値や重要さ

　　　④　ネL儀にかなったふるまい。

　「問題イ」「問題ロ」とも，55問ずつになっていて，主として，朝日新聞社

提供の「テレタイプ資料」などを参考にして出題した。

　第1問から第50問までは，「問題イ」ヂ問題ロ」の両方に，共通のことば（ま

たは，短音語口ヅト）が，畠題してある。そして，各問とも，　「問題イ」のほう

には，判別の手がかり（判別条件）が，一つだけ与えてあり，「問題ロ」のほう

には，この手がかりのうえに，さらに，判別上参考になりそうな文脈まで与え

てある。したがって，　「問題ロ」のほうが，「閥題イ」よりも，同音語を見わ

けやすくなっている。

　「問題イ」の第51問から第55聞までは，判別の手がかりが，極めて弱く，将

に判測のむずかしいものである。また，「問題ロ」の第51問から第55問まで

は，問題形式として，選択肢法を試みたものである。このテストは，下記の高

等学校の2年生の男女混合クラス，2クラスを対象とし，一：方のクラスに「問

題イ」を，もう：方のクラスに「問題Pt」な配布して同時に実施した。
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都立墨田川高校二年生　　92名（男　49名・女43名）

都立武蔵丘高校二年生　　96名（男　49名。女　47名）

　　　　　　　　　　言一ト　　　　　　　　　　　　　188名　　（男　　98名　●女　　90名）

　なお，被験者セこは，前もって，このテストが，書き取り，あるいは，漢字能

力のテストではないむねを徹底的に説明し，漢字がわからないときには，必ず

しも正確な字体でなくても似ていれぽよいし，それに当たる意味を記入しても

よいなどの注意を与えた。

　2．3　テスト結果の集計と整理

　まず，「問題イ」「問題ロ」の各問ごとに，どんなことばが，どのくらいの割

合で記入されているかを調査した。各面ごとに，なんらかの同音語が記入され

ている答案を集め，それを，性別にしたがって分類し，どんなことばが，どの

くらいの割合で記入されているかを，パーセンテージで示すと，つぎの表6の

ようになる（この場合，漢字で記入できず，意味を記入したものについては，被験者が

思いついたと思われる語を推定して集計した。しかし，記入されている意味に当たる語

カミ，推定できないときには，その意味のまま集計を進めた）。

　なお，この表の○印のついていることばが，当てはまることば（正答）であ

る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　表6
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8 6 2 0 3

8 3 0 G O

o 3 0 0 0

100 95 99 100 97

0 5 1 0 3

77 70 100 100 100

23 30 0 0 Q

互00 100 100

77 68 71 69 73

23 33 29 31 27

78 46 60 67 50

22 50 40 33 50

0 4 0 0 0

26 36 53 61 43

4玉 31 i1 16 5

33 33 36 23 51

53 59 48

45 41 50

1 0 2

8 20 38 41 33

89 75 36 38 33

0 0 3 0 8

3 5 2圭 18 25

0 0 2 3 0

79



問題

Pt　28Bキョクゲソ

29＝ウギ

30　コウリツ

31シュウシュ
　ウ

32コウシュ

33　リョウカイ

　セイアソ

34　コウジ

筈
数

解
嚢 同音語

素
謡
走

塁
極
局

○
人
7
5

160

157

○貌議
甜鞄　　）＃＝

購　談

調
圧
率
率
立

高
効
好
工
公

○

99

iO‘1

142

96

捻
集
集

収
収
蒐

○

野
守
二
手
季

野
物
甲
巧
好

○

○両改正案

1繕｝

良改正案

両改調案

示
事
事
時
事

公
後
公
議
工

0

両問題

全男女
Ao　％　％

79　82　76

21　18　24

71　74

17　19

11　7
1　0
1　0

◎
0
3
6
五
正

〆
0
1
玉

81　87

18　12

正　2

2
∩
6
0

7
2

92　92

5　5
！　0

1　1
1　1

3
4
．
4
．
0
0

9

　
女

口

題
男

問
　
全

　
女

イ

題
男

剛　
全

rae　％　％ ％　 ％

93　93

4　　5

3　2

％
9
4
3
3

77　80　741　82　84　78

23　20　261　18　16　22

75　82　63
13　13　13

11　4　20

i　O　3
0　0　0

68　65
2C・　26

11　9
0　　0

1　0

－
つ
ノ
3
0
Q
／

7
1
！

79　87　68

21　i3　32

0　0　0

83　87
15　！0

2　3

！
0
4
ム
0

7
2

91　94　80

7　6　10
2　O　，10

0　0　0
0　0　0

93　91

3　5
0　0
2　2
2　　2

0
0
0

0

78　84　71

19　15　24

O．7　O　2
2．1　正　3

7
4
5
王
2

7
　1

8
2
0
9
2

8

6
Q
！
6
6
3

只
ノ
　
一
－

76　80　68

21　17　28

o　o　o
3　2　3

0
2
6
0
2

9 97　73

3　0
0　20

0　0
0　7

o

o

81　87　74

17　13　21

1　0
1　0

3

3

61　74

7　0
5　0
25　22

2　　4

41

18

12

29

o

35ケ・ガ・レi80圏外　1・・1・・ 1001　100　100　1001　1OO　100　100

36　フジソ 75 陣
人
人

布
婦
夫

○ 61　77
29　18

9　5

6
り
）
－

1
6
2

44　64　7
44　29　73
12　7　20

84　89
9　 7

6　4

0
5
r
フ

5
2
280



問　題

37　シティ

38　キケソ

39　キョウギ

40　キョウコウ

41　コウセイ

42　コウレイ

43　＝ウセイ

44　ゲソショウ

45　trソメイ

イ46　ニッセキ

解答
物数

　人
164

167

114

1！4

161

147

171

176

181

186

同音語

弟
愚
弟
邸
弟

子
母
御
無
偏

○

○棄　権

　危　険

○狭　義

　協　議

　競　技

　教　義

行
攻
硬
慌

強
強
聴
恐

○

生
生
成
正
正
正

難
関
構
公
館
校

○

題
女

問
男

薗
全
　％　　％

43　5i

40　31

15　16

L2　1
0．6　1

　
女

イ
題
男

問
　
全

”
女

題
男

闘
　
全

％
4
7
4
0
鷺
0
1

％
3
4
5
0
1
4
1
0

52　56　47

48　44　53

35　51

50　39
正3　　7

2　　3

1
7
2
（
U

玉
6
2

84　83
4　　6

9　12
4　　0

7
∩
）
4
▲
Q
！

8

85

8．　1

L9
3．　7

L2
0．6

81

12

　1

　4

　2

0．6

項目％　　％　％　　％
60　301　39　40　38

27　571　39　35　4t1

10　14］　19　23　15

0　el　3　　3　　3

2　Ol　O　　O　　O

48　55　38

52　45　62

57　57　57

43　43　43

7
9
臼
0
1

2
ロ
ノ
2

40　71　51　71　20
47　601　46　25　80

11　33］　O　O　0
2　Oi　3　　4　　0

｛
U
n
∠
7
匠
フ

8 85　88i　82　81　85

3　Ol　5　　8　　0
12　　　0　　1玉　　玉1　　10

0　12i　2　O　5

7
8
1
2
三
（
U

8
9
4
乙
り
）
4
ゐ
0
0

8

齢
例
例

高
恒
好

○

○構　成

　校　正

86　88

i3　12
1　　0

4
．
4
．
2

n
6
1

99　iOO　99

1　　0　　1

○減　少

　現　象

58　66　48

42　34　52

○連　名

　連　盟

謙｝

53　58　47

47　42　53

ご
フ
0
0
2
2
0

8
1

89

6

3

∩
）
（
）

e

87　91　81

12　9　16
1　　0　　3

2
8
弓
）
『
フ
i
1

8

4
．
3
3
5
3
3

7
1

0
へ
）
0
）
5
0
0

9

86　85　88
14　15　13
0　　0　　0

100　100　1001　99　100　97

　0　　0　OI　1　　0　　3

49　59　37

51　41　63

53　58　47

47　42　53

1oo　leo　loo

68　74　61

32　26　39

53　59　48

47　41　52

81



問　題

嘔6　ニツセキ

47　ニヅコウ

48　サソイソセ
　　ソ

49　t“azイセソ

イ50　チュウキョ

　　ウ

ロ50チュウキョ
　　ウ

イ51　シセイ

P51　コウエソ

イ52　キセイ

答
数

解
者

　入
186

180

同音語

○臼　赤

　臼　石

航
光
交

R
［
口
H
口
掃

○

144 ○参院選

　由陰線

　参回戦

59

186

186

84

93

78

i

◎紀勢織

　既成線

　帰省船

　紀西線

　規制船

8瞭｝

○中　共

　中　京

政
敷
綱
勢
勢
政
誠

市
町
市
市
姿
司
歪

○

03公演
　4口演

　1好演

　2後援

○既　成

　寄　生

　規　制

　既　製

両　問　題

全　男　女

％　Aoe　％

44　53　34

55　44　66
2　　3　　0

43　43　43

56　55　57
1　　1　　0

83　83　83
3　　3　　4

2　　0　　4

8　14　0
3　　0　　8

　問題　イ

全　男　女

％　％　tae

31　39　21

66　55　79
3　　6　　0

15　19　11

85　81　89
0　　0　　0

　
女

口

題
男

問
　
全

％　　％　　％
99　98　100

1　　2　　e

58　68　47

42　32　53
0　　0　　0

82　77　88
正7　　20　　12

2　　3　　0

94　100　881　78　76

6　O　131　2　4
0　　0　OI　2　　0

0　O　O］　12　20
0　　0　OI　5　　0

1
0
〆
Q
O
【
）

8
　
　
　
　
1

100　100　100

68　60　82

23　30　12
2　　2　　3

1　　0　　3

2　　4　　0

1　　2　　0

1　　2　　0

6
5
8
1

7
！

1
2
7
（
U

9

7
1
9
つ
ノ

【
）
3

84　90　77
i6　10　23

98　98　98

2　　2　　2

0　　0　　0

0　　0　　0

82



聞題

巧2　サイカイ

イ53　シソコウ

・53　セイシン

イ54　シ＝ウコウ

Pt　54　コウカソ

イ55　コソシュウ

Pt　55　イギ

解讐
　　　岡岬語煮数

＼

ノ
2

　
9

80

01際会
　2再会

　3再開

　4突発する

興
興
行

振
新
進

○

92　03～豊楽斤

　　4誠心
　　2静心
　　1正真

題
尋

問
男

両
全

9e　％　　％

41

93

航
行
航
行

就
就
周
周

○

04交歓
　3交換

　2交感

　！好感

93

93

○今　秋

　今　遍

02異議
　1異義

　3回忌

　4回忌

　問題　イ

金　男　女

Aa　％　　e

35　50　17
5　　7　　3

60　43　79

　
女

題
男

心
　
全

％　90’

43　33

53　60
1　　2

2　　4

％
5
5
4
5
0
Q

29　44
34　25

2　　2

35　29

4
4
ら
）
2
1

1
4
．
　
4
ゐ78　88　29

5　　6　　0

1S　6　43
5　O　29

97　100

1　　0

i　　o

1　　0

3
2
n
∠
2

9

47　65　29
53　35　71

；

94　96
5　　2

0　　0

1　　2

－
Q
！
0
0

9

　つぎに，各問ごとの無答：傾向を調査した。すなわち，　「問題イ」　「問題pj

の各問ごとに，無配入の二二，および，単に漢宇を当てただけで，ことばにな

っていない答案を集め，これらが，全被験者の何パーセントに当たっているか

を，男女別に．集計すると，つぎの蓑7のようになる。したがって，この表は，

このテストの各問について，同音語を全然思いつくことができなかった被験者

が，どのくらい居たかを示す表である。
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問題

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
6
1
6

カガク

ギイソ

ジュショウ

キョウチョウ

シソセソ

ケッセソ

キカク

キカイ

カイイソ

カソコク

　、コウ．

ガッカイ

eウヒソ

キuウカ

カソショウ

カセイ

17Aフウセツ

17Bフウセツ

18Aヒッシ

18Bヒッシ

19Aイチドウ

19Bイチドウ

20Aコソセソ

20B＝ソセソ

21Aソウイ

21Bソウイ

22Aカソシソ

22Bカソシソ

23Aヵソシeウ

23Bカソショウ

24Aユウリeウ

P24Bユウリョウ

25　ヒッシャ

26　キuウコウ

表7

　
女

題
問
男

　
全

　　％　rdo　％
　o　　o　　o
O．5　1．0　0

20．9　19．4　22．2

20．7　15．3　26．7

23．9　！1．2　37．8

6．9　2．0　12．2

22．9　15．3　31．1

9．6　7．1　12．2

5．9　8．2　3．3

18．6　7．1　3L　：・

10．1　9．2　11．1

2．7　1．0　4．4

0．5　LO　O
i2．8　　正0．2　　三ジ．6

2Z　7　16．3　40．0

32．4　20．4　45．6

5．3　1．0　10．0

20．7　17．3　24．4

3．7　3．1　4．4

50．0　40．8　60．0

29．3　　18．4　　4正．豆

1．1　　1．O　　L正

37．8　20．4　56．7

13．3　IL2　15．6

18．6　12．2　25．6

23．9　17．3　3L1

11．2　IQ．2　12．2

5．3　7．1　3．3

27．1　23．5　3L1

10．6　7．1　14．4

12．2　12．2　12．2

IL7　9．2　14．4

37．　2　28．　6　46．　7

　
女

イ
題
男

問
　
全

　　％　y，　s
　o　　e　　e
2．1　O　4．4

21．1　18．0　2t｝．4

24．2　14．0　35．6

25．3　4．0　48．9

Z4　O　15．6
22．1　10．0　35．6

2．1　2．0　2．2

3．2　z十．O　2．2

14．4　4．0　26．7

8．4　8．0　8．9

3．2　2．0　4．4

　0　　0　　0
10．5　10．0　ILI

31．6　22．0　42．2

32．6　24．0　42．2

7．4　O　15．6

32．6　30．0　35．6

2．1　2．0　2．2

47．4　46．0　48．9

38．　3　26．　0　53．　3

Ll　2．0　0
57．9　36．0　82．2

8．4　8．0　8．9

2Ll　10．0　33．3

29．5　20．0　40．O

IL6　Se．O　13．3

7．4　10．0　4．4

24，　2　20．　0　28．　9

9．5　6．0　13．3

5．3　6．0　4．4

8．4　6．0　11．1

33．7　26．0　42．2

　問題ロ

全　男　女1
　　％　　％
　o　　o
1．1　2．i

20．　4　20．　8

17，2　16。ア

22．6　18．8

6．5　4．2

23．7　20．8

17噺2　12し5

8，6　i2．5

23．　7　20．　8

1L8　10．4

2．2　O
LI　2．1

15．　1　1O．　4

23．7　10．4

33．3　16．7

3．2　2．1

8．6　4．2

5e　t十　4・2

52．7　35．4

Ll　2．l

Ll　0
17．2　4．2

王8．3　14．6

正6．1　　14．6

18e　3　14・6

10．　8　10．　4

3．2　4．2

30．1　27．t

IL8　8．3

19．4　18．8

6e5　4・2

15．　1　12．　5

40．9　31．3

％

G
O
O
8
7
9
7
2
4
7
3
4
0
0
8
9
4
3
7
－
0
2
1
2
8
2
1
2
3
6
0
9
8
！

　
　
の
　
ゴ
　

ロ
　

ロ
　

の
　

し
　

の
　

ロ
　

　
　

サ
　
　
　

サ
　

ロ
　

サ
　

の
　

の
　

コ
　

　
　
　
　

　
　

ロ
　

の
　

の
　

　
　

サ
　

の
　
　
ロ
　
　
コ
　
　
コ
　
　
の
　
　
の
　

　

　
　
0
7
6
8
6
2
4
6
3
4
　
0
7
8
4
3
6
1
　
2
1
2
7
2
1
2
3
5
0
8
7
1

　
　
2
正
2
　
2
2
　
2
1
　
　
2
3
4
　
1
　
7
　
　
3
2
1
2
－
　
3
1
2
　

互
5

84



爾　問　題 問題　イ 問題　ロ
問　題

全　　男　　女 全　　男　　女 全　　男　　女

％　　　％　　　％ ％　　　％　　　％ ％　　　％　　　％

27Aタイショウ 85　　8。2　　8．9 4．2　　8．0　　　0 互2。9　　　8。3　　互7．8

冒27Bタイショウ 7．5　8。3　6．7

28Aキョクゲソ 27．7　　26．5　　28．9 i8．3　　24．0　　玉1．玉 37．6　　29．2　　46．7

覗8Bキョクゲソ 19．4　　10。4　　28．9

29　コウギ 董4．9　　　8．2　　22．2 1L6　　　8．0　　15．6 18p　3　　　893　　28書9

30　コウリツ 16．5　　10．2　　23．3 21．1　　10．0　　33．3 11●8　　　io・4　　　13・3

31　シュウシュウ 47．3　　38．8　　56．7 45．3　　40．0　　51。1 49．5　　37．5　　62．2

32　コウシュ 44．7　　22．4　　68．9 54．7　　34．0　　77．8 34．4　　　10。4　　　62．2

33　リョウカイセイ 24．5　　19．4　　30．0 26．3　　正8．0　　35。6 22。6　　20．8　　24。4
アソ

34　コウジ 48．9　　34．7　　64，4 45．3　　26．0　　66．7 52，7　　43．8　　62。2

35　ケソガイ 37畢2　　24匿5　　5L1 41．1　　26．0　　57．8 33．3　　22．9　　44．4

36　フジソ 60．1　　42．9　　78．9 54．7　　44．0　　66．7 65。6　　4L7　　9L1

37　シティ 12．8　　10。8　　歪5，6 10。5　4．0　17。8 15．王　　　王6．7　　　13．3

38　キケソ 1L2　　　7。！　　15．6 95　　6．0　13。3 12．9　　　8．3　　17．8

算　キョウギ 39．4　　29．6　　50．0 2L1　　重0◎0　　33齢3 58，重　　50．◎　　66．7

40　キョウコウ 39。4　　29．6　　5G．　O 38．9　　　34．0　　44．4 39．8　　25．0　　55．6

41　コウセイ 14．4　　孟2．2　　16．7 12．6　　　4．0　　22，2 17。2　　22。9　　重1P1

42　コウレイ 21．8　　　14．3　　30。0 20．0　　10．0　　3正．1 23．7　　18．8　　28．9

43　コウセイ、 9，0　5．1　13．3 513　　　0　亙Ll 重2。9　　10。4　　15．6

44　ゲソショウ 6．4　　3．1　10，0 3．2　　2．0　4．4 9．7　4．2　！5．6

45　レソメイ 3．7　2．0　5．6 2。1　　　0　　4．4 5。4　4．2　6。7

46　ニヅセキ L1　　　0　　2．2 L1　2．1　　　0

47　ニヅコウ 3．7　2．0　5．6 4．2　2．0　6．7 3。2　2。1　4。4

48　サソイソセソ 23．4　　15．3　　32。2 互1．6　　　4．0　　20。0 35，5　　27．1　　44。4

49　キセイセソ 68．6　　64．3　　73．3 81，1　　80．0　　82．2 55。9　　47．9　　64。4

50　チュウキョウ L1　2．0　　　0 LI　　　O　　2．2

イ51　シセイ 1L6　　　　　0　　24。4

・5玉　コウエソ O　　　Q　　　O

イ52　キセイ 17．9　　！4。0　　22．2

巧2サイカそ L韮　　　0　2，2

イ53　シソコウ 15。8　　16．0　　15．6

β53　セイシシ L1　　　0　2．2

イ54　シェウユウ 56．8　　32，0　　84。4

・54　コウカシ Q　　O　　O
イ55　コソシュウ 2．1　4．0　　0

P55　イギ O　　　O　　　O
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　以上の集計結果に従って，「同音語判別テスト」の問題作成上，必要な項目

について整理すると，つぎの表8のようになる。

　（「男女差」の欄の「赫印」は，5％の危険率で有意差あり，「＊＊印」は，1％の危険

率で有意差あり。また「男」あるいは「女」はsそれぞれ，男子の正答率あるいは女子

の正答率が，他方を上回っていることを示す）

蓑8

最高頻度の
誤答

　　正　讐　率

全体i　イ～ロ　i男女差

無答
者率正答問題
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線
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風
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必
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相
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蒲
郷
粥
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麗
強
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潜
嬬
那
M
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脳
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肥
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　％l
ss　I

s9　1

76　l

s2　1

6s　1

6s　I

s6　I

i？　i’

36　i

g7　1

4！　1

55　i’

so　1

3i　l

gs　1

66　ll

gs　l

g7　1

85　i，

7g　l

s7　l

oo　l

g2　l

gg　1

46　ll

　　i
64　i

gl　1

98　i

　　fl　％i
94N　761
56”一　63　’i

84’一　68　1

76～　87　i＊＊男

48～　82　i＊＊男

60～　69　i＊・s女

80一　92i

72～　94　i＊＊男

28～　44　i＊＊男

95t－100　1

46～　37　i＊寧男

　52～　58　i＊＊男

57一一・　t十3　1

27’一　35　1

91tv　99　1

70ev　621

98N　99　i

92t－100　1・

87N　83　1

76～　82　i＊＊男

90～85；ee男
ioor－ioo　1

85　’v　96　1

正00～ggi

35～　58　i　＊＊男

54～　72　i＊＊男

92一一　9e　i’

ggt一　98　1

学
員
賞
調
船
選
格
会
員
告
効
界
贔
化
渉
成
雪
説
死
至
堂
同
戦
線
意
意
心
心

化
議
授
協
新
決
規
機
海
勧
発
学
洋
教
干
化
風
風
必
必
一
一
混
混
総
創
関
感

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

カガク

ギイソ

ジェショウ

キョウチョウ

シソセソ

ケッセソ

キカク

キカイ

カイイソ

カソコク

ハツコウ

ガッカイ

ヨウヒソ

キョウカ

カソショウ

カセイ

i7Aフウセツ

17Bフウセツ

18Aヒッシ

正8Bヒヅシ

19Aイチドウ

19Bイチドウ

20Aコソセソ

20B翼ソセソ

21Aソウイ

2！Bソウイ

22Aカソシソ

22Bカソシソ
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最高頻回の
誤讐

無恥
者率
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有料
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集
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強
対
対
極
極
講
効
収
巧
了
後

人
定
険
議
硬
生
胆
正
象
盟

婦
野
冊
下
帯
更
恒
校
門
連

厨　石

H　光

出陰線

紀西線

京
下
生

中
施
寄

鶴
君
影
霧
聴
器
欝
挿
画
鷺
露
灘
甥
雰
撮
嘉
噌
u
纒

　　耳答率
全体iイ～ロi男嬬

9多i8幽9♂i
b51　6gN　gg　i

ss　1　73一一ioo　1

正問 題

72一一　71

65”一’　60 寧＊男

31tv　53

14”一　38

79　1

7i　i’

8正i

g2　1
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loo　16
1
i，3　1’

52　i

3s　1

，4　I

g，5　ii

99　i

，s　l

s31

77N　82　1

75N　68　i

79N　83　1

9正～93i

76N　81　i
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44ev　84　1，

47　e一　39　1
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100一　99　i

2｝9一　68　i
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＊＊男

＊寧男

韓男

＊寧男

普男

31tv

15一一
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58i曇男
82　i

7s　1

曇女

＊＊男

8
5
0
2
3
1
3
4
3
9
1
正
2
8
7
　
1
3
2
5
4
5
6
　
8
3
0
9
4
3
3
0
4
9
6

9
8
0
7
6
4
5
2
9
7
7
8
9
7
7
　
6
4
5
3
8
8
8
　
5
5
0
9
4
4
8
0
8
6
7

壷
料
写
硬
象
照
限
限
肇
轟
示
外
陣
弟
権
義
行
生
齢
型
置
撫
航
腿
難
十

型
鑑
憎
憎
筆
強
対
対
局
極
北
高
丁
丁
両
罰
二
布
子
棄
狭
強
摩
高
野
減
連
日
臼
臼
野
冊
中
中
市
既

23Aカソショウ

23Bカソショウ

24Aユウリョウ

Pt　24Bユウリョウ

25　ヒヅシャ

26　キョウ＝ウ

27Aタイショウ

Pt　27Bタイショウ

28Aキョクゲソ

Pt　28Bキョクゲソ

29　コウギ

30　コウリツ

31　シュウシュウ

32　コウシュ

33　リョウカイセイアソ

34　コウジ

35　ケソガイ

36　フジソ

37　シティ

38　キケソ

39　キョウギ

40　キョウコウ

41　＝ウセイ

42　ロウレイ

43　＝ウセイ

44　クeソショウ

45　レソメイ

ィ46　ニッセキ

叫6　ニツセキ

47　ニヅコウ

48　サソイソセソ

49　キセイセソ

ィ50　チュウキ望ウ

冒50チュウキョウ

イ51　シセイ

イ52　キセイ
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問　題

イ53　シソコウ

イ54　シュウコウ

イ55　コソシュウ

P51　コウエソ

巧2　サイカイ

・53　セイシソ

巧4　コウカソ

・55　イギ

正　答

電
三
秋
演
三
聖
歓
三

振
就
今
公
際
清
交
異

　　正　答　率

全体　　イ～ロ　i男女差

3多i

，，　1

47　1

98　l1

43　i

2g　1

，7　1

94　i

Ao　％’1
＊＊男

i・・男

i・＊男

iec・女

i・・男

答
率

無
看

15．8

56．　8

2．　1

　0
1．　1

Ll

　o
　o

最高頻度の
誤箸

　
　
　
　
　
　
押

詰
航
週
演
会
真
新
前

進
周
今
口
再
正
交
異

　2．4　ことばの選定

　この予備テストは，テレタイプを資料にして作成したため，新聞関係の用語

や，新聞に使われやすい専門的なことばなど，一般セこは，あまり，なじみのな

いことばが，かなりはいっている。たとえば，　「5。新船」　「9．海，員」　「10．

勧告」「11．発効」　「14．教化」　「16．化成」「18B必至」28A局限」「31、

収拾」「33．両改正案」r34．公示」「35．圏外」「39．狭義」「41．厚生j

r45．連名」「48．参院選」「イ52．既成」「イ54．就航」「イ55．今秋」など

である。これらのことばは，「同音語判別テスト」の出題語としては，不適当

と考え，この中からは，出題しないことにした。

　また，固有名詞的なことば，一一たとえば，「46．目赤・日石」「47．日航」「49．

紀勢線jrso．中共」一も，岡音語の問題としては，やや特殊なものなので，

「同音語判別テスト」の出題語には，しないことにした。「問題　ロjの第51

問から第55問までは，出題形式を考えるために設けたものなので，この中から

出題語の選定は行なわない。

　以上のものを除外した上で，r隅音語糊別テスト」の出題語は，原則とし

て，この予備テストの無三者率（燗題イ」「問題ロ」の両方に嵐題したものについ

、ては，両問題を合わせた無答曲率による）が，30％未満のことばの中から選定する

ことにした。これらのことぽは，この予備テストにおいて，7割以上の被験者

が，なんらかの同音語を記入することができたものなので，少なくとも高校生程

度を対象とする陽音語テストに出題することばとしては，適当と考えられる。
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　無答老身30％未満のものの中から，実際に，どれを出題するかについては，

「語の結合」「贔詞性」「慣用的用法」などの圖音語判別条件の設定を中心に

考え，さらに「正筈率の男女差」なども考慮して選定を進めた。その結果，

「1．カガク」「2．ギイソ」「3．ジュショウ」「7．キカク」「12．ガッカ

イ」「i7Aフウセツ」「19Aイチドウ」「20Bコソセン」「21Aソウイ」「22Aカ

ソシン」「23Aカソショウ」「ロ27Bタイショウ」「37．シティ」「38．キケ

ソ」「42．＝ウレイ」「イ51．シセイ」「イ53．シソコウ」を選定した。

　しかし，「同音語判別テスト」の問題を作成する段階で，これらのことば

に，判別条件や交脈を設定して検討した結果，つぎにあげるものについては，

蟹標語（問題交にあてはまる語）を，　「予備テストにおいて，もっともまぎれた

語（最高鑛度の誤答一表8）」と入れかえた。

2
3
7
1
2

　　　　：予備テスト　判別テスト

ギイソ　　　（議員）→（議院）

ジュショウ（授賞）一→（受賞）

キカク　　（規格）→（企画）

ガッカイ　（学界）一→（学会）

　　　　　予備テスト判別テスト

37　シティ　（子弟）→（指定）

42　コウレイ（高令）→（恒例）

イ51　シセイ　（市政）→（施政）

　「同音語判別テスト」においては，大学生もテスト対象になるので，予備テ

ス〉の無品点者率がやや高く，高校生程度には，あまり，なじみがないと推定

されたことばも出題することにした。この観点から，無解答翁忌30％～40％の

もののなかから，比較的，正答率の高かった「40．キョウコウ（強行）」を，大

学生向きの出題語として選定した。

　以上の方針とは，全く別に，特殊な使用分野で使われる専門的なことばの場

合の，同音語問題を調査するため，スポーツ関係の専門的なことばとして，

「32．コウシュ（攻守）」「36．フジソ（布陣）」の二つを選定した。

　2．4　出題形式の選定

　同音語が，手函されていくプロセスを，テストによって追求するためには，

被験者の言語意識に，どんな同音語が存在しているかを，まず確かめておく必

要がある。予備テスFのような問題形式によっても，その誤箸傾向から，被験
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者の思い出しうる同音語の範囲（種類）を推察して，この点を確かめることは，

必ずしも不可能ではない。しかし，はじめから判別条件や：文脈が与えられてし

まっているので，記入する同音語の範囲が，しぼられてしまい，こうしたこと

がらを調査するには，不向きである。もちろん「問題ロ」に設けたような選択

肢法（第51問～第55問）では，問題にならないQ

　そこで，「同音語判別テスト」においては，「半捌条件や交脈を与えてH標

語を思い出させるテス5」を行なう前に，「思いついた岡解語を，すべて書き

並べさせるテス5」を行なうことにした。

　つぎに「予備テスト」の「問題イ」と「問題ロ」の問方に出題したことばに

ついて，テスト結果を比べてみると，判別の手がかりの多い「問題ロ」の正答

率の方が，やや高くはなっているが，われわれが予想したほどの違いは見られ

なかった。これは，ひとつには，「問題ロ」で与えられた判鯛条件や文脈が，

被験者にとって，あまり強い手がかりにならなかったためと考えられる。した

がって，高校生程度を対象とする同音語テストにおいて，判別の手がかりが有

効に働いたかどうかを調査する場合には，「問題イ」と「問題”」のあいだの

相違ぐらいでは，はっきりしたテスト結果が，得られない。そこで，「同音語

判別テスト」においては，　「判別条件を一つだけ与・え．たテスト問題」と「その

前後にかなり手がかりとなる文脈を与えたテスト問題」とを出題し，両者のあ

いだに，判別の手がかりとしての有効さに，はっきりした違いをつけることに

した。

　「問題ロ」の正答率があまり伸びなかった，もう一つの原因は，同程度（同

学年）の被験者ではあっても，同一人を対象とせず，　「問題イ」と「問題ロ」

とを，別々の人について調査したためではないかと考えられる。同音語の判別

過程という問題は，かなり個人差が予想されることがらなので，やはり，同一

人を対象として，調査しないと，はっきりした結果が得られないのではないか

と推定された。「隅音語判別テスト」においては，さきに述べた3種のテス

ト，すなわち「思いついた同音語をすべて書き並べさせるテスト」「半捌条件・

を一一つだけ与えたテスト」「その前後に文脈を与えたテス’ト」を同一人につい

て行なうことにした。
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　予備テストにおいて試みた選択肢法（「問題ロ」第51問以下）1ま，漢字を用い

て記入させるテスト方法のように，漢字能力に左右されないために試験的に行

なってみたが，選択肢法で出題できるような同膏語セヅトを晃つけ出すことが，

かなりむずかしい上に有効なテスト問題が作りにくいため，「同音語判別テス

トjでは，この出題形式は採用しないことにした。しかし，2．3の「テストの

結果」によってもわかるように，無答者率が，他の場合よりも，著しく低い点

などからみて，漢字能力の低い被験老を対象とする同音語テストにおいては，

：有力なテスト：方法になるものと思われる。

　予備テストの第12問から第16問までの5隙こは，判別の手がかりとして「語

の並立」を試みた。「語の並立」は，同音語を判別する手がかりとして，かな

り有力なものとみられる（第V章3参照）。しかし，繍初漁などの判別条件より

は，その性格が，文脈に近いと考えられる。それゆえ，、「同音語判別テスト」

では，文脈の中に含めて扱った。

　予備テストの第17問から第24問までの7問；こは，語の用法についての認識

が，岡音語の判別にどの程度役だつかを調べるために，同音語をどう使い分け

るかを並列の形式で出題してみた。、しかし，この方法は，出題形式そのもの

が，有力な手がかりになってしまうおそれが多分にあるので，半捌条件のきぎ

：方を調査する方法としては，不適当と考え，　「同音語判別テスト」では採用し

ないことにした0

3．　同音語判Sljテスト

　3．1テストの痩的

　同音語の混同，あるいは判別の過程と，その要因をさぐって，同音語につい

ての問題点を見いだすために，以下に述べるような実験テストを行なって，そ

の：分析を試みた。

　このテストは，つぎのようなことがらについて，一往の見通しを立てる目的

で実施したものである。

④同音語の判別過程について
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　a　判別条件や文脈が加わることによって，同音語の判別は，どのように進

　　んでいくか。”

　b　同音語の判溺のためには，どんな判溺条件が有効に働くか。

　C　同音語の判別過程は，一d語一語で，どのように違っているか。

＠　同音語の判鋼に関係のありそうな諸要因について

　a　同音語の判別には，年令教養の違いが，どのように影響するか。

　b　間音語の判別には，男女の違いが認められるか，どうか。

◎　特殊な，専門的なことばを含む同音語セヅトでは，どんな問題があるか。

　3．2　テスト問題の内容とテストの対象

　テス5の問題は，甲・乙の2系統にわかれ，それぞれの系統は，さらに，A

・B・Cの3種類にわかれ，この3種で1組の問題になっている。

　甲系統のテストは，主として前項④の「同音語の判別過程」を分析するため

のもので，乙系統に比べて，やや判別しにくい同音語セヅトから出題してあ

る。

　乙系統のテストは，主として前項＠の「同音語の判別と諸要困との関係」を

分析するたあのもので，甲系統に比べれば，判別の容易な，なじみやすいこと

ばが出題してある。

　甲・乙甲系統とも，A種の問題は，文脈・判濁条件を全く与えずに，ことば

だけをカタカナ書きで出題し，それについて，被験者の思いついた同音語をす

べて書き並べさせるものである。B種の問題は，　A種で出題したことばに，判

別の手がかりを一つだけ与えて出題し，それに当ては窪ることばを書かせたも

のである。C種の問題は，　B種の判別条件をそのまま用い，その前後に，さら

にもう一つ手がかりとなる文脈を与えたものである。

　被験責には，A→B→Cの順序で記入させ，　Aの記入がすんでからB，　Bの

記入がすんでからCを，配布した。

　なお，被験者には，前もって，このテストが，書き取り，あるいは漢字能力

のテストではないむねを徹底的に説明し，漢字がわからないとぎには，必ずし

も正確な字体でなくても似ていればよいし，それに当たる意味を記入してもよ

い，などの注意を与えた。　　　　　　　　　　　　　’
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甲系統のテスト問題

甲一A　つぎの問題のカタカナ書きのことばを，漢字で書き蓑わしなさい。

　　　〔注意〕　1　思い出した順に，いくつでも書き並べなさい。

　　　　　　　2　漢字が思い弄せない揚舎ほ，そのことばの意味を書きなさい。

1
2
9
り
4
礁
5

ジュシUウ……

ガッカイ……

シソコウ……

キョウコウ……

コソセソ二一・・。i

6　キカク・…■一

7　フウセツ・・…・

8　イチドウ……

9　ソウイ……

10　フジソ……

甲一B　つぎの問題の傍線の部分の「カタカナ書きのことば」を，適当な漢字で書き

　　　表わしなさい。

　　　〔注意〕　1　二つ以上のことばがあてはまると思う場食は，思い出した順に書

　　　　　　　　き並べなさい。

　　　　　　　2　漢字が思い出せない場禽は，そのことばの意味を書きなさい。

1
9
阿
9
U
婆
【
D

文化勲章ジュショウ春（

ガヅカイ開催地（

輸串シソコウ策（

キョウコウする。（

コソセソする。　（

）
）

）

）

）

6
7
8
9
旬

キカクする。　（

フウセツにたえる。

イチドウに会する。

ソウイを反映する。

4F・Bフジソ（

）

）

）
）
）

甲一C　つぎの問題の，傍線の部分の「カタカナ書きのことば」を，適当な漢字で書

　　　き衷わしなさい。

　　　〔注意〕漢字が駄咄せない場合は，そのことばの意味を書きなさい。

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

学士院賞・芸徳院賞並びに文化勲章のジ＝シaウ者

ガッカイ山門地の京都には，各国の物理学者が集まった。

輸幽シソコウ策，海外市場開拓策などを考える。

反対をおしぎって，採決をキョウコウする。

コソセソした話を整理する。

キカク，立案する。

数百年のフウセツにたえる。

イチrウに会して交歓する。

希望とソウイを反映する。

八幡製鉄チームは，4F・Bフジソで対戦する。

（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

）
）
）
）
）
）
）
）
）
）

　甲系統のテスト問題に出題したことばのうち，第1問から第9聞までのこと

ばは，すべて，高校生を対象にして行なった予備テストにおいて，その無答率
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が40％未満のものである（表8参照）。

　第1問から第3問までは，B種の問題において，「語の結合」が判別の手が

かりになっている。第4問から第6問までは，　「品調性（サ変動詞）」が判別の

手がかりになっている。第7問から第9問までは，「慣用的用法」が判別の手

がかりになっている。

　第1◎問の「フジン．（布陣）」は，特定の使用分野に属する特殊なことぽの1例

として，スポーツ関係の専門的なことばを出題したものである。これは，予備

テストでも，無答開戦が著しく高く（60．1％），個人差が大きく現われたことば

である。

　同音語が判別されて行くありさまが，分析しやすいように，甲系統のテスト

問題では，セヅトになる同音語の数が，比較的少ないことばを選んだ。そのた

め，高校生程度には，ややなじみの薄いこと．ばが，多くなった（表6参照）。

　甲系統のテストの対象は，男女大学生143名で，そのうちわけは，つぎの通

りである。

　　　　　　　貝回大学文科系学生　　　　　57名

　　　　　　　理科大学理学部学生　　　　　55名

　　　　　　　共立女子短大学生　・．　　　　31名

謡壬面 143名

乙系統のテスト問題

乙一A　つぎの問題のカタカナ書きのことばを，漢字で書き蓑わしなさい。

1
2
3
4
5

B一
三

〔注意］　1

　　　2
シセイ……

ギイソ……

カガク……

キケソ……

シティ……

思い出した順にいくつでも書き並べなさい。

漢字が思い蹴せない揚合は∫そのことばの意味を書きなさい。

　　　　　　　　　　6　タイショウ……

　　　　　　　　　　7　ロウレイ……

　　　　　　　　　　8　カソショウ……

　　　　　　　　　　9　カソシソ……

　　　　　　　　　10　コウシュ……

・つぎの開題の傍線の部分の「カタカナ書きのことば」を適轟な漢宇で書き衰

わしなさい。
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　　　〔注意3　1　二つ以上のことばがあてはまると思う場合は，思い出した順に書

　　　　　　　　き並べなさい。

　　　　　　　2　漢字が思い出せない場合は，そのことばの意味を書きなさい。

　1　シセイ方針演説。　（　　　　）　6　タイショウする。　（　　　　）

　2　ギイソ輝度。　（　　　　）　　　7　ヨウレイの行事。　（　　　　）

　3　カガク工業。　（　　　　）　　　8　カソショウにひたる。　（　　　　）

　4　キケソする。　（　　　　）　　　9　泌と∠を持つ。　（　　　　）

　5　シティする。　（　　　　　）　　　10　＝ウシュに精彩がない。（　　　　　）

乙一C　つぎの問題の，三線の部分のカタカナ書きのことばを，適惑な漢字で旧き表

　　　わしなさい。

　　　〔注意〕　漢字が思い出せない場合は，そのことばの意味を書きなさい。

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0

首梱のシセイ方針演説が行なわれた。　（　　　　）

ギイソ越度は民主政治の基本だ。　（　　　　）

カガク工業。機械工業。　（　　　　）

選挙にキケソする。　（　　　　　）

シティされた場所に，時間通り集まる。　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

比較タイショウして調べる。　（　　　　）

毎年，秋に行なわれるコウレイの悪化祭が近づいた。

カソショウにひたっている少女の姿なえがく。　（

興味とカソシソを持つ。　（　　　　）

投打のバランスがくずれ，コウシュに精彩がない。

（

）

）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　）

　乙系統のテスト問題に出題したことばのうち，第エ問から第9問までのこと

ばは，すべて，高校生を対象にして行なった予傭テス5で，その無答率30％が

未満のものである（装8参照）。

　B種の問題で与えた，判鋼の手がかりは，甲系統の場合と全く同じように，

第1問から第3閥までは「語の結合」，第4問から第6問までは「品詞性（サ変

動詞）」，第7問から第9問までは「慣用的用法」になっている。

　第10問の「uウシュ（攻守）」は，蒋定の使用分野に属する蒋殊なことばの1例

として，スポーツ関係の専門的なことばを出題したものである。これは，予傭

テストでも，無即断率が高く（44．7％），個入差が著しく現われたことばである。

　乙系統のテスト問題では，種々の要因と同音語の混同。判別の型との関係を

分析しやすいように，セットになる同音語の数が，多いことばを選んで出題し

た（表6参照）。
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　乙系統のテストの対象は，大学生112名，高校生98名で，そのうちわけは，

つぎの通りである。

　　　　　　（大学生）　　　　　　　　　　　（高校生）

　日本大学文科系学生　57名　　東：京都立江北高校生　49名（男23名，女26名）

　理科大学理学部学生　55名　　東京都立北多摩高校生49名（男22名，女27名）

　　　　　計112名　計98名（男45名，女53名）
　3．3　テスト問題の検討

　テスト結果の，細かい分析にはいる前に，このテストで，出題したことば

が，同音語のテスト問題として，被験者に適当だったかどうかについて，検討

しておくことにする。

　まず，はじめに，甲・乙岡系統のA種の問題において，同音語を一つも思い

つくことができなかった人数と，その被験者総数に対する哨舎とを調べてみる

と，表9・表10・表11のようになる。

　A種の問題は，被験者が思いついた同音語を，すべて書き並べさせる問題だ

　　　　　　　　表9　甲系統A種問題の無箸者数と無答者百分比

被験春総数　143人

出　題　語 ％ 無答者

一
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0

ジュショウ

ガヅカイ

シソコウ

キヨウコウ

コソセ1ソ

キカク

フウセツ

イチドウ

ソウイ

フジソ

平　均

標準偏差

0
7
1
9
1
5
6
0
4
1

4
0
2
4
9
0
5
　
1
2

20人

1

3

7

13

15

8

0

2

3

0
の

5

94
　

4

・96



表ユ0　乙系統A種問題における無答者数と無讐春の百分比

出　題語

1　シセイ

2　ギイソ

3　カガク

4　キケソ

5　シティ

6　タイショウ

7　uウレイ

8　ヵソショウ

9　カソシソ

10　コウシ＝

平均
標準偏差

全体
（210人）

％i響讐

1砿9｝23人

1．41　3

L4　i・　3

2．4i　5

2．81　6
0．5　：・

　　　132．｝　li　69

5，　7　i・　1　2

0．9　i・　2

3i＋．81　73

9．31

12．661

高 校

全（98人）

　1無答％
　i者
17βh7人

3．K　3
3．互i　3

3．1　1，　3

2．OI　2

　0i　0
39．81　39

s．21・　s

，趨

12．71

15．601

）
讐

人
無
者

に
ノ
　
ド
　
　
　
ど

＠
男
％
17．8　i’：

　oi
，．，l

z｝．4　i

届o1

26．6　1

1玉・1i

　o1
33．31

8人

0
2
2
2
0
2
5
0
5

　
　
　
　
　
五
　
　
　
　
i

10．2i

11．　291

女（53人）

％e攣

筑大ω
無
畜％

願i9人
5．6i　3

1．81　1

1．81　1

　91　9
　01　O
sO．gl　27

5．61　3

　01　0

64．1　1　34

14．　7

22．141

5．3i　6人

　oi，　o

　Ol　0
1．8i　2

3．51　zl
o．gl　i

25．　9　i’　29

3．51　4
1．81　2

21．31　24

4
．
8

6
n
◎

から，A種の問題において，何も記

入できない，ということは，われわ

れが，B種・C種でねらったことば

は，もちろんのこと，それと同音の

ことばについても，被験者は，あま

り，なじみをもっていないものと推

定される。

　表9t表10・表11における，「無

解答者　（轟音語を全く思いつけなかっ

た被験者）の数の，全被験者数に対

する比率」からみて，このテストに

出題してあることばについて，つぎ

のようなことが言える。

④全般的にみて，甲。乙両系統と

　も，咄題してあることばについ

表11

％
雫

警

｝
1

15 ｝
1
1
E10

1
1
1
ヨ
；

5 1
I
l
l
；

｝
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　て，同音語を全く思いつけなかった被験者の割合は，平均1割以下であっ

　た。したがって，被験者のほとんどは，出題してあることばについて，何ら

　かの間音語を思いつくことができたわけで，同音語がまったく思いつけない

　ほど，被験者になじみの薄いことばは，一一往なかった，と推定される。

＠乙系統の被験者の厨別では，大学生と高校生の間，あるいは，男子高校生と

　女子高校生の間に，無解答者率の差が，はっきり現われた。したがって，乙

　系統に出題してあることぽについては，大学生の方が，高校生よりも，また

　男子高校生の方が，女子高校生よりも，なじみをもっていると推定される。

⑳　ことば溺では，乙系統の「7．コウレイ」「10．＝ウシュ」は無解答者の

　比率が，2翻を越している点からみて，他のことばよりも，同音語を思いつ

　きにくかったように思われる。甲系統には，それほど，思いつきにくいもの

　は，含まれていなかったように推定される。

　つぎに，われわれが最終的にねらったことば（以下F目標語」と呼ぶ）を思い

ついた被験者が，どのくらい居たかについて，甲・乙両系統のC種問題で調べ

てみると，表12，表13，表14のようになる。

　　　　　　表王3乙系統C種墨譜における目標語解答数とその菅野比

目　標　語

門
院
訴
権
定
照
例
鶴
心
守

施
議
化
棄
耳
鼻
恒
三
関
攻

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0

平　均

標準偏差

　被験港

全体（210名）

％i緻
4s．　1　1　lo1

42．　9　i　90

87．　1　1　183

75．　2　i　158

gs．　6　1　207

s3．　3　1　112

59．5　1　125
67．　6　1　142

64．　s　1　136

61．0　il　128

6s．sI
16，　371・

高 校

全（98名）

％i緻
；ii；ll

g71gl

雛：
：
i
？
1

1・iigl’

3
5
6
！
7
9
2
8
7
0

2
3
8
6
9
4
5
4
5
4

55．9　l1

2i．761

男（45名）

％i人数
3zs1
42．2　11

93．3　1

73．3　li

loo．　o　1

53．　3　l1

6s．　g　1

3Z81
62．　2　1

7m　1

7
9
2
3
5
4
1
7
8
2

1
！
4
3
4
2
3
1
2
3

64．　e　1

20．　691

女（53名）

％i人数

大学（112名）

％i人数

1i．31

30．　2　1

83．　0　il

s2．　8　l

gi・11

47．　2　1

3g．　6　l

b，．gl

s4．　7　1

正5．，i

6
6
4
8
2
5
1
1
9
8

　
正
4
2
5
2
2
3
2

4g．　1　1

2s．　g21

69．　6　i

49．　2　11

s6．6　1’1

86．　6　i

98・21

56．2　［1

65．Oi
s3．g　／1

70．　5　1

78．　6　i

8
5
7
7
0
3
3
4
9
8

7
5
9
9
－
6
7
9
7
8

74．　4　1

14．　37i
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表12　甲系統C種問題における目標語解讐者

　　数とその百分比

饅　標語

賞
会
興
行
線
画
雪
堂
三
二

受
学
振
野
田
企
風
一
山
下

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0

平均
標準偏差

　被験妻
全体143名

％i入数
62．　2

69．　2

44．　7

95．　8

83．　9

76．　9

87．　4

55．9

33．　6

52．4

9
9
4
7
0
0
5
0
8
5

8
9
6
3
2
1
2
8
4
7

66．2　i

is．　io　1

　一一般にC種の問題においては，被験者

が，冒標語になじみがあれば，容易に目

標語を思いつくはずである。したがっ

て，C種の問題で，　E標語を思いつかな

かった被験者は，その語になじみが薄い

ものと推定して，ほぼ，まちがいはない

と思われる。

％　・7．s

70

65

60

55

50

45

40

　統’統

裏14

1

1
裏
1
」
｛
1
｛
1
…
1
1
1
1
…
｛
…
き
l
E

I
l
E
l
［
　
I
E
　
E
…
i
l
；
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　表12，表13，表14の「目標語を思いついた被験者数の，全被験者数に対する

比率」からみて，出題した躍標語の難易度について，つぎのようなことがいえ

る。

④　全般的にみて，甲・三三系統とも，被験者の平均66％程度が，黛標語を思

　いついている。したがって，目標語のなかには，被験者に，それほど，なじ

　みの薄いことぽは含まれいてなかった，と推定される。

㊥　甲系統（大学生のみが受験）の平均と，乙系統の大学生の平均とを比べてみ

　ると，乙系統の方が平均値が高い。したがって立案どおり（3．2参照）甲系統
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　で出題した目標語の方が，乙系統のものよりも，全般的に思いつきにくい，

　なじみの薄いことばだったと推定される。

⑳　乙系統の被臣籍の層別では，大学生と高校生の間，あるいは，男子高校生

　と女子高校生の間に，平均値の差がはっきり現われた。したがって，乙系統

　に趨題してある目標語については，大学生の方が，高校生よりも，また，男

　子高校生の方が，女子高校生よりも，なじみをもっていると推定される。

㊥　ことぽ甥では，甲系統の「3．振興」「9．総意」および，乙系統の「1．

　施政」「2．議院」は，これらのE標語を思いついた被験者が5割以下だっ

　た点からみて，被験者に，あまりなじみのないことばだったように思われる。

　被験者が，甲系統・乙系統のテスb問題について，それぞれ，どんな同音語

を思いついたかを示すと，つぎの表i5・表16のようになる。この表の「○」

は，A種問題にだけ見られる語，「◎」は，　A種・B種・C種の三問題全体に

わたって記入が見られたことばである。

　　　　　　　　　　　　　　　表15　甲系統

1　ジュショウ 4　キヨウコウ 其角　　○ 10　フジソ

7　フウセツ受賞　　◎

?賞　　◎

�ﾍ　　○

�轣@　○

風雪　　◎

乱焉@　◎

聯陣　　◎

w人　　◎

v人　　◎

s尽　　◎

x人　　○

s仁　　○

強行　　◎

ｭ硬　　◎

ｰ慌　　○

ｭ攻　　○

詩s　　○

･行　　○

ｳ皇　　○

8　イチドウ

2　ガッカイ

学会　　◎

w界　　◎

y会　　○

w海　　○

心向　　◎

V考　　◎

M仰　　○

e交　　○

V香　　○

[更　　○

[考　　○

d講　　○

V校　　○

[耕　　○

i講　　○

[紅　　○

[厚　　○

一堂　　◎

ﾏ爺　　◎

齠ｹ　　○

5　コソセソ 9　ソウイ

3　シソコウ

混線　　◎

ｬ戦　　◎

6　キカク

総意　　◎

ｪ違　　◎

n意　　◎

w位　　○

m位　　○

振興　　◎

i行　　◎

V興　　◎

企画　　◎

K格　　◎
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表16　乙系統

1　シセイ 2　ギイソ 貴県　　○ 7　饗ウレイ　　9　カソシソ
1

5　シティ議院　　◎

c員　　◎

U印　　○

恒例　　◎

D例　　◎

w﨟@　○

w竅@　○

w艨@　○

闘心　　◎

ｴ心　　◎

ｦ心　　○

ﾏ心　　○

�ﾋ　　○

D臣　　○

3　カガク

指定　　◎

t弟　　◎

q弟　　○

?邸　　○

o弟　　○ 8　カソショウ

6　タイショウ 10　コウシュ

施政　　◎

O三　　◎

s欄　　◎

s井　　◎

s勢　　○

p勢　　○

юｶ　　○

盗ｫ　　○

юｻ　　○

＄ｩ　　○

?誠　　○

?生　　○

?製　　○

i政　　○

艶ｫ　　〇

l聖　　〇

l声　　○

化学　　◎

ﾈ学　　◎

ｿ額　　○

ﾁ澤　　○

ﾟ額　　○

ﾌ学　　○

ｺ顎　　○

ﾆ学　　○

ﾛ額　　○

対照　　◎

ﾎ象　　◎

ﾎ称　　◎

熄､　　○

蜿氈@　○

蜿ｫ　　○

蜷ｳ　　○

蜿ﾎ　　○

蜿ﾜ　　○

感傷　　◎

ﾓ賞　　◎

ﾏ賞　　◎

ｴ賞　　◎

ｱ渉　　○

ｮ勝　　○

ﾂ礁　　○

ｯ省　　○

ﾏ象　　○

nｼ　　○

ﾏ照　　○

攻守　　◎

D守　　◎

D手　　◎

I手　　○

H手　　○

b種　　○

i首　　○

�蛛@　○

Z主　　○

ｻ趣　　○

4　キケソ

棄権　　◎

?険　　◎

C圏　　○

　表15・表16でわかるように，甲系統のテストにおいても，乙系統のテスNta

おいても，出題したすべてのことばに対して，2種以上の同音語が，テスト結

果に現われている。したがって，セットになる同音語が，テスト結果に現われ

ていないようなことばは，一つも腸題されていなかったということになるQ

　さらに，これらの表によれば，出題したことばには，すべて，A種問題から

C種問題にいたるまで終始対立する岡音語がみられる。したがって，出題した

ことばには，すべて，きわめてまぎれやすい判別しにくい同音語セットが，一

往，存在していたことになる。

　つぎに，乙系統のテストについて，大学生ど高校生，および男子高校生と女

子高校生が，それぞれどんな同音語を思いついたかを，前と同じように表に示
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してみる。

表17　乙系統大学・高校別

同音擁測賭語序劇継承副賭縫嚢陪独特
玉　シセイ 2　ギイソ 貴県　○ 7・ウ・イlgカソシソ

c院　◎　◎

c員　◎　◎

U印　　　○

w定　◎　◎

t弟　◎　◎

q弟　○　○

?邸　○　○

o弟　○　○

恒例　◎　◎

D例　◎　◎

w﨟@○　○

w竅@○　○

w艨@○　○

関心　◎　◎

ｴ心　◎　◎

ｦ心　○　○

ﾏ心　○　○

D臣　○　○

ﾘ信　　　○

6　タイショウ 10　コウシュ

施政　◎　◎

s政　◎　◎

s井　◎　◎

s制　◎　○

si勢　○　○

p勢　○　○

юｻ　○　○

叶ｽ　○　○

?生　○　○

?製　○　○

i政　○

艶ｫ　〇

l翌　〇

l声　O
юｶ　　　○

盗ｫ　　　○

＄ｩ　　　○

化学　◎　◎

ﾈ学　◎　◎

ｶ額　○　○

ﾁ斗　○　○

ﾟ額　○　○

ｺ顎　○

ﾆ学　○

ﾛ額　○

ﾌ学　　　○

対照　◎　◎

ﾎ称　◎　◎

ﾎ象　◎　◎

熄､　○　○

蜿氈@○　○

蜿ｫ　○　○
蜷ｳ　○　○　　、

蜿ﾎ　0

蜿ﾜ　○

感傷　◎　◎

ﾓ賞　◎　◎

ﾏ賞　◎　◎

ｴ賞　◎　◎

ｱ渉　○　○

ｮ勝　○　○

ﾉ衝　○

ﾏ照　○

ﾂ礁　　　○

ｦ省　　　○

ﾏ象　　　○

攻守　◎　◎

D守弓◎　◎

D手　◎　○

I手　○　○

H手　○　○

b種　○　○

i首　○　○

�蛛@○　○

Z主　0　0

ｻ趣　○

4　キケソ
7，，　　，▼　　嫡¶　　　阜噂辱，　　　　　▼¶　　　　，　　　　　　　　　　曹

?権　◎　◎

?険　◎　◎

C圏　○　○

　表17・表18の乙系統のテストの層別（大学・高校，男子・女子）の結果におい

ても，出題されていることばに対して，すべて，2種以上の同音語がみられ

る。さらに，高校男子の層の，「5．シティ」「10．コウシュ」の二つを除い

ては，すべてにわたってA種問題からC種問題にいたるまで，終始対立する同

音語がみられる。したがって，出題されていることばに対して，セットになる

同音語が現われなかった層は全然なく，さらに，まぎれやすい判別のむずかし

い同音語セットが現われなかった層は，ほぼなかったものと認められる。
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衷18　乙系統高校男。女別

瀦翻心i臆面女｝賭雨女1賭語男女隣翻女1
1　シセイ

施政　◎

布政　◎

市井　○

市制　○

姿勢　○

泓生　○

氏姓　○

雌性　○

私製　○

至誠　○

市勢

死生

紙製

◎
◎
◎
○
○
○
○

○
○
○

2　ギイソ

議院　◎　◎

議員　◎　◎

偽印　○　○

，
．
…
学
二
二
額
学
額

3
…
化
科
価
加
歌
論
4　キケソ

棄権　◎　◎

危険　○　◎

気圏　○

5　シティ

指定　◎　◎

師弟　○　◎

子弟　○　○

私邸　○　○

姉弟　○○

6　タイショウ

対照　◎　◎

対称　◎　◎

対象　◎◎

大将　○　○

隊商　○　○

大正　○　○

大勝　○

7　コウレイ

恒例　◎　◎

好例　◎　○

高齢　○○

高冷　○　○

高嶺　○　○

8　カソショウ

脇
縮
回
顧
帯
盤
難
餓
墾
飯
灘
熱
血
馳

◎
◎
◎
◎
○

◎
◎
◎
　
○
○
○
○

o
カソシソ

　＠　＠

　＠　＠

　o　o

　o　o

韓信　○

妊臣　　　○

10　コウシュ

攻守　◎　◎

好守　○　◎

好手　○　○

甲種　○　○

絞首　○　○

巧手　　　○

工手　　　○

公主　　　○

校主　　　○

　以上の検討の結果，このテストに用いたテスト問題は，甲・乙両系統とも，

同音語のテスト問題として，テストの目的（3．1参照），および立案の条件（3．2参

照）を，一往，・満足し，適切なものと推定される。

　3．4テスト結果の分析（1）一同音語の半冒別過程について

　テストの結果は，原則として，「各問題に記入されていることばの総数（＊総

解答数）」に対する「目標語が記入された度数（冒標語解答数）」の百分比を，

「被験考がE標語を思いついた割合」という意味で，「目標語想起率」と呼び，

これによって分析を進めて行くことにする。

　　目標語想起率尋羅欝・…

　　　　　ee「総解答数」では，無解答（白紙）も度数1に数える。
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　この方法によって分析を進めた理由は，B種問題に設定してある判別条件

や，C種問題に与えてある文脈などを手がかりにしながら，それに当てはまる

ことば嘱標語）を，被験者が思いついて行く状況を明らかにすることに，こ

の調査の主眼をおいたからである。したがって，以下に述べる調査結果も，そ

れに基づく立論も，主として，この「被験者の，旨標語への接近の度合い」と

いう方向からみたものである。

　需うまでもなく，いくつもの同音語の中から，判別条件や文脈を手がかりに

しつつ，それに蜜てはまることば（E標語）を思いついて行く過程，すなわち

「同音語の判別過程」全体の姿を明らかにするためセこは，冒標語の想起率だけ

を調べる方法では，不十分であろう。少なくとも，表15・表16にあげてある

「被験者の記入したことば」については，その現われ方を，すべて分析し，こ

れに基づいて，目標語の現われ方（想起率）と，目標語とvットになる同音語

の現われ方との関係をとらえる必要がある。そして，この関係が，判別条件や

文脈の設定によって，どのように動いてくるかを調べ，被験老が目標語を思い

ついて行く過程において，どんな同音語が，どの程度支障になったかを明らか

にすることが望ましい。それによって，はじめて，表15q表16の◎印の岡音語

（A種・B種。C種の3問題にわたって記入がみられたもの）のように，判別条件や

文脈を与えても，なお，まぎれる可能性のある同音語によってひき起こされる

支障の程度が，わかってくるわけである。

　さきに述べたように，今回のテスト結果の調査では，主として「目標語想起

率」によって分析を進めるために，紹標語とセットになる同音語」の実態に

ついては必らずしも満足な分析が期待できないかもしれない。しかし，同音語

の判溺とその要因についての請査の手始めとしては，「目標語を，どの程度判

別できるか」という点に，一往焦点をしぼって，判翔の進みぐあいを，なるべ

く数多く分析することも，一つの方法であろうと考えた。

「テスト結果の分析（D」では，主として甲系統のテストを採り上げ，必要に

応じて，乙系統のテスト結果も用いる。

　3．4．1判溺条件が加わることによって，同音語の判別は，どのように進ん

でいくか。
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　甲系統のテストのB種問題，C種問題で与えておいた判別の手がかりが，9

標語を思いついて行くうえに，どの程度の効果をもたらしたかについて，調べ

てみることにする。

　まず，甲系統のテスト全体について，

表19，表21のようになっている。

　　　　蓑19　甲系統問題別想起率表

目標語想起率を調べてみると，つぎの

想起旧臣語瞬綱補差

種
種
種
A
B
C

34．　6

55．5

65．0

747

873

947

2156

1572

1456

＊　＊

＊＊

（有意差の表わし方）

＊＊　危険率三％で有意差あり

ee　危険率5％で有意差あり

　すなわち，

冒標語が記入されている翻合（想起率）は，

全解啓数の34．6％であった。それが，判別％70

条件が一つだけ与えられているB種の問題

では，55．5％に上がっている。さらに文脈

判溺の手がかりがまったく与えられていないA種の問題において

まで与えられているC種の問題に至ると，

65．0％とはね上がっている。そして，これ

らの間には，明らかに有意差（危険率1％）

が認められた。参考として，乙系統のテス

トのテスト結果をあげると，表20，表21の

ようになっている。

　　　表20　乙系統問題別想起率表

60

50

・40

陣率腱患畜髭奴有鰭
A種 23．9 930 3892

＊　＊

B種 53．3 1245 2335
＊　＊

C種 64．8 1382 2131

30

　これは，甲系統以上に，目標語想起率の

上昇が著しい。　　　　　　　　　　　　　　　20

　以上の結果から見て，われわれが，テス
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ト問題に設定した判別条件や文脈は，被験老が目標語を思いついて行くうえ

に，かなり有力な手がかりになっていると考えられる。また，判劉の手がかり

がふえるほど，目標語は思いつきやすくなる，ということが推定される。

　さらに，目標語想起率が，A種問題からB種閥題への過程で，著しく上昇す

ることから，B種問題に設定したような判別条件（語の結合，品詞性，慣用的用

法など）だけでも，かなり有効な，判別の手がかりになるのではないかと思わ

れる。

　3．4．2　同音語の判別のためには，どんな判別条件が有効に働くか。

　すでに，3．2において，説明しておいたように，このテストでは，甲・乙両

系統とも，B種問題に，つぎのような判別条件を与えた。

（甲系統）　　　　　　　（判別条件）

l蕎三i■一一｛1

　　　　　　　　　布陣」段0．攻守」は，

（乙系統）

施政（一方旧記説）

議院（一三度）

化学（一工業）

棄権（一する）

指定（一する）

対照（一する）

恒例（一一の行事）

感傷（一にひたる）

関心（一をもつ）

　　（甲・乙両系統とも，no．　　　　　　　　　ここでは採り上げない。）

　B種問題の判別条件が，全般的に見て，有効に作用したことは，3．4．1の分

析によってわかったが，これら三つの判別条件鯛に，甲乙両系統の，A種から

　　　　　　　　　　表22　甲・乙両系統条件励想起二心

語の結合

晶詞性

慣用的用法

A

想趨膿語繍鱗

iili翻iii

B

想面癖語繍頻数

il；ii蹴ll

c

想麟膿認繍蟹

；1鑛1淵
69．5　1　656　i　．1085　1
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B種へ，さらにC種問題への想起率の変

化を整理すると，表22，表23のようにな

る。

　表23のグラフに示したように，いずれ

の条件の場合にも，A種問題から，　B種

問題への過程でFG標想起率は，大きく上

昇する。したがって，われわれが，B種

問題に設定しておいた3種の判別条件

は，いずれも，きわめて有効に作用した

と推定される。

　また，B種問題から，　C種問題への過

程でも，すべて上昇している。というこ

とは，いずれの条件の場合も，C種聞題

に設定した文脈が，加わることによっ

て，目標語の判別は，さらに容易になる

と考えられる。

　しかし，B種問題に設定した3種の判

励条件（語の絃分，品詞性，澱珊酌用法）の

うちで，どの条件が，もっとも有効な手

がかりになったか，ということは，この

結果からは，判断できない。A種→8種

の過程における隠標語想起率の進みぐあ

。／，80

70

60

50

40

30

20

10
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いは，曝詞性」の場合が，億よりも，やや著しいが，「語の結合」と「慣胴的

用法」との間には，ほとんど差が認められない。したがって，しいて言うなら

ば，あるいは，　「贔詞性」が，他の条件よりも，いくらか有効だったかもしれ

ない，という程度である。

　3．4．3同音語の判別過程は，一語一語で，どのように違っているか。

　昏語別itこ，想起率の進み方を調べてみると，つぎの表24，表25のようになる。

　この結果，このテストに出題したことばの判別過程には，以下に述べるよう
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衰24　甲系統各語別目標語想起率表

1　受賞

2　学会

3　振興

4　強行

5　混線

6　企面
7

8　一一一堂

9　総意

10布陣

A B c

表25　乙系統蓬餅胴鼠標護想起率表

A 1

1　施政

2　議院

3　化学

4　棄権

5　指定

6　対照

7　平時

8　感優

9　関心

le　攻守

B 。

236　i　47．4

255　　4圭．5

28S　1　83．9

0，　13　1　74．5

215　1　98．6

261　1　53．　1

2181　58．4

225　i　67．0

218　i　64．　2
2“　1　60．a

　　l

悪説総
数

誰標
数

額
度

戸口想

3
7
8
2
0
重
4
2
2
2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

1
0
3
8
7
2
5
2
6
8

0
9
8
5
0
1
2
4
3
2

三
　
1
－
2
i
生
1
1
1

4
5
9
5
6
1
4
0
2
4

7
圭
3
4
8
3
8
7
4
0

4
4
8
7
9
5
5
6
6
6

な，5種類の型が認められる。

①A→B→Cと，想起率が順次上昇していくもの。

　イ）A一・Bの過程で大きく上昇し，B→Cでは，ゆるやかに上昇するもの

　　（表26，　表27）o

　　　これは，もっとも一般的な型であって，つぎのことばがこれに属する。

　　「甲一2．　ガッカイ（学会）j　r甲一3。　シンコウ（振興）」　「甲一4、　キョ

　　ウコウ（強行）」　「甲一6．　キ・カク（企画）」　「甲一7．　フウセツ（風雪）」　「乙
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　　一1．　シセイ（施政）」「乙一2．　ギイソ（議院）」「乙一3．　カガク（化学）」

　　「乙一4．　キケソ（棄権）j　r乙一5．　シティ（指定）」　「乙一7．　＝ウレイ

　　（恒例）」　「乙一8．　カンショウ（感傷）」　「乙一9．　カソシン（関心）」　「乙一

　　10．コウシュ（攻守）」

　表26，表27のグラフから，これらのことばでは，われわれがB種問題にあら

かじめ設定しておいた判別条件が，きわめて有効セこ作用し，さらに，C種問題

に与えておいた文脈も，かなり判別の手がかりになったと認められる。このこ

とは，出題してある目標語を知っていた被三春は，その用法についても，しウ

かり理解していて，確実rc　H標語に近づいて行けたものと推定される。

　P）A→Bの過程での想起率の進　　　　　　　　表28

　　みぐあいと，B→Cの過程での％60

　　進みぐあいとの間に，ほとんど

　　差が認められないもの（表28）。

　　「甲一8．　イチドウ（一堂）」と

　　「乙一6．　タイショウ（対照）」

　　とが，これに属する。

　これらのことばでは，B種問題に

設定された判別条件も，C種問題に

与えられた文脈も，ともに有効に作

用したと認められるQしたがって，

これらのことばも，出題してある目

標語を知っている被験者は，その用

法についても，一一往の理解をもって

いたものと推定される。

　ハ）A→Bの過程では，ゆるやか

　　に上昇し，B→Cの過程で大き

　　く上昇するもの（表29）。

　　　甲系統の「S．

　　れに属する。

50

40

30

20

10

A B c

コンセソ（混線）」と「10．フジン（布陣）」の二つが，こ
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　表29のグラフからもわかるよう

に，これらのことばの場合には，B

種闘題に設定されていた判別条件

は，あまり手がかりにならず，C種

問題に与えられていた文脈の方が，

より有効に作用したものと認められ

る。したがって，これらの場合，巨

標語を知っていた被験者も，多くは

その用法について，あまり理解して

いないのではないかと推定される○

　また，これらのことばのうち，

「！0．フジソ怖陣）」は，スポーツ

関係の特殊なことばの1例としてEis

題したもの（3．6参照）であり，「5．コ

ンセン（混線）」も，A種問題におけ

る目標語想起率が，きわめて高く，

やはり特別なことばと認められる。

したがって，いずれも，特殊なこと

ばの場合にもたらされた結果である

点，注意する必要がある。（A猿問題

の鼠標語想起率が，きわめて高いという

ことは，籔標語（「混線」）そのものが，

判溺条件や論判の助けを借りなくても，

たいへん思いつきやすい語だ，というこ

とである。同音となる語が「混戦」ただ

一つで，

②A→Bの過程では上昇し，

　（表30）。

　　甲系統の「9．

％
8
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70

60
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40
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表29

甲一5混線

甲一10布陣

A B c

きわめて限られていることが，その一一園と推定される。）

　　　　　　　　　　B→Cの過程では，ほとんど変化のないもの

ソウイ（総意）」が，これに属する。

　　　　　　　111



　この樹下は，C種の賜題に与えておいた文

脈は，全く手がかりにならなかったものと認　％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40
められる。一方，このことばの場合には，冒

標語想起率が全般的にきわめて低い乏ころか

らみて，目標語「総意」そのものが，被験者　30

にとってあまりなじみがなかったものと推察

され，わずかに，この温標語を知っていた被

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20験者は，ほとんど全員，B種問題の半捌条件

だけで，目標語を思いついたのではないかと

思われる。

③目標語想起率が，ほとんど上昇しなかっ

　　　　　　表31

　表30

甲一9総意

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　　　　B　　　　　C

　　　　　　　　　　　　　　　　たもの（表3！）。

　　　　　駒麟　　　甲総の「1・九シ・ウ（受賞）」が，

。、　　　　　　　　　　　　　　これに属する。
10

　　　　　　　　　　　　　　　　　この場合は，B種問題の判別条件も，　C

　　　　　　　　　　　　　　　種即題の文脈も，ともに判別の手がかりと

　　　　　　　　　　　　　　　　して，あまり有効に作用しなかった。ま

　　　　　　　　　　　　　　　た，このことばの場合の特色は，A種問題

　　　　　　　　　　　　　　　における目標語想起率が，きわめて高いこ

　　　　　　　　　　　　　　　　とである。したがって，E標語「受賞」を

知っていた被験者は，ほとんど全員，A種問題において，「受賞」を思いつき，

B種・C種問題において，あらたに思いついた被験老は，ほとんど屠なかった

と推定される。これは，ひとつTtこは，この場合，同膏となることばが，限られ

ていて，それがみな，被験者に，なじみの薄い語だったからではないか，と推

定される。（表15参照）

　結局うこの「1．　ジェショウ（受賞）」の場合は，判別条件や文脈などより

も，この語（爵標語）を知っているか，否か，だけが問題となったことばの1

例と雷えよう。
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　以上の分析の結果，つぎのようなことが推定される。

○　一般には，判別条件や交脈など，判別の手がかりが，ふえるほど，同音語

　の判別は容易になり，霞標語が，思いつきやすくなる。

○多くの場合は，B種問題で設定したような判別条件（語の場合，贔詞性，慣

　用的用法）だけでも，かなり有効な手がかりになりうる。

O　N標語になじみが薄いときには，文脈は判別の手がかりになりにくい。

○　同音となる語がきわめて隈られていて，目標語が思いつきやすい場合，お

　よび特殊な専門的な語の場合（くわしくは，3．6参照）には，必ずしも，B種

　問題に設定したような判別条件は有効な手がかりにならず，むしろ，文脈

　に依存する傾向が強いことがある。

0　岡音となる語になじみが薄い場合には，目標語を知っているかどうかだけ

　が問題となり，判捌条件や交脈が有効に作用しないことがある。

　表15・表16を見ると，このテストに出題したことばは，セットになる同音語

の数も多く，たいへんまぎれやすいのではないかと思われる。しかし，ここに

述べた「テスト結果の分新（1）」によると，こうした同音語セットにおいて

さえ．，きわめて単純な判別条件や文脈を設けただけで，かなりの程度に判別が

進みうることが立証された。たしかに，A種問題からC種問題への目標語想起

率の伸びは，単純な手がかりの割りには，予想外に著しい。とは書っても，甲

系統においても，乙系統においても，それがほぼ65％程度でとどまっているこ

とは，いろいろな問題を投げかけているQこのテストは，われわれが，第五章

・第回章・第V章の3章にわたる同音語の諸問題の分析によって得た「判別の

手がかり」を，個別的に適用したものであるが，この「手がかり」の与え．方を

変えることによって，判別の進みぐあいが，どのように変わってくるかという

ことなども，今後の問題の一つとして考えられよう。そして，それは，同音語

の判別を，最も効果的に進めるためセこは，どんな判別の手がかりを，どのよう

に与えるべきか，という即題に近づいて行くものと予想される。

　また，一方，無解答（無記入）率や臼標語以外の同音語に対する回想率など

が，匿標語想起率の上昇に伴って，A→B→Cの過程で，どのように変化して

いるかを調べることも，冒標語を思いついて行く際に，それと同音の語が，ど
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表32

A B C

想解三百繍撒 想二瀬三幅徽想麟膿語i総解答数

大学

mZ
23．3i　5GIi　2147

Q生6 堰E2gi・7・5
57．gi　728i　12571
S7．gi　5正7i　1078　　＝　　　，『∴．．．．

73．oi

T5．4i　　量
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辱

／
．

ノ

／

ノ

／
／

　　　ノ！
　　一　一一
一

一

！ノ

A　　　　　B

　　　　　大学

　一一一一・高穣

C

の程度障害になったかを明らかにする

ためには重要なことがらであろう。

　3．5　テスト結果の分析（9）一同

　音語の判別と種々の要因との関係

　「テスト結果の分析（護）」では，乙

系統のテスト結果を，大学・高校別，

男・女別に整理して，年令・教養・性

別の違いが，同音語の判別，あるいは

混岡にどんな関係をもつか，について

調べた。

　3．5．1同音語の判別には年令。教養

　の違いが，どのように影響するか。

　乙系統のテストにおける，大学生の

テスト結果と高校生のテスト結果とを

比較・検討してみることによって，一

般に年令や教養の違いが，瞬音語の判

燐過程に，どんな影響をもっているか

について見通しをたてる蟹的で，以下

のような分析を試みた。

　まず，乙系統のテスト全体につい

て，大学生と高校生の「目標語想起

率」を示すと，表32・表33のようにな

る。
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　表33のグラフから，A種問題においては，大学生・高校生の差は，あまりな

いが，B種・C種の問題では，大きな差が現われ，いずれも，大学生の方が，

高校生よりも，iヨ標語想起率が高い。したがって，大学生の方が高校生よりも，

同音語を判別する能力が，一般に高いと推定される（いずれも1％oの危険率で有意

差あり）Q

　さらに，大学生のテスト結果では，B種問題の欝標語想起率が，すでに，高

校生がC種問題においてようやく到達した昌標語想起率を上國っている。した

がって，大学生においては，B種問題に設定されている判別条件だけで，高校

生が文脈をも手がかりとした結果よりも高い判別結果を示しているわけであ

る。このことから，大学生では，高校生に比べてB種問題の判別条件のきき：方

が，きわめて有効で，判別が確実に進められていると推定される。

　つぎに，B種問題に，あらかじめ設定しておいた判別条件（3。4．2参照）別に．

高校生と大学生の目標語想起率を整理すると，つぎの表34，表35，表36のよう

　　　　　　　　　　　　　　　表34語の結合

学
校

大
高

A

想愚痴下面徽
24．　8　i　175

23．2i　131

707

565

B

富民i膿語応答数

s4．4i’t　225　1ii　414

42．21　1521　360

c

想解i膿語纏答数
66．3　ll　230　1，　347

i＋zsl　1i141　301

衷35　　　「品霧司・践」

学
校

大
高

A E

想鰍膿語締翻
24．1i　163i　675

29．8 P　1711　574

B

擁率綴語繍緻
62．3　il　2？21　372

58．4　i　　　　185　1　　　　　　　317

c

想起率i膿藷i総解答数

7g．6　1’1　2701　339

70．4 P　2071　294

表36　「慣翔酌罵法」

学
校

大
高

A

想趨画品纏灘
22．2　i　131

21．7　1i　los

591

483

B

想起率識語i総軍

fi9・fl　29？1　？？i

48．　8　　　　　　　303　　　　148　1・

c

想起率i論語i繍答数

71．71　2461　343

53．2　i・　157i　295
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になる。

　まず，表37，表38，表39で半捌条件別に，A種問題から，　B種問題にかけ

ての露標語想起率の進みぐあいを，大学生と高校生のテスト結：果で比較する

と，いずれの条件の場合も，大学生の想起率の上昇度のほうが，高校生の上昇

度よりも著しい。したがって，B種閥題の判別条件は，いずれも，高校生より

も，大学生に対して，有効に作用したのではないかと推定されるQまた，三つ

の条件の中では，「語の結合」の場合に，大学生の上昇度と高校生の上昇度の

違いが，もっとも著しく，ついで，P慣用的用法」「品詞性」の順々こなってい

る。このことから，　「語の結合」が，高校生よりも，大学生に魁して，有効に

作用し，「慣用的用法」が，これにつぎ，「晶詞性」が，いちばん，差の少ない
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B　C　A’
　　　　　語の結合
　　一一一一・品　詞　性

　　一冒一一慣郡的用法

条件ではないかと推定される。

B c

　表4Gに添した大学生のテスト結果では，いずれの判別条件でも，　A→Bの過

程における臼標語想趨率の上昇のしかたは，ほとんど変わりない。しかし，表

41の高校生のグラフでは，「語の結合」の場合の上昇度が，他の条件の場舎に

比べて，やや鈍い。したがって，大学生に対してはうどの判別条件も，ほぼ一

様に作用したが，高校生に対しては，「語の結合」という判別条件は，他の条

件ほど有効に作朋しないのではないかと推定される。

　つぎに各語別に，大学生と高校生の冒標語想起率を示すと，表42のようにな

る。
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　この表42によって，大学生と高校生の判別

の進みぐあいを，各語別に比べてみると，3

種類の型に分けられる。

①大学生の想起率と高校生の想起率との聞

　に，著しい違いがあるもの（有意差あり）

　一「1．施政」「4．棄権」「8．感傷」「10．

　攻守」

②想起率の違いが，はっきり現われなかっ

　たもの（有意差なし）

　i）A→B→cの過程における想起率の変

　　化のしかたが著しく異なるもの一「2．

　　議院」「6．対照」「7．恒例」「9．関心」

　ii）変化のしかたも，ほとんど洞一のもの

　　一「3．化学jrs．指定」

　以上の分析の結果から，つぎのようなこと

が推定される。

○　一一般に，大学生の：方が，高校生よりも同

　音語判別能力が高い。

　　　　　　　　　表42
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A

乙系統大学・高校別醤標語想起率表

B c

1施政

2議院
3化学

4棄権
5指定

6対照
7恒例

8感蕩

9関心
戸。攻守

A　　　　　　I　　　　　　B

馨起蕎総数i馨耀総数

i c

高校

馨起懸緻

2．61　5’1，　195

23．gl　3gl　！63

i｝2．　Oi　87　1，　207

3S．6i　581　163

38．51，　651　169

19．81　481　2zt2

27．61　i）51・　lii7

13．6i　2411　176

25．61　461　180

17．91　22i　123

6．ol．　161　26s

26．91　521　193

43．e，奄撃n71　2a｝9

34．sl　6sl・　ls7

29・31i　2gl　！？l

lz｝．111　4211　297

！9．41　341・　175

18．51　41il　222

28．91・　561　194

18．z十i　321・　174

1g．61　211　lo7

35．Oli　421・　120

66．911　891　133

1：：li闘

42．　41　501　118

5zl．51　541／　99

？2・91　？Zl　i93

56．4i　57i　IO正

32．71・　3211　98

　大学　　　高校　　　大学

鰭難礁起凝総礁起懸総数
sl．　lll　661　i29

3Z　81i　51Y35

72．sllosl　lse

78．11，　8911　114

8i・？1　gel／　i　s

34．31　z191　143

52．91，　6311　119

59．81，　731　122

56．4i・　661　117

61．　II　6gl　113

23．2i　231・　99

35．OI　351　100

講1霧
99．01i　971　98

Eg・ol・　e？1　？e

53．　ll　521　98

48．51i　481，　99

58．21　571　98

xlO．4i　401・　99

11：翻雑

霧：li雛

ll：li正1雛

62．91　731　116

83．2i　941　113

69・2ミ7gi　114

77．9i　88i　113
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○　ただし，高校生にとって，なじみの深い濁標語の場合は，大学生・高校生

　の同音語判別能力に差がない。

○大学生の場合には，高校生に比べてB種問題に設定した判別条件のきき方

　が著しい。

O　C種問題に与えたような文脈も，大学生のテスbの結果の方が，やや有効

　に作用する。

　3．5．2　同音語の判別には，男女の違いが，認められるか，どうか。

　　　　　　　　　　　　　　　　表43

A B C

想解綴三門緻 想縄膿語繍撒 髄率i膿語繍徽

男子

落q

2◎1i　220i23．1i　20gi
842

X03

　　＝
T6．2i　276　i　491
E1．1i　241…・87　　P

有意差 ナシ ＊　＊ 寧　＊

　乙系統のテストにおける，高校生のテス

ト結果を，男・女男【」に整理して，比較・検％7σ“

討することによって，一般に，男・女の違

いが，同音語の判別過程に，どんな影響を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　60
もつかについて見通しをたてることを試み

た。

　まず，乙系統のテスト全体について，男
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50
子と女子の旧標語想起率」を調べると，

表43のようになる。

　蓑44のグラフからわかるように，A種問　40

題においては，男女差がほとんどない（有

意差なし）が，B種・C種の問題では，大

きな差が現われ，いずれも男子の方が，女

子よりも，　目標語想起率が高い　（有意差あ

り）。　したがって，男子の方が，女子より

も，岡音語を判別する能力が高いと推定さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　110
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れる。

　また，男子のテスト結果では，B種問題の冒標語想起率が，すでに，女子が

C種問題においてようやく到達した目標語想起率を上回っている。すなわち，

男子は，B種問題に設定されている判別条件だけで，女子が：文脈をも手がかり

とした判励結果よりも高い結果を示したわけである。したがって，男子では，

女子に比べて，B種問題に設定された半側条件のきき方が，きわめて有効であ

ると推定される○

　つぎに，B種問題に，あらかじめ与えておいた半捌条件別（3．・1．2参照）に，

冊子と女子の琶標語想起率を整理すると，表45，表46，表47のようになる。

　　　　　　　　　　　　　　衰45　「語の結合」

子
子

男
女

A B

艇率i鐵三二欄
2s．61　6gl　269
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表46　「品詞性」

子
子

男
女

A B c

等ヂ警轡籍準醗1二二欝

表47　　　ド・疹ミ用的月弓法」

子
子

男
女

A

想起率略語麺糊

iii21i　i：1　12g

B C

牌膿語攣痢総懸総購
zzig’P・　ii＝g：ll－gi，31　g？lgg

　まず表48，表49，表50のグラフによって判別条件別に，A種問題から，　B種

問題へかけての目標語想起率の進みぐあいを，男子と女子のテスy結果で比較

すると，いずれの条件の場合も，男子の想起率の上昇度のほうが，女子の上昇

　　　　　　　　　　　　　　　　　120・
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一男子
一一一一 落q

　　20rB　c　20”B　c
度よりも著しい。したがって，B種問題の判別条件は，いずれも，女子より

も，男子に対して，有効をこ作用したのではないかと推定される。

　また，3種の条件のなかでは，「語の結舎」の場合に，男子の上昇度と女子

の上昇度との違いが，もっとも著しく，ついで「慣用的用法」，「晶詞性」の順

になっている。このことから，「語の結合」が，女子よりも，男子に対して，

有効に作用し，「学用的用法」が，これにつぎ，「贔詞性」が，いちぼん，差

の少ない条件ではないかと推定される。

　表51に示した窮子のテスト結果では，いずれの半捌条件でも，A→Bの過程

における際標語想起率の上昇のしかたは，ほとんど変わりない。女子（表52）

では，「語の結合」の場合の上昇度が，他の条件の場合に比べて，やや鈍い。
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表51 表52
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表53　乙系統男女別目標語想起率表

A
男 女

B c

際起i難

1
2
り
）
4
．
弓
！
6
7

is
　9
10

政
院
学
権
定
照
例
傷
心
守

施
議
化
棄
指
対
憧
感
関
敦

5．　21　5i：　96

28．61　221　77

43．71　421　96

zlO．21・i　331i　82

34．7i　261　75

i＆51　221119
30．61　lgl　62

8．　51　71　82

26．71・　2tll　90

31．71　201　63

男 女 男

馨起穣i難起籔i難起籔i雛起i難
女

馨起鑛駿
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21．　ll　261123

24．61　161，　65
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24．zll　221　90

3．31　21　60
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葬；iiiii難iiiliii灘iii
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t17．21　251　53

39．61　2！1，　53
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st？．71　2g’i　s3
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したがって，男子に対しては，どの判鯛条

件も，ほぼ一様に作用したが，女子に対し

ては，隠の結合」という条件は，他の判％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　60
捌条件ほど有効に作用しないのではない

かと推定される。

　つぎに，各語別に男子と女子の屋標語想

起率を記すと，表53のようになる。この表　50

から，つぎのようなことがわかる。

　「S．感傷」だけは例外的に女子の想起率

が高い。男女差は「施政」「棄権」「恒例」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40「攻守」で著しい。各語別に見ると，女子

は男子よりもC種問題の文脈にたよる傾向

が強い。

　以上の分析の結果，つぎのようなこと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30
が，推定される。

○　一般に，男子の同音語判別能力のほう

　が，女子の判溺能力よりもすぐれている。

○　男子の方が，女子よりも，判別条件に　20

　従って確実に判別を進める。

○　一般に，女子は，

　3．6

　甲系統のテストで出題した「10。

コウシュ（攻守）」は，

n

　表50

慣用的用法

〆
！　

ノ
ノ

　
　
ノ

ノ

！

　　　　一
　　　一一
　　　一
　　！
　／　一
－

．男子

一一一一・一 落q

A B c

　　　　　　　　　　男子よりも，文脈に．依存する傾向が強い。

　　　テスト結果の分析（班）一特殊なことばを含む同音語セット

　　　　　　　　　　　　　　　フジソ（布陣）」と，乙系統で出題した「10．

　　　　　　　　　　ともに，スポーツ関係の特殊なことばの1例として，出

題したものである。このように，特定の使用分野に属する，専門的なことばを

含む同音語セットでは，他の一般の同音語セヅトを判甥して行く場舎と，どの

ような点が異なり，どんな問題を含んでいるかを推定して行くことにする。

　まず，甲系統のテストについて，「10．フジン（布陣）」の目標語想起率と，

それ以外の9題（問題1から9まで）のことばの想起率を比較すると，つぎの

表54のようになるq
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表54

A B C

想深壕語応答数想醜畷語繍瓢想解幽幽繍徽

⑩布陣
b系統①～⑨

％i24i　249
R乳gi723i　ig・7　　．　　　　　　＝

22．2i　331　正49

T9．1i840　i　1423

　　＝T3・5i　75　i　140
U6．3i872　i　1316　　　　　　　阜　　　　　　　．

有意差 ＊＊ ＊　＊

，＿　＿．三＿．

p　　　　＊　＊

　表55のグラフから，わかるように，「10．

フジソ（布陣）」の目標語想起率と，他の9

題のことぽの嘉禄率との間セこは，A種問題

においても，B種・C種問題においても，‘

i著しい差が認められる（有意差あり）。　した

がって，「布陣」よりも，他の9題の場合

のE標語の方が，被験者になじみが深く，

判捌も容易だったということが，まず推定

される。

　その上，A種からB種へ，さらにC種問

題への過程での想起率の変化のしかたも，

no．フジソ（布陣）」は，他の9題のこと

ばと，大きく異なっている。他の9題のこ

とばの場合には，A嚇Bの過程で，目標語

想起率が，大きく上昇し，B→Cの過程で

は，ゆるやかに上昇している。したがっ

て，この場合には，B種問題に設定されて

いた判別条件が，きわめて有効に働き，C

種問題に与えられている文脈が加わること

によって，さらに判別が容易になったもの

と推定される。

　これに対して，「10．フジン（布陣）」の
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表55
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場合には，A→Bの過程では，目標語想起率が，あまり上昇せず，　B→Cの過
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表56

⑩　攻守

乙系統③～⑨

有意差

A

想起率i膿語i高騰

ll：魏i，鍔

ナシ

B t c

想解像語i纏麟艇曜野｝三三

1；：li1臨揚

ナシ

go，：：　ll　，g，s　iLg；g

ナシ

程にいたって，はじめて，大きく上昇する。．このことは，他の9題のことばの

場合とは逆に，B種問題の判別条件（語の結合）は，あまり有効な手がかりにな

らず，かえって，C種問題の文脈に大きく依存して，判別が進められたことを

示し，ている。

　以上の結果から，Bo．フジソ（布陣）」

の場合は，他の9題のことばの場合に比べ

て，冒標語に対する被験者のなじみが薄

く，その用法についての理解も不十分なた

めに，確実な判別を進められなかったので

はないかと推定される。

　つぎに，乙系統の「io．コウシェ（攻守）」

について，分析を試みることにする。

　はじめに，「10．コウシ＝（攻守）」と，そ

れ以外の9題（問題1から9まで）のことば

との臼標語想起率を比較してみると，表56

のように．なる。

　表57のグラフからわかるように，「10．

コウシュ（攻守）」の目標語想起率と，他の

9題の想起率との問セこは，A種・B種・C

種のいずれの問題においても，差異が認め

られない（有意差なし）。また，想起率の変

化のしかたも全く同一である。したがっ

て，被験者全体については，目標語に対す

　　　　　　　　　　　　　　　　ユ25
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表58

I　A
｝二藍語i総記

⑩攻守　三8．4i　32　174
1z，＠一一＠　123．gl　t16g　1’　lg63

B

想輝鐙手纏瓢
6i．i－ P　6gl　ii3
57．6　［1　659　il　1144

有意差 ナシ ナシ

。

想雌隠語繍徽
7zg　1’　ss　li　113

66．　1　1　746　i　1129

＊　＊

るなじみの程度も，判別の過程も，品品，

ほとんど変わりがなかったものと推定され

る。

　そこで，これを，被験者の層別に分けて

分析すると，つぎのようになる。

　大学生

　大学生について，前と同じように，「10．

コウシェ（攻t3）」の匿標語想起率と，他の

9題のことばの場合の想起率とを比べてみ

ると，表58，表59のようになる。

　この結果，大学生では，A種問題。B種

問題における，両者の想起率には，ほとん

ど差がない（有意差なし）。また，想起率の

変化のしかたも，両者，ほとんど同一一であ

る。しかし，C種問題における目標語想起

率は，「攻守」が，他の9題のことばの場

合を上回っている（有意差あり）。したがっ

て，大学生にとっては，r玖守」という目

標語は，他の9題の場合の目標語よりも，

なじみが深く，判別も，文脈まで手がかり

にすれば，むしろ容易であると推定され

る。

　1薯…校生　（全体）
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表60

A B C

想起率i鐙語誌十日 想趨膿語誌騨 想起率｝謙語i繍答数

⑩　：改守

ｳ　①～⑨

17・gi　22i　123

Q5．1i407　i正622

32．7i　32　i　98

S85i475　i　980

ll：翻i説　　【　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

有意差 ナシ ＊　寧

@　　　　　…
＊　＊

　表60，表61の高校生（全体）の場合は，

A種問題においては，両者の想起率に有意

差が認められないが，B種。C種の問題に

おいては，有意差が認められる。いずれも

ko．コウシュ（攻守）」の場合の圏標語想

起率が低く，他の9題のことばの場合の想

起率を，かなり下魚っている。このことか

ら，高校生にとっては，r攻守」というこ

とばは，あまりなじみのないことばで，他

の9題のことばの場合よりも，判別が困難

だったと推定される。

　高校生の男女について，同じように比較

してみると，つぎのようになる。

　男子（高校生）

　表62，表63の男子高校生については，A

種問題・B種問題・C種問題とも，

　　　　　　　　　　　　　　　　　衷62
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噛高校（全体）

　　　　　　　　　t
　　　　　　　　　／
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　　　　　　　／
　　　　　　／
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　　　　　／
　　　　　／
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10攻守

一一一一一 ｳ1～9

A B c

すべて両者の想起率に有意差は認められ

A

想起率謙語細土

簿⑨lll翻i，1；

有意差 ナシ

B

想輝麟語論鱗
64．zil　2gl　4s
ss．4　1’　2ni71　ti46

c

想起率i膿語i総懸数

71．0　1　32　1　z15

62．4　i　256　i　410

ナシ ナシ
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ず，そのうえ，想起率の変化のしかた

も，まったく同一である。　し，たがって

男子高校生の場合には，　ヂ10．コウシュ

（：攻守）」と「その他の9題のことば」と

の閲セこは，屠標語に対するなじみの程度

　　　　　　　　蓑65

　　　　　　高校（女子）
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も，判別の難易度も，ほとんど変わりがIO

なかったものと推定される。

　女子（高校生）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　表65の女子高校生のグラフは，この項
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3．6の最初に採り上げた甲系統の「10．フジソ（布陣）」のグラフ（表55）とよく

似ている。表65で「10．コウシュ（攻守）」の想起率と他の9題の想起率とを比

べると，A種・B種・C種の全問題におい C，著しい差違が認められ，そのう

え，変化のしかたも，両者は，まったく異っている。

　まず，「10．コウシx（攻守）」のC種問題における想趨率が，他の9題の想

起率よりも著しく低いところがらみて，女子高校生にとっては，「攻守」という

ことばに対するなじみが，他の9題のことばに対するなじみよりも，ずっと薄

いと思われる。

　また，判別過程を比べると，A→Bの過程においては，他の9題の上昇度に

比べて，「10．コウシx（攻守）」の想起率の伸びは，きわめてゆるやかであ

る。B→Cの過程においては，両者の想起率の上昇のしかたは，あまり変わら

ない○このことから，他の9題の場合には，B種問題の判別条件が手がかりと

なって判別が進められているのに対し，「10．コウシ＝（攻守）」の判別におい

ては，B種問題の判別条件（慣用的用法）は，ほとんど手がかりにならず，　C

種問題に与えられている文脈だけに依存して判別が進められたものと認められ

る。

　したがって，「10．＝ウシュ（攻守）」においては，目標語に対するなじみの程

度も，その用法についての理解の程度も，他の9題のことばの場合よりは，は

るかに劣っている。そのため，女子高校生にとって，no．コウシュ（攻守〉⊥

は，他の9題のことばに比べて，きわめて判別の困難な同音語セットであった

と推定される。

　3．5．1の表42，および3．5．2の表53でわかるように，「10．コウシュ（攻守）」

は，年令差（教養差）・男女差が，きわめて，はっきりと現われたことばの一つ

であり，このことばの場合の判別能力は，大学生の方が，高校生よりもすぐ

れ，また，男子高校生の方が，女子高校生よりも，すぐれている。

　これらのことから，「10．コウシュ（攻守）」についての判捌能力が比較的高い

グループ（大学生・男子高校生）においては，「他の9題のことば」の場合と同様

または，それ以上に判別が進められるが，「10．コウシ＝（攻守）」についての判

別能力が低いグループ（高校（全体）・女子高校生）では，「他の9題のことばの場
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合」の判珊とは，薯しい違いが見られると言うことができる。

　これまで，特殊なことばを含む同音語セットの判別過程について，種々の面

から分析を試みたが，その結果，つぎのようなことが推定される。

O　一般に，特殊なことばを同音語セットの中から判別することは，普通のこ

　とばの場合に比べて，きわめてむずかしい。

○　特殊なことばの半捌においては，凋別条件は，普通のことばの場合ほど有

　効に作用しないで，むしろ，文脈のほうが有効に作用する傾向がある。

0　特殊なことばについての半捌能力の高い人々は，普通のことばとほぼ同じ

　ように判鋼を進めることができ，判別条件や文脈も普通のことばの三舎とほ

　ぼ同程度に作用する。

○　特殊なことばについての判別能力の低い人では，判別の進み方が普通のこ

　とばよりも，署しく劣り，判別条件は，ほとんど手がかりにならない。文脈

　のほうが，むしろ手がかりになる。

0　特殊なことばについての判別能力には，年令差・教養差。男女差などが著

　しく現われるところがらみて，飼人差が激しいのではないかと考えられる。

　3．7　まとめ

　きわめて小規模な調査ではあったが，「同音語判別テスト」によって，いろ

いろなことがわかった。そこで，このテストによってわかったことがら，およ

び，このテストでは，まだ解明できなかったことがらなどのうち，おもなもの

を，ここにまとめておく。まとめかたは，3ほに「テストの冒的」として掲げ

た七つの項目に従って進めていく。

④　八音語の半捌過程について

a．判甥条件や文脈が加わることによって，同音語の判別は，どのように進ん

　でいくか。

　　判別条件が加わるだけでも，かなり有力な手がかりになって同音語の判別

　は著しく進展するが，それに文脈も加わると，さらに判別が容易になる。

　（しかし，どんな文脈が有効かは，このテストでは調べていない。）
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b．同音語の判励のためには，どんな判別条件が有効に働くか。

　　語の結合形式・品詞性・慣用的用法などの判別条件は，いずれも，きわめ

　て有効な，判捌の手がかりになる（しかし，これらの判励条件の中では，ど

　の判別条件がもっとも海効かは解明できなかった）。

c．鋼音語の判別過程は，一語一語で，どのように違っているか。

　　なじみのあることばの腸合には，判溺条件や文脈が手がかりになって確実

　に判別が進められるが，なじみの薄いことばの場合には，あまり手がかりに

ならない。またセットになる同音語が限られている場合やなじみの薄いこと

　ばがセヅトになる場合なども，判別条件や文脈は；有効に働かない。

＠同膏語の判別に関係のありそうな諸要因について

a．同音語の判別には，年令教養の違いが，どのように影響するか。

　　判別の進みぐあいからみても，調別条件・文脈などのきき方からみても，

　高い年令層（大学生）の方が，判別能力が高い。しかし，低い年令層（高校生）

　においても，なじみの深いことばの場合には，高い年令層と同程度の判別能

　力を示す（教養の質的な相違との関係は調べなかった）。

b．同音語の判別には，男女の違いが認められるかどうか。

　　判別の進みぐあいからみても，判別条件のきき方からみても，男性のほう

　が，判別能力が高い。しかし，女性になじみ深いことばの場合には，男性よ

　りも高い判別能力を示すことがある。女性は，同音語の判別において，文脈

　にたよる傾向が強い。

◎　特殊な，専門的なことばを含む同音語セットでは，どんな問題があるか。

　　普通のこと・ばに比べて，判別がきわめてむずかしく，判別条件もあまり手

　がかりにならない。むしろ，文脈のほうが有効に働く傾向がみられる。特殊

　なことばの判別では，導入差が著しく現われる。
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む　す　び

　われわれの研究は，ここで一段落した。

　最後に，この調査の結果に基づいたならば，同音語のまぎれやすさをどの程

度防ぐことができるかを考えてみよう。

（1）語結合・品詞性・慣用的用法等の判別条件と平脈や等等が，二重に働く文

　を作れば，理解しやすい。これは当然のことであるが，そのためにはある程

　度の長さの文が必要となる。逆に文脈や隼町だけを手がかりとする文を作る

　と，その手がかりに対する読者の経験・知識の有無に左右されるので，誤解

　をまねく可能性がある。

②　語結合・国詞性・慣用的用法等の判別条件を活用する。

　（i）たとえば，造語要素を加えたり，複合語にしたりして語形を長くす

　　る。

　　　　　啓培→啓発培養

　（ii）語結合では，その語の構成法の違いを表記のしかたを変えて示す。

　　　　　しかい（市会）一しか　い（歯科　医）

　（iii）専門語がつくる同音語は，一定の職業分野で使われている聞はあまり

　　問題にならないが，一般語化したときは，適当な手がかりを：文脈に与える

　　必要がある。

　（iv）略称はつとめて避けるか，または，他の配慮を要する。

　　　　　日航→臼航機または日航KK

　（v）固有名詞は，原詩的には淫記を必要とする。

　このようなことが考えられるが，いずれも一長一短がある。すなわち，（1）で

は長い：文を必要とし，（2）（i）では，結合した語や造語要素が他の同音語をもっ

ていないことが必要条件となる。さもないと，造語力の強い語や造語要素が，

次々に新しい同音複合語を生み出す可能性がある。（2）（ii）はすでに火災保険関

係で利用しているが，簡潔な事務書類では，その効力があっても，一般文章の

中にはいると，助詞などとの混乱をひぎ起こす場合があるから，前提として句

とう法やわかち書きが十分に工夫されていなければならない。前述のように，
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同音語の問題は，読者の年令・知識・経験に依存することがかなり大きな部面

を占めるから，上のような方法では，問題の一部の解決が期待されるだけであ

る。これに対し，われわれが推定した（1．3．5）最もまぎれやすい類の同音語

（A1，　A2）は，その語自身セこは何らの判別のための手がかりをもっていない。

この類には適切な文脈の手がかりを与えたり注記をしたりするとか，その中の

あるもの1・こは言いかえを準備するとかの必要があるようである。しかし，その

場合，安易な便法によって言いかえ語を作ると，それがまた新たな混乱を起こ

す可能性も考えられる◎器いかえ語は，その語と類義関係にある，いくつかの

語との関係を慎重に見きわめた上で決めるべきではないだろうか。

　反省してみると，まだ考え足りない点や，もっと立ち入って調査しなければ

ならない点ぶ目につく。たとえば，社会一般を対象とする：文においては，どの

程度のやさしさの文脈を与えたら，同音語の理解を導くことができるかという

ことも，その一つである。また，文脈の中で手がかりになる語が当薗の同音語

より前にある方が，後にある場合よりも有効度が高いのではないかということ

も，常識的に考えられるが，今回のテストでは，この点を確かめることができ

なかった。また，連語と単一語との閾の同音語のように，資料の関係で，はじ

めから手をつけなかった問題も残っている。しかし，この小規模の調査の範囲

でも，同音語セこはどのような問題があるかということは，ほぼ明らかにし得た

のではないかと思うのである。

133



集鉱ロロ
音同



使用上の注意

1　この「同音語集」は，今回の調査資料の中から，現代の絹語と認められるものを

選んで収録した（ただし，略語は広く行なわれているもの以外は載せなかった）。

2　資料とした文献は，3べpmジ参照。

3　見出し語は，蓑音式を採ったが，「エイ」「ケイ」「セイ」「テイ」「ネイ」fヘイ」

　「メイ」「レイ」は，長音（「エ　一・」等）の表記を採らない。

4　配列は，次の原刻による。

　（1）　まぎれやすいと思われる同音語の組を先にする。

　（ll）　まぎれる可能性がないと思われる語に．ついては，

　　（a）アクセソ．．｝■の違いで分ける。　（アクセント文献に，その語が採録されていな

　　　い場合は，適宜推定した。）

　　（b）アクセントを岡じくする語の中では，名詞・動詞・形容動詞（形容詞）・副詞

　　　の順にする。

　　（c）学術用語は，（i）に属するものを除き，原則として最後に置く。

5　略号は，次のとおり。

　（i）　学術用語集から収録したもの

　　動……動物学　　　植……植物学　　　数……数学

　　鉱……採鉱や金学　建……建築学　　　図……図書館学

　　工……機械工学・船舶工学・電気工学・土木工学

（ii）　その他の位：梱

　　法　法律　　　　　経　経済　　農　農業　　生　生理

　　美　美学・美術史　言　言語　　文　文学　　史　史学

　　哲哲学　　医医学　宗宗教　仏仏教
　　地　地質　　　　　軍　軍事　　料　料理　　裁　裁縫

理……物理学・化学

音　音楽

心　心理

天　天文・気象

運　スポーツー般

　ただし，（i）（ii）のような専門的な分野に属する語でも，その語が，一般語と～致

　する場合，または一毅社会にも用いられるようになっていると思われる場創こは

　注記しない。

6　記号は，次のとおり。

　（　）（a）類義語　（b）その語の用字法に関する注意

　〔　〕　誤用であるが，一般的に使われているもの

く　〉　②その語の使用分野　（b）X＃解な専門語または外来語についてはその語の原

　　　　語　（c）その語に関する注釈，または使用例

　X　　　当用漢字：外の寧

⑭　　　当用漢宇音訓にはずれる読みフ5

　△　　　あて字

　なお，送りがなは，「送りがなのっけ方」　（昭和34．7．11内閣告示第1暑）の通期

　に従い，その少ない送り方のほうを採った。
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〈ア〉

ア

アア

アイ

　亜く南～〉　×阿く南～〉

　ああ〈～いう人＞　x鳴s呼

x唖轟々

アイエソ

アイカタ

アイガソ

アイキョー

アイコ

アイコ　一一

アイコク

アイシ

アイジャク

アイシ＝一

アイショー

アイジョー

アイジルシ

アイズチ

ァイセキ

アイソ

アイゾー

アイタ

アイタイ

アイチョー

愛×藍⑧間（含い）

アイ＜eye＞〈工〉

　合縁　愛縁　哀x腕

　合方相方

哀願愛x玩

　愛x嬬　愛郷

　あいこく同じ〉

うむる〉

愛好愛校

　愛国哀xueq

哀史哀詩
　　愛着愛の惜

　　愛執哀愁

　　愛唱　愛x説　哀傷

　合い性愛x妾

　　愛情愛嬢

　合い印　合い⑭標

　相x槌　間土く畏〉

こ×鮎〕

愛顧く～をこ

愛称

　　　　愛惜〈～措く能わざる〉　哀惜

　　　　〔愛。想〕〈～を言う〉　 哀言斥

　　　　愛蔵愛憎
　　　　虜いた（開いた。空いた）

　　　　梱対　x雲墾x魏

　　　　　愛x寵　愛重哀調＜～を帯

　　　　びた〉

アイビキ　×蓬引　合x挽き

アイベツ　哀鴉　愛別

アイボ　　愛慕哀慕

アイレソ　哀×憐　愛×憐　愛恋

アウ　　　合う　会う（x論う。⑧遇う・x遭

　　　　う）

アオイ　　x葵　青x藺　青い

アオグ　　仰ぐ　⑭爾ぐ
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アオリ　　、x煽り　△障△泥

アカ　　　券　⑭銅　x垢　x閥x伽　アカ

　　　〈～水路（limber）〉〈工〉

アカアカト　明々と　赤’々と

アカシ

アカジ

アカス

アカミ

アガル

アキ

アキル

アク

アクシツ

アクシュ

アクシュー

アクセイ

アクセソ

アクソー

アクトPt

アクドー

アクハ

アクビ

アクホーー

アケ

　②譲i⑭燈　明⑭石く衣料〉

　逗留赤地

　明かす　飽かす　S証かす

　赤身　赤味〈～材〉〈工〉

　上がる（揚がる・②騰がる）

飽き（x紙き）秋　明き（。空き）

　飽きる（x厭きる）

　△灰△汁悪　明く（⑭塞く。。開く）

　悪質　悪疾

　握手悪手悪酒
　　悪習　悪臭

　悪政　悪露　悪声　悪性

　悪戦悪銭

　無帽悪僧

悪投悪党
悪童　悪道

悪馬　悪⑭罵

△欠△挿　悪fi

悪法　悪報

明け（開け）

る〉

o朱く～に染ま

アゲ　　　上げ　揚げ　⑭挙げ

アケル　　明ける（窪ける・開ける）

アサ　　朝麻
アザ　　宇x癒
アサギ　　浅黄　浅x葱

アシ　　足x葦
アジ　　　味　x鰺　アジ〈アジテート〉

アシガタ　足形　足型

アシゲ　　足x蹴　x葦毛

アシザワリ　足O触り　足O障り

アズカル　預かる　O与かる

アセル　　◎焦るく気持が～＞　x室退・ぜるく



　　　　色が～〉　あせるく田の水が～）

アダ　　　⑧徒　x姻x螂　x仇

アダナ　　X渾名　3徒名

アタリ　⑧辺り　当り

アツイ　　厚い　×篤い　暑い　熱い

アッカ　　悪化　悪貨　悪果

アッカソ　悪漢　悪感　圧巻　圧感＜～接

　　　　着剤〉〈理〉

アッコー　悪q　悪行

アツサ　　厚さ　暑さ

アッセイ　圧政圧制

アテ　　　x宛　当て

アテコト　当て言　当て事

アト　　o後　跡

アナ　　　アナ〈アナウンサー〉　アナ

　　　　〈アナキスト・アナキズム〉穴

アナタ　　o貴⑭方　e彼e方

アニ　兄×量〈～はからんや〉
アプラ　　油　s脂

アブラケ　油け　S脂け

アマ　尼A海△人（△海△女）△阿△塒

　　　　アマ〈アマチュア〉　亜麻〈工〉

アマケ　　架け　雨け

アマリ　あまりく～に〉余り

アミ　　　網　アミ〈ami＞　X糠X蝦

アミド　　網芦　編戸　アミド＜amido＞

　　　　〈理〉

アミノミリ　網針編針

アミメ　　網目　編昌

アメ　　　x飴　雨　天

アメソボー　×飴ん棒　⑭水x胆

アヤマル誤る　⑭謝る

アヤメ　　x菖x蒲　⑭文目

アユ　　　X鮎　X阿X譲

アライ　　荒い　③粗い　洗い　洗×月曾

　　　　く刺身の一一・Pt＞

アラウマ　荒馬　e新馬
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アラキ　　e粗木　e新木

アラシオ　③糧塩　荒潮

アラタ　　荒田　ce新田

アラタマル　改まる　②革：まる

アラメ　　荒昌（⑳粗目）　荒⑪布

アラモノ　荒物　e軸物

アラワス　表わす　現わす　著わす

アワ　　　x泡　x粟

アワイ　　淡い　⑭闘

アワス　　合わす　×解す〈かぎの渋をの

　　　　ぞく〉

アワダツ　x泡立つ　x粟立つ

アワユキ　淡雪　×泡雪

アソ　　案　x庵　x麺

アンカ　　行火　安価

アソキ　　暗詑　安危　暗鬼　安1気

アソキョ　暗x渠　野営

アソコー　×鞍x鰯ミ　賭紅〈～色〉

アソゴー　暗号　暗合

アソザソ　安産　日音算

アソシツ　賭室　x庵室

アソジth　一一　安住　x庵住i

アソショー　鰺唱　暗礁

アソジル　案じる　×按じる

アソゼン　安全　x婁然　×瀦然

アソゼソホショー　安全保障　安全保証

アソテソ　瞳転　隠点

アソニ　　暗に．案に

アソバイ　×按排　③塩梅

アソブソ　案文　案分〈～比例〉

〈イ〉

イ意異威胃医x亥衣
　　　　X藺　易　鋳〈～バリ〉〈工〉

イアイ　　身巾合い　据合い　遺愛

イイ　　　e良い　易々　OP唯々　×謂い

イイソ　　医院　医員　委員

イエル　　×癒える　言える



イエソ　　以遠　蟹炎

イオー　　以往　⑱硫黄

イオ’ソ　　異音　イオン＜ion＞〈理〉

イカ　　　医科　医家　易化　異化　以下

　　　△鳥△賊

イガ　　　x穣　衣x蛾

イカイ　　医界　二会　位階　遺戒

イガイ　　意外　以外遺x骸　×始貝

イガク　　医学　異学

イカケ　　鋳掛け幽×沃⑭懸i

イカリ　　×錨　怒り

イカソ　　移管　移換　移監　位官　位冠

　　　　尉官　医官　衣冠　偉：観　異観

　　　　⑱如◎何　遺憾

イガソ　　依願　胃×癌

イキ　　　。粋　意気　遺棄　行き　生き

　　　域　x閾　息　位甜

イギ　　　意義　異議　異義　威儀

イキガイ　生き⑭甲×斐　域外

イキカタ　生き方　行き方

イキズマル　息詰まる　行き詰まる

イキョー一　異教　遺教　異境　異郷　ff鏡

　　　　位況〈～曲線〉〈工〉

イギョー　偉業　遺業　医業　異形

イキョク　委曲　異曲〈～同工〉　医局

　　　　異極〈～結合〉〈理〉

イクジ　　育児意⑲気地〈～なし〉

イクヨ　　幾世（幾代）　幾夜

イクソ　　偉：勲遺翻；

イケイ　　異形　×畏敬

イケル　　㊤活ける　㊤埋ける　行け’る　生

　　　　ける

イケソ　　意見　異見　違憲　遣賢

イゲソ　　笹野　遺言　威厳

イゴ　　　以後　囲碁

イコP・　　意向　遺稿　遺功　偉功　威光

　　　　偉効　移行　移項　以降　衣×桁
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　　　異香　⑭憩う

イコク　　異国　Q伊圏

イコム　　封込む　鋳込む

イサイ　　異彩　偉才　異才　委細

イザイ　　篠材　異材　遺財

イサソ　　遺産　聖算　腎酸　胃散

イシ　　　意志（意思）　遺志（遺旨）　異

　　　志x綾死遺x屍遺×肚医師
　　　遺子　×願解　石

イジ　　　異字　意宇　異票　医都　遺事

　　　異時　遺児　維持　意地

イシキ　　意識　違式　居敷き

イシツ　　異質　聖賢

イシャ　　医者　慰謝く～料〉

イシ＝　　異種　意趣

イシ＝一　異臭　x姻集

イジュー　移住　異重〈～元素〉〈理〉

イシュク　X萎縮　×畏縮

イショ　　遺事　医書　異書

イショー　意x匠　衣装　異称　顕障〈～

　　　　設麗権〉〈法〉　開床〈～ストー

　　　　カー〉〈工9理〉

イジョー　異常　異状　移譲　委譲　移乗

　　　以上　囲×鋳

イショク　依嘱　委嘱く法〉　遺嘱　衣食

　　　異色　移植

イシソ　　維新遺臣　威僑　異心　以心

　　　　〈～伝心〉　移審〈～の効力〉

　　　移心〈～装置〉〈工〉

イジソ　　偉人　異人

イセイ　　異性　異姓　為政　遺捌　威勢

　　　遺精　医豊　以西

イ垂畑野購騰i＃
　　　　×堰

イセツ　　異説移設

イセソ　　医専　緯線　賢腺　異線〈～侵

　　　　入〉〈工〉



イtlソ　　依然　x恰然　以前

イソー　　三二　異相　意想〈～外〉　遺

　　　草移送移相〈～器〉＜理。
　　　　工〉

イゾー　　遺鯨　遺贈

イゾク　　遺族　異族　遺俗　異俗　依属

イソソ　　依存　遺存　異損く饅〉

イゾソ　　依存　異心

イタイ　　　遺体　　異体　　移替　　痛し・

イダィ　　偉大　医大

イタク　　委託　依託　遺沢　痛く

イタズラ　⑭徒　△悪△戯

イタム　　痛む　⑭働む　⑭悼む

イタメル　X妙める　痛める　×挽める

イチ　　一　位置市

イチイ　　一位　×櫟　一意〈～専心〉

　　　　一衣〈～帯水〉

イチイソ　一員　一院〈～制〉　一困

イチガソ　一眼　一：丸

イチギ　　一義　一議〈～に及ばす〉

イチゲソ　一発　一言　一弦く～器。～

　　　　琴〉〈理・音〉

イチゴ　　一期目一語　x苺

イチゴー　一’二一号　一×毫

イチジ　　一次　一時　一事　一字

置チジュソ　一旬　一巡

イチジョ　一女　一助

イチジョー　一x帖　一畳　一丈　一条

　　　　一城一場
イチダイ　一代一大〈～事件〉　一台

イチダソ　一段　一隅

イチドー　一同一堂〈～に会する〉　一

　　　　避〈～の光腸〉

イチナソ　一難　一男

イチニソ　一人　一任

イチネソ　一年　一念

イチプ　　一部〈～始終〉　一分く～が立

　　　　たぬ〉

イチベツ　一別　一x鰹

イチマツ　一x抹〈～の不安〉　市松〈～

　　　　模様〉

イチメイ　一命mh名

イチモー　一毛　一・rw〈～打尽〉

イチモツ　一物　逸物

イチモソ　一：交〈～惜しみ〉　一問

　　　　〈～一答〉　一門

イチ＝一　意中移綾

イチヨー　一様一・葉〈～跳開橋〉〈工〉

イチョー　移x牒　移調　胃腸　△銀△杏

　　　　異朝　医長　イ甘く音〉

イチリ　　一理　一利〈～一害〉　一里

イチリツ　一律　一凹く各税の～減免〉

イチリュー　一流一x慌一粒

イチリョー　一一・ew　一・領

イチリソー輪一別
イチルイ　一塁　一類

イチレイ　一例一礼

イチレソー連一x蓮〈～託生〉

イツ　　　ム偲△時一一

イツカ　　五H　△何△痔か

イッカ　　一家　一下　一過　一荷　一価

　　　一x統一化一管
イッカイ　一圓　一階一介　一塊

イヅカク　一享β　一画　一角　一×撰＜～

　　　　～千金〉

イヅカツ　一一一・th　－x喝

イヅカソ　一巻　一貫　一環〈～として〉

　　　一管〈～の笛〉

イッキ　　一期　一季　一藻　一機　Pt騎

　　　　〈～当千〉　一気〈～に〉　一嘉

　　　　〈～一憂〉　一x揆〈薫姓～〉

　　　　逸機

イッキュー　一級　逸球

イッキョー一　一一驚〈～を喫した〉　一興
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イッキョク　一繭　一局

イツク　　居黄く　⑭斎く

イック　　一一区一旬

イッケイ　一系　一計〈～を案じて〉

イッケツ　一一一ge　一一穴　×溢血

イヅケソ　一一’Fu　一件　一県　一軒　一岡

イヅコ　一個　一顧く～をも与えず〉　一

　　　己　一戸

イッコー　一行　一校　一考く～を促す〉

　　　・一項一一m　一向

イヅコク　一国　一一lj〈～考〉　一石

イッサイ　一切一歳一菜逸才一再
　　　〈～ならず〉

イヅサク　一策　一作　一昨〈～七日〉

イヅサツ　一一一・ew　一札

イヅサソ　一肉　一x蓋一激（逸散）〈～

　　　に〉
イッシ　　一子　一枝　一紙　逸史　逸詩

　　　一ま惹〈～も触れ，ない〉　 一一求メ`

　　　罰仁〉　一糸〈～乱れず〉　一死

　　　〈～報麟〉　一矢〈～を報いる〉

イッシキ　一一・・L式　一rt色

イッシツ　一室　一失く千慮の～〉

イッシャ　一社：一一・Xl＝g〈～千黒〉

イッシャク　一一勺　・一尺　一x酌

イッシュ　一一種一首

イッシュー　Pt周　一週頃一一×蹴　一一・宗

イヅショ　逸書　一書　一所〈～不佐〉

　　　一緒

イッシagn　一勝逸勝一生一省一
　　　　称　　一笑〈～に付す〉　一将

　　　　く～功戒って〉　一升

イヅショク　一色　一食　～触〈～即発〉

イッシソ　一身　一審一進〈N’ma“igi〉

　　　一新一心
イッスイ　一睡〈～もしない〉　一炊〈～

　　　　の夢〉
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イヅセ：　一世一x畝

イッセイ　一一pt：一e齊

イヅセキ　一隻　一勺　一夕　一席　一石

　　　〈～二鳥〉

イッセツ　～説一節

イッセソー一・St一一xre　一線＜～を画

　　　す〉　一戦く～を交える〉

イッソー　一双　遙1走　一掃　一麿　一

　　　x艘

イヅソク　一足一束逸足

イッタイ　一帯：一体一隊

イッタソ　一一反一端一x旦

イッチ　　一一致　一知〈～半解〉

イッチュー　一中一X露〈～を輸する〉

イッチe一　一丁一町一張〈～一弛〉

　　　　一朝
イヅテキ　一一・lg　一×郷

イヅテソ　一点　一・天F．一転

イヅト　　一斗一一途一×兎

イットー　一党　一統　一等　一頭　一刀

　　　一三〈貧者の～〉

イツパ　　一派　一羽

イヅパイ　一敗　一杯

イッパク　一一泊一白　一一ts

イッパツ　一発　一髪く危機～〉

イッパソ　一・般　一半　一班　一x斑〈～

　　　を推して全豹を知る〉　一飯＜Pt

　　　宿～〉

イヅピソ　一一一8i　逸品　一x餐茎〈一笑～〉

イヅプ　一夫一婦
イヅプ…一　一風　一封

イヅプク　一服一丁一腹

イツブソ　逸文　逸聞

イッペソ　一一一一fr　一編　一辺　一変　一

　　　X遍

イッポー　一法　一報　一方

イッポソ　一＝本　一⑭鹸



イト

イド

イトー

イドL

イトク

イトコ

イトメ

イナ

イナダ

イニヨー

イニソ

イヌ

イハイ

イハク

イハツ

イバラ

イハソ

イフ

イブ

イフー

イフク

イブツ

イブソ

イヘソ

イボ

イホー

イボー

イマ

イミ

イミビ

イム

イメイ

イヤク

　意図　糸

　緯度　井戸　異＝ピー

以東　x厭う

　異同　移動（異動）

　遺徳　威徳

　△従△兄△弟　（△従△姉△妹）

　糸昌〈～をつけない〉　厭x浸

いとめく動物名＞

　x錨　否　異な

　いなだく魚名〉　稲田

　遺尿　囲x続

　委任委認

　犬　x戊

　位：X牌　違背

　医博　隠隠

　遣髪　衣x鉢

　x茨　x薔×薇

　違反　違犯

　委付く法〉　移付　X畏怖　異父

　威武　イブ＜Eve＞　慰x撫

　遺風　異風　威風〈～堂々〉

　異腹　遺漏x畏服威服衣服

　遣物　異物

　異聞　遺聞　遺文

　異変　移変　遺編

　x疵　異母

　違法　遺法　異邦　×彙報　遺

芳　i璽砲〈～塔〉〈工〉　異方

〈～性〉〈工・理〉

　威望　幽寂　遺忘

　居間　今

　意味　異味　忌み

　忌H　⑧斎火

　医務’忌む　。斎む

　異名　威名　違命　遣命　依命

〈～通牒〉

　違約　意訳’医薬
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イヤリング　イヤリング＜earring＞　イ’

　　　　ヤリソグ〈earing（帆船）〉〈工〉

イヨP・　　威容　偉容　移用　異様

イライ　　依頼　以来

イリ　　　入り　x止り（×煎り・×熱り〉

　　　　遺利

イリアイ　入会　入根〈～の鐘〉

イリコ　　ム海△参くなまこ〉　×妙粉　x蒸

　　　　旧くいわし〉

イリュー　慰留遺留

イリョー　医療　衣料　衣糧

イリョク　威力　偉力　意力

イル　　　居る　O要る　入る　射る　鋳

　　　　る　x翻る（×煎る）

イルイ　　衣類　異類　×彙類

イレイ　　異例　違例　違令　違X戻　薩

　　　　令　慰霊　威霊遺霊

イレル　　入れる　x翻れる（×煎れる〉

イロー　　慰労遺漏

イワ　　　岩　違和

イワノミ　岩場　欝わば

イソ　印陰困・院韻
イソイツ　隠逸　×淫x侠

イソエイ　陰影　印影

インカ　　印可　×允可　姻家　引火　庫：

　　　　加〈～電圧〉〈工〉

イソガ　　印画　陰画　困果

イソガイ　院外　員外

イソカソ　印鑑　印款　x股鑑く～遠から

　　　　ず〉

イソキ

イソキョ

イソケソ

イソゴ

イソコー

イソゴー

イソuク

イソキ　陰気

隠腸　x允許

引見　隠顕　隠見　陰険

隠語　韻語

×咽×喉　印行　×淫行

困業院号
印刻　陰刻



イソシ　　印紙　因子　陰子く理〉　隠士

　　　　×淫x嗣

イソジ　　韻宇　x淫事　隠事　陰泰　印

　　　　字　印璽

イソジュ　印x綬〈～を帯ぶ〉　院主　陰

　　　　旧く盤〉

イソショ　韻書　x淫書

イソショー　即象　印章　引舐　印床

イソシソ　殿×賑x音信　陰×厨

イソスル　即する　×淫する

イソセイ　陰性　隠x棲　×股盛　陰購　院

　　　　旧く史＞　x陵星

イソセキ　姻x戚　x陵石　引責　引赤

　　　　く医〉

イソタイ

．イソチ

イソトー

イソトク

・イソビ

イソプ

イソプー

イソブソ

イソポソ

イソユ

．イソヨー

イソリョー

〈ウ〉

ウ

ウイ

ウエ

ウエル

’ウ　：・ソ

ウカ

ウカイ

』ウカガウ

ウキ

引退　隠退

引致　印池　x吋

x咽頭　x淫x蕩

陰徳　隠匿

x淫x靡　隠微

x淫婦　印譜

X淫風　陰風

韻交　陰丈　x允交

×淫奔　院本

隠×喩　引X喩　因由

引用　飲用　陰陽

　飲料　飲蚤

x鵜　×兎＜～の毛＞　x卯

有為　雨衣　②憂い

上　飢え　x笙

植える　鋭える

有縁　x迂遠

羽化　雨下

x鵜飼い　x迂暇

飼う　x窺う

雨期（雨＄一）　　雨気　　浮き

x澹。子（⑭浮⑪漂）
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ウキス

ウケ

ウゲソ

ウシ

ウジ

ウジョPt

ウスイ

ウズキ

ウスギヌ

ウスハ

ウスメ

ウセイ

ウセツ

ウソ

　浮き州　浮き巣

　受け〈～がいい〉　有x卦く～

に入る＞　x笙

　海玄（右x舷）〈工〉　×迂言

　牛　x丑x醸歯

　×姐　氏

　　　　物名〉

ウソク

ウタウ

ウチアゲ

ウチトメル

ウチヌク

ウチューー

ウチワ

ウチワケ

ウツ

ウツウツ

ウッケツ

ウツス

ウツリ

ウツル

ウマ

ウミ

ウム

ウメキ

ウラ

有情羽状
雨水　薄い

×響き　x卯月

簿絹　薄×衣

薄刃　x臼歯薄羽

薄め　薄目

×迂生　雨声

右折　雨雪

×嘘　うそ＜～寒い＞　x鷺く動

　　　×獺く動物名〉

右側右足
歌う　×謳う

打ち上げ　内揚げ

　討ち止める　打ち留める

打ち抜く　繋ち抜く

寧宙　雨中

⑭団⑭扇　内輪

内訳　打ち分けく囲碁〉

打つ（討つ・撃つ）

うつうつくうつらうつら〉

x下々

　x欝血　x網結

　写す（映す）　移すくX遷す）

　映り　移り

　写る（駿る）　移る

　馬　o午　×苧麻く農〉

　生み　産み　x膿

　有無　x膿む　⑭熟む　x倦む

生む　産む

　x陣き　埋め木

　裏　浦



ウソキ

ウソキュ～

ウソコー

ウソジu一

ウソセイ

ウソソーt

〈工〉

工　　　絵柄×餌
エイイ　　栄位　霊為　英偉　鋭意

エイカ　　英貨詠歌

＝一イガ　　蕨画　栄華

エイカソ　栄冠　x犠感

エイキ　　鋭気　英気　×盈×脇

エイキュー　永久　A級

エイキョー　影響　英京くロンドン〉

エイゴ　　英語　英悟（×頴悟）

エイコー　栄光　X曳航　×曳光

エイゴー　永×劫　A号

エイシ　　英紙　i英誌　A氏　英姿　英資

　　　衛視英詩x叡旨
＝一イジ　　英字x嬰児

エイシャ　映写　鴬舎　泳着

ウラジ　　裏地浦路

ウラム　　恨む（⑲憾む・x怨む）

ウラモソ　裏門　裏紋

ウラヤ・マ　浦山　9Ll⊥1

ウリ　　売り　x瓜

ウル　　　売る　③得る

ウレル　　 売れる　O熟れる

ウロ　　　x洞　x迂路　雨露く～をしの

　　　　ぐ＞　x烏×鷺〈～を闘わす〉

　　　有◎潔く仏〉

ウワズミ　上澄み　上積み

ウワバ　　上歯　上葉

ウソエイ　雲影（雲x騎）　還営

ウンカ　　雲x霞〈～のごとき＞　OP浮×塵

　　　⑰子

　　　　⑭温気　運気　雲気

　　　　　運休雲級〈天〉

　　　　運行　運航　雲高　雲向

　　　　　×醒醸　雲上　雲×壌

　　　　運性　運勢

　　　　運送　（運x漕）
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エイショ　営所　三所　英書

エイシソ　栄進　詠進　南進〈～面〉

　　　〈理〉
エイセイ　永世　永生　衛星　衛生

　　　永x懸

エイソー　営倉　営巣　詠草

エイゾー　峡像　影像　営造

エイダソ　英断　x叡断　営翅　〆

エイテソ　栄典　栄転

エイブソ　英文　×叡聞

エイヘイ鋭兵衛兵英兵
エイホー　鋭x鋒　英法　泳法

エイメイ　英名　英明　栄名

エイヨー　栄養　栄×耀

エイリ　　営利　英里　鋭利

エイリソ　営林　映倫

エキ　　　駅　液　益　牽く後三年の～〉

　　　疫　易

エキカ　　×腋下

エキシャ　易者

エキスル　益する

エキチョー　駅長

エキベソ　駅弁

エツ亦

エテ

ェビ

ニ．モノ

xライ

　　　　　　　　x腋x窩　液化

　　　　　　　駅舎

　　　　　　　　役する

　　　　　　　　益鳥

　　　　　　　液便

エコー　　回向　＝コー〈echo＞

エシ　　絵師⑭壌死

エス　　　　エス＜Es＞　エス＜イエスの・

　　　なまり〉

エツ　　悦〈～に入る〉　謁＜～を賜

　　　　う〉　越〈呉～属舟〉

エヅカ　　×腋下　×腋×窩　液化

エッケソ　越権　謁見

エッスル　謁する　閲する

　　　　×餌x壼　㊤笑ix董く～に入る〉

　　　　得手　えて〈～して〉

　　　　⑭海。老　x葡×萄〈～色〉

獲物得物
偉い　＠豪い



エル　　　得る　e選る

エソ　円縁宴×覧塩x艶
エソイソ　遠区i　延夢1　援引

エソエソ　炎々×蜘×蝿×奄々〈気恩～〉

エソカ　　円貨　円賑　x艶歌〈～師〉

　　　　縁家　x嚥下　塩化　煙火　煙×霞

　　　　炎火く工〉

エソカイ　沿学鮭（縁海）　違海　宴会　延会

エソガイ　煙警　塩蜜　X掩×蓋　円x蓋

エソカク　沿革　遠隔

ユLソカン　鉛管　煙管

エソガソ　沿岸　遠岸：

エソキ　　延期　遠忌　塩墓〈理〉

エソギ　　演義　x術義　演技　縁起

エソケイ　円形　遠景　煙景

エソゲイ　　園芸　　演芸

エソゲソ　×淵源　x怨言

エソ＝　　縁故　円弧　壌湖

エソゴ　　援護〈～施設〉　縁語　×怨語

　　　　x娩語

エソコー　遠郊　遠交〈～近攻〉　円光

　　　鉛工〈～接続〉〈工〉　炎光＜～

　　　　分析〉〈工〉

エソザ　　円座宴座

エソザソ　遠山　演算　鉛x藝〈～に付す

　　　　る〉　遠×鼠

エソジ　　園児　x騰脂×術字

エソシェー　演習　円周

エソショ　炎暑　X艶書

エソショー　延焼　炎疲　煙硝　遠称

　　　　　く言〉

エソジル　x怨じる　演じる

エソシソ　遠心　円心　炎心

エソジソ　x厭人　x猿人　円陣　煙x塵

　　　　エソジソ〈engine＞

エソスイ　円×錘　塩水

エソセイ　遠征　x厭世　延性
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エソセキ　宴席　遠×戚　塩析〈理〉

エソセソ　沿線　沿規　x厭戦　塩泉　円

　　　　x癬　円鱗〈～図〉〈工〉

　　　　　×碗然　x融然　×宛然エソセ1ソ

エソソ

エソソー

エソタイ

エソダイ

エソタク

エソタソ

エソチ

エソチョー

エソテイ

エソテソ

　　　遠点
エソト　一一

エンド・・一一

エソドク

エソバソ

　　　炎短く工〉

エ．ソビ

エソピ

エソペイ

エソボー

ニソUPt

＝ソライ

＝一ソルイ

エソレイ

エソロ

〈オ〉

オ

オイ

　　　　〈工〉

　　　線〉〈工〉

エソフ　　演舞　円舞　演武

エソフソ　塩分　鉛分　x艶聞

　　　x譲文

　　　　援兵　x掩x蔽

　　　　遠謀　遠墾

　　　　遠洋　援用

遠祖　塩素

演奏　遠×漕　x淵x藪　x燕巣

延滞　x紺碧　援隊

縁台　演台　演趣　遠大

円タク　円卓

縁談　演壇

園池く法〉　遠地

　園長　延長　円頂

×堰堤　園丁

円転〈～滑脱〉　×宛転　炎天

　　延展く～機〉〈理・工〉

円筒（円x壌）　煙筒　遠島

沿道　煙道　×碗豆

煙毒　鉛毒

円板　円盤　鉛版　鉛板　塩盤

　　　　縁板く工＞

x娩美　×艶美

円×匙　x猿×響　鉛皮〈～線〉

　　　鉛被く～ケーブル・～

x艶文

　　　　　x艶容　x腕容

遠来　遠雷

遠類　縁類　塩類

x癒竃　×艶麗

遠路　沿路　円顯

羅　緒　×苧　導く～牛＞

x甥　老　x笈

響



オイコム　追い込む　老い込む

オイテ　　置：いて　の措いてく彼を～＞

　　　　x於いてくに～〉　追手　追㊤風

オイル　　老いる　オイル〈oi1〉

オゥ　　追う（e逐う）　負う

オー　　　艶　翁

）1‘　一一イ　　王位　王威　横位　X蔽い　多

　　　　い

オーイツ　横X温iX注X溢　横逸

ri一　一一イソ　押印　押韻

オーエン　応援　黄鉛く理〉

オーオー　往々　x義々

オー　カ　　　　　　欧化　　　三［三化　　　言簸歌　　　応イ七く応月9

　　　　化学〉　桜花　黄化く植〉

オーガネ　大金　e巨鐘　大×矩

rt・一一ガタ　大型　大形　0型

オーカワ　大川　大皮（大O鼓）

オーカソ　往還　横貫　王冠

オーギ　　扇　横議　奥義

オ・一・　le　＝　一　応急　王宮

オーコー　王侯　王公　横行　往航

ri一　一一サイ　x三災　横災　往歳

オーサツ　x殴殺　×塵殺

オーシ　　横死　王師　横x恣

オージ　　往時　往事　王事　王子　皇子

　　　　大路　押字

オーシx．一“応酬押収

オージョ　王女　皇女

オーショP・　応召　応招　x鞍掌　x殴傷

v　　王将く将棋〉

オージョー　往生　王城

二
水
せ
三
線
対

応
王
山
王
横
応

ソ
イ

シ
ス

一
　
一

オ
オ

　
イ
ソ
イ

セ
セ
セ
タ

｛
　
［
　
【
　
【

オ
オ
オ
オ

　　　　x凹状

往診　往信　王臣

黄水

×蓬う瀬

王制　横政　x旺盛

応戦

横隊横体く水泳〉黄
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　　　　体〈～ホルモン〉

オr・一ダソ　横断　黄x痕：

オーテ　　追手　大手　王手

オrド　　大戸　王土　黄土く理〉

オートー　王統　王党　応答　桜桃

ri一　一一ドー　王道　黄銅　黄道〈～吉日〉

　　　　横道

オーノー

7b　一一ハソ

オpaブリ

」S一　一一ブソ

オーヘソ

オーボ

オーホー

」1一　”一ム不

オーモソ

オーヨー

オーライ

オカ

オカス

オカミ

オカン’

オキ

オキカエル

オク

　　　　〈～上量を架す〉

オクシャ

オクチ

オクル

オクレル

オケ

オコシ

オコス

オコリ

オコル

オサ

応能＜～負担＞　x襖悩

大判　大番

大降り　大振り

欧交　横文　応分

往返　応変く臨機～〉

王制　応募

応報〈因果～〉　王法　往訪

大旨（概ね）　大×棟

大門　応問

応用　x鷹揚　大様

往来　オーライ＜a王1r圭ght＞

丘（岡）　陸

犯す（侵す・習す）

お上　△女△将（お△内△儀）

お×燗　o悪寒

沖　×襖

　起き返る　置き換える

置く（O措く・×凹く）　奥　屋

　　　　　　　　億

奥社　屋舎

奥地　お口

送る　贈る

遅れる　送れる

×桶　③麻x笥

x粗x粉　お腰　お越し

起こす（興す）　　　　　t

起こり　x痙く医〉

起こる（興る）　e怒る　x熾る

〈火が～〉

　②長　×箴



オサマリ　治まり　納まり（収まり）

オサマル　治まる　納まる（収まる）

　　　　まる

オサメ　　治め　納め（収め）

オサメル　治める　納める（収める）

　　　　める

オシ　　　押し（⑭圧し）　x唖

オジ　　　e伯e父　e“xe父．（小S父）

オシアテル押し当てる　推し当てる

オシエ　　i教え　押し絵

オシュー　汚臭　汚習

オス　　　押す（PtEEす）　推す　雄

　　　　（x牡）

オセソ　　汚染　お×斯く煎餅〉

オソバ　　⑧遅場　お②側　おx蕎㊤麦

オソレ　恐れ（馨れ）

オッタテル　追っ立てる　押っ立てる

ナッテ　　追手　追って（追x蒲）

オトリ　x囮劣り
オバ　　　◎伯⑭母　O叔⑭斑（小◎母）

オバナ　　雄i花　尾花

オハライ　お×祓い　お払い

オビカワ　帯皮　帯側

オモイ　　思い　：重い

オモダカ　面高　△沢△漉く植物名〉

オモテ　　表　面〈～を冒して〉

オモニ　　重荷　O主に

オモリ　　⑧錘　お⑧守り

オヤ　　　親　おや’．

オヤキ　　親木　お焼き

オリ　　　　折　 ×権詮　織り　 x澱　 汚吏

オリコム　折り込む　織り込む

オリメ　　折り屠　織目

オリモノ　織物　⑭下り物

オサヤ　　織屋折り累

算ル　　　折る　織る　⑭居る

オレ　　折れ，⑭己

修
修
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オpaシ　　卸　e下ろし

追出ス　　降ろす（e下ろす）　卸す

オソ　　恩音
オソイ　　思威　音旧く～計〉〈工〉

オソガ　　音画・温雅

オソギ　　恩義（恩x誼）　音義く言〉

オソキ＝H　恩給　温×爽

オンコ　　恩顧　温故〈～知薪〉

オソコー　温厚　音×溝く理〉

オソシ　　恩師　恩賜　音子く理〉

オソシツ　温室　音質　温湿

オソシュー　恩X讐　×怨×響　温習

オソシu一　恩賞　禅語　温床

オソジョー　温情　恩晴　音⑧声

オソショク　温色　×慨色　音色く理〉

オソセイ　音声　音勢

オソタイ　温帯　御大

オソチ　　御地音痴

オソチa　Pt　恩x寵　音調

オソテソ　恩典　濾点

オソド　　温度　音⑳頭　音度

オソトー　三智　穏当

オソバ　　音波く理〉　温波〈理〉

オソビソ　穏便　音便：〈欝〉

オソプ　　音譜音符

オソメイ　恩命　音名

オソヨー　温容　tU陰陽〈～道〉

オンリョー　温良　音最　×怨③霊

オソワ　　温禾口（穏禾巨）

〈力〉

力　　課科幽香蚊架く通償
　　　機などの〉〈工〉　荷く負～撮

　　　　～〉〈襲〉

ガ　　　賀我x蛾
ガー　ド　　　ガー　ド〈g圭rder　bridge＞　　ガ

　　　　一一　F〈guard＞

カ・一・ル　　カt・・　7U＜curi＞　カール



　　　　＜K：ar＞〈地〉

カイ　会回怪快〈～とする〉
　　　貝　x擢　㊤峡　下位　下意＜～上

　　　達〉　歌意　解　戒　②甲x斐　買

　　　いく経〉　開〈工〉　界く工〉

　　　塊く理〉

ガイ　　　賀意　雅愈　害　我意　該＜～

　　　決議〉　咳〈rv－ww4N〉

カイイ　　・蓬異　x魁偉く容貌～〉　介意

　　　会意く欝〉

ガイイ　　害意　外衣　外懸　外×夷

カイイソ　会員　海員　改印　開院　会飲

カイウソ　開運　海1還

カイエソ　開演　開園海X淵〈地〉

ガイエソ　外×苑　外援　外延く誓〉　外

　　　炎く理〉

カイカ　　閥化　開花　階下　怪火　開架

　　　く図〉　改過〈～遷善〉

カイガ　 絵画怪×誘く～の念〉

ガイカ　　x凱歌　外賞

カイカイ　開会x荻々〈天網～〉　怪々

　　　　〈奇々～〉

ガイカイ　外海　外界

ガイカク　外郭　外x殻　外角く野球〉

カイカソ　怪漢　快漢　弊館　開巻　会館

　　　快感海関
カイガソ　海俸　怪x巖　開眼

ガイカソ　概観　外観　外患　がい（x碍）

　　　響く工〉

カイキ　　会期　会規　開基　快気　回帰

　　　怪奇　買い気　回忌　皆既＜～

　　　　食〉〈天〉

カイギ　　会議　圓議　懐疑　快技　海技

　　　　〈～免状〉　解義　かい木く建〉

カイキ・ユー　階級　懐【日

カイキョ　快挙　開×渠

カイキョー　海峡　回教　懐郷　開橋　海
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　　　　況　改×鋏

カイギヨー　開業　野業　改行

カイキソ　解禁　皆勤　開x襟

カイク　　海区　化育

カイケイ　会計　会x穗〈～の恥〉　塊茎

　　　　〈植〉

ガイケイ　外形　概形　概計　外径

カイケツ　解決　怪傑　壌血

カイケソ　会見　開顕　改憲　｛裏剣　海権

　　　　開繭〈理〉

カイゲン　改元　開隈　戒厳

ガイケソ　クト見　概一見

カイコ　回顧懐古解櫛禅
学イゴ　　戒護－介護　悔；悟　開悟　改悟

カイコ・一一開校　開講　海港　開港　回航

　　　海x溝　開口　開坑　改稿　x恢弘

　　　　×邊x遁　怪光　塊坑く鉱〉　解こ

　　　　5＜deflocculation＞〈理〉

カイゴー　会会　改号

ガイu一　外交　外x竃　外港　外航　外

　　　　向　外光　外項く数〉

カイコク　海国　．開国　回国　戒告く法〉

カイコム　x掻い込む　買い込む

カイコン　開墾　悔恨　塊根〈植〉

カイサイ　快x哉　開催　皆済

カイサク　改作　開削　快Pllj〈鉱〉

カイサツ　改札開札

カイサソ　解散　x潰散　海産　改算　改

　　　　×鋤　開山く仏〉　改さんく～機

　　　　（trans王ator）〉〈工〉

カイシ　　開始　開示く法〉　介し〈人を

　　　　～〉　怪死　懐紙　界紙

カイジ　　野冊快事海事界磁く理〉

　　　　開磁〈～路〉〈工〉

ガイシ　　外資　外紙　三門　該誌　外吏

　　　　がいし（x曝子）〈工〉

ガイジ　　外事　外字　外耳



カイシャ　会社：X膳×爽く人口に～〉　回

　　　　車〈工〉　灰砂〈～レンガ〉

　　　　〈理〉

ガイシャ　外軍　x蓋i車

カイシャク　解釈　介⑭錨

カイシ。、　会主　×魁首

カイシュー　図取　改修　改宗　会衆

カイジ＝e　海獣　怪獣　懐柔　x晦渋

ガイシ＝ヒ　外珠皮く植〉　外種皮く植〉

カイシュン　改×俊　回春

カイショ　開所　回書　×階書

カイジョ　解除　e刈除

カイショー　快勝　快×翔　海象　海×繍

　　　　海床　郷消　改称　團章　会商

　　　　海相　快x捷　回照〈～機〉＜

　　　　　エ〉　㊤甲×斐性

カイジョー　会揚　階上海上　開場　閣

　　　　　誠　回状　塊状　解錠〈鉄道信

　　　　　号〉〈工〉　階乗く数〉

ガイショ・一’外相　外商　街商　街x媛

　　　　　外x妾外傷

カイショク　会食解職〔戒x飾〕　改植

　　　　　海x裂く地〉　灰色く～体〉

　　　　　〈工・建〉　壊食く鉱〉

カイシソ　改新　改進　戒心　改心　戒慎

　　　　会心　園診　回心　海震く天〉

　　　　翻心〈工〉　界浸〈～レンズ〉

　　　　〈工〉

ガイシソ　旧臣：害心　外信　外心

カイズ　　海図　かいず〈魚名〉

カイスル　介するく意に～〉　解する　会

　　　　する

カイセイ　改正　改禰　改姓　快i麿　回生

　　　　く超死～〉

ガイセイ　外政　外征　慨漫　x蓋徴＜～

　　　　の英雄〉

カイセキ　会席　懐石　怪石　解析く数〉

カイセツ解説開設回折く理・工・建

　　　　・鉱〉

ガイセツ　概説　外切〈数＞　x劉切

カイセソ　回線　回船　怪船　会戦　海戦

　　　　蘭戦　快戦　改選　圓旋く植＞

　　　　x疵x癬　界線〈数〉　閥繊

　　　　＜openning＞〈＝［二〉

カイゼソ　介然　快然　改善

ガイセソ　タト船　外線　 x凱旋　外戦

ガイゼン　x蓋然　概然　×験然

カイン　　改組　開祖

カイソー　海x藻　海×葱〈擁物名〉

　　　　会葬　改葬　回×漕　園送　改装

　　　　x潰走　快走　園想　階層　界厨

カイゾー　改造　皆増く予算の～〉　海象

　　　解像〈～力〉〈理。図・鉱〉

ガイソー　外装　〔外相〕　外層　X咳×蹴

　　　外x薄く天〉

カイソク　快速　快足　会則

ガイソク　概則　概測　外側

カイタイ　解体　x拐帯　懐胎　海退

　　　　く天〉

カイダイ　改題　解題　海内

カイダシ　買い出し　x掻い出し

カィダス　買い出す　×掻い出す

カイダソ　怪談　会談　快談　階段　戒壇

　　　　〈仏〉

ガイタソ　X骸炭　外新　慨嘆

ガイチ　　 タト地　養亥地

カイチュー　回虫　海中　懐中　改鋳

ガイチx一　害虫　外注

カイチョー　会長　海鳥　x諸調　快調

　　　　　開庁　開帳く仏〉　回腸く生。

　　　　　鋤〉

カイツケ　買付け　飼付け

カイテイ　改訂　改定　海底　海程　開廷

　　　　階x梯
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ガイテキ　外敵　外的

カイテソ融融開店回寒～の

　　　　大事業〉

ガイデソ　外電　外伝

カイト・一一　会頭　怪盗　解答　回答　解党

　　　　快投　快刀〈～乱麻〉　解凍

　　　　〈～窒〉〈工〉

カイドー　街道　海道　同義　皆動　会同

　　　　会堂海x巣

ガイトー　街頭街燈　外燈　外x套　該

　　　　当　外糖

カイドク　解読　回読　会読　買い得　．

カイニェ　・一　介入　闘入

カイユソ　解任　懐妊

カイヌシ買い主飼い主
カイノミ　　飼い葉　海馬

カイハイ　興廃　壌敗（x潰敗）　改廃

ガイハク　外泊　該博

カイバツ　海抜　皆伐

abイハソ　改版　開板　解版

カイヒ　　会費　回避　開X披　開×麗

　　　　〈仏〉

ガイヒ　　外被　外皮く植〉

カイヒョー　海氷　解氷　開票　界標　海

　　　　　x豹塊窪く工〉開鰻〈～機〉

　　　　　〈工〉

ガイブ　　外部　外侮

カイフク　回復（快復）　開腹

ヵイブソ　怪聞　灰分　回文

ガイブソ　外聞　外分く数〉

カイヘイ海兵皆兵く国民～〉開閉

　　　　開平〈数〉

カイヘソ　改編　改変　溝辺　塊片く理〉

　　　　壊変く理・工〉

カイホー　解放　雛放　快報　会報　回報

　　　　快方　海X温く地〉　懐抱　介抱

　　　　改封く史〉　海x墜く軍〉
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カイボー　解剖　海防

ガイホー外報外方夕榔

ガイボー　外x貌　概x貌

カイム　　怪夢　快夢　会務　海務　海霧

　　　　皆無

カイメイ　山名　改名　解明　開明　階名

　　　　く音〉　海x狭〈モルモヅト＞

　　　　X晦×冥

カイメン　海面　海綿　解綿く紡績〉　界

　　　　面〈～張力〉〈理・鉱〉

カイモノ　買い物　かいものく玉iAer＞

　　　　〈工〉

カイモソ　海門　開門　階紋〈～道管〉

　　　　〈植〉

カイヤク　解約　改訳

カイユー　会友　回遊　回×游’

カイil・r一海洋　海容　x潰x瘍

ガイヨー　概要　外洋　外用

カイライ　×偲×偏　界雷く天〉

カイラソ　壊乱く風俗～〉　回覧　解X麗

カイリ　　海里　x乖離　海×狸く動物名〉

　　　　解離く理・鉱〉

カイリュー　海流　回流

カイジョ．’一　改良　飼い料

カイロ　　海暑各　懐炉　回路く理・鉱〉

　　　　開路〈～電圧〉〈工〉

カイU一　回廊　皆労　×傭老く～同穴

　　　　の〉

カイワソ　怪腕　海湾

カイン　　課員　下院　党員　禍困　過飲

　　　　下引〈～筋〉〈動〉

カウ　　　買う　餓う　e支う

カエ　　　代え（替え）　換え

ヵエス　　返す　帰す　x贈1す　s反す

カエ・ル　　変える（代える・替える・換え

　　　　る）　買える　x蛙　帰る　返る

　　　　O反る　かえるく卵が～・くず湯



　　　　が～〉

カエソ　　火炎　佳宴　下縁　加鉛＜～効

　　　　果〉〈理〉

ガエソ　　賀宴（賀耀）　雅宴

カオク　　家屋仮屋

カガ　　　花芽く植〉　果漸く植〉　夏芽

　　　　く穂〉

ガカ　　　画家　画架

植毛イ　　歌会　花会　下界〈数〉　可解

　　　　く～群〉〈数〉　河海

カガイ　　加害　禍害　火回　課外

ガカイ　　画会　雅懐　×瓦解

カカク　　価格　貨客　華客　家格　歌格

　　　果核〈植〉

カガク　　化学　科学　緬額　歳額〈課税

　　　～〉　歌学　家学　下学　下×顎

ガカク　　論客　雅客　画角〈理〉

カガミ　鏡（⑭鑑）

カガヤク　輝く　（×赫く）

カガリ　　x霧ix縢り

カカル　　⑪懸かる（掛かる）　x擢る　係

　　　　るく提出に～〉　×斯かる

カカン　　加冠　果敢　花冠く植〉　加換

　　　く～群〉〈数〉

カキ　　　夏季（夏期）　下期　下記　花

　　　期　花器　花×卉　火気　火器

　　　×牡x蠣　x柿　×壇

カキアツメル　書き集める　×掻き集める

カキイレ　x掻き入れ　書き入れ

ヵキォコス　×掻き起す　書き起す

カキダス　書き鐵す　X掻き出す

カキタテル　書き立てる　x掻き立てる

カキツケル　書き付ける　X掻き付ける

カキミダス　書き乱す　X掻き乱す

カキュー　’下級　加給　一級　火急

カキューヒソ　下級晶　加絵品

力ee　9　一一佳境架橋華×僑家郷火

　　　橋〈反射炉の～〉〈工・鉱〉　過

　　　共く～折〉〈工・鉱〉

カギョー　家業　課業　X稼業

カキョク　歌曲　佳局　加極〈～性〉

　　　〈工〉

カキワケル　書き分ける　X騒ぎ分ける

カキソ　　家x禽　x蝦×瑛課金

ヵク　　　核　殻　書く　（⑭描く）

　　　x漸く＜～して〉　欠く

　　　句二丁　格画
カグ　　　家，具下愚　x嗅ぐ

ガク　二三額がく
カクイ　　各位：隔意〈～なく〉

カクイソ　客員　閣員　各員

ガクイソ　学院　楽員

カクカ　　各科　〈課　閣下

　　　掻痒の感〉

カクカイ

カクガイ

ガクカイ

カクカク

ガクガク

カクゲツ

カクゲソ

カクコ

カクゴ

カクコPt

×掻く’

客　倭

（x馨）〈穗〉

隔×靴く～・

各界昏階角界
閣外　格外

学界　学会楽界

x斯々　×赫々

がくがく＜～する＞　x群々

各月　隔月　客月

格言確奮
各戸　昏纐　確固

覚悟　客語く書〉

各校　各港　角鋼〈工・建〉

　　　核こう　（〉ζ腔）〈｛療〉

カクサ　　格差　較差

カクザ　　 x欄座　沓座

ガクサイ　学才　楽才

カクサソ　拡散く理・鉱〉　核酸く穂〉

カクシ　　各紙　昏誌　餐氏　核子く理＞tt

　　　隠し　客死　三糸く動。植〉

ガクシ　　楽土：学＝ヒ　学資

カクシキ　二二　格式　核糸期く植〉

カクシツ　角質く理・動〉　革質　確執，
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　　　・各室　隔室〈～発電所〉〈工〉

　　　核質く植・動〉

カクジツ　隔日　餐」B　蚕崔実

カクシャ　客車各車各社客舎

ガクシャ　学巌　学舎

カクシュ　確守　X面一　昏種　X藪首

　　　　x鶴首

カクシュ　一一各週　隔週　客秋　客愁

カクシu一　確証　客将　沓省

ガクシザー　学匠　楽匠　楽章く音〉

カクシソ　確信　隔心　核心　革新

ヵクス　　隠す　画す〈一線を～〉

カクセイ　郭清　革正　覚X醒　隔世＜～

　　　　の感〉　拡声　客星〈天〉　較正

　　　　く理。工〉

ガクセイ　学生　学制　楽聖

ガクセキ　学籍　学績

．ガクセツ　学説　楽節く音〉

カクゼソ　画然　確然　X赫然

ガクソー　学窓　学僧　楽想く音〉

ガクダソ　楽翅　楽壇

カクチ　　各地隔地客地確知覚知
　　　　く建〉　画地〈工。建〉

カクチョ　’一　格調　拡張　各庁

ガクチョー　学長　楽長　楽調〈音〉

カクツー　角通　各通

カクテイ　確定　画定

カクテソ　各点：格点：〈エ〉　角点〈数〉

カクド　　角度　確度　客土　X赫怒

ガクト　学徒学都
カクトー　確讐　口囲　角燈　客冬　沓党

ガクド　・一　学童　学堂

カクナイ　閣内　郭内　核内〈～学〉

　　　　〈理〉

カクネソ　各年　隔年　客年

」カクハソ　各般　　こx蝿x搾〕　　上板〈船

　　　　燈〉〈工〉　かくはんく～棒
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（poker）〉〈鉱〉

＜rafξie＞〈鉱〉

かくはん

カクヒツ　x欄筆　各筆く土地の～〉

ガクフ　　楽譜く音〉　岳父　学府

カクベツ　格別各劉

カクホー　確報　各方

カクマク　角膜〈生〉　隔膜く生の穂。

　　　動〉　杉i渇く植〉

カクリツ　確立　確率く数〉　格率〈哲〉

カクロー　客×臆　閣老く史〉

カクロソ　各論　確論

カケ　　　×賭け　掛け　欠け

カゲ　　　景多（陰・x蔭・x庇）　x鹿毛

カケアワセル　掛け合わせる　駆け合わせ

　　　　　　るく乗馬を～〉

カケイ　　家計　家系　×寛　佳景　下掲

　　　科刑　火刑　家兄　河系　花茎

　　　　〈植〉　可傾〈～式〉〈工：〉

カゲキ　　歌劇　X鱒：×隙　過激

カケゴ　　o懸子　x賭碁

カケゴエ　掛け声　掛け肥

カケジ　　掛け字　欠け宇

カケメ　　掛け羅　欠け目

カケモノ　x賭物　掛け物

カケル　　掛ける（O懸ける・⑪架ける）

　　　　⑭課ける　駆ける　×翔ける　X賭

　　　　ける　×繋げる　欠ける

カゲロー　△陽A炎　x虫孚×動手

カゲソ加減過言寡言×設言下
　　　限く数〉　下弦　家言〈一～〉

　　　過現　仮言　仮現　x嘉言

カコ　　　過去　△水△夫

カゴ　x籠×駕x籠過誤×温語華
　　　語　加護

カコー　　溝口　河港　河江　火es　化工：

　　　x靴工　仮構　加工　x稼行　可耕

　　　可航　下降　下向　歌稿　花香



　　　佳x肴（x嘉×肴）　華甲　火工

　　　　〈～術〉〈工〉

カゴpa　化合〈理〉　二号く数〉　下合

　　　　く天〉

ガ＝一　　繭工　瀬稿

カコク　　高島（X苛酷）　河谷く地〉

カコソ　　禍根　仮払く楡〉

カサ　　　x笠（x傘・X羅）　㊤墨：×瘡

カサイ　　火災　梁菜　歌才

カザイ　　　家財　貨1財　歌材　花材　夏材

　　　　く楠〉

カサク　　家作　佳作　仮作　寡作

カサソ　　加算　加×餐　家産　寡産＜～

　　　　鶏〉　家蚕く畏〉　過酸く理〉

ガサソ　　爾賛　x響町く農〉

カシ　　　貸しム河△舞藥子歌詞
　　　　x樫　’下士　下賜　仮死　一ド×肢

　　　華氏　家資〈～分散〉　可視〈～

　　　光線〉〈理・建〉　花糸〈磁〉

カジ　　　火事　家事　×梶（x樹・x舵）

　　　⑲鍛x冶　加持く仏〉　華宇＜～

　　　　紙〉

ガシ　　　顛紙　画師　餓死　賀詞

カジカ　　河x鹿　×鰍

カシキ　　菓子器　花式く樒〉

カシグ　⑭傾ぐe炊ぐ

カシグラ　貸し蔵　河⑭崇蔵

カシコシ　貸越し　X畏し

カシツ　　過失　火室く理〉

カジツ　　果実　花実　過臼　佳目　夏溝

カシヤ　　貸家　菓子鷺

カシャ　　貨：車　華×奢　仮借く雷〉

カシャク　×呵⑭責　仮借

カシェ　　歌手　火手　火酒　佳酒　貨主

ガシュ　　雅趣　颪趣　芽株く動〉

カシュー　歌集家纂

カジュー　過重　加重　過充〈資本の～〉
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　　　葡重く建〉　果×汁　家×什

カショ　　歌書　家書　個所

カジョ　　加除　加叙　花序〈植〉

カショー　河床く地〉　火床　過少（過

　　　小）　寡少　寡照　可照〈～時

　　　　問〉〈建〉　過賞　×嘉賞　仮象

　　　　火皿　仮称　×詑称　か（×蝦）焼

　　　　く理。鉱〉　仮晶く理・植〉　花

　　　床く植〉　架渉く～隷〉〈工〉

カジョ　一’　億条　下情　過剃　×渦状

ガショー　日商　賀正　雅称　×臥床

ガジョー　賀状　漸X轄　x牙城
カシ’ ?ク　貨殖：過食　華X燭〈～の典〉

　　　仮色く鉱〉　加色〈～法〉〈理〉

カシワ　　X柏　△黄△鶏

カシソ　過儒河心佳×三家臣下
　　　　x唇　可点く～長〉〈工〉　河身

　　　　〈～改良〉〈工〉　加振〈～カ〉

　　　　〈工〉

カジソ　　二人　歌人　華人　佳入

カス　　　x粕（x糟・x津）　×籍す（仮す）

　　　科す　課す　嫁す　化す　架す

　　　貸す

カズ　　数下図

ガス　　ガス＜gas＞x臥す
カスイ　　溝ガ＜　仮1睡i　一ド塾…　撫水く～分

　　　離〉〈理・エ〉　花穂〈植〉

カスー　　仮数く数〉　加数〈数〉

カズラ　　x璽　x葛

カスリ　　×耕　×掠り

カスル　　科する　課する　X掠る　化す

　　　　る　嫁する

カセ　　　x伽　x紹　x響　加背〈工〉

カセイ　　イ田鼠　カセイ（x苛性）〈理〉

　　　家政　火勢　火星　歌声　歌整

　　　x二品　加勢　河清く頁年～を待

　　　つ＞　x呵成〈一気～〉　仮監



　　　化性〈動〉　化生く動〉

カtt’イ　　課税寡勢

ガセイ　　画聖芽生く捷〉

カセキ　　化石L河積く工〉

カセギ　　x稼ぎ　x椋木

カセツ　　架設　仮設　仮説　佳節

カセソ　　河田　架線　溝船　化繊　火線

　　　歌x仙　可選〈～曲線〉〈鉱〉

ガセソ　　画仙　画線く～密度〉〈工〉

カソ　　可塑　果x疏

カソー　　仮装　仮想　火葬　仮相・家根

　　　下層　過走〈～余裕距離〉〈工〉

ヵゾー　　家蔵　加増　仮像く鉱〉

カソク　　加速　仮足く動〉　可測く数〉

カゾク　　家族華族

カタ　　　過多　×影多　形（型）　×潟

カタイ　　固い（堅い・⑭硬い）　鄭iい　過

　　　怠　下x腿　歌体化体く法〉

ヵダイ　　課題　歌題　過大

カタガタ　方々　x弓夢

カタギ　　ム気△質　堅気堅木く建〉

カタク　　家宅　仮託　火宅　果たく

　　　　（x托）〈植〉

カタツキ　肩付き　型付き

カタハ　　片葉　片刃　片羽

カタハハ　肩編　型幅く工〉

カタミ　　二身　片身　形見

カタメ　　固め　片目

カタユキ　片×裕〈裁〉　雇；×桁く裁〉

カタヨリ　片寄り（㊤偏り）　片×盛り

カタル　　語る　×騙る　カタル〈医〉

カタソ　　下端　荷挺　可鍛く理・鉱〉

　　　加炭〈～帯〉〈鉱〉　カタソ＜～

　　　　糸〉

カダソ　　花壇　華壇　歌壇　下段　果断

　　　家団く農〉

ガダソ　　画壇　画談
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カチ　　価値勝ち

カチュー火中×渦中家中華x胃花
　　　柱〈植〉　高宮〈～性〉〈鉱〉

カチョー　課長　家長過重　加重過長

　　　課徴〈～金〉　歌調　家鳥　花鳥

　　　　〈～山水〉　可聴＜～音・～ラジ

　　　　オレンジ〉〈理・工〉　河潮

　　　　く工〉

カツ　　　カツ〈カツレツ〉　勝つ　X且

　　　つ　活〈～を入れる〉　渇〈～を

　　　　医す＞　X喝〈～をくらわす〉

カヅカ　　各科　各課　閣下　隔x靴＜～

　　　　掻痒の感〉　核果

カッカイ　餐階各界　角界

ガッカイ　学界　学会　楽界

カッキ　　活気　客気　画期〈～的〉

ガツキ　学期楽器
ガヅキュー一　学究　学窮　学級

カヅコ　　各戸各個　括弧確固（確×乎）

カッコー　各港　各校　各項　×恰好　滑

　　　降くスキー〉　角行く将棋〉

　　　△郭△公

カヅシャ　滑車活写

ガッショー　合唱合掌合◎従〈～連衝〉

カヅスイ　渇水　活水く宗〉

カヅセキ　潟’席く運〉　滑石く鉱〉

カヅセソ　合戦　割線く数〉　活線く～作

　　　業〉〈工〉

カツゼソ　x諮然　x蔓然

カヅソー　滑走　かっそう（×褐x藻）

　　　　〈植〉

カヅタ

テ
ト

ヅ
ヅ

カ
ガ

カッパ

　買った　刈った　勝った　飼ウ

た

　勝手　かって＜～な＞　X魯て

　ガット＜GATT＞　ガット

〈gut＞

　△合△羽　△河△董　×賜破



カップ　カップ＜cup＞割賦

カップク　x恰幅　割腹：

カツベン　滑弁　活弁

カツヤク　活躍　括約〈～筋〉〈蹉。動〉

カツラ　　x盤　x桂

カテイ　　　過程　　課程　　家庭　　仮定　　河底

　　　　仮丁く鉱〉

カテソ　　x嘉典　火点く軍〉　可展＜～

　　　　面〉〈数〉

カデソ　　家俊　X詑伝　火田　×瓜田　荷

　　　　電く理〉

カト　　　過渡〈～期〉　家x兎　×蜴x鰭

カド　　　門　角　⑭廉　過度

カトー　 寡頭一下等過当果糖く理〉
　　　　可とう〈～ひも（flexible　cord）〉

　　　　〈工〉

カドー　　華道　歌道　可動　x稼働　x渦

　　　　動く理〉　化導　河道く工〉

カドー．　Sf　u　一’可動橋　架道橋

カナイ　　家内　三内　課内　花内〈植〉

カネ　金鐘⑭鉄×矩△鉄△漿
カネツ　　加熱　過熱　火熱

カネソ　　過年　可燃〈～性〉〈建〉

カノー・　可能　過納　化×膿　×嘉納　加

　　　　農〈～砲〉

カバ　　　朔華　〔x蒲〕　河馬

カバク　　仮泊　下×膳　科白

カパツ　　科罰　可罰〈～評価〉　過伐

カノミネ　　×屍　⑭姓く史〉

カバン　　過半　下米　過般　河畔　可搬

　　　　〈工〉

カバン　　×鞄　下襲く工〉

カビ　　　果皮く耀i＞　花被く植〉　可否

　　　　歌碑下輝く動〉

カビ　　x徽華美
カビソ　　花×瓶過敏

カブ　　　家父　家扶　寡婦　火夫　家譜
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カブ

ガフ

カフーー

カブキ

カフク

カブリ

カブソ

カヘイ

カヘソ

カホ

カホー

ガホー

カマ

ガマ

：カマス

カマチ

カミ

　
　
　
、
、
、

タ
リ
キ
サ

ガ
キ
ス
バ

こ
、
　
ミ
、
　
ミ
、
　
ミ
、

カ
カ
カ
カ
カミソ

カム

カメ

カメイ

ガメイ

カメソ

カモク

カモソ

花譜下付
　株　x蕪　下部　歌舞

　財布　画譜

　家風　歌風　下風

　歌舞e伎　かぶき〈～門〉

〈建〉

　下腹　禍福

　△被り　ム頭　 力、ぶ：りく～付き〉

過振り〈経〉

　過分　寡購　可分〈数〉

　貨幣　寡兵　果柄く植〉

　河辺　佳編　可変く理・建〉

　火保〈火災保険〉　貨課く貨物

保険〉　花x圏

　家宝　家法　果報　下方　過

X褒　加俸　加法く数〉　火砲

　灘法　画報

　x釜（△汽△罐・×窯。×竈）　×鎌

　×蝦x墓　×蒲

　×ワ＼×鯖

　x梅　×輔

　紙髪上神加味③頭
〈史〉　ε守〈史〉

　上方　髪型

　紙切り　髪切り

　紙×漉き　髪x異き

’　紙x挾み　紙x鋏

　下畏　仮眠　夏眠く鋤〉

　かむ〈鼻を～＞　x噛む　カム

＜cam＞＜理＞

　x亀X瓶
　仮名　家名　下名　加盟　下命

　雅名　画名

　仮画　下面

　科目　課闘　寡黙

　家門　家紋　花紋　x渦紋　下

問



カヤ　　　X茅　X権　蚊X帖

カヤク　　火薬　加薬　可約く数〉

カヨ・一一　火曜　歌謡　加養　X期様　通

　　　　う　言葉く植〉　可溶く理・鉱〉

　　　河用く～砲艦〉〈工〉

カラ　　e塞x殻

ガラ　柄がら△瓦△落
カラー　　カラー＜C◎11ar＞　カラー

　　　　〈colour＞

カライリ　⑱車乞x煎り　x殻x煎り

カラガル　O絡がる　辛がる

カラス　　x鳥　柚らす（×瀾らす・×暖ら

　　　す）

カラミ　　辛味　o窒：身　x鍍く鉱〉　から

　　　み〈～いかり〉〈工〉

ガラリ　　がらり〈～と〉　がらりく建〉

カラン　　禍博し　カラン〈蛇口〉　夏卵

　　　　く動〉

カリ　　借り　仮狩り　X雁　刈り
　　　　カリ　（ムカfi△里）　〈～琵巴牽斗〉〈畏〉

カリイレル　借り入れる　刈り入れる

カリカブ刈り株仮株く経〉

カリコミ　刈り込み　狩り込み

カリコム　刈り込む　狩り込む　借り込む

カyズマイ　仮住居　借り住農

カリタク　仮宅　借り宅

カリダス　⑧駆り出す　借り出す

カリテ　 刈り乎借り手

カリナ　　仮名借り名

カリネ　　仮寝　刈り根

カリヤ　　借り家　仮屋

カジュー　下流　河流　渦流　花魏　x願

　　　粒　加硫〈～ゴム。～係数〉＜理

　　　　・工〉　下欄：〈動〉　火驚く建〉

カリョー　科料　過料　過量　下瞭　加療

　　　佳良

ガリョ　一一雅量　画x龍〈～点購〉

カル　　　）〈ifる　狩る　◎駆る

カレイ　　華麓　佳麗　家令　家例　×嘉

　　　例　×蝶　過冷く理・工・鉱〉

カレル　　触れる　X澗れる　X嘆れる

カレン　　×苛x敏〈～謙求〉　可×憐

力Pt・一一　過労　家老

ガロン　　画論　ガロン＜gallon＞

カワ　　　備　皮（e革）　側　佳話　歌

　　　話
カワタ　　⑭阜乞く（⑪渇く）　i架わくく工〉

カワセ　　ム為△替　川瀬

カワヤ　　皮農　×厨

カワラ　　X瓦　用O原：

カワリ　　変わり（代わり。替わり）

カワル　　変わる（代わる・替わる）

カソ　　　観　感　管　環（×鑑）　x燗

　　　x欄x解官棺寒艦×紙
　　　巻　×好く看側の～〉　簡＜～に

　　　　して要を得る〉　閑く忙中～あ

　　　　り〉　寛〈～にする〉　緩　歓

　　　　〈～を尽くす〉　冠〈世界に～た

　　　　る〉　貫〈～当り〉　刊　完　款

　　　勧×瘡
ガソ　　　願　x雁　限　×癌

カソイ　　簡易　敢為　宮位　冠位く史〉

カソイソ　館員官印　×姦×淫

カソmツ　観閲　簡閲

カソオソ感恩漢音く言〉　感温＜～

　　　　期〉〈植〉

カソカ　　乾果く植〉　管下　閑暇　患家

　　　感化　四過　換価　干x父＜～を

　　　　交える〉　×轍x朝＜～不遇＞

　　　x解i融く～孤独〉　二化く理〉

カソガ　　窟メ衙　「閑雅

ガソカ　　眼科　眼下　元加〈～利子〉

　　　　眼×簗

カソカイ　官界（官海）　管海　環海　寒
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　　　　海　感懐　緩解〈医〉

カソガイ　x灌×1饒　干害　寒害　感慨　館

　　　　外　管外　回外

ガソカイ　眼界　眼科医

カソカク　観客　間隔　感覚　X拝島

カソガク　漢学　勧学　宮学

カソカツ　管轄　寛X闊

カソカソ　高宮　漢X好　観艦〈～式〉

　　　　看貫　x侃々〈～謬々〉　閑々

　　　　〈悠々～〉　管闘〈～斜め距離〉

　　　　〈工〉

カソガソ　汗顔　X竃官〈史〉

カソキ　　寒気　乾季　勘気　官紀　官認

　　　　喚起　換気　歓喜

カンギク　観菊　寒菊

カソキャク　観客　閑却

カソキュー　緩急　緩球く運〉　感泣　官

　　　　　給　乾球〈～根度計・～法〉

　　　　　〈理・工・建〉

カソキョ　閑居　 官許　 管きょく～掃除

　　　　機〉〈工〉

カンキョー　環境　感興　艦橋

カソギョー　三業　勧業　寒行

カソキソ　官金　換金　監禁　看⑭経

　　　　く仏〉　×樗菌く医〉

ガソキソ　光金　x贋金

カソク　　x難山：甘苦　管区

ガソグ　　x玩具　x頑愚

カソケイ　寛刑　×妊計　艦型　関係　還

　　　　整　簡×勤　管系〈～麟〉〈工〉

カソゲキ　間×隙　感激　観劇

カソケツ　発結　　間欠　　簡潔　緩結〈～

　　　　剤〉〈建〉

カソゲツ　観月　寒月

カソケソ　官憲　官権　管見　乾繭く農〉

カソゲソ　換君　回書　×諌言閑言還元

　　　　管弦　寛厳　乾玄（×舷）〈工〉
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ガソケソ　眼x瞼　×頑三

目ソコ　　歓呼　x鍼湖く地〉

カソゴ　　着護　観護　閑語　漢語

カソ＝・・一　慣行　敢行　窟公　刊行　勘考

　　　　勘校　観光　感光　完工　還幸

　　　　緩行　×籍口　勧降　寛摩　寛×宏

　　　　9甘x禾く理〉　貫孔〈～作用〉

　　　　〈工〉　強硬〈～性熱硬化物〉

　　　　〈理・エ〉　寒向〈～期〉〈天〉

　　　　環孔〈～材〉〈植。建〉

カソゴー　x嵌合　癒合

ガソ・一　眼光　限孔　x雁行

カソゴエ　寒肥　x禰声（甲声）　寒声

カソコク　寒国　富刻　勧告

カソロツ　換骨＜～奪胎＞　x瀬骨

カソコソ　冠婚〈～葬祭〉　還魂　間混

　　　　〈～作〉〈農〉

カソサ

カソサイ

カソザイ

カソサク

カソサツ

カソサソ

カソシ

カソジ

カソシキ

　　　建〉

　　　　（canice）〉〈工〉

カソシソ　乾湿　乾漆

カンシャ　官舎　感謝　繋×薦

カソジャ　患者　間春　観者

カソシャク　×痴×懸　官爵

カソシュ　山守く法〉　潜手　看取　艦首

　　　　巻首

　鑑査　監査　勘査　x妊詐

　関西　艦載　漢才　完済

　管財　官財　寒剤く理＞

　x妊策　間作く農〉

　鑑札　観察　監察

　換算：因数　甘酸

　監視　環視　X鰍視　回視　x諌

止X諌死干支敢死X鉗子
く医〉　冠詞　漢詩

　幹事　監事　感じ　漢宇　x莞

x爾　冠辞く文〉

　鑑識　乾式く～構造〉く鉱・

　　　漢式く建〉　カソ温く～氷



カソジュ　甘受　感受　官需　汗x濡＜～

　　　　の危険（船荷）〉　貫首く仏〉

ガソシs　願主　x癌×腫

カソシュー　監修　宮修　慣習　観衆宮

　　　　愛盛周〈～抗力係数〉〈エ〉

カソジュク　僕印章　完熟

カソシa　甘x藷　甘x蕪　寒暑　窟’霜

カソジョ　寛×恕　緩徐　嘗女　漢書

ガソシa　願書　願所

カソショー　感筋　鑑賞（観賞）　感賞

　　　　観照　干渉　勧奨　勧商　完勝

　　　　油壷　冠省　緩厨環礁　x好商

　　　　官着く諸～＞　x拍：症　簡×捷

カソジa一　冠状　環状〈～線〉　管状

　　　　〈～表示器〉〈工・鉱〉　感情

　　　　感状　艦上　干斌　勧e請　勘

　　　　定

かソシa．”一岩礁　岩x深く地〉　岩床

　　　　く地〉　含晶〈～抽〉〈理〉

カソシaク富職閑職間色く理〉寒
　　　　色く理〉　感触　間食

カソジル　感じる　観じる

カソシソ歓心（甘心）関心感心寒
、　　心　x妊臣　x諌臣

カソジソ　細入　漢人　×韓人　勧進　肝

　　　心　寛仁　観心く仏〉

カソスイ　冠水　X灌水　換轟く～口〉

　　　　〈エ〉　×蝋水　完遂　寒水く～

　　　石〉〈建・農〉

カソスー　巻数　関数く数〉

カソスル　関する　冠する　x燗する　x緻

　　　する　x黙する

カンセイ　完成　管制　喚声（x戚声）

　　　歓声　×湿声　窟製　監製　艦政

　　　官遍く法〉　感性　慣性く理〉

　　　乾性く理〉　乾生く植〉　間性

　　　　く動・植〉　緩性く理〉　貫生

　　　　〈植〉　乾製　管井く水道〉

　　　　〈工〉　閑静

カソゼイ　関税　聞税〈間接税〉

ガソセイ　眼精く医〉　眼x購

カンセキ　ミ翼籍　艦籍く軍〉

カソセツ　関節　間善く工〉　環節　間接・

カソセソ　幹線　幹瑚　艦船　管船　官選：

　　　　（官x撰）　感染　観戦　汗せん

　　　　（x腺）〈動〉

カソゼソ　勧善く～懲悪〉　完全　敢然

　　　間然

カソソー　感想　観相　観想く仏〉　間奏

　　　く音〉　乾華　乾燥　歓送　完走

　　　調馬く工〉　還送

カソゾー　甘草　×萱草肝臓

カソソク　観測　緩速く理〉　管足く動〉

　　　管束く植〉

カソソソ　寒村　官’尊〈～畏卑〉

カソタイ　艦隊　母体　緩怠　寛怠　歓待

　　　寒帯く地〉　環帯〈植〉

カソタク　干拓　宮猛

追ソタソ　感嘆　簡単　肝胆く～根照す＞

　　　x邸x郷〈～の夢〉

カソダソ　閑談　歓談　寒暖　潔癖

カソチ　　閣知　感知　換置　換地く法〉

　　　官地　寒地　閑地　乾地　官治

　　　監置く法＞　x妊知

カソチェー　寒中　閑中巻中

カソチョー　艦長　館長　干潮　冠潮　感

　　　旧く工〉　宮長　×翰長　管長

　　　　く仏〉　貫長く仏〉　間×諜　X溌

　　　腸　勧懲　×灌頂く仏〉

カソツー　貫通　×姦通

カソテイ　官邸　艦艇　思様　鑑定　X繊

　　　定
カソテツ　貫微　環鉄〈～法〉〈工〉

カソテソ　干天　寒天　観点　官展　乾点．
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　　　　〈理〉

カソデソ　感電　乾電　乾田

カント　　三途　カント〈cant＞〈工〉

カソド　　感度　壁土　漢土

カソトー　完投　敢闘　官等　閾東　巻頭

　　　　関頭〈～に立つ〉　パ竿頭く百尺

　　　　～〉　間投〈～詞〉　乾稲　管頭

　　　　〈～金物〉〈工〉　寒冬＜～多

　　　　雪〉〈天〉

カンドー　潮道　官道　貫動く動〉　緩動

　　　　く工〉　勘姦　感動　管胴〈～

　　　　材〉〈工〉

ガソトー　岸頭　x巖頭

カソトク　監7磨　感得

カンナ　　×鉋　カンナ〈canna＞

カソナイ　管内　館内　艦内　縮内

カソナソ　x蛾難　患難

カソニュー　貫入く鉱＞　x嵌入　陥入

　　　　　〈動〉　観入

‘カソネソ　観念　緩燃〈～性。～導火線〉

　　　　〈建。工〉　刊年〈図〉　乾燃

　　　　〈～室〉〈工〉

カソノ・t一官能　勧農　完納　感応　堪能

　　　　間脳〈生・動〉

カソノムシ　X癬の虫　X摘の虫

カンバ　　寒波　カンバ〈資金～〉　看破

カソバイ　観梅　寒梅

カンパイ　乾杯　完敗　完魏　感×偲

カソバツ　×皐X越　凶日　簡抜

カソパツ　×換発く才気～〉　×撃発

『カソノ〈ソ　　看板　　X燗番　　甲板くエ〉　　管

　　　　旧く工〉

カソバソ　甲板　乾板く理〉　乾パソ　官

　　　　版　予犯

カソビ　　巻尾く区i＞　艦尾　完備　甘美

カソピ　　宮費乾皮

カソブ　　患部　幹部
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カ日ブ　　×姦夫　x姦婦　x好婦　X揮婦

　　　　×鱗粉　官府　乾布　完藤＜～な

　　　　きまで〉　還付

カソプー　寒風　観x楓　乾風く鉱〉　完

　　　　四

丁ソプク　官服　感服

カソブツ　乾物　官物　x妊物　換物　x灌：

　　　　仏〈仏〉

ガソブツ　x贋物　x翼物

学ソペイ　観兵　官幣

カソペキ　×完縫　×纏癖

ガソペキ　岸壁　岩壁

カソベソ　勘弁　簡鎚

カソポー　官事　監房　草野　間紡〈工〉

　　　　観望

カソポー　官報　漢方　簡法　艦砲　観法

　　　　〈仏〉

ガソ慕一　願墾　顔×射

撃ソボツ　陥没　難燃

カソポソ　完本　刊本　窟本　監本

カソマソ　干満　緩慢

カソミ　　甘昧　×触昧

カソメイ　官名　艦名　宮命　漢名　簡明

　　　　感銘　　　　　　　　　　　t

ガソメイ　x頑迷（x頑x冥）

ガソメソ　顔面　岩綿く理〉

カソモチ　寒x餅　x澗持ち

カソモソ　関門　喚問　三紋く植〉　肝門

　　　　〈動〉

カソヤク　完訳　簡訳　漢訳　簡約

カソユ　　肝油　乾瀬　換×喩

カソユー　官有　勧誘

カソヨー　慣用　X漁養　肝要　寛容　官

　　　　用　逆用　簡要　観葉〈～植物〉

　　　　闘響く動〉　管用〈工〉

カソラク　歓楽　陥落　乾酪

カソラソ　甘x藍　×緻x麓　観覧



カソリ　管理官吏
ガソリキ　眼力　願力

カソリュー　寒流　緩流　貫流　還流　環

　　　　流　乾留く理・鉱〉

カソリョー　宮鐙　完了　管領く史〉

カソリソ　’嘗林　×翰林

カソレイ　慣例　寒冷　艦齢　×函×嶺

カソレキ　還暦　官歴

カンロ　　骨露　管路く工〉

ガソPt・一　x玩×弄　x頑x随含ろう（x蠣）

　　　　〈～油〉〈理〉

カソワ　　漢和　緩和　閑話　官話

くキ〉

キ　 己×癸木季期記紀
　　　　軌（X揆）〈～を一にする〉　気

　　　　〈～がっく〉　奇〈～をてらう〉

　　　基く理〉　黄

ギ　　議義技×誼儀くその
　　　1一“　〉

キアツ　　気圧　汽圧

キイ　　　奇異　貴意　忌×諺＜～にふれ

　　　　る〉

キイソ　　基霞　起因　気韻　棋院　貴院

ギイソ　　議院　議員　偽印

キウルシ　生漆　黄漆

キウソ　　気運（機運）

キエイ　　機影　帰営　x噺x盈　気鋭

キエソ　　機縁　奇縁　気炎　輝炎く理・

　　　　工〉

キオー　　既往　気負う

キオソ　　気温　基音〈音〉

キカ　　　貴下　費家　机下　奇禍　奇貨

　　　　帰化　旗下　幾何　気化　奇価

　　　　〈～元素〉〈理〉

キガ　　　起×臥　帰×臥　飢餓

キカイ　　機械（器械）　機会　貴会　奇

　　　怪　気塊く天〉
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キガイ　　気概　危害　機外

ギカイ　　議会　義解

キカク　　規格　横奪　棋客　奇核く理〉

キガク　　器楽　貴学

キカソ　　汽×罐　機関　既刊　季刊　〔希

　　　　x観：｝　　　気軽彗＝〈生　。動〉　　暑艮官

　　　　く生・動〉　帰還　帰艦　帰館

　　　　貴官　貴×翰　貴酬　旗艦　期陽

　　　　基幹　×亀鑑　奇観　飢寒　軌間：

　　　　〈工〉気乾〈～性セメント〉

　　　　〈工〉

キガソ　奇岩（奇×巖）　輝岩〈鉱〉

　　　　帰×雁　祈願

キカソシ　機関士　汽×隊士　機関紙　機

　　　　関誌　季刊誌　気管支

キキ　　　機器　汽機　危機　鬼気　O利

　　　　き既記記紀＜～万葉＞X嬉

　　　　々　奇々

キギ　　　木々　機宜

ギギ　　　疑義　擬議　x鑑々

キキテ　　聞き手　e利き手

キキド＝　聞き③所　。利き⑭所

キキャク　棄却く法＞　Xi設却く法〉　棋：

　　　客
キキュー　希求　企及　帰休　危急　気球

　　　既給　x嶽泣

キキョ　　起居　寄鷹　帰居　X跳居

キキヨー　帰京　帰郷　気胸　x柚x梗　奇

　　　　×矯

キギョー　企業　機業　起業　基壇

キキョク　危局　貴命　棋局

キキソ　　飢x鮭　基金

ギキソ　　義金　偽金

キキソゾク　貴金属　希金属

キク　　　起旬　進塁　規×矩　菊　危X燈

　　　　聞く（⑭聴く）　⑭効く（窃利く）

キグ　　　機具（器具）　危×惧



キグー　　奇遇　寄x寓

キクズレ　着×崩れ　気×崩れく経〉

キグミ　　気組み　木組み

キケイ　　奇形　奇警　奇計　×詫計　貴

　　　　兄

ギゲイ　　技芸（x伎芸）

キケツ　　帰結　既決　起結

キゲツ　　期月　X脇月　忌月

キケソ　　危険　棄権　貴顕　気圏　帰県

キゲソ　　起源　紀元　期限　機×嫌

ギゲソ　　偽言　戯言

キコ　　　騎x虎〈～の勢い〉　旗鼓〈～

　　　　堂々〉

キゴ　　　奇語　季語　x総語

キコー　　寄港寄航帰港帰航起工
　　　　帰校　騎行　紀行　奇行　奇効

　　　　奇功〈～を正する〉　熱量　起稿

　　　　気醗　季揆　貴校　貴公　帰降

　　　　帰耕　機薩　紀綱　希x槻　機甲

　　　　機工〈｛幾多工業〉　　×亀甲　　量子し

　　　　〈生・槙〉　気硬＜～性セメン

　　　　ト〉〈工〉

キコーチ　寄港地既耕地

キゴー　　記号　帰郷　揮x毫

ギコー　　技巧　技工〈歯科～〉

キコク　　貴國　帰国　鬼X奨〈～鰍々〉

キコツ　　奇骨　気骨

キコン　　既墾　既婚　気根　機根　基根

キザ　　　起座　帰座　危座　△気△障

キサイ　　　起債　既済　既裁　記爵貧　鬼才

　　　　奇才

キザイ　　機材（器材）　器財

キサキ　　e盾　気先く経〉

キサク　　奇策　×鏡策　気さく＜～な〉

キサソ　　起算　帰参　帰山　揮散＜～物

　　　　質・～力〉〈理・工〉

キシ　　　貴紙　貴誌　igk　tr騎士　奇士
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　　　　x塊死　起死く～園生〉　旗x幟、

　　　　〈～鮮明〉

キジ　　　生地（e素地）　木地　記事

　　　　×雑子

ギシ　　　義×肢　義歯　義姉　義子　義

　　　　士　技師　擬死く動〉

ギジ　　　議事　疑似　擬×餌

キシツ　　気質　基質　気欝く植〉

キジツ　　期H　忌日

キシャ　　貴社　記者　汽車　帰社　喜捨

　　　　騎射

キジャク　着尺　帰寂く仏〉

キシュ　　騎手　旗手　奇手　帰趣　機首

　　　　起首

キジュ

ギシェ

キシュー

キジューO

キシュク

キジ＝ツ

キジュソ

キショ

キジョ

ギショ

キショー

キジョー

ギショー

ギジョー

キショク

キシソ

キジソ

ギシソ

　書寿　x書儒

　義手　技手

　奇習　既習　奇襲

　機銃　騎銃　帰従　寄住

　寄宿　帰宿　x蕎宿

　記述　既述　常徳　×読術

　基準（規準）　帰順

　貴書　奇書　希書　棋書　寄書

帰所　貴所

　貴女　鬼女　機x梓

　偽書　戯書

　気性　気象　言己章　奇勝　起床

x表罫　起⑭請　奇x捷　希少

　机上　機上　軌条　騎乗　帰城

気丈　三業〈～試験〉〈工〉

　偽称　偽証

　議場　議定　儀x佼

　喜色　気色　基色　機織　害食

　貴信　鬼神　貴紳　帰心＜～矢

のごとし〉　寄進

　貴人　奇人　X杷人く～の憂

い〉　帰陣

　疑心　義心



ギジソ

キス

キズ

キスイ

キズイ

キスー

キズク

キズリ

キスル

ギスル

キセイ

ギセイ

キセキ

キセツ

キゼツ

キセル

キセソ

キゼソ

ギゼソ

キソ

キソー

キゾー

ギソー

キソク

キゾク

ギソク

　義人　擬人

　x嬉　キス＜kiss＞　期す　帰

す

　生酢露点　傷

　既遂　汽水〈～分離器〉〈工〉

　気随奇×瑞

　奇数　基数　記数く～法〉

〈数〉　帰x趨

　気づく　築く

　木x摺り　生x磨り

　期する　帰する

　擬する　議する

　規制　期成　既成　既製　棋聖

棋勢　奇声　気勢　祈誓　祈請

希世寄生帰省
　X犠牲　擬㈱　擬勢　擬声　擬

製

　奇跡　鬼籍　奇石　軌跡〈数〉

輝石く鉱〉

　季節　気節既設

　気絶奇絶
　△煙A管　着せる　e被せる

　汽船　機船　貴x賎　機先＜～

を劉す〉　輝線く理〉　基線

く工＞

　x毅然x二二

　偽善　×三二

　基礎　起訴

　貴相　奇絹　貴僧　奇想　起草

気癬く理〉　気送く工〉　貴円

く工〉

　寄贈　寄蔵く（受寄蔵雛）～罪〉

　偽装（擬装）　x膿装

　規剣　気息　x二足＜～を伸ば

す〉

　貴族帰属

　義足　偽足く動〉

162

キソソ　　既存　帰村　x二二　x脇損

キタイ　　希代　奇態　気体　機体　期待

　　　危×殆〈～に瀕する〉　基体〈理

　　　　・植〉

キダイ　　季題　寄題　漏壷

キタク　　貴宅　帰宅　審託

キダス　　来出す　着出す

キタソ　　忌×檸　輝炭く鉱〉

キダソ　　奇談　気団く天〉　基壇く建〉

キチ　　　基地　危地　貴地　機知　既知

　　　×窺知吉

キチョー　帰朝　帰庁　記帳　基調　貴重

　　　機長

キチン　キチン〈kitchen＞　キチン

　　　＜chitin＞〈植〉

　
　
　

イ

ケ
コ
サ
ス
プ
イ

ツ
ツ
ツ
ヅ
ッ
テ

キ
キ
キ
キ
キ
キ

ギテイ

キ・テソ

キデソ

そ’アソ

キト

キド

キトー

キドー

線〉〈工〉

殿

　疑点　儀典

　帰途　企図

　木戸　：喜怒　輝度く鉱・建。

工〉　希土〈～類金属〉＜鉱・

理〉

　貴答　祈x薦　既倒〈～にめぐ

らす〉　汽筒　×亀頭く生〉

　軌道　気道〈生・植〉　起動

機動　輝銅く鉱〉　気動〈～車〉

　着付け　気付

　x亀甲　x拮抗

　喫⑭茶橘詐

　⑭生粋　喫水く工・法〉

　切符気。風

　規定　既定　基底　汽艇　旗

×亭　貴弟　起画く～点〉〈工〉

　義弟　議定

　起点　基点　機転　輝点く鉱〉

貴店鮫点くエ〉

　き（X頷）点く工〉　漏電く～

　　　　　起電く工・鉱〉貴



　　　　〈工。建〉

キトク　　危篤　既得　奇特（奇事）

キドリ　　気坂り　木取り〈建〉

キナィ　　×畿内　機内

キナレル　来慣れる　着慣れる

キニクイ　着⑭悪い　来。悪い

キヌノミリ絹針絹張り

キネソ　　記念　栃念　紀年く史〉

キネソサイ　記念祭　祇念祭

一
ノキ

　
イ
ク
ツ
ソ

？
、
　

、
　

、
　

、
　

、

ノ
　

ノ
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ソ
　
　

一
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ヒ
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フ
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リ
ソ
ソ
ソ
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ブ
　
ブ
　
　
ヘ
　
ベ
　
　
ホ

キ
キ
キ
キ
キ

キボー

ギホー

　機能　帰納　既納　帰襲　1気の

う（x嚢）〈動〉△艮乍△臼

　×牙　騎罵　木場

　x脆拝　気配く経〉

　気×幌希薄

　揮発　既発

　規範（軌範）　x覇×絆＜～を脱

する〉　機帆　帰帆　帰×阪

　基盤机聡く工〉

　忌避　基肥く畏〉

　機微　×駿書く～に付して＞

x黍

　気最　気x稟　費賓

　嵜附　棋譜

　義父　×妓夫

　気風　棋風

　帰伏　×脆伏　起伏　軌帳　気

服〈医〉

　蒋振り　木振り

　奇醐　記聞（紀聞）　気分

　机辺　爽辺

　×熱弁　旗弁く植〉

　既報　費報　貴方　気泡　気胞

く動〉　機x鋒　機砲く軍〉　起

泡〈～創〉〈鉱・建〉

　希望　x殿x誘　凝望　企謀　奇

諜　x詫謀　危亡　飢乏

　技法　儀法
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キマイ　　期米　貴妹

キミ　　　黄味　気味　黄身　君

キミツ　　機密　気密〈～室〉

キミョー　奇妙　帰命く仏〉

キメ　　　決め　木E

キメイ　　言己名　貴名　義盗銘〈心〉

キモソ　　鬼門　気門く動〉

キャクイン　客員　脚韻く文〉

キャクシャ　客車客舎

ギャクシソ　逆心　逆臣

ギャクト　逆徒　逆x賭〈～しがたい〉

キャッカ　脚下却下

キュー　　　　×示書幅　　稽有〈～金：属〉〈鉱〉

キュー　　急　級　隔〈～に復する〉　九

　　　　球〈～関数〉＜数＞　x灸　琴

　　　　キュー＜cue＞　x笈＜～を負う

　　　　て〉

キューイソ　吸引吸飲

キ＝・一・エソ　救援　求援　求縁　IB縁　嘱

　　　　　縁旧X怨×仇X怨休演

キュ．’一力　1日家休暇球乗（球花）

　　　　〈植〉

キュ　’一カイ　九回　休会　球界　1日懐

キュ．’一カソ　；日射　休館　i日刊　休刊　急

　　　　　患　1日慣　旧観　休閑く農〉

　　　　　×嗅官〈生〉　球x竿く運〉

キL一キ　「冒記　旧規　吸気　吸器く槙〉

　　　　給気〈～口〉〈建〉　求墓〈～

　　　　的〉〈植〉

キユーギ　1臼x誼　球技

キューキ＝一　救急　きmpうきゅう＜～い

　　　　　　わせる〉　×汲々

キューキョ　罎居　急×遽

キユーキヨー　窮境　iH教　究x童

キューギヨー　休業　旧業

キューキョク　算；4亟（究極）

｝・　x一キン　給金　球菌く医〉



キュー・ケイ　弓形　球形　休憩　求刑　球

　　　　茎〈植〉

キェーゲキ　償劇　急激　急撃

キュー”ケッ　吸血　給血　×灸穴　陶土

　　　　　く数〉　急結く～セメント〉

　　　　　〈建〉

キューコー　休校　休講　休航　急行

　　　　×朗行　IH交　1蹟稿　休耕　救

　　　　荒　急硬〈～剤〉〈建〉

キューゴー　糾合　飼号

キュ・一ロク　救国　旧国　急告　泣x号ミ

　　　　　九国

キ＝一コソ　球根　吸根く植〉　求婚　窮

　　　　　困

キューサイ　救済　救災　IEfi

キューサク　i十三窮策

キェーシ　急死　窮死　球史　旧史　iH

　　　　x鮭　旧師　×灸師　急使　休止

　　　　九死〈～に一生を得る〉　給資

　　　　急施く法〉　×臼歯

キ嵩一ジ　給仕　x灸治

キューシツ　吸湿〈建・理〉　給湿く建・

　　　　　理〉

キューシャ　×顧i舎　x鳩舎　休車　×枢車

キューシュ　x鳩首　旧主

キューシュー　吸収　急襲　旧習

キュージュツ　弓術　×灸術　救x植

キ＝、　一ショ　急所　×灸所

キューショー　iEI称　急症　求償　九章

キュージョー　球場　宮城　休場　窮状

　　　　　1日情　球状

キューショク　休職　求職　給食

キュ　一一シソ　休診　急診　球審　1日臣　急

　　　　進急儒休神丘X疹く医〉
　　　　求心〈理〉　球心〈数〉

キェージソ　求人　球人　旧人　吸×塵

　　　　九x傍〈～の功〉　吸尽く～

　　　　　度〉〈理〉

キュース　急x須　休す　窮す

キェースイ　給水　吸水〈建・理〉　休：

　　　　　x割く経〉

キュースル　窮する　給する

キューセイ　救世　1目制　【日姓　急性　急

　　　　　x逝　九星　IS×棲　1日製　糾正

キェーセキ　19跡　休x戚く利害～〉　求

　　　　　憎く数〉

キューセツ　1臼説　急設

キェーソ　泣訴　窮x鼠

キェーソー　急送　給桑〈農〉

キ。一一ゾー　急造　急増　吸蔵く理〉

キェーソク　球速　休息　急速

キュータイ　19態　球体　球帯く数〉　絵

　　　　　体〈理〉

キューダイ　及第　即題　休題

キューダソ　球1　糾弾　急談　急断〈～

　　　　　試験〉〈理〉

キューチ　旧知　頗地　窮地

キェーチョー　級長　急調　急潮く天〉

　　　　窮鳥

キューツイ　急追　窮追

キューテイ　宮廷　休廷　泣×涕

キューテソ　x灸点　凹凹　急転

キューデソ　宮殿　休電　給電　急電　1旺

　　　　伝　給田く史〉

キニーテソカイ　急転回　急展開

キュート　嘱都　窮途

キェートー　旧冬　旧x套〈～を脱する〉

　　　　急騰

キェードー　求道　旧道　球道　弓道

ギュートー　牛刀　牛痘く農〉

キ＝一ナソ　救難　急難

キュー二＝　一一吸入　x嗅入く～薬〉

キュ　一一ハ　旧派　急派

キューハイ　朽廃　休廃　九拝
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キューバク　急遁　窮逼　休泊

キユーハソ　急坂　iEI藩

キューヒ　給費　x短i肥く畏〉　球漉く理

　　　　。工〉

ギューヒ　牛皮　＠求肥

キ・ユ・一・フ　給付く法〉　給；布く理〉

キューホー　　旧法　　急報　　×fヨ石包

キa．　一”ミソ　窮昆　救驚　休旧く動〉

キx一メイ　究閣　糾開　救命　隠名

キューヤク　旧訳　1臼約〈～聖書〉

キユーユー　隔友　級友

キューヨ　紛与　窮余

キェーヨー　急用　休養　給養　×嗅葉

　　　　　く生〉

キューライ　園来　救x獺

キューラク　急落　及落

キ払一リョ　一’給料　丘陵　ig領　救療

　　　　　休漁

キューレキ　球歴　1日暦

キヨ　　　×i設懐く～笠懸〉　寄与

キョ　　挙〈～に出る〉　虚＜～をつ

　　　　く＞　x渠〈～成って水至る〉

　　　　居〈～をかえる〉

キヨー　　趨用　器用　来様　気葉〈植〉

キヨー　△今△目興境凶経京
ギヨー　　儀容　技x癒

ギヨー　　行業

キョーアク　凶悪（x桑悪）

キヨーイ　驚異　脅威　胸囲　教委く教育

　　　　委員会〉

キョーーイクチa　’一’教育庁　教育長

キョPtエイ　競泳　胸泳　共栄　競映

キョーエキ　共益　享益

キョーエソ　共演　競演　x饗宴　x嬌×艶

キョーーオー　供応　胸奥　Xi璽黄〈～紙〉

　　　　　〈農〉

キョーカ　教化　強化　教科　狂歌　x矯

　　　　歌　供花　橋下　共架〈～柱〉

　　　　〈工〉

キ・ヨーカイ　協会　教会　境界　教戒　胸

　　　　　懐

ギヨーカイ　業界　凝塊　凝憂く鉱〉

キョr・一’カク　X依i客　胸郭　狭角く～レソ

　　　　　ズ〉　共角く数〉

キョーガク　共学　教学　驚x愕・郷学

　　　　　く史〉

・ギヨーカク　｛印角　×曉×石角

キョーカソ　教宮　凶漢　郷関　経巻　共

　　　　感　三管〈～事項〉　叫喚＜K

　　　　　鼻～〉　胸間

キョーキ　狂気　×容気　凶器　驚：喜　狂

　　　　喜強記〈博覧～〉狭戟＜～鉄

　　　　道〉

キヨーギ　教嚢　狭義　協議　共議　競技

　　　　経木く建〉

ギョーギ　行儀i凝議

キョ一毛カイ　協議会　競技会

キョーキェー　供給　x匡救

キ写P・t＞ヨー　x競々〈戦々～〉　×淘々

　　　　　〈人心～〉

キョーギョー　競業　協業く経〉

キョーク　教区　狂句　恐×擢i

ギヨーケイ　行啓　行荊く法〉

キヨーゲキ　×挾撃　×矯激

ギョーケツ　凝結　凝血

キョーケソ強肩強健恭謙恭倹強
　　　　堅　強権　教権　猛犬

キヨーコー　強行　強硬　強攻　恐慌　凶

　　　　荒　凶行　狭X巷　恐×懐　胸こ

　　　　　う（x腔）〈生・動〉

キョーゴー　強豪（強剛）　e校合　競合

　　　　　く法〉　共合〈～行為〉

ギョーコー　行幸　x擁×倖　暁光

キョーコク　強国　峡谷
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キゴ・コツ　×侠骨　軽×忽（軽骨）　胸骨

　　　　　く生。動＞　X頬骨く生〉

．キョーサ　教竣く法＞　x読詐

・キョーサイ　共済　共催　恐妻

キョー一一一ザイ　教材　共在

キョー・サク　凶作　競作　狭x窄

．キョーサツ　x挾殺　恐察

・キョーサソ　共産　協賛　強酸く饅〉

・キョーシ　教師　教士　教示　教旨　×嬌

　　　　姿×驕X難（×驕×修）狂詩狂

　　　　死

・キョージ　凶事　x自利侍　×驕児　教示

　　　　経師　x脇碧く仏〉　強磁＜～姓

　　　　体〉〈鉱〉

ギョーシ　凝視　仰視　凝脂

ギョージ　行蕪　行司

キョーシャ　強者　狂者　狭斜　⑳香車

　　　　　×驕奮

キョーシュ　興趣　凶手〈～にかかる〉

　　　　　×洪手＜～鋳観＞　x棄首

キヨージエ　教擾　享受

ギョP一シュ　業主　業種

キョーシュー　郷愁　×矯X董　強襲　激習

ギヨーシュー　凝集（凝x聚）

キョージュツ　供述く法＞　x務×籔

キョ・一Nジョ　狂女　x侠女　共助〈法〉

キョーーシu一　狭小　協商く法〉　×矯笑

　　　　　　×果将　胸章　胸×壇　く軍〉

　　　　　　共晶く鉱・理。工〉　橋床

　　　　　　〈工〉

キョージ鴇一　教場　教条　凶状．橋上

ギヨーショー　行商　X饒将　暁鐘

キョーショク　教職×矯飾狭食〈～性〉

　　　　　　〈動〉

キョーシソ　狂信　恭慎　協心　×驕臣：

　　　　　×侠心　共進　供進　強震　共

　　　　　振く建・理・工〉

k＝a一ジソ　狂人　凶刃〈～に倒れる〉

　　　　　強x靱

キヨーセィ　強制　強請　x矯正　x医正

　　　　　x嬌声　教生　共生〈動・聴〉

ギヨーセキ　業績　行跡

キョーゼソ　×饗膳　x悔然

キョーソ　教組　協組　教祖

キョーソー　競争　競走　競×漕　独想

　　　　　狂騒（狂x躁）　強壮

キョP一ゾー　胸隙　経蔵　鏡像く理。数〉

キョーソPtキョク　協奏曲　狂想臨

キョpmソク　x葛三舞　i致貰IS

キョーダ　強打　x怯x濡

キョータイ　狂態　x醜態　狂体

キョーダイ兄弟鏡台橋台〈工〉経
　　　　　題　強大

ギヨータイ　凝瀞　凝体　業態

キョータク　教卓　供託

キョ一返ソ　驚嘆　きょう（x挾）炭〈鉱〉

キョーダン教団教壇凶弾

キn一チュr一　胸中　×箆中

キョーチョー協調強調凶兆狭長
キヨーツー　共通　胸痛

キョーテイ　胸底　x簸底〈～に秘す〉

　　　　　教程　競艇　協定

キョーテキ　強敵　×漿敵　狂的

キョーテソ　教典　経典　狂x纐　驚天

　　　　　〈～動地〉

ギヨーテソ　暁天　仰天

キョート　教徒　凶徒

キョーy　郷土　強度　x飼奴く史〉

キヨートー　教頭　郷党　橋頭〈～鰺〉

　　　　　共闘　驚倒　経塔　鏡筒く工〉

　　　　　凶弾

キョードー　共同（協同）　協働　教導

　　　　　x饗導　経堂

キョーネン　凶年享年強粘く～結炭〉
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キ9一パイ

キt一バク

キヨーハソ

キョーーフ

キU・一フー

キョーブン

キe～ベソ

キe一ホ
キョーボp・一

筆n一ボー

キ・：a一ホソ

キu一マイ

キョーマク

キョーム

キョ一葦イ

キョ・一・　｛1　一

キa一モノ

キe一モソ

〈鉱〉

なにタ　　　ユロロとじ　ロ
既ク雛　凱貝

強迫（脅迫）

共犯　橋×畔　激範　共販

恐怖　驚怖　教父

強風　X矯風　京風

凶聞　猛文

教x鞭　強弁

競歩　強磁

共謀　狂暴　凶暴　強暴

仰望　×麹墾

教本　狂奔

供米　京舞

胸膜く生＞　x輩：膜く生〉

強膜く動〉

教務　凶夢

×簸名　共鳴

狂x妄　凶猛　x桑猛

京物　京者

教門　経文　凶問　橋門

　　　　　〈工〉

キe一一ヤク　協糸勺　共役〈～点。～応プフ〉

　　　　　〈理・工・数・鉱〉

キ。一ユー　共有　享有　x桑雄　×侠勇

キ。一Ut一　共用　強要供用　教養

kL　e　’一ラク　享楽競落く～働格〉　京

　　　　　×洛

キョーラソ狂×瀾〈～怒濤〉狂乱供

　　　　　覧

キョーり　三囲　教理　胸翼

キョーリョー　橘×梁　狭最

キョー・リョク　強力　協力

キョーレソ　教練　狂恋

＝？　9一ワ　共麹　協和

ギョエソ　御x苑　御宴

キョカ　　許可　x炬火

ギu力　　漁火　漁家　漁歌

キョカソ　巨漢　巨艦

キョク　極巨×躯局〈～に嶺たる〉

　　　　曲〈～がない〉

ギョク　　漁区　蓋

キョクゲソ　極限　局限　極言　蘭言

キョクショー　極小（極少）

キョクセイ　局勢　極性く数・樒・工〉

　　　　　葭生〈穂〉　極星〈～緯度法〉

　　　　　〈工〉

キョクセツ　賄折　 曲負賓

キョクセソ　藤綜　極線く数・建〉　局線

　　　　　く～電託機〉〈工〉

キョクチ　極地　局地　極致

）e　nクチョ一一　局長　曲調

キョクホー　局方　局報

キョクメソ　局面　曲面く数〉

キョクフ　麹譜　局譜

キョクロソ　極言禽　曲舞命

キョコー　虚糖　挙行

キヨシ　　巨資　巨視　拒止　挙止　×鍵

　　　　歯〈～状の〉〈植〉

キ望ジ　　虚辞　虚宇

キnシュ　挙手拠守

キョシュー　去秋　ま就

キョジュー　居住i鷹獣

キヨショー　巨匠　巨鐘　挙証　x裾礁

　　　　　〈地〉

ギョショー　魚商　魚礁

キョセイ　巨星　虚i勢　…鼓勢

キョセキ　巨石　三極

キョタソ　虚誕　x拳闘×疾〈医〉

キョヅコー　X旭光　極光

キョト　・一　巨頭　巨x濤　挙党　表冬

キョヒ　拒否許否鼠費
キヨホー　虚報　巨砲

キヨヨー　許容　挙用

キョij　　距離　巨利
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・キョレイ　虚ネL　挙例

ギョロー　漁労　魚×蝋

キラ　　　x縞x羅　△雲△母

キライ　　x嫌t’帰来　機雷

キラク　　帰λ洛　気楽

キリ　　　霧　×桐　キリ〈ピソから～ま

　　　　で〉　きりく経〉　切りく能楽〉

　　　　×錐〈建〉

キリズミ　切り炭切り⑨角切り墨

キリン　　規律　起立

キリツギ　切り継ぎ　切り。接ぎく畏〉

キリュー　寄留　気流　遠流く工〉

キリョー　器量　気量く鉱〉

ギリn一　技量　議了　×蟻驚く襲〉

キリョク　気力　汽力く～発電所〉　機力

　　　　棋カ

キル　　切る　着る

キレジ　　切れ地　切れx痔　切れ字

　　　　く文〉

キレモノ　切れ者　切れ物

キロ　　　帰路　鼓路　キロ

キソ　　　金　禁〈～を犯す〉　菌

キソアツ　禁圧　禁×遇　均圧〈～母線〉

　　　　〈工〉

，SPソエイ　近影　近詠　禁衛

・キンエソ　禁煙　禁X苑　禁×厭　筋炎　金

　　　　円

・キンカ　　金貨　近火　金科＜～玉条＞

　　　　x模花〈～一朝の夢〉

・キソカイ　金塊　x襟懐　x欣快　近海

キソガク　金額　菌溶く擁〉

キソカソ　近刊　金環〈～食〉〈天〉　金

　　　　冠　金x柑

．キソキ　　×欣喜〈～雀躍〉　禁忌　×錦旗

キンギョ　金魚　禁漁

キンギョP・i近業　x欽椰

キソキソ　近々　×僅々

キンク　　華麗　金旬　キンク＜kink＞

　　　　〈工〉

キソケツ　金穴　金欠〈～病〉　禁×闘

キソケソ　金権　金券　勤倹　近県

キソゲソ　謹言　金言　謹厳　筋叛く動〉

キンコ　　近古　今古　金庫　禁x鋼

キソコー　金鉱　金坑　近郊　均衡　x欣

　　　　率　謹厚

ギソコー　銀鉱　銀坑　銀光　銀行　吟行

キ・ソゴク　近国　禁獄

キソコソ　金薄恥×裡〈～一番〉　菌根

　　　　く植〉

キソサク　近作　金策

キソサツ　禁札　金札く史〉

キソシ　　禁止　近視　金糸　金枝＜～玉

　　　　葉〉　金×鶉　菌糸〈補・建〉

キソジ　　近似　金字　近時　〔x胎X侍）

キソシツ　均質　琴x籏〈～相和す〉

キソシャ　金砂　金×紗　きん車＜snatch－

　　　　blcck＞〈工〉

キソシx　金主　禁酒　筋×弾く医〉　菌

　　　　旧く楠〉　菌種く農〉　金朱く工

　　　　芸〉

キソジュー　x禽獣　近習　近x什

キソショ　禁書　謹書

キソショー　X僅少　金将く将棋〉　近称

　　　　　く言〉　筋しょう（X靹）〈動〉

キソジョー　近状　今上　×錦上〈～花を

　　　　　添える〉　金城〈～湯池〉

ギソショ・・一吟唱　吟×幡　銀将く将棋〉

キソシソ　品等　近臣　謹慎

キソセイ　禁制　謹製　金製　均×齊（均

　　　　整）　均勢〈～を破る〉　金星

　　　　近世

キソセツ　近接　緊切

キソセン　金銭　琴線　謹選（謹X撰）

　　　均染〈理〉
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キソソーt　謹奏　金相〈～学〉〈鉱〉

キソソク　禁足　緊束

キソゾク　金属　勤続

キソタイ　勤怠　今体　近体

キソダソ　禁断　禁男　金談

キソチャタ　×巾着　近着

キソチョー　緊張　謹聴　禁鳥く農〉

キソテイ　×欽定　禁廷

キソテソ　近点く理〉　金点く理〉　均

　　　　×警

キソトー　近東　均等

キソノー　金納　勤王（勤皇）

キソパイ　金杯　金×牌

ギソパイ　銀杯　銀X牌

キソパク　金x箔　函嶺

キソピ　　金肥く農〉　檬i被く植〉

キソペソ　金ベソ　近辺

キソヨー　金曜　緊要

キソリ　　金利　禁裏

キソリョー　禁猟　禁漁　斤量〈～不足〉

ギソリソ　銀輸　銀x鱗

キンルイ　×禽類　菌類

くク〉

ク　　　九　句　苦　区

グ　　　具　愚

クィ　　　悔い　x杭　句意　食い＜～が

　　　　悪い〉

クー　　　窒　食う

クーコー　雀港　望妻子しく理〉

グースル　遇する　x寓する

クーセソ　空戦　窪船

クーソー　空想　甕送

クーダソ　窒談　笙弾

クーバク　細腰　甕x漠

クーホー　空石包　窒包く空放薬包〉〈軍〉

　　　空胞〈動〉
クエソ　　クニニソ（x絢×雛）〈～酸〉〈理〉
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　　　苦塩く農〉

クガイ　　区外　四二

クカソ　　苦患苦×二三x諌区間苦汗

　　　〈～制度　（sweating　system）〉

　　　×艦幹

クギ　　　x釘　区議

クキョー　苦境　苦況

クギョー　苦行　e公×卿く史〉

クク

グケイ

クゲソ

グゲソ

グコー

クサ

クサイ

グサイ

クサリ

クシ

クジ

クジェ

クジュー

クシソ

グシソ

クズ

クセ

クセモノ

グソク

クダリ

クチュー

クチn一

クッキe一

クヅシソ

クアソ

クトー

クドク

区々　九々

愚兄　愚計

苦雷　苦⑭患く仏〉

愚言　具環

愚行愚考　愚稿

草　x瘡

区裁　臭い

愚才愚妻
鎖　腐り

x櫛　×串　駆使

九時　九字　×籔

口授　見受

苦汁苦渋
苦心　苦辛

愚臣　具申

×暦　x葛

癖OifU〈～舞〉〈能楽〉ク

セ〈～取り機〉〈鉱〉

　¢曲看癖港

　愚息具足
　△行　△件　下り

　苦衷　駆虫

　区長　口調

　　⑧究x覧　屈強

　屈伸　掘進

　⑭公田く史〉　。功田く史〉　口

伝

　句⑭読　苦闘

　⑭功徳　口説く



タニク　　苦肉＜～の策＞　X狗肉く羊頭

　　　　を掲げて～を売る〉

クビ　　　首（X頸）〈とっくりの～〉

クーマ　　　x口琴　x巨畏

グマイ　　愚妹　愚x昧

クミ　　　組苦嘱ミ〈～剤〉

クミタテ　組み立て　×汲み立て

クム　　　x汲む　組む

クモ　　　雲　ム蜘△蛛

クヨー　　供養　九曜〈～星〉

クラ　　倉（⑭庫・蔵）　x鞍

クライ　　位　黒い

クフス　　クラス＜claSS＞　暮らす

クラブ　　クラブ＜club＞　クラブ

　　　　＜clover＞　クラブ＜～ヒッチ

　　　　（Clove　hitck）〉〈工〉

クリ　　　x渠　x劇りく～盆〉　九里

　　　⑳庫裏

クル　　　来る　繰る　x発1る　△殉△縷

　　　　く医〉

クルー　　クルー＜crew＞狂う

クルミ　　e包み〈～式製本〉　△胡△桃

クtz　一一ム　クレ口気ム〈cream＞　クレーム

　　　　〈経〉

クレル　　碧；れる　⑧呉れる　×眩れるく琶

　　　　が～〉

クPt　　黒㊦畔

クローフ　グローブ〈野球〉　グローブ

　　　　〈～ランプ〉

クPジ　　黒字　黒地

ク・ヌリ黒塗り㊤畔塗り〈盤〉

クワ　　桑x鍬
クワエル　加える　X街える

クワス　　食わす（×街す）

グソ　　　軍　郡　群

グソイ　　軍匿　軍衣

クソイク　款｛育　薫育

グソカ　　軍歌　軍x靴郡下

クソカイ　訓戒　訓×言苺　謙i解

グソガク　軍学　軍楽

グソキ　　軍規　軍機　軍旗　軍記

グソケソ　郡県　軍権　軍犬

クソコー　君公　君侯　勲功　薫香

グソコー　軍：港　軍功

クソコク　霧1［告　鶏’疑ヨ

クソジ　　翠嵐　黒革

グソシ　　軍使　軍師　軍資　郡市　郡史

クンシャク　勲爵　訓釈

クソシュ　君主　x輩酒

グソシュー　群衆　群集く動〉

グソシu　軍書　群書

グソジョー　軍情　群青く理・建〉

クソシソ　君臣　勲臣

グソシソ　軍神群臣

グソジγ　軍人　軍陣

グソセイ群生群x棲軍制軍政
グソソー一軍x曹　軍装　群x叢

グソタイ　軍隊　群体〈動〉

グソダソ　軍団　軍談　群隅く植〉

クソトー　薫陶　勲等

グソトー　群島　群盗i軍刀

グソピョー・　軍票　軍e兵

グソブ　　郡部　軍部　群舞

グソポー　軍法　群峰

グソヨ～　軍用　軍容

〈ケ〉

ケ　　　　毛　気　x卦

ゲ　　　　下　×基く仏〉

ケイ　計刑景x罫兄く大照～〉
　　　系く数・動〉

ケイイ　　敬意　敬x畏　経緯　軽易　x繋

　　　維〈～機雷〉

ケイエイ　経営　警衛　形影　継泳

ケイカ　　経過　軽科　軽課く不盗に～〉
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　　　　x螢火　軽荷く工〉　けい（x珪）

　　　　化〈理〉　傾下〈～性〉〈植〉

ケイカイ　警戒　啓淵く水路～〉　軽｛央

ケイガイ　形×骸　×懲×暖〈～に接する〉

ケイカイセソ　警戒線　讐戒船

ケイカク　計画　×圭角　傾角く鉱〉

ケイカソ　×控冠　×桂冠＜～詩人＞　X荊

　　　　冠　警官　景観　×漢間　X渓×澗

　　　　鶏冠　鶏×姦　径間く工〉

ケイガソ　x燗眼　x慧眼　けい（×珪）岩

　　　　く鉱〉

ケイキ　　計器　軽機〈軍〉　景気　契機

　　　　刑期　京x畿　掲記　継起

ケイキョー　景況　景教く宗〉

ケイグ　　刑具　敬具　軽愚く心〉

ケイケイ　軽々　x燗々〈眼光～〉

ケイケソ　経験　敬x炭

ケイゴ　　警護　警國　刑後　敬語

ケイコー　傾向　x螢光　携行　景締　径

　　　　行く慨情～〉　鶏口く～牛後〉

　　　　経口く医〉　傾光〈～性〉〈植〉

ケイコク　X濠≧谷　警i告

ケイコツ　x頸骨　けい（×脛）骨く動〉

　　　　軽×忽

ケイサイ　x長駆妻　掲鷲黄

ケイザイ　刑罪　軽罪　経済

ケイサツケソ　瞥察権　警察犬

ケイサソ　計箕　けい（x珪）酸く理・鉱〉

ケイシ　　継子　継嗣　警視　x野紙　軽

　　　　視野ll死

ケイジ　　刑事　慶事　兄事　計時　啓示

　　　　掲示　×繋辞く誓〉　継時＜～

　　　　性〉

ケイシキ　形式（型式）

ケイシャ　傾斜　鶏舎　けい（×珪）砂

　　　　く鉱〉

ケイシ．＝　警手　景趣

ケイショー　軽傷　軽症　軽少　軽×捷

　　　　　x勤x捷　景勝（形勝）　形象

　　　　警鐘　継承　敬称　軽×懸く～

　　　　　土〉〈農i＞　軽焼〈～マグネシ

　　　　　ア〉〈理〉

ヶイジョ“一・経常　計上　掲上く原案に～

　　　　　する〉　形状刑場敬譲啓

　　　　　上警乗傾上〈～性〉〈植〉

　　　　茎状〈～葉〉〈植〉

ケイショク　軽食慶色傾触〈～性〉

　　　　　〈植〉

ケイシソ　敬神　軽震　軽信　敬儒　茎針

　　　　　く櫨〉　傾震〈～性〉〈植〉

　　　　径深く工〉

ケイスー　計数　係数〈数・理〉　脚数

　　　　く数〉

ケイスル　敬する　慶する

ケイセイ　経世　警世　形勢　形成　警

　　　　×醒　刑政　傾e城　傾性く植〉

ケイセキ　形跡　経籍　けい（X珪）石

　　　　く理・建〉

ケイセツ　x螢雪　けい（×脛）節く動〉

ケイセソ　X罫線　係船〈工・法〉　経線

　　　　く地〉　×母線く生〉　傾船＜～

　　　　差〉〈工〉

ケイソ　　刑訴　けい（X珪）素〈理・建〉

ケイソー　形梱　敬厳く雷〉　係争　軽装

　　　　継走軽×躁けいそう〈XNIx藻〉

　　　　〈穂〉

ケイゾー　葱贈　形像

ケイゾク　継続　係属く法〉

ケイソソ　×鮭X鱒〈～漁業〉　ケーソン

　　　　〈潜函〉　恵存

ケイタイ　形態　形体　携帯　けい（×繋〉

　　　　帯く動〉

ケイチュー　傾注　×閨中　継注〈工〉

ケイチョー　慶弔　敬弔　軽璽　傾穂　敬
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　　　　聴　敬重　軽x挑〈～浮薄〉

　　　　茎頂く植〉　けい（x珪）長〈～

　　　　鉱物〉〈鉱〉　勲章く工〉

ケイテイ　径庭　兄弟　×繋停〈～船〉

　　　係艇〈～ブーム〉〈工〉

ケイテキ　警醤　×頸敵

ケイテソ　経典　刑典

ケイデソキ　軽電機　継電器

ケイド　　軽度　経度く地・工〉

ケイトー　系統　傾倒　恵投　鶏頭　軽頭

　　　　〈～船〉〈工〉

ケイハイ　軽輩　けい（x珪）肺く鉱〉

ケイバイ　競売く法〉　競買く経〉　啓培

ケイハク　×繁潰　啓白　敬白　軽薄

ケイバツ　ヲ絹罰　X閣閥　警抜

ケイハソ　京x阪　×磁…畔〈農：〉

ケイヒ　　経費　経皮〈～接種〉〈医〉

ケイビ　　警備　軽微

ケイヒン　景品　京浜

ケイフ　系譜継父軽浮
ケイブ　　警部　軽侮　けい（×頸）部

　　　　く動〉

ケイフク　敬服　慶福　下伏く植〉

ケイボ　　継端　敬慕

ケイホー　刑法　警報　警砲

ケイボー　警棒　警防　x閣露

ケイユ　　軽油　経由

ケイヨ　　刑余　恵与

ケイヨー　形容　掲揚　x響町く～馬〉

　　　　茎葉く植〉

ケイラ　　軽x羅　警x蓬i

ケィリ　経理警吏
ケイリュー　X漢流　係留く法〉

ケイリョー　軽量　刑量　計量

ケイリソ　競輸　経×編　けいりん＜～光

　　　　体〉〈理〉

ゲカイ　　外科医　下界
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ケガキ　　毛⑭描き　けがき（0罫馨き）

　　　　〈工・建〉

ゲキ　　　劇　×轍　外記く史〉

ゲキカ　　激化　劇化

ゲキジョー　劇場激情繋x撰く鼓腹～〉

ゲキスル　激する　×機する

ゲキセ：イ　仏性　激声　激成

ゲキダソ　劇団　劇壇　劇談

ゲキツー　劇痛　劇通

ゲキトー　激闘　激騰

ゲキドー　劇道　激動

ゲキヒョー　劇評　激評

ゲキロー

ケサ

ゲサク

ケシキ

ケズル

ゲセソ

ケダシ

ケツ

激浪　③逆浪　劇労

△今△軌　×袈x裟

下策　9戯作く文＞

o景色気色
肖ljる　x硫る

下船　下x賎

x蹴出し　×蓋し

決〈～を跨る〉　欠く～をおぎ

　　　　なう〉

ケツイソ　欠員　血印　結印く仏〉

ケツエソ　血縁　結縁〈仏〉

ケヅカ　　結果　欠課　決河〈～の勢い〉

　　　　血河〈塾長～〉　結x伽〈～鉄

　　　　坐〉〈仏〉

ゲヅヵ　　月下　激化

ケヅカイ　決壊　血塊

ケッカク　結核　欠格

ケヅカソ　欠陥　血管

ゲヅカソ　月間　月刊

ケヅキ　　血気決起

ケッキュー　結球　」血球く生・動〉

ゲヅケイ　月計　月経　，月x桂

ケッ＝一　決行　欠航　欠講　血行　欠効

　　　　く～未遂〉　結構

ゲヅ＝一月光激×昂



ケッコソ　結婚　血×痕

ケヅサイ　決裁　決済　潔x斎

ケッショ　」魚書×闘所〈史〉

ケツジョ　欠除　欠如

ケッショー　決勝結贔血x漿

ケツジa－　x襖明く～文字〉　欠場　決

　　　　定く仏〉

ケッショク　rkL色　欠食

ゲッショク　月色月食：

ケヅシソ　決心　結審　欠×贋

ケッスル　決する　結する

ケヅセイ　結成　血．清

ケヅセキ　欠席　結石

ケッセソ　決選〈～投粟〉　決戦血戦

　　　血x栓　結線〈～図〉〈工〉

ケツ・ゼソ　決然　xew然

ケヅソPt　血桐　傑僧

ケッダソ　決断　謡曲

ケットー　血統　決闘　結党

ゲヅピョー　，月衷月評

ゲッポー　月報月x俸

ケツメイ　結盟　血盟〈～団〉

ケツリe　一一結了　日量

ゲツレイ

ゲネツ

ゲヤ

ゲラク

ケルソ

ケソ

〆ソ

月例　月齢

解熱（下熱）

下田：下野

下落　下x洛

ケルン〈Kern＞　ケルン

〈cairn＞

　険x研県券間〈～当り〉
剣　賢　件　兼く首相～外相〉

×瞼　堅〈～を破る〉　見く皮相

の～〉　×拳　×鍵　圏く共産～〉

けん（x腱）〈動〉

　雷OP験減厳弦×舷現
〈～市長〉　原〈～テキスト〉

元く数・工〉
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ケソアソ　懸案　検案く法〉

ゲソイ　　凍意言意

ケソイソ　検印　×牽引

ゲソイソ　減員　現員　原國

ケソエイ　県営　兼営　献詠

ケソエキ　権益　検疫

ケソエン　×鎌×焉　X倦x厭　犬×猿く～の

　　　　仲〉

ケソカ　　堅果く穂〉　顕花〈～樒物〉

　　　　＜植＞　x喧：x嘩　県下　繭糖

　　　　く経〉　けん（x鹸）化く理〉

ゲソカ　　原価（元価）　現価　現下　言

　　　下　弦歌

ケソカイ　県会　県界　見解　x猫介

ゲソカイ　限界　厳ヲ戊

ケソガイ　県外　圏外　権外　遣外く～硬

　　　　節〉　懸ix崖

ゲソガイ　限外〈～発行・～顕微鏡〉　書

　　　外
ケソカク　懸i隔　剣客

ケソガク　見学　研学　兼学

ゲソカク　幻覚　厳格

ゲソガク　弦楽　x街街　減額

ケソカソ　顕宮　兼嘗　建艦　県間く～の

　　　不均衡〉

ゲソカソ　玄関　厳寒　現官　減感〈～剤

　　　　・～色素〉〈理〉

ケソギ　　×嫌疑　建議　県議

ゲソキ　　元気　x衝気　原器　原墓〈動

　　　　・植〉

ゲソギ　　原義　玄義　原議　言議

ケソキャク　健脚　剣客

ゲソキェー　原級　現級　減給　現給　欝

　　　　及

ケソキu　検挙　謙虚

カンキョー　×牽強＜～付会＞　x狽狭　検

　　　　鏡〈鉱〉　顕教く仏〉



ヶソギョー　兼業　絹業　検⑭校

ゲソキョー　現況　元凶

ゲソキョク　原局　限局　元懸く文〉　減

　　　　極〈～剤〉〈理〉

ケソキソ　献金　兼勤

ゲソキソ　現金　厳禁

ゲソクソ　元勲　厳訓

ゲソケイ　原形（原型）現形（現型）＜～

　　　　日文〉〈建〉　減刑　厳刑　原刑

　　　　減軽く刑の～〉　　現計〈露廊1

　　　　の～〉

をソゲキ剣x戟剣劇

ゲソゲツ　弦月　限月〈～売買〉

ケソケソ　×嘘々〈～器々〉　×撃々〈～照

　　　　腐＞　　＞（一x’vk〈～鍵巨身弓〉

ケソゲソ　権限　権原く法〉　建言　献言

　　　　顕現

ゲソゲソ　言々〈～句々〉　×舷々〈～相

　　　　摩す〉

ケソゴ　　堅固　険固　謙語く蕩〉

ゲソゴ　　言語　原語　×諺語

ケソコー　権衡　兼行く昼夜～〉　軒

　　　　x易く意気～〉　屑x騨〈～骨〉

　　　　弓懸健康

ゲソコー　言行　現行　原稿　減光　玄黄

　　　　く天地～〉　原鉱　減⑭耗　元×籏

　　　　く史〉　原こう（x溝）〈動〉　原

　　　　口く動〉

ゲソゴー　元号　減暑〈数〉

ケソコージ　健康児　健康時

ゲソコク　原穀　減石　原告」厳酷

ケソサイ　賢才　賢妻　県債

ケソザイ　健在　顕在　×硯材　建材く建

　　　　築資材〉

ケfソサイ　減債　減殺

ゲソザイ　現在原罪弦材く建〉

ゲソザイリョー　現在壁　原材料

ケソサク　献策　建策　検索　研酎く鉱・

　　　　工〉

ゲソサク　原作　減作　減潮

ケソサツ　検察　検札　賢察

ケソザソ　検算（験算）　見参　剣山〈華

　　　　道〉

ゲソサソ　原産　減産　無産く制限生産〉

　　　　原蚕

ケソシ　　検視　検X屍　絹糸　繭糸　剣

　　　士　賢士　犬歯　県史　献詞

ケソジ　　献辞　謙辞　顕示　検事　建児

　　　検宇　堅持　剣璽

ゲソシ　　原子　原姶（元始）　減資　原

　　　資　漂紙　厳旨　幻視　原詩　原

　　　　糸〈～体〉〈植〉

ゲソジ　　言辞　現時　限時く～的〉　環

　　　　示

ケソシキ　見識　検糸器

ゲソシツ　言質　減湿　原質く建・哲〉

ケソシャ　検車　梨社：

ケソジャク　間尺　検尺〈～径〉〈建〉

ケソシェ　犬種　券種〈印紙の～〉　賢主

　　　堅守

ゲソシュ　元種　原種　厳守

ケソシ＝　一m研修　兼修　検収　献酬

ゲソシュー・減収　現収

ゲソジェー　現住　原型　厳：重

ゲソシュク　減縮　厳粛

ケソショー　爾章　憲章　懸賞　謙称　検

　　　　副i三郷　顕彰　健勝　顕正

　　　　〈破邪～〉〈仏〉　見性く仏〉

ケソジu一一謙譲　堅城　献上　x喧×擾

ゲソショー　減少　現象

ゲソジョー一現状　原状　現場　現成

　　　　く仏〉　現条く動〉

ケソショク　顕職　兼職　顕色く理〉

ゲソショク　原色　言色　現職　減食
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ゲソジル減じる現じる

ケソシソ　検診　検針　検身　検真〈印影

　　　　の～〉　献身　権臣　賢臣　見神

　　　　く宗〉

ケソジソ　直入　県人　堅陣

ゲソシソ　原審　現神　現身く仏〉

ゲソジソ　原人　封じん（×腎）〈～管〉

　　　　〈動〉

ゲソスイ　減水　減衰　元帥　原水く工〉

ケソスー　件数　軒数　闘数

ゲソスー　現数　減数く数・動・植〉

ケソスル　検する　験する

ケソセイ　憲敷　県政　県勢　権勢　賢聖

　　　　x牽制　顕正く破邪～〉

ゲンセイ　現勢　現欄　現世　幻世　厳正

　　　　限性く動〉

ゲソセキ　原籍　原石　言責

ケソセツ　建設　兼摂

ケソセソ　薄野　x捲線〈～工〉

ケソゼソ　顕前　健全　顕然　X喧然

ゲソセソ　源泉　厳選　減船

ゲソゼソ　現前　厳然　現然

ケソン　　倹素　険阻

ゲソソ　　元素　減租

ケソソー　x瞳×曝　険趨　検層く鉱〉

ゲソソー　x舷窓　幻想　現送

ゲソゾー　現像　幻像

ゲソソク　原刷減速玄（x舷）辛く工〉

ゲソソソ　玄孫　減損　現存　厳存

ケソタイ　×倦怠　兼帯　肩帯く動〉

ケソダイ　見台　献題　兼題〈：交〉

ゲソタイ　原態　現態　原隊　減退

ケソタソ　健務炎　検x痩く医〉

ゲソタソ　切炭　減反　厳探

ケソチ　　見地　検地　軒×軽　x硯池　間

　　　　知〈～石〉〈建。工〉

ゲソチ　　現地　限地〈～施行の法律〉

　　　　原地　雷㊤質

ケソチョー　県庁　堅調く経〉　検潮く天

　　　　　。工〉

ゲソチョー　幻聴　原腸〈動〉　減張

　　　　　く植〉　弦長〈工〉

ケソテイ　賢弟　献呈　検定

ゲソテイ　×舷x梯　隈定

ケソテキ　×渦滴　懸i滴く植〉

ゲソテソ　減点　原点〈数〉

ゲソド　　限度　原土〈±壌試験〉

ケソトー　健闘　健投　x拳闘　検討　賢

　　　　答見当蔚燈献燈検糖＜～
　　　　計〉〈理〉

ケソドー　剣道　県道　権道

ゲソトー　幻燈　玄（x舷）燈〈工〉　原

　　　　糖　厳冬　原頭　減等　現轟

　　　　く仏〉

ゲソドー　言動　原動〈～機・～力〉

ケソナイ　県内　圏内

ケソナソ　剣難　険難

ゲソニ　　現に　厳に

ケソニソ　兼任　検認　堅忍

ケソノー　権能　献納

ゲソパイ　減配　減廃

ケソパク　建白　竪白〈～同異〉

ゲソバク　玄羨i原茨〈原料麦〉　原爆

ケソバソ　x鍵盤　検番（見番）

ゲソバソ　原板　原版

ケソピ　　県費　建碑

ゲソピ　　原肥　減肥　厳秘　原皮

ケソピソ　献題　警衛

ゲソピソ　原晶　現晶

ケソプ　　絹布　賢欝　検布く理〉

ゲソブツ　現物く～給与〉　元物＜～の使

　　　　用の対価〉

ケソブソ　見聞　検：分

ゲソブソ　原交　言文〈～一致〉
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ケソベイ　憲兵　権柄〈～ずく〉　兼併

　　　建ぺい（×蔽）〈～率〉〈建〉

ケソベツ　品別　県別　蔚励

ケソボー健忘く～症〉　絹紡〈絹糸紡

　　　　績〉　健棒i権謀〈～術数〉

ケソポ【一　憲法　剣法　×葦…法　剣x鋒

ゲソポー　減x俸　現×俸　減法く数〉

ケソポソ　献本　網本

ゲソマイ　玄米　回米く実記〉

ケソメイ　漿名　件：名く麟＞　i懸命　賢萌

　　　　顕名く～主義〉

ゲソメイ　醤明　厳命　原名

ゲソメソ　減免　原綿

ゲソモー　原毛　減耗

ケソモソ　権門　検問　晃⑭聞

ゲソユ　　原油　原由

ケソユー　県有　兼有

ケソヨー　権要　顕要　兼用　顕揚

ゲソヨー　言容　厳容　幻⑭妖

ケソラソ　×絢X蝦　検卵く農〉

ゲソリ　原理　玄理

ゲソリュー　源流　隈流〈工〉

ケソリョー　 見米芽　検量　 権圭詮　賢良

ゲソリョー　原料　原蚤　減量：

ケソロー　堅×牢　検漏〈～器〉〈工〉

ゲソワク　幻惑（×眩惑）

〈コ〉

コ

コ◎

コイ

ゴイ

ゴイシ

コウ

コウタ

　戸　個　粉　②蚕　孤く徳は～

ならず〉　弧く数〉

　五　碁　x伍　△豆△汁　御＜～

兄弟〉　後く～三年の役〉

　故意　恋　請い　古意　x鯉

来い　濃い

　語×彙語意五位
　御意志　御遺志　碁石

　請う（乞う）　㊤恋う

　小⑧唄　小歌
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コエ　　声肥
コエル　　越える　肥える

コー　甲三幅稿項公侯
　　　功　効　幸　行〈～を共にする〉

　　　エ〈～を終わる〉　候〈炎暑の

　　　～〉　講く仏〉　劫く仏〉　鋼

　　　　く建〉　交く数〉　綱〈動・植＞

　　　x類う

ゴー　号剛豪〈～の者〉郷
　　　　x壕　業〈仏〉　合〈～目的的〉

コーアソ　公安　考案　 x荷安＜～を貧

　　　　る〉公案〈仏〉

コーイ　　行為　厚意　好意　皇位　皇威

　　　　高位　校医　攻囲　更衣〈～室〉

　　　後遣＜～症＞　X垢衣　校異

コP・イキ　広域〈～経済〉　港域　高域

　　　　〈～フィル．タ〉〈工〉

＝　一・イソ工員　鉱員　行員　皇x胤　後

　　　　X胤　公印　光陰〈～矢のごと

　　　　し〉　荒X淫　X勾引く法〉

ゴーイソ　強引　業因〈仏〉

ローウソ　幸運（好運）　港運〈～業考〉

　　　　皇運　行雲〈～流水〉　耕×癒

　　　　く襲〉

コ　一一　・＝イ　光栄　後X窩　後衛　公営

コーエキ　公益　交易　鉱液く鉱〉

コーエソ　講演　講×麺　公演　好演　U

　　　　演　後援　：香煙　紅炎〈～万丈〉

　　　　高浜　広遠　公園　硬鉛く鉱≧

　　　後縁くエ〉

コーオソ　高温　慎温　高音　高恩　厚恩

　　　　皇恩　×鴻恩

コー万ソ　号音　x轟音

コーカ　　効果　考課　公課　功科　功過

　　　公園　硬化　×膠化　硬貨　公億

　　　　高慨　工科　高架　黄禍　校歌

　　　　降下高歌〈～放吟〉降嫁皇



　　　イ七　　　鉱化〈～｛1fi月菖〉〈鉱〉　　　硬イヒL

　　　號火〈～石〉〈建〉

コーガ　　光画　公×衙　高雅

ゴーカ　　i豪華　豪家　業火く仏〉　×劫

　　　撒く仏〉　単果く仏〉

コーカイ　航海　公海　江海　公蘭　更改

　　　鋼塊　後悔　降灰　x狡×猫　×取

　　　　介荒海く工〉交会〈～法〉

　　　　〈工〉

コ　Ptガイ　郊外　校外　構外　港外　坑外

　　　鉱害　公害　×梗概　x慷概　口外

　　　　x笄　口がい（x蓋）〈動〉

コーカク　広角〈～レンズ〉〈理〉　高角

　　　　く軍〉　交角く工〉　光角〈工〉

　　　　厚角く植〉　甲×殻　口角＜～泡

　　　　を飛ばす〉　高閣　除格　x碗×礁

コーガク　工学　光学　難聴　好学　向学

　　　後学　好楽〈～家〉　豊学　高額

コーカツ　x狡×猪．広×潤

r　・一触ソ　交換　交歓　好感　交感＜～神

　　　　経〉〈動〉　好漢　高官　公館

　　　後患　×巷間　皇漢　x積x粁　向

　　　寒々補校勘鍋管〈建。工〉
コーガン　紅顔　厚顔　×畢：丸　向舞＜～

　　　流〉〈工〉

コe一一　｝’工期後期好機（好期）エ

　　　回航三光三綱三校紀公
　　　　器　衡器　公企〈～体〉　光輝

　　　香気　皇紀　皇基　x鴻基　広軌

　　　　興起く感奮～する〉　後記　好奇

　　　　高貴　口器く動〉　耕暫く農〉

　　　　好気〈～性菌〉〈農〉

＝一ギ　　抗議　講義　広義　公儀　公議

　　　後議　交x誼　好x誼（厚x誼。高

　　　　x誼）　巧技好技

ゴーキ　　磯×毅（豪x毅）　彫気（豪気）

ゴーギ　　合議　豪気（強気）
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コーキュー　高絵　降給　高級　硬球　好

　　　　　球　考究　攻究　講究　購求

　　　　　恒久　公休　後宮

ゴーキュー　剛球　強弓　号泣

コP・キョ　鎌首x溝x渠　公許X三脚

　　　　抗拒　高距く鉱〉

コーキョー　公共　好況　高教　口供＜～

　　　　　書〉広狭交響〈～楽〉荒

　　　　　凶　後胸く動〉　鋼橋く工〉

コーギョー　エ業　鉱業　興業　興行　功

　　　　　業　x鴻業

ゴーキョー　剛強　豪×佼

’＝　一一　Fヨ　’一書ジュツ　工業技術　鉱業技術

コーギョーケソ　鉱業権　興行権　工業県

コ一眠ョーシャ　工業者　鉱業者　興行考

コーギョク　紅玉硬玉 考藍玉塗岡玉

コPtキソ　公金　行金　拘禁　抗蓉　コー

　　　　キソ＜calking＞〈建・工〉

コーギソ　高吟　　興銀　　紅銀〈～鉱〉

　　　　〈鉱〉　光駕く理〉

コーク　　鉱区　港区　後句

コーダ　　工具　耕具　校具　香具

コークー　航空　高空　〔口X腔〕〈医〉

コーダー　皇宮　厚遇

コー㌧クソ　校言魏1　功勲

＝geグソ　行軍　皇軍　紅軍後軍

コーゲ　　高下　香⑭輩（香⑭花）

コーケイ　光景　後景　後継　m径　肯

　　　　x繁〈～に当たる〉　黄経〈天〉

コpaゲキ　三冠　好劇〈～家〉

コーケツ　x膏血〈～を絞る〉　高潔

コPtケソ　後見　貢献　公権　高見　効験

　　　　後賢　黄繭

コーゲソ　公言　広言（高言）　抗言　巧

　　　　言　高原　広原　荒原く植〉　鋼

　　　　固く建〉　光源〈理〉　抗原〈動

　　　　・理〉　厚弦〈～比〉〈工〉



ゴーケソ　合憲　剛｛建

コーコ　　考古　静古　X畷古　好飼　後

　　　顧　公庫　江湖

コーゴ　　ロ語　交互

コーコー　鉱工〈～業〉　高工　高校　港

　　　口　坑口　鉱坑　舷行　皇考　口

　　　x腔　向光＜～性＞　x膏x籍く病

　　　～に入る〉　公々＜～然と＞

　　　x準々　×皓々　x歌々　x斯々＜～

　　　いう入〉　後項く数〉　硬鋼

　　　く鉱〉　硬×膏く医〉　孝行　香

　　　々〈香の物〉

コーコー　皇后　香x食（香合）　交合

　　　　（×購合）×筍食く妥協～〉校

　　　合く図〉

＝一コー　×麗々　X寂々

コーコク　広告　抗告く法〉　皇圏　公国

　　　侯国　興国

＝　一一コツ　硬骨　甲骨く史＞　x幌x惚

コーサ　　考査　交差　公差〈～単位〉

　　　〈数・理・鉱・工〉　⑭較差　航

　　　差　黄砂

コーザ　　講座　口座　高座　後座く軍〉

コーサイ　公債　校債　交際　口才　光彩

　　　く～陸離〉　高裁　こう（x虹）彩

　　　く生・動〉　〔鉱×津〕

コ・一ザイ　鋼材　鉱材　構材　功罪　X膠

　　　剤
コーサク　高作　工作　交錯　耕作　鋼索

　　　く鉱〉

コーサツ　考察　高察　絞殺　高札く史〉

コーサソ　鉱産　工産　憧産　公算　降参

　　　鉱酸く理〉

コーザソ　高山　鉱山

＝一シ　　公使　公子　後嗣　皇嗣　孝子

　　　高士　好士　講師　公私　厚志

　　　公司　考試　口試　高師　x蠣。矢

　　　〈彼をもって～とする〉　×皓歯

　　　く明眸～〉　三園　公示く法〉

　　　行使　甲子　鉱×津　回視く鉱〉

　　　後し（X肢）〈動〉　口し（X肢）

　　　〈動〉厚糸〈～期〉〈動〉光

　　　子く理＞　o格子

コージ　　高次　公事　好事　後蟻　小

　　　路　 硬磁　 好×餌〈～を与える〉

　　　工事　公示　X麹　X柑子

ゴーシ　　合資　合x魂　郷士〈史〉　合

　　　糸く理〉
コ　一一シキ　公式　硬式’講式く仏〉

コーシツ　硬質　鉱質　×膠漆　x膠質　皇

　　　室　後室　高湿　恒湿〈～器〉

　　　〈理〉

コージツ　事実　硬実〈農〉　向日〈～

　　　性〉

＝Hシャ　後者　後車　公社　公舎　校舎

　　　巧巻　鉱簗　く鉱〉　鉱舎く鉱〉

　　　向斜〈鉱〉　降車　高射く～砲〉

ゴーシャ　x壕i舎　郷社　豪x著

コーシャク　公爵　侯爵　講釈

コーーシュ　攻守　好守　巧手　好手　工手

　　　公主　校主　甲種　絞首　x叩首

　　　〈～百ぺん〉　〔x撲手〕〈～鋒

　　　観〉　鉱種　耕種〈農〉

コージュ　ロ援　口受　坑儒〈焚書～〉

コーシ＝一　公衆　口臭講習光周〈～

　　　　律〉〈襲〉　高周〈～波〉

ゴーシュー　豪州　江州

コージュク　紅熟　黄熟　後熟〈掩〉

コージュツ　ロ述　後述　講述　公述〈～

　　　　人〉

コージュソ　孝順　公準く数〉

コーショ　公署　高所　向暑　高書　x筍

　　　×且

コージョ　皇女　孝女　高女　公序く～良
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　　　俗〉　控除く法〉

コーショー　公筋　公称　公信　行賞　交

　　　　渉後章後証考譲i口証
　　　　高小　高商　口x説　口承　高

　　　　唱　交唱〈～翌歌集〉　厚梱

　　　　降将　工×廠　工匠　工商く士

　　　　畏～〉〈史〉　公x娼　好x尚

　　　　高承〈御～〉　×咬観x吸笑

　　　　高x翔　鉱床く鉱〉　硬焼

　　　　く理〉

コージョー一摩情（好摘）　交情　口上

　　　　口状　考状　工場　弓場＜～採

　　　　油田〉　荒城　江上　恒常　向

　　　　上　高上く河床の～＞　X鉤状

　　　　x膠状　甲状〈～腺〉〈動〉

　　　　綱条く鉱〉

ゴーショー　豪商　号鐘　業障く仏〉

コーショク　公職　降職　x鵬職　静色

　　　　黄色　紅色　交織　広食〈～

　　　　性〉〈動〉

コー一・ジル　高じる　講じる　の困じる

コーシソ更；漸高進（x二進）後進行

　　　進　孝心　恒心　後身　功臣　公

　　　億〈～力〉　興信〈～所〉　交信

　　　紅×唇　　ロX鷹　港⑭津　×庚申

　　　x庚×辰　貢進〈～生〉〈史〉

　　　光心く理・工〉　向心く～力〉

　　　＜工＞

U一ジソ　公人　後人　行人　後陣　後

　　　×塵〈～を拝す〉　黄X塵＜～万

　　　丈〉　幸×甚　工人〈～会〉　莞

　　　神
コーズ　　構図　港図　好㊤寮〈～家〉

コースイ　香水　隣ヒ水く～量〉　硬水　鉱

　　　水く鉱〉　向水〈～性〉　公水

　　　高水〈～護岸〉〈工〉

コ・一一　deイ　厚生く法〉　更生　公正　後世

　　　後生　携成　校正　攻勢　鋼製

　　　好晴　x畷世　高声　交声く音〉

　　　麺星　向性〈～検査〉　恒性　硬

　　　性　坑井　後成く動〉

ゴーセイ　合成　i豪勢　剛性く建〉

コーセキ　功績　鉱石　舷跡　降積〈～

　　　雪〉　×洪積〈～届〉〈地〉

コーセツ　高説　講説　x巷説　後節　公

　　　設巧拙　降雪　荒説交接硬

　　　節く動〉

コーセソ　交戦　好戦　抗戦　公船　鋼船

　　　工船〈～式漁業〉　工銭く～作

　　　業〉　口銭　公選　光線　鉱泉

　　　高専　鉱専　工専　黄泉　鋼線

　　　く鉱〉　鉱高く鉱〉

コーゼソ　公然　x昂然　x浩然〈～の気〉

ゴーゼソ　×傲然　×轟然　x麗然

コーン　　控訴　公訴　皇禮　豊×藤　高

　　　祖　向ソ　抗ソ　公租　酵素

コーソー　航送　後送　航走　好走　抗争

　　　公葬　校葬　構想　高僧　皇宗

　　　x倥x偬く兵馬～の闇〉　高層　降

　　　霜〈～期〉　広壮　高燥　紋そ5

　　　（×藻）〈～類〉〈植〉　鉱層

　　　〈鉱〉　憂慮く鉱〉

コーーゾー　構造　活造〈～車〉

コーソク　校則　高速　高足　港剣　拘束

　　　x梗×塞　光束〈鉱〉　後足〈動〉

コーソク　皇族　公族　後続　航続〈～距

　　　離〉

＝一ソソ　皇孫　公孫　恒存〈～度〉

　　　〈植〉

コPtダ　　好打　コーダ＜coda＞〈音〉

コータイ　交代く法〉　交替　後退　鋼帯

　　　く工〉　光帯く工〉　抗体〈動〉

　　　鉱体〈鉱〉

コーダイ　広大　×鴻大　高大　後代
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コータツ　ロ達　公達　光違〈～距離〉

　　　〈工〉

コータソ　後端　口端　降誕　荒誕

コーダソ講談×巷談講壇降壇公
　　　団　後段　高段　光弾〈～性〉

　　　〈理〉
コ　一・チ　　耕地　荒地　高地　校地　公地

　　　甲地〈地羅〉　公知く～慕実〉

　　　巧遅　×狡知　巧×緻　拘置　コー

　　　チ＜coach＞

コーチャク　降着　×膠着

コーチュ1　．一　日中　甲虫　講中く仏〉　鉱

　　　　柱く鉱〉

コーチョ　高著　皇x儲

＝一チヨー好調高調高潮紅潮校
　　　　長　細長　法長　港長、公庁

　　　　公聴〈～会〉　豊朝　　候鳥

　　　　く動〉　こう（×腔）腸く動〉

　　　　後脚〈動〉　高強く動・櫨〉

　　　；　　　こ，う長くdistaaee＞〈工〉　　　硬

　　　　調〈経・図・理〉　抗張〈～積〉

　　　　〈理〉

ゴ門チョク　覇直　強直

ロ　一一　5’ソ工賃　コーチン＜cochin＞

　　　〈鶏の品種〉　後転く理〉

コーテイ　皇帝　皇弟　工程〈～管理〉

　　　功程く運搬～〉　行程〈一一日～〉

　　　航程　公廷　公邸　校訂　更訂

　　　く減損～〉　考訂　考定　肯定

　　　公定　高弟　校庭　後庭〈工〉

　　　校定　高低　孝弟　孔嶽〈～拡

　　　大〉〈鉱〉

コーテキ　好敵　公敵　抗敵　好適　公的

コH一一テツ　鋼鉄　更迭

コーテソ　荒天　好天　皇典　後天　後転

　　　く税の～〉　好転　公転く天〉

　　　向点く天〉　交点　光点く工〉
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　　　硬点く鉱〉

コ・・デソ　香典　公電　光電く～測光〉

　　　〈建〉　向電〈～性〉〈動〉

コート　　港都　荒壁　後図　×宏図　コ

　　　geト＜coat＞　　 コート＜COttrt＞

コード　　耕土　i荒＝L　硬土　紅土く地〉

　　　高度　硬度く理〉　光度〈理〉

　　　　コード＜CQrd＞　　コー　ド〈code＞

コート　・一好投連投　口頭　口答　こう

　　　（x喉）頭〈生・動〉　後頭く生・

　　　鋤〉　光頭　×叩頭　江東　紅燈

　　　〈～の巷〉　皇統　公党　高踏

　　　港頭　高騰　高等　荒唐　鉱筒

　　　く鉱〉　恒等〈～式〉〈数〉

コードー　講堂　公道　坑道　皇道　孝道

　　　高堂　行堂　行動　黄道＜～吉

　　　　日〉　口融く動〉　光導〈～電

　　　管〉〈工〉
コ・・一トク　公徳　高徳

コードク　購読　講読　鉱毒　抗蕎i＜～素

　　　　・～剤〉〈動・鉱〉

コーナイ　購内　坑内　校内　港内　口内

コー・ナソ　硬軟　後難　江南

コソニソ　後侵　降任　公認

コー不ッ　高熱　口熱　光熱　後熱く工〉

　　　黄熱く医〉

コー不ソ後年　高年　行年　更年＜～

　　　期〉　光年〈天〉

＝一． mー　公納　後納　効能　興農　行

　　　×嚢　後脳〈動〉

コーハ　　硬派　高波　光波

＝一バ　　工場　耕馬

コーハイ　荒廃　興廃　後輩　向背　後背

　　　〈～地〉　高配〈～株・御～〉

　　　後配〈～株〉　好配〈経〉　交配

　　　く動・植。農〉　光背く仏〉　向

　　　拝く建〉



コ　・一パイ　購買　公亮　×勾配紅梅

コpaバク　紅白　黄白　厚：薄　工｛専　侯イ白

　　　広博．港泊〈～図〉〈工〉

コーパク　荒×漠　広5漠

コーハソ　孔版　降版　後単　公＃9」　×撹

　　　x絆　広範　鋼板〈建・鉱〉　鋼版

　　　〈～彫刻〉〈図〉　甲板く工〉

　　　紅×斑く生〉

コー一e　　皇妃　公妃　皇×娩　后妃　高

　　　x角く御～〉　高批　口碑　工費

　　　公蟹　校費　光被　公銘く数〉

　　　甲皮く動〉　硬皮く勤〉

コe・・一ビ　　後備　後尾　交尾〈動＞

1　一一ヒツ　硬筆　鋼筆

コ　一一ヒョー　講評　好評　高評　公認　公

　　　　表　降x電

認一ビソ　後便　幸縫

コ・一フ　　交付　公布（×弘布）＜法律の

　　　～〉　工夫　坑夫　鉱夫　心乱

コープ　　後部　荒×蕪　公武〈～合体〉

　　　〈史〉

コーフー　校風　高風　光風〈～霧月〉

　　　恒風〈天〉

コー・フク　降伏　幸福　口腹

コープツ　好物　公物〈～の使用〉　鉱物

コープソ　公籔　口X吻　興奮

コP・フソ　公文〈～的〉　高文〈～舗漫〉

　　　行文　後肩　高聞　構文

コーヘイ　工兵　降暴　公平　衡平く負担

　　　の～〉

コp・ベイ　向米　抗米

＝一ヘン鋼片甲片後編公辺U辺
　　　く動〉　孔辺〈～細胞〉〈植〉

ロ　一・ペソ　巧弁　口弁　抗弁　光弁く工〉

コーポ　　公簿　皇X護　公募　酵砥．

　　　〈理〉

コーホー　公報　広報く法〉　後報　公法

　　　航法　攻法　工法　後方　高峰

コーボー　玖防　興亡　好防　工房　光努

　　　好望．広×衰　光x芒

ゴーホー合法号砲号×俸豪放業
　　　旧く仏〉

コーボク　公×僕　高射　香木　高木

　　　く穂〉　坑木く鉱〉

コーポソ　校本　稿本

コPtマイ　高×遇　調帳く盤〉

コPtミ　　　香珍｛ミ　好疹｛ミ

2「ミ導P一功名　光明　巧妙

コーム　　校務　公務　工務　鉱務　港務

　　　航務　行務

コーメイ　高名　校名　抗命　公明〈～選

　　　挙〉

コ∴メソ　×垢面〈～蓬髪〉　鋼綿〈鉱〉

　　　講面く建〉

コーモー　孔x’孟　紅毛　〔×膏×宵〕＜病～

　　　に入る〉　×鴻毛く～の軽きに比

　　　す〉
コr一モク　項蹟　綱目

コーモソ　校門　後門　×悶門く～護岸〉

　　　港門　孔門　孔描く～道管〉

　　　〈植〉　坑門く工〉　×肛門

コーヤ　　荒野　広野　⑧紺屋〈～のあさ

　　　って〉

コーヤク　公約　口約　×膏薬

コーユ　　香油　鉱漁く鉱〉

コーユー　交友　校友　交遊　公有　後憂

　　　皇x猷

ゴーユ「　豪遊岡携　合有

コーヨー　公用　綱要　後葉　航洋〈～船

　　　舶〉　光×耀　黄葉〈～種の葉タ

　　　バコ〉　紅葉　高揚　孝養　広葉

　　　く楠〉　口葉く動〉　抗温く～

　　　比〉〈工〉
＝．’　・一ライ　後来　光来　高×麗
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コーラク　行楽　後楽　攻落

コ・”一ラソ　高覧　×綜覧　X勾欄　高欄

　　　〈建〉　コーラン＜Koran＞

＝　一一リ　ム郡氷功利高利公利
　　　公吏　×狡吏　行x李　公理く数〉

ゴ・・リキ　強力　合力

コーリッ　高率　効率　工率　公立

コrvリャク　攻略後略

コ　・一リュー　公旧く公水＞　x勾留く法〉

　　　　拘留く法〉　交流　興隆　降流

　　　　く動〉　向流〈～性〉〈動〉

　　　　光嘆く理〉

コPtリヨ　考慮：高慮　行旅〈～病入〉

コーリヨー　衡量く法益～〉　考量：　。較

　　　　量：鉱量　鋼量　綱領　香料

　　　　稿料　口糧く携帯～〉　校了

　　　　荒涼（荒×蓼）　広量　こうりょ

　　　　　う（X虹×梁）〈建〉　光量く理〉

　　　　恒量〈理〉

・　一一　IJヨク効力公力抗力〈理〉光

　　　　避く鉱〉　高力＜～アルミ合

　　　　　金〉〈鉱〉

コーリソ　光臨　降臨　光輪く美〉

コ畔ノレ　　　　コーノレ＜ca王1＞〈経〉　　　コ門ノレ

　　　　〈chor＞〈X＞

コーーレイ　恒例　好例　高齢　高冷　皇霊

　　　交霊　高×嶺

＝一躍　　航路　公路　行路　香炉　高炉

　　　　〈～ガス●～セメ ン　ト〉〈鉱●

　　　　建〉

＝一ロー @功労　公労〈～法〉　高楼

コ帥一Ptク　高x禄　厚×禄

コーロソ　公論　高論　甲論〈～乙駁〉

　　　　口論　抗論

コーワ　　講言舌　高言舌　言薄和

ゴオソ　　語音　呉音く言〉　御恩

＝力　　　古歌　×胡歌　×跨下　固化
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　　　　〈理〉

コガ　　　八戸　古画　古雅

コガイ　　子飼い　×籠飼い　e蚕飼い　小

　　　　買い　戸外　小貝

ゴカイ　　碁会　碁界　五瞬　五階　五戒

　　　　く仏〉　△沙△曳く動物名〉　誤解

コカク　　顧客　宵格　呼格く言〉　小角

　　　　く建〉

コガク　　古学古楽

ゴカク　　五角　碁客　語格く言〉　互角

コガネ　　小金　mp黄金

ゴカソ　　語感　語間　五感　五官　語

　　　幹〈言〉　互換〈～工作〉＜数。

　　　　工〉

コキ　　　古希　呼気　古器　古記

ロギ　　　古義　x狐疑〈～逡巡〉

ゴキ　　語気拳器誤記
ゴギ　　　語義　五義

コキャク　顧客　孤客

コキュー　呼吸　故IN　X胡弓

コキョー　故郷　故京　古鏡

ゴキョー　五経　五教

コク　　　石く建・畏〉　古句　酷〈～に

　　　過ぎる〉　刻　o扱く　㊤放くく嘘

　　　　を～〉

ゴク　　獄三旬　極〈～新しい〉

コクイ　　濁威　黒衣

ゴクイ　　極意獄衣

コクイソ　刻印　極印

コクウソ　圏運黒雲

コクエイ　国営　黒影（黒×馨）

コクエソ　黒煙　黒鉛く鉱〉

コクケソ　国権　國三竿二黒×鍵く音〉

コクサイ　国際　国鍛　国祭　告祭

コクサイカソコー　国際慣行　麟際観光

コクサク　国策　穀作〈～農業〉

ロクシ　　国士国史酷使国司く史〉



コクジ　　告示　告1鋒　国字　国著峯　国璽

　　　酷似

コクシュ　国乎　国主　國守

＝クショ　国書　国初　酷暑

コクショク　黒色穀食

コクジソ　黒人　国人

＝クスル　刻する　×回する　X剋する

コクセイ　国政　国勢

コクゼイ　匡1税　酷税

ニクセイチョーサ　國政調査　国勢調査

コクソ　　告訴　国礎

コクソー　二二　穀倉　言草：

コクタイ　國体〈～護持・三民体育大会〉

　　　黒体〈理〉

コクタン　黒炭　黒x檀

ログチ　　小口〈建・図〉　木口く建〉

コクテソ　黒点　臨典

コクド　　国土　黒土　国x幣

コクバク　告白　酪薄

コクビ　　’j、首く～をかしげる〉　ノ」、×頸

　　　　く裁〉

コクヒョー　酷評　黒表＜black　list＞

コクフ　　国富　国父　国府

コクフク　克服克復く平和～〉

コクブソ　国文　告交

＝クホe・一・国法　国宝：

コクムショー・　国務縮　国務省

コクメイ　属名　克明

＝クラガリ　小暗がり　木暗がり

：コクリ　　国禾il〈～罠福〉　蔚鑑＝吏：

ゴクリ　獄吏　獄裏

コク1コソ　国言命　酋告言納

コケ　　　x苔　x鱗

ゴケ　　　後家蕃×笥

コケイ　　固形　古形　孤×閨

ゴケイ　　互恵〈～条約〉　語形

＝ケル　　⑱転ける〈笑い～＞　x痩ける
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　　　　〈頬が～〉

コケソ　　古賢　x沽券〈～にかかわる〉

コゲソ　　古言　古x諺

ゴケソ　　誤見　護憲

ゴゲソ　　五1弦　語源

ココ　　　欄々　戸々　x晦lk〈～の声〉

　　　△此△処

ココー　　戸口く～調査＞　x糊口く～の

　　　　資〉　×股×肱〈～の臣〉　虎口

　　　　〈～を脱する〉　孤高

ココー　　古豪　呼号

ロゴエ　　小声　凍え

ゴコク　　　二二　　五穀　　後刻

コゴト　　小言　戸△毎

コサイ　　小才　O巨細〈～にわたって〉

ゴサイ　　後妻　五菜　五彩　誤載

コサツ　　古x刹　故殺

ゴサソ　　午X餐　誤算　五山く仏〉

コシ　　　古詩　古史　×輿　x虎視＜～眈

　　　　々〉　桔死　腰

コジ　　　固辞　固持　誇承　孤児　X虎

　　　児　故旧　宵春　③居±〈仏〉

ゴシ　　　五指　語詞

ゴジ　　誤字護持
ロシツ　　欄室　×癩疾　固執

ゴシャ　　五社〈～協定〉　誤写

ゴシャク　五尺　語釈

コシュ　　戸主　鼓手　固守　摩旧く工〉

ゴシュ　　五種御酒

コシュr一　孤舟　呼集　無二

ゴジェー　五十　五重

ゴジョ　　互助　語序く需〉

コショー　呼称　誇称　故障　古称　湖沼

　　　×胡×撤　小姓〈史〉

コジョー　古城　孤城　弧状

コショー　後生〈～を願う〉　護照くパス

　　　　ポート〉　誤称



ゴジョー　互譲　五常　五条

コシソ　　己心　己：身　湖心

コジソ　　古人　故人　偶人

ゴシソ　　誤診　誤審　誤信　護身

ゴシソトー　五回忌　御神燈

ゴシソパイ　御心配　御親拝

コス　　　越す　x漉す

コスイ　　湖水　鼓吹　x狡い

コスー　　戸数　緬数

コズカイ　小使　小遣〈～銭〉

コスル　　⑭擦る　鼓する

コセイ　　個性　古制　古生〈～代〉〈植

　　　　・鋤〉

ゴセイ　　 語勢　碁勢　碁聖　悟性〈哲〉

コセキ　　戸籍　古跡　古昔

コセソ　　古銭湖規〈～港湾〉　×跨線

　　　　〈～橋〉　弧線

ゴセソ　　五千　五銭　五線く音〉　互

　　　選
ゴゼソ　　午前　御前　御X膳

ゴソー　　護送　誤想

コタイ　　固体「で固体　古体

コダィ　　古代誇大

コタ＝＝・ル　箸える　◎堪える．

コダチ　　木立　小△太△刀

コチ　　　故x智　x輔

コチョー　古調　x胡蝶　戸長く史〉

ゴチョー　語調　高聴　×伍長

コヅカ　　圏家　国花（国華）　国歌　刻

　　　下黒化〈動〉骨化く鋤〉

コッカイ　蟹会　国界

コヅカソ　国患　骨幹　酷寒　国漢

コッキ　　国旗　国基　国忌　克己

コツキヨー　国境　国教　圏共

コヅク　　コック＜cock＞　コヅク＜料理

　　　人〉　刻苦

コヅケイ　酷刑　⑭滑×穫
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コッケソ　圏権　　国憲　　黒圏　　黒X鍵

　　　く音〉

コテ　　　X鎭　小手　×籠手

コテイ　　 置i定　湖底

コテソ　　古典　個農

ゴデソ　　誤伝　誤電

コト　　　事　古都　×糊塗　異く意見を

　　　～にする＞　i琴　x箏

コトー　　孤島　古刀　孤燈

コドー　　古道　鼓動

ゴトー　　五等　語頭　誤讐

ゴトク　　五徳　悟得

コトワリ

ゴナソ

ゴニソ

コノミ

コ！ミ

ゴバライ

コハソ

ゴノ、ソ

コブ

コブシ

断り　⑭理

五男　御難

五人　誤認

好み　木の実

木場　小羽〈～屋根＝〉〈建〉

誤払い〈～額〉　後払い

湖畔　古版

誤判’御飯

×瘤　鼓舞

古武士　　×拳　△辛△旧く～の

　　　花＞1

コブツ　　古仏　故物（古物）　個物

　　　〈哲〉

コブトリ　小e肥り　X瘤取り

コブリ　　小降り　小振り

コブソ　　子分　古文

ゴヘイ　　語弊〈～がある〉　御弊く～か

　　　つぎ）

コベツ　　門別　戸別

ゴホー　　誤報　後報　語法　五方　御方

　　　午砲　護法く仏〉

コボク　　古木　古墨　枯木

コホソ　　古本孤本〈図〉

コマ　　　ム独△楽　　x駒　　△高△麗＜～人

　　　蓼〉〈畏〉　⑭1駒〈～落し撮影〉



dマ

コマイ

ゴミ

コメ

コモ

ロモリ

コモソ

ゴモソ

コユpa

コユキ

コヨー

ゴ藷＿

コラス

コリ

コリショー

ゴリョー

ゴリソ

コノレ

コPt

コ． o

コ【ロー

コワイ

コソ

コソイソ

コソカ

ロソガ

ロソカソ

ロソキ

ゴソグ

こまくこま収差（CO魚a）〉〈理〉

　×胡麻　護摩く仏〉

　古米　木舞く建〉　小舞〈9＞

　x塵五味

　米　込め〈～物・～棒〉＜図・

鉱＞

　o薦x菰
　子⑭守　x籠り

　顧問　小門　小紋〈～ちらし〉

　御門御紋
　固有　故友

　小雪　粉雪

　雇用　小用〈～を足す〉　古謡

　誤用　互用　御購　五葉＜～の

松〉

　懲らす　凝らすく工夫を～＞

　x梱　凝り　x垢離　×狐x狸

〈～のしわざ〉

　　凝り性懲り性．

　御料御陵悟了
　五輪　五倫〈～五常〉　五厘

　凝る　x樵る

　x頃　とろ（3転）〈建・鉱〉

　語路　ごろくごろつき〉　ゴロ

〈野球〉

　古老（故老）　x虎×狼　固x随

鼓楼く建〉

　⑭恐い　③強い（e剛い）

　紺凹く立方～〉〈数〉

　婚姻根因

　今夏婚家

　コンガ〈CO烈9翫〉〈音〉　混芽

く植〉

　根幹根冠く植〉

　根気　根基　婚期　今期（今
3一一）

　ゴング＜gong＞〈拳闘＞　x欣
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　　　　e求く仏〉

ロソケイ　根茎く植〉　根系く植〉

コソゲソ　根源　根元〈～づくり〉

コソゴー混’念金剛〈～砂〉〈鉱〉根

　　　　号く数〉

コソサイ　根菜　混載

コソジ　　今次　今時　恨事　堅甲　紺地

　　　　金字

コソシェー　今週　今秋

コソジョー　根性　懇情　今生　紺青　根

　　　　　状〈～葉〉〈植〉

諏ソショク　混色　混織　混食　墾櫨

ロソシソ　懇親　混信　×渾身＜～の勇を

　　　　ふるう〉

コソセイ　懇請　混成　今世　混声く音〉

コソセキ　今夕　今席　こん（×痕）訪＜～

　　　　暑鼻官〉〈植〉　　　’根跡く拳宜〉

コソセツ　今節　懇切

コソゼツ　根絶　x昏絶

コソセソ　混線　混戦　混銑〈～炉〉

　　　　〈鉱・工〉

コソゼソ　混然く～として＞　X渾然〈～

　　　　一体〉

コソtl　一一　今冬　×昏倒

コソドー　混同　金銅　金堂く仏〉

コソボー　X根棒　混紡　懇望

コソモー　懇望　根毛く植〉

＝ソヤク　婚約　困x厄

コソリュー　e建泣　x衰x龍＜～のそでに

　　　　　隠れて〉　根粒（根x瘤）＜～

　　　　　細菌〉〈植〉　混粒：〈～鋼〉

　　　　　〈鉱〉　混流〈～タービン〉

　　　　　〈工〉

コソワ　　懇話　 ×’煙R禾日　混和＜～機・～

　　　　性〉〈鉱〉

〈サ〉

サ　　　　差　左〈～の通り〉



サイ　差異才i奏×蜜ix犀菜
　　　　細く微に入り～をうがつ〉災

　　　　〈～にあう〉際くこの～〉最

　　　　〈～たるもの〉

ザィ　　　材　財

サイエソ　才x媛　菜園　再演　再縁

サイnf　一一再往（再応）　x塞翁＜～が

　　　　馬〉

サイカ　　災禍　最下　載貨〈～容：量〉

　　　　裁可　西下　再嫁　載荷〈～板〉

　　　　〈建〉

ザイカ　　罪耕　罪過　財貨　在荷（在

　　　　貨）　在華

サイカイ　再会　再開　際会　斎戒〈～沐

　　　　浴〉　西海　砕塊〈～機〉〈理〉

　　　　最下位

サイガイ　災害　際×涯

サイカソ　才幹　彩管　菜館　再刊

ザイカソ　在官　在監

サイキ　　再起　才気　債鬼　再帰＜～動

　　　　詞〉〈言〉　再輝〈～点〉＜鉱・

　　　　工〉

サイギ　　x猜疑　再議〈～に付す〉　祭

　　　　儀

サイキョ　再挙　裁許

サイキョー　最強　西京

ザィキョー　在京　在郷

サイキン　最近　細菌　採金　細金くきり

　　　　がね〉　細×瑛　再勤

ザイケイ　財経〈財政経済〉　罪刑＜～法

　　　　定主義〉

サイケツ　採決　裁決採」血

サイケソ　債券　債権　再建　再検　細．見

サイゲソ　際限　再現

サイゴ　　最後　最期

サイコ…　再興　再考　再校　採光　採鉱

　　　　砕鉱　最高　細孔〈～電解〉

　　　　〈工〉

ザイコー　在校　在港

ザイゴー　在郷　罪業〈仏〉

サイコク　西湘　催告〈～公示〉〈法〉

サイユソ　再⑪建　再婚　再墾　菜根　細

　　　　根〈植〉

サイサイ　歳々〈年々～〉　再々＜～評

　　　　領〉　済々〈多士～〉　細砕＜～

　　　　石。～μheル〉〈工●理〉

サイサソ　再三〈～再四〉　採算

サイシ　　妻子　才子　再思：再施＜～破

　　　　産手続〉　　祭x爺巳　　祭司く宗〉

　　　　祭X棄く～料〉　細糸く～期〉

　　　　〈動〉

サイジ　　細事　細字　歳次　歳時〈～

　　　　記〉

サイシキ　彩色　才識

サイジツ　三層　斎日

ザイシツ　在室　材質　罪質

サイシュ　債主　祭霊　採取　採種く農〉

サイシュ　・一　最終　採集　採収〈～率〉

　　　　　〈鉱〉

サイシ＝ツ　再出　歳出く法〉

サイショ　最初　細書

サイジe　才女　嚢女

サイショ・・nt最小（最少）　細小　最勝

　　　　再勝　採証〈裁判官の～〉　宰

　　　　　彬　妻x妾

サイジョー　祭場斎場最上

ザイショー　罪証く～隠滅〉　罪障く仏〉

サイショク　菜食彩色才色〈～兼嚇〉

サイシン　高山　最：深　細心　再審く法〉

　　　砕身〈粉骨へ＞　　x釆薪＜～の憂

　　　　い〉

サイジソ　才人　祭神

サイセイ　再生　再製　最盛　祭政　済世：

　　　　催青〈～温度（養蚕）〉〈農〉
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　　　　紐精〈～管〉〈動〉

ザイセイ　財敷　在世

サイセイサソ　再生産　再精密

サイセキ　採石　砕石　載積

ザイセキ　在席　在籍　罪跡　罪責　材積

　　　　く建〉

サイセツ　再説　紐説　再設　細砂砕せ

　　　　つ（x屑）〈～鉱床〉〈鉱〉

サイセソ　×蜜銭　再選

サイゼソ　蝦：善　最適f　〔×凄然〕

サイソー　採草　採x藻　栽桑　採桑＜～

　　　　量〉〈農〉　再送　才x藻

サイソク　細姻　催促

サイタ　　最多　裂いた　e割いた　映い

　　　　た

サイタイ　妻帯　x膿帯〈生〉

サイダイ　最：大　細大〈～漏らさず〉

サイタソ　採炭　蚕伐炭　 最短　 歳×鼠　 菜

　　　　旧く料〉

サイダソ　祭壇　〔x判断〕　裁断＜～を仰

　　　　ぐ〉　採暖〈～費〉　縞断〈～

　　　　布〉〈理〉

サイチ　　才智　細X緻

サイチ＝一　最中　細注

サィチョー　最長　細長　：再調

ザイチu一　登庁　在朝　材長く建〉

サイテイ　最低　再訂　裁定〈～権〉

サイテソ　祭典　採点　再転

サイド　　細土　砕土〈～器〉〈農〉　彩

　　　　度く色の～〉　サイド〈side＞

　　　　済度く仏〉　：醇度

サイニソ　再任再認

ザィ”ソ　罪人　在任

サイノー　才龍　採納〈寄付～〉

サイハイ　x采酉己＜～をふるう＞　x｛齊誰

　　　　再拝　再敗

サイハソ　再版　：再犯　最繁く～時〉
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　　　　〈工〉

サイバソ　裁判　歳晩

サイヒ　　歳費　採否

サイヒツ　＝才筆　細筆

サイヒョ・・一　砕氷〈～船〉　細評

サイフ　　財布採譜く音〉

サイヘソ再変再編砕片
サイホ　　採捕く水産動植物の～〉　粟

　　　　x圃

サイホー　裁縫　飛報　才×鋒　西方　〔細

　　　　胞〕　差異法く哲〉

サイボー　細胞　再紡く理〉

ザイホー　財宝　罪報く仏〉

サイマツ　歳末　細末　最宋

サイミン　細民　｛羅1｛民

ザイメイ　罪名　在銘

サイライ　再来　爾来

サイリョ・・一　最良　裁量　宰領

サイルイ　菜類　催涙

サイレン　サイレン　再練〈～紡機〉

　　　　〈工〉

サイロク　採録　載録　再録

サイロソ　再論　細論

サイソ

ザイソ

サカ

サカテ

サカソ

サガソ

サキ

サギ

サキソ

サク

　サイン〈sign＞　サイン＜～縫

（sinebar）〉〈工〉　サイン

＜S圭叉】Le＞〈数〉

　座員　ザイン＜Sein＞〈暫〉

　坂⑭逆〈～手〉　㊤茶菓

　⑧逆手酒手

　左官　佐官〈軍〉　盛ん

　左岸砂岩〈鉱〉

　先　導き〈～が早い〉　左記

　詐欺〈法〉　×鷺

　砂金　差金〈～収入〉

　作策×柵咲く⑭割くさ
くく農〉　さく＜theca＞〈縮〉

鐸寺〈～イオン〉〈二夏〉



サクイ　　作為作意

サクゲソ　削減　〔×遡源〕策源〈～地〉

サクゴ　　錯誤作碁

サクサク　さくさく＜～と＞　x野々＜好

　　　　評～〉

サクサン　×柞蚕酢酸く理〉

サクシ　　作詞作詩昨紙策士
サクジツ　昨日　×割目

サクシェー　昨秋　昨週

サクセイ　作成く予算を～〉　作製く書類

　　　　を～〉　さく（×i馨）井く工〉

サクセソ　作戦　さく（X盤）泉く工〉

サクテイ　策定作定く税の～方法〉　潮

　　　　x蹄く漫〉

サクドー　策動　索道　作道く作場道〉

　　　　〈農〉

サクフー　作風　×朔風

サケ　　x鮭酒裂け
サケル　　裂ける　避け’る

サゲル　　下げる（e提げる）

サr　一一　砂鉱く鉱〉　砂耕〈～法〉

　　　　〈農〉　鎖響く工〉

ザコツ　　座骨　x挫骨

ササ　　　x笹　×些々

ササガキ　x笹×垣　x笹×掻きく料〉

サシ　　　x漬X三国×囁　差し＜～で飲

　　　　む〉

サジ　　　x匙　×旧事

ザシ　　　座視座止〈～現象〉〈饅〉

サシカケ　差し掛け〈～屋根〉〈建〉

　　　　◎指し掛けく将棋〉

サシグスリ　差し薬　×挿し薬

サシツギ　。指し継ぎく将棋〉　刺し継ぎ

　　　　く裁〉

サシュ　　左手　詐取

サショー　i査謹　左麺　詐称　x些少　砂

　　　　酷く植〉

188

サジョー　砂上　砂状　鎖状〈～結合〉

　　　　〈理〉　鎖錠く工〉

ザショー　座礁〈工＞　x挫傷

ザシeク　座職　座食

サス　　　砂州　刺す　差す　。指す　X挿

　　　　す　鎖す　さす（△扱△首）〈建〉

サソク　　左足　左側

サタン群群サタン＜Satan＞左
　　　　x燈　瑳嘆

サヅカ　　作家　作歌　昨夏　擦過＜～

　　　　傷〉　　［x遡河｝〈～魚類〉　醇化

　　　　〈～機〉〈理〉

サヅカク　錯覚　錨角く数〉

ザヅカソ雑感雑観
サヅキ　　殺気　⑭先

サッシ　　冊子刷子察し

ザヅシュ　雑種　雑酒

サヅショー　殺傷　擦傷

ザッショク　雑食雑色

サツジソ　殺人　殺陣

サヅソ　　殺x鼠　殺x蛆

サヅチョー　x撒趨く経〉　×薩長〈史〉

ザツパイ　雑輩雑響く交〉

サテツ　　砂鉄　x蹉×鉄

サトー　　差等　左党　砂糖

サドー　　作動〈～体〉〈動〉　差動＜～

　　　　装置。～・マノメーター〉〈二こ。

　　　　建〉

サハク　砂X漠佐幕く史〉　③裁く

　　　　（x捌く）

サビ　　　x銃　寂〈わび～〉

サホー　　作法　左方

サボー　　砂防く～工事＞　e茶房

サマス　　⑭覚ますe冷ます

サメル　　⑭覚める（x醒める）　x槌める

　　　　e冷める

サヤ　　　×葵　×鞘く経〉



サヨー

サヨク

サラウ

サラサラ

サル

作用　o然様

左翼　砂浴く鉱・理。エ＞

x淡う　x握う　△復△習う

さらさら〈～と〉　更々

×猿　㊤申　去る　O然るく～人

　　　　から〉

サロン　　サmソ＜sa王on＞　サロン

　　　　〈sarong＞

サワ　　沢　㊤茶話

サワラ　　x椹　x鰭

サワリ　　⑪1庫り　㊤角虫り

サワル　　③障る　鴨虫る

サソ　　　三　賛　産〈～をなす〉　算

　　　　〈～を乱す〉　惨　x燦＜～とし

　　　　て輝く〉　酸く理〉　さん（×桟）

　　　　〈建〉

サソイ　　賛意　産衣　三位〈～式〉

　　　　〈工〉

サソイソ　産院　参院　山険

サソエソカ　三塩化〈～リン〉〈理〉　酸

　　　　　塩化〈～物〉〈理〉

サソカ　　惨禍　惨火　産科　 ×傘下　 i養

　　　　歌　肉x窩　蚕架　山家　山下

　　　　参加　酸化く理・工〉　三価〈～

　　　　金属〉〈鉱〉　酸傭く理。工〉

サソカイ　散会　参会　散開　三回　三階

　　　　産科医　山海〈～の珍味〉　山塊

サソガイ　三階惨害三界く仏〉

サソカク　三角　参画

サソガク　産額　山門　参学

サソカソ　山聞　三三寒〈～四温〉　参観

　　　　（参着）　童x韓く史〉　三丁

目　　　く植〉

ザソカソ　二四　X斬X好　残寒

サソキ　　山気　酸基く理〉　回気＜～装

　　　　麗〉〈工〉

サソギ　　参議〈～院〉　算木
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サソキェー三球三級サソキェー
　　　　　〈thank　you＞

サソキョー　山峡惨況三教

サソギヨー　産業　蚕業〈～試験場〉　三

　　　　業　三行　x鑛仰

サソキソ　産金　参勤〈～交代〉〈史〉

サソグ　　産具蚕具く農〉

サソグー　参宮三宮く史〉

サソケ　　産気酸気三家

サンケイ　三景　出形　参x詣　出系　三

　　　　系く～交配〉〈農〉　散形〈～花

　　　　序〉〈植〉

サソケソ　三権〈～分立〉　散見　産繭

　　　　〈～処理〉　蚕繭く農〉　三件

サソゲソ　三弦　三元〈～含金・～系・～

　　　　交配〉〈鉱・農〉　三間　三下

サンゴ　　産後　x珊x瑚

サンコー　参考　参向　賛仰　三項　三綱

　　　　〈～五常〉　三皇〈～五帝〉　散

　　　光く理〉　酸好〈～性〉〈動〉

　　　　散孔〈～材〉〈建・植〉　三行

　　　　〈～脈〉〈植〉

サソゴー　三号　出号く寺号～〉

サソサ

サソサイ

サソザイ

ザソサイ

サソサク

ザソサツ

サソサソ

サソシ

サソジ

ザソシ

サソシキ

サソシツ

　三x叉〈～路〉　蚕x解く農〉

　三才　山菜　山X塞

　散剤　散在　散財

　残菜　〔残×潮

　蚕作散策
　⑭惨殺　斬殺

　三々　x燦々　x潜々

　三氏　三四　三十　三紙　蚕糸

蚕紙三思

　藍児　蚕児　惨事　三時　三次

賛辞参事く法〉

　⑦惨死　×衛士　残X津

　三色　算武

　産室　蚕室く農〉　散失　三室



　　　　〈雛〉

サソシャ　三老　三社　叢舎〈～を避く〉

サソシュ　三種蚕種〈農〉　産種〈～改

　　　　良（馬）〉

サソシュー　三遍　三周　三州　参衆く～

　　　　　両院〉　参集　×纂修

サソジュe一一三十　三蓮：

サソシュツ　産拙　算繊　三出く～複葉〉

　　　　　〈植〉

サソジョ　産所　賛助　×菱除

サソシnP・　三相〈～会談〉　三章　参照

　　　　　三略　由x椒

サソジョ・一一山上　三条　惨状　三畳〈～

　　　　　紀〉＜動・　三乗〈～根〉

　　　　　〈数〉　参上

サソショク　三色　三食　山色　蚕食く隣

　　　　　顯を～する〉

サソシソ三振三進く野球〉　三審く～

　　　　側度〉　参審〈～難度（陪i蕃）〉

　　　　参進　三針〈～法〉〈工〉　三心

　　　　〈～アーーチ〉〈工〉

サンスイ　山水　散水

サソスー　算数酸X旧く濃〉

サソスル　賛する　産する　算する

サソセイ　賛成　参政　三省　三世　産制

　　　　酸性〈理〉

ザソセイ　残生　残星

サソセソ　山川　参戦i三遷く孟母～＞

　　　　i三線〈～座標〉〈数〉

サソゼソ　：i…：千　産前　参禅　x燦然　x潜

　　　　然

サソソー　三層　山荘　山梢　蚕桑＜～病

　　　　虫害〉　三梱く～交流〉〈工〉

サソゾク　肉賊　蚕×蕨

サソダイ　三代　　参内　散大〈～筋〉

　　　　〈動〉

サソタソ　三反賛嘆　三嘆　惨X憾く～

　　　　たる〉

サソダソ　三下　散弾　算段

サンチ　　産地　山地

サンチョー　山頂　参朝　散超く経〉

サソテイ　算定　x鰯定

サンデー　サンデー＜Sunday＞　サソデ

　　　　・一〈sundae＞

サンド　　三度　酸＝ヒ〈～改良〉　酸度

　　　　く理〉　サンド＜sandw三ch＞

　　　　サンド〈～スキー〉

サソドー　参道　山道　x横道　算道　産

　　　　道　賛同　参堂

ザソトー　残党　残燈

サソニ＝一　算入　参入く宮中に～〉

ザソcaソ　残任く前任者の～期間〉　残忍

サソネソ　三年　産年く米穀の～〉

ザソネソ　残念残年

サンバ　　産婆　産馬サンバ＜samba＞

　　　　〈音〉

サソパイ　三倍　三杯

サソパイ　二尊　三拝く～九拝〉

サソバク　三管く大麦・小麦ゼ裸麦〉　産

　　　　亥i〈凡・価格〉

サソパツ　激発　散髪

サソビ　　酸鼻く～をきわめる〉　賛美

サソプ　産婦散布　サソプ＜thump＞

　　　　〈工〉

ザソブ　　残部　×識x謳〈～中傷〉

サソプク　山腹　三幅〈～対〉　三伏＜～一

　　　　の候〉

サソブツ　産物　賛仏

サソプソ　蚕X糞　散粉く～器〉〈農〉

　　　　三分

サソポ　　散歩　　三x圃〈～式農法〉

サソボー　三方　参謀　三宝

サソポー　三方　三法　算法　山砲　酸法

　　　　〈理〉
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サソマイ　三枚　産米　三×昧

ザソム　　残務残夢

サソモ・・一置網　三毛〈～作〉〈貴♪

サソモソ　山門く建〉　三文＜～判。二束

　　　　～〉　三問

サソヤク　i三役　散薬

サソ9一　三三様〈三入～〉　山容：山陽

　　　　箕用　山羊〈～乳〉　蚕x蠕＜～

　　　　油〉

サソラソ　産卵　蚕卵　散乱く理〉

サソリョー一　出町　山×稜

サソジソ

サソルイ

ザソルイ

サソレイ

サソレツ

山林三輪

三塁酸類
残響　残塁く野球〉

山x嶺　山霊　蚕齢

三列　参列　惨烈く～をきわめ

る〉

〈シ〉

シ　　氏市死四詩嗣師
　　　資　＝ヒ〈有’能の～〉　刺く～を通

　　　　ずる〉

ジ　　　字辞地　x痔
ジアイ　　慈愛　自愛　地合い

シアン　　試案　私案　思案　シアン

　　　　〈～化物（cyanide）〉〈理〉

シイ　　　x恣意　私意　思×惟　四囲＜～

　　　　の情勢〉　詩意　×椎

ジィ　　　字×彙　辞×彙　事×彙　辞意

　　　示威　自慰　侍医　次位　磁位

　　　　く理〉

シール　　シール〈sea1＞　⑫強いる　×霞巫

　　　　いる

シイソ　　私印く～偽造〉』指印　死因

　　　試飲　子音（子韻）〈言〉　子院

　　　　く建〉

ジウ　　　慈爾　時・雨

シエイ　　市営　私営
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ジエイ　　自営　自衛

シエキ　　私益　使役

シエソ　　支援　試演　始演　私X怨　紫

　　　煙　酋円〈～整標〉〈数〉

シオ　　塩潮
シオケ　　潮気　塩気

シオミズ　塩水　潮水

シオリ　　x栞　×置く能〉　×擁く文〉

シオン　　子音く言・理〉　歯音〈言〉

　　　　師恩　　紫×即く糠物名〉　示温

　　　　く～塗料〉〈工〉

ジオソ　　字音く霧〉　慈恩　蒔温〈～現

　　　　象〉〈理〉

シカ　　　市働　糸緬　紙価　歯科　吏寒

　　　史科　賜畷　詩歌　×鹿　私家

　　　　〈～集・～版〉　雌花く植＞

　　　　x爾〈～言う〉

ジカ　　　自家　自火　④慮二時価　時下

　　　　自歌　磁化く理〉　磁即く工〉

ジガ　　　自画〈～磨賛〉　自我

シカイ　　市会　詩会　詩界　×斯界〈～

　　　　の権威者〉　司会　視界　歯科医

　　　　四海

シガイ　　市外　市街　紫外く～線〉　死

　　　　X骸　枝外〈～だる木〉〈建〉

ジカイ　　次圓　字解　自戒　自壊　持戒

　　　　く仏〉　磁界く理〉

シカク　　視角　死角　視覚　資格　刺客

　　　詩格　四角　しかく＜～簡単では

　　　　ない〉

シガク　　私学　史学　歯学　詩学視学

　　　　x漸学志学

ジカク　　自覚　字画　寺格　耳×殻　×痔

　　　三時角くエ〉
シカミ　　しか（×i躍）みく建＞　x獅x噛

　　　　く装飾〉

シカソ　　史観　士官　×弛緩　x屍x姦



　　　仕：宮　子x溺　止観く仏〉　歯冠

　　　く動〉　視感〈～度〉〈建〉　師

　　　旧く植〉　支間く工〉　視感＜～

　　　　度〉　〈理〉　市間〈～鉄道〉

　　　　〈工〉

シガソ　　志願史眼

ジカソ　　時間　次官　字聞　時×銀＜～

　　　克服〉　自管〈～内（官iitの）〉

ジガソ　　慈眼字眼

シキ　　　志気　士気　識く仏〉　色

　　　　く仏〉　無言己　史記　四季　指揮

　　　式　死期　紙器　始期　雌器

　　　　く植〉　敷きく工〉

シギ　　　市議　私議　仕儀く～となる＞

　　　　x鴫

ジキ　　時期（時季）　疇機　次期

　　　直　自記　自棄磁気く理〉　磁

　　　器〈鉱〉

ジギ　　　字義　蒔・宜　児戯

シキガワ　敷き皮　敷きe革

シキケソ　識晃　指揮権

シキジ　　式辞　式次　式審　識字く～運

　　　動〉
シキシャ　識者　指揮者

シキジョー　式場　色情

ジキドー　食堂く仏〉　斎堂く仏〉

シギャク　x嗜虐　x穎逆

シキュー　四球　死球　始球〈～式〉　四

　　　丘〈～体〉〈動〉　糸球〈～体〉

　　　　〈動〉　支給　至急　子宮

ジキュー　持久　角給　自救　自吸く～装

　　　　概〉

シキョ　　死虫　視距く工〉

シキ・一市況示教推教詩興司教
　　　詩経

シギョー　姶業　紙業　糸業　x期業　施

　　　業　e執行く仏〉
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ジキョー　自供　自x彊　耳鏡〈医〉　持

　　　旧く仏〉

ジギョー　事業　次行　地業く建〉

ジギョージョー　喜業場　事業上

シキョク　支局　私曲　詞曲

ジキョク　時局　磁極〈理〉　自局＜～｛

　　　号〉〈工〉

シキリ　　×頻り　仕切り〈～弁〉＜鉱・

　　　　工〉

シキル　　x頻るく降り～〉　仕：甥る

シキソ　　資金　賜金：至近　試金く鉱。

　　　　理〉　糸筋〈動〉

シギソ　　市銀　詩吟　歯×腿く生〉

シク　　　市区　詩趣　死苦　四苦＜～八

　　　苦＞　e布くく法律を～〉　敷く

　　　e如く＜～ものはない〉

ジク　　　字旬　軸　×舳

シクソシ　士君子　四霜子く絵画〉

シケ　　　ム時△化　x織〈～糸〉

シケイ　　死刑　私刑　紙型　詩型　市警

　　　　通計支系

ジケイ　　次兄　慈兄　字形　慈恵　自計

　　　　〈～主義（調査の）〉　自x到

　　　　自警

シゲキ　　史劇　詩麟　刺激　枝げき

　　　　（x隙）〈植〉

シケル　　ム時△振る　⑭湿気る

シケソ　　試験　私晃　私権

シゲソ　　資源　遺書　示現　四弦　始原

　　　　〈動・植〉　四元く数・鉱・工〉

ジケソ　　事件　自県

ジゲソ　　次元　字源　時言　隠限　示現

シケソカソ　試験官　試験管

シコ　　　指顧　四顧　指呼　四×股

シゴ　　　死後　四五〈～の点〉　私語

　　　死語く言〉　示誤く～三角形〉

　　　　〈工〉　子午〈～線〉
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　自己　事故

　事後　x爾後　持碁く囲碁〉

　施行施工　志向　指向　私交

私行　試航　試行〈～錨誤〉　至

高　至幸　至孝　至公〈～至平〉

思考　私考　詩稿　x嗜好　伺候

歯x嫁く医〉　師孔（x飾孔）

〈植〉　視紅く動〉

　四号　四合　師号　x設号

　事項　次項　次稿　辞項　時候

時好　降効　自校　侍講　耳孔

自航〈～しゅんせつ船〉〈工〉

　次号　自業〈～自得〉　字号

く活字の～〉

　地声　地塁

　四国　x蜥国　四石　紫黒＜～

色〉

　㊤扱く　至極

　時刻　自国　自刻

　士魂く～商才〉　詩魂　私恨

紫紺　支根歯根

　示唆　視差く理〉

　時差　自差　示差

　市債　私債　詩才　司祭　子細

　資材　私財　資財　死罪　詩材

嬉戯く工〉

　試作　詩作　思索　施策　滋藤

〈～法〉〈建〉

　視察　刺殺　試刷

　資産　私産　死産　賜x餐　匹

散　試算

　持参　自賛

　志士　嗣子　x獅子　×猪　四

×肢　死×屍　師資　x孜々

　支持．指示　師事　私事　死児

四時

　次子侍史
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ジジ　　　時事　時々〈～刻々〉

シシツ　　資質　紙質　糸質　私室　X罷

　　　　室　脂質く理〉

シジツ　　史実　子実〈～層〉〈植〉

ジシツ　　自室　地質　自：失く確然～＞

　　　　x痔疾

ジジツ　　事実　時H　次日

シシャ　　使者　死者　支社　詩敏　試写

　　　　試射　四捨〈～五入〉　視射く～

　　　　角〉〈理〉

ジシャ　　自社　寺社　侍者

ジジャク　自若　示寂く仏〉

シシュ　　詩趣　旨趣　四種　死守　雌株

　　　　く植〉

ジシュ　　自主　自首　自乗

シシュー　刺×繍　詩集　四周

シジ＝　一一四十始終死重く工〉　四重

　　　　く～電信〉〈工〉

ジシュー　自習　自修次週　自宗

シシュク　私×淑　止宿

シジxソ　諮×論　至純　視準く鉱〉

シショ　　支所　支暑　盛暑　私書＜～

　　　　函〉　私暑〈～証明〉　四書　詩

　　　　書　史書　司書く法・図〉死所

ジショ　　辞書　宇書　自暑　自書　自処

　　　　地所三所璽書
ジジョ　　自序　自叙　自助　次女　児女

　　　　侍女

シショー　師匠　師承　詩抄　詞章　支障

　　　　私×娼　支X廠　死瘍　指称　私消

　　　　支承く建・工〉

シジョー　紙上　誌上　史上　歪面　私情

　　　　詩情　　し　（x籍支）　上く～蒋i～〉

　　　　〈動〉　し（◎矢）状〈～面〉

　　　　〈動〉　市場　支場　試乗　至上

　　　　糸状〈～菌〉〈植〉　歯状く穂〉

ジショー　自性く仏〉　自証く仏〉　事象



　　　　自信〈～行為〉　自称　自照＜～

　　　　交学〉　次章　時鐘〈工〉

ジジョー　自譲　辞譲　華情　次条　自

　　　　×縄〈～良筆〉　自乗　治定　自

　　　　歩く～作用〉〈工〉

シシuク　試食　試纏　指触〈～乾燥〉

　　　　〈理〉

ジショク　辞職辞色く～を励ます〉

シシソ　　私心　歪心　視診〈医〉　指診

　　　　く医〉　指針　私信　使臣　始審

　　　　く法〉

シジソ　　詩話　私人　市人　±人

ジシソ　　自信　自身　時針　磁針く理。

　　　　工〉　地震　侍臣

ジジソ　　時人　自陣　自刃（自尽）

シズイ　　歯髄く生〉　雌ずい（x蕊）

　　　　〈植〉

シ」K　一一　指数　紙数

ジスー　　字数　次数く数〉

シスル　　死する　資する

ジスル　　辞する　持する　侍する

シセイ　　市政　司政　市勢　市制　市井

　　　　施政　私製　試製　紙製　資性

　　　　姿勢　至聖　詩聖　至誠　死生

　　　　〈～の聞〉　私生〈～児〉　四聖

　　　　民姓　賜姓　四声く言〉　雌性

　　　　〈～先熟〉〈動〉　示性く～数〉

　　　　〈数〉

シゼイ　　帯税　無税〈～当局〉

ジセ：イ　　 窃製　自生　 自制　 自省　時・勢

　　　　B寺世　時・備1　辞世　磁性〈～タイ

　　　　ル・～鋼〉〈建・鉱〉磁製＜～

　　　　るつほ〉〈鉱〉

シセキ　　史跡　史籍　x腿⑳尺＜～を弁ぜ

　　　　ず〉　歯石く医〉　枝跡く植〉

ジセキ　　自席　次席　蘂績　三跡　自責

　　　　耳石く動〉
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　施設　私設　私説　師説　使三

指飾く動〉

　自説　持説　時錬　自切く動〉

　支線　私線　死線　死戦　詩

x仙　詩x箋　私選　支IEI〈エ〉

視線　私船く～公船〉　賜X撰

三線〈～渠〉〈工〉　始線く数〉

　自然　野羊

　自選　轡薦磁選く磁力選鉱〉

〈鉱〉

　越前　次善慈善

　始祖　私訴　紫×蘇

　思想　志操　詞×藻　死桐　詩

想　詩草　市葬　使x嚇i歯×槽

〈～膿漏〉　飼×槽　刺創　畷層

〈～交さ〉〈工〉

　死蔵　私蔵

　子息　四足　四則く数〉

　氏族　士族　支族

　蒔速　霞足　磁束く工〉

　時俗　持続

　子孫　至尊

　自存　自尊　自村児孫　自損

〈～行為〉

　下　舌

　x肢体　姿態　死体　支隊（枝

隊）　詩体　四X諦〈仏〉　し

（x肢）帯く動〉

　次第　私大　詩題　至大　四大

　事態　自体〈それ～〉　字体

辞退

　暗代　事大〈～主義〉　地代

次代

　私宅　支e度

　下手　仕立て

　下葉　下歯　下ばく～鉄筋〉

〈建〉



シタバキ　下⑳履き　下×穿き

シタヤク　下役　下訳

シダソ　　師団　詩壇　史i淡　指弾

シチ　　　七　質　死地

シチカイ　七回　七階

シチケソ　質券　質権　七賢く竹林の～〉

シチトー　七等　七頭　七島

シチブ　　七部　七分　七歩

シチヤ　　質屋　七夜

シチュー　市中　支柱　司x蔚　シチュー

　　　＜stew＞　死中　釜忠　私鋳

シチョー　市長　市庁　支庁　市町　視聴

　　　　試聴　思潮　詩調　x弛張　×輻重

ジチu一　自重　持重　 自x瑚　自庁〈～

　　　　処理〉　次長

シツ　　　室　質　失　疾　湿

ジツイソ　実印　実員

シツPt　　歯痛　止痛　私通　囲通＜～八

　　　　達〉

シッカ　　失火　×膝下

ジヅカ　　実家　旧藩1実科

シツガイ　室外　灘害

ジッカイ　十回　十戒くモーゼの～〉　十

　　　　界〈仏〉

ジツガク　実学　実額

シヅカソ　失陥　疾患

ジッカソ　実感十貫十干
シッヤ　　湿気　　漆器　　失輝〈～占　　　1“1〉

　　　　〈工〉

ジッギ　　実義　実技

ジツギu一力　実業家　実業科

シック　疾駆シック＜chic＞

ジヅケイ　実兄　実刑〈～を科す〉　実景

　　　十景　実形

シッケソ　識見　失権　執権く史〉

シツゲソ　失言　湿原

ジヅケソ　実験輿検　実見　実権　十件
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　　　十軒
シッコー　失行　失効　執行　獣行　×膝

　　　行　漆工

ジヅロー　実効実行

シヅ：コク　x姪x楷　漆黒

ジッコソ　9入魂　実根く数〉

ジッシ　　実子　実姉　十指　実施

ジツジ　　日i痔実事実字〈pt〉

ノッシュー　実習　実収

ジツジョー　実情（実状）

シッシソ　失神　湿x疹

シッセイ　失政　執政〈～官〉　×叱正

　　　　㊤湿生〈～植物〉〈植〉

ジッセキ　実績　実跡く犯罪の～〉　実積

ジッセソ　実践　実戦　実線く建〉

シッソー・疾走　失×踪　執奏

シッソク　失速疾速

ジヅソソ　実損〈～額〉　実存

ジッタイ　実態　鍵体

シヅチ　　失地　湿地

ジッテイ　実弟　巽定〈～刑法〉　実体

シツド　　湿痩　湿土

シットー一　執刀　失投く野球〉　失当　失

　　　透く理・鉱〉

シッピ　　失費　x櫛比く商店～して〉

ジヅピ　 蓼ミ費実否

ジッボ　　実潤：地坪

ジッポー　十方　実包

ジツマイ　実妹　婁米

シッメイ　失明　失命失名

シツリョー　湿雪　質料　質量く理〉

シア

シデ

シテイ

シテキ

　し手〈賛成～がない〉　仕手

く経〉　シテ〈能〉

　死出　×幣

　子弟　師弟　姉弟　私邸　指定

視程〈～範囲〉〈天・工〉

　私的　史的　詩的　指摘　視滴



　　　　〈～注油器〉〈工〉

ジテイ　　自邸次弟

シテソ　　支店　視点　四点　支点く理〉

　　　死点く建・工〉　四天〈～柱〉

　　　　〈建〉　至点〈天〉

シデソ　　私H〈史〉　賜田く史〉　毒電

　　　　史伝　師伝

ジテソ　　辞典　字典　事典　次点　時点

　　　　霞転

ジデソ　　自伝　　寺伝　　磁電く～管〉

　　　　〈工〉

シト　　使途　使徒

シトー　　死闘　私闘　四等　四頭　私党

　　　指頭　至当

シドー　　市道　私道　士道　師道　至道

　　　　x蜥道　指導　始動く鉱・図・工〉

ジトー　　自党寺塔地頭く史〉　時と

　　　　う（藤）〈～書〉〈図〉

ジドー　 児童　自動　自働〈～性〉

　　　　〈動〉

ジトク　　輿動く窺業～〉　自×演

シナ　　　最　　支x那　　しな＜～をつく

　　　　る〉

シナイ　　帯内　△竹’△：刀　x挽い　しない

　　　　く塗料〉〈理〉　しない〈～定

　　　　規〉〈工〉

ジナイ　　地内　寺内

シナガワ　支x那側　支×那皮

シナソ　　指南　至難

ジナソ　　次男（二男）

ジニソ　　自任　辞任　自認

シノー　　士農〈～工商〉　詩X嚢　子の

　　　　う（x薩）〈～菌〉〈植〉

シノギ　　ム凌ぎ　しのぎ（X鏑）〈建〉

シバ　芝×柴死馬
ジバ　　　地場く経〉　磁場く理〉

シハイ　　紙背　　賜杯　　x弛廃く窟紀の
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　　　～〉支配
シパイ　　芝居　四倍〈～体。～性〉＜植

　　　　・動〉　試売

ジバク　　自縛く自縄～〉　自爆

シハツ　　四発　始i発

ジバラ　　自腹〈～を切る〉　地腹

シハライ　支払（仕払）

シバソ　　市販　私版　師範　示範　死

　　　X斑　紫X搬く医〉　紫X斑く医〉

　　　　四班　四半〈～期〉

ジハソ　　自判　事犯く暴力～〉〈法〉

ジパソ　　地盤　ム嬬△神

シヒ　　市費私費
シビ　　始尾　しび（x鼠尾）〈建〉

ジヒ　　　自費慈悲

ジビキ　　宇引　地びき〈～網〉

シヒツ　　試筆　紙筆

シヒョー　示標　指標　師表く人の～〉

ジヒョー　辞表　次表　時評　時憎く政令

　　　　公布の～〉

シフ　　　師父　師x博　紙布〈～製品〉

　　　詩賦

シブ　　　市部　支部　煕分　四部　渋

　　　　師部〈×小部〉〈～繊維〉〈植〉

ジフ　　　慈父　自負

ジブ　　　ジブ〈gib＞〈工〉　ジブ

　　　　＜jib＞〈工〉

シフク　　私服　私腹〈～を肥やす〉　紙

　　　　幅　雌伏

シブツ　　私物　死物

ジブツ　　事物く～管理〉　持仏

シフソ　　匹分　私憤　脂粉

シブソ　　四分　詩文　死文　×三文　士

　　　分
ジフソ　　時分　自噴　直面く～自励〉

　　　　自x刎

ジブソ　　窪分　時分　時文



シヘイ　　紙幣　私兵

ジヘイ　　時弊　辞柄〈～を設けて〉

シヘソ　四遍紙片詩編四辺
シベソ　　支弁　至便　思弁く哲〉

ジヘソ　事変自変く～数〉〈数〉

シホ　　　試補　士補　師X輔　支保く～

　　　　工〉〈工〉

ジボ　　　慈緑　字母〈活字の～〉

シホー　　司法　私法〈～公法〉　子法

　　　　〈～母法〉　死法〈～と化す〉

　　　　至宝　四方　仕：方（仕法）〈～書

　　　　き〉　詩法　刺胞〈動〉　示法

　　　　〈～書〉〈工〉

シボー　　志望　死亡　脂肪　子房く植〉

　　　始紡〈～機〉〈工〉

ジホー　　時報時法

シホン　　四ホ　資本　紙本

シホソカ　資本家　資本化

シマ　島x縞x二品〈～臆測〉死
　　　　魔　シマ＜sima＞〈地質〉

シマイ　　しまい〈～にする〉　姉妹　仕

　　　　温く能〉

シミ　　　6染み　△肝△斑　ム紙△魚

ジミ　　滋味地味
シミソ　　市民　士興　四民く～平等〉

　　　　四眠く盤＞　x嗜眠〈～性脳炎〉

　　　　〈医〉

ジム　　　；事務　時務〈～策〉　寺務

シメ　　　e標　締〈～焼き〉〈理〉

シメイ　　使命　指命　指名　死命＜～を

　　　　制する〉　師命　氏名　示名＜～

　　　　条片〉〈工〉

シメス　　示す　湿す

シメル　　占める　締める　湿る

シメソ　　紙面　四面　死面　シメソ

　　　　〈cymene＞〈ge＞

シモ　　　下　霜
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シモソ　　諮問　試問　指紋

ジモン　　自門寺門地紋　自問耳門

シヤ　　社斜　x紗
ジャ　　　邪　×蛇

シャイソ　社員　社印

シヤエイ　社営　 斜影　 射影く数・理・

　　　　工〉

シャガイ　社外　車外　車x蓋　舎飼い

　　　　く農〉

シャカク　写角く理〉　斜角く工：〉

シャカソ　⑭左官　舎監

シャガソ　斜眼　×三門　砂岩く地質〉

ジヤキ　　邪気邪鬼

シャキソ　謝金　砂金

シヤク　　私約　試薬く理〉

シャク　尺勺×酌×癌爵x笏
　　　釈く仏〉

ジヤク　　持薬　×餌薬

ジbeク　　弱寂く～として〉

ジャクシ　弱志　弱視

シャクシャク　×三々〈余裕～＞　x灼々

シャクゼソ　釈然〈～としない＞　x平然

　　　　×灼然

ジャクネソ　弱年　寂然

シャクホー・　借方〈～勘定〉　釈放

シャクモソ　釈：文　釈門　借問　X遊門

　　　　　く仏〉

シャクリョ…　借料x酌量：

シャクル×杓る×繊る

ジャケソ　邪険　邪見

シャコ　　車庫　×碑x礫　×蝦x姑

シャコー　社交　射幸＜～心＞　X遮光

　　　　〈～幕〉　斜光　射光く～機〉

　　　砂鉱　斜坑　斜交〈～群〉〈数〉

　　　　斜高〈～的〉〈数〉　斜向〈～

　　　　棒〉＜工＞　x籍口　車行斜x巷

　　　　砂耕く農〉



ジヤコー　x鵬香　邪行

シャザイ　謝罪　社財　x瀦剤　斜材

　　　　く工〉

シャシ　　社司　社×調　x奮x修　斜視

　　　　シャシ＜chassis＞〈窺動車の

　　　　N＞

シャジ　　謝辞社寺写宇

シャシュ　社主平手

シャショー　車掌社章　捨象く哲〉

シャジョー・車上　射場　謝状

シャシソ　写真　捨身

ジャシソ　邪心邪神x蛇身

シャセイ　写生酎精

シャセソ　社線早船斜線
シャソー　車窓　社：葬

シャダソ　×遮断　社団〈～法入〉

シャチュー　車中　社中

シャッカソ　借款　尺貫〈～法〉

ジャッカソ　弱冠　若干

ジヤヅキx惹起ジャッキ＜jack＞

　　　　〈建〉

ジャヅコー　弱行く薄志～〉　寂光

シャテイ　封程　舎弟

シャド　　砂E　x鰭土

シャドー　車道　斜道　シャドー＜～ピン

　　　　（shadw　pin）〉〈工〉

シャナイ　車内　社内　舎内

シャパ　　車馬＜～賃＞　x娑婆

シャヒ　　桂費　舎費

シャヘイ　x遮x藪（x遮閉）

シャベル　シャベル＜shove王＞　x喋る

シャメイ　社名　社命

シャメソ　膳薩ix赫面赦免

シャリ　　封〆　舎利く仏〉×潟痢く医〉

シャリョ・・N車両　斜x稜

シャレイ　謝礼　車齢

シ＝　　主く～ζして・～だ〉　種くこ

　　　　の～の〉　朱

ジ＝　　　儒　寿　×綬　×頚く仏〉

シxイ　　趣意　主意　首位　主位＜～概

　　　　念〉

シュイソ　主照　手×淫朱印く史〉

シza・・一　　私有　市有　市x邑　詩友　雌

　　　　雄

シェ　一一　　週　周　衆　s主　州　醜　執

　　　　秀集囚シュー〈shQe＞
　　　　〈工〉

ジユ　一一　　自由　自有〈～公物〉

ジュー　十住銃柔従重く～か
　　　　つ大〉　ジ＝一＜Jew＞

シx　一一イ　周囲　衆意　拾遺　囚衣

ジェーイ　獣医　重位　重囲＜～に陥る＞

　　　　x戎衣

シューウ　×朝雨　秋雨

シ＝一エイ　秀英　修営

シェーエキ　収益　就役　囚役　終駅　周

　　　　　易

ジューエキ　x汁液　獣疫

シューエソ　終演　終X焉　周縁＜～地

　　　　　域〉　周延く哲〉

シューカ　集荷　集貨　秀歌　衆寡＜～敵

　　　　せず〉　臭化〈～銀〉〈理〉

ジューカ　重加　重課　重科く刑の～〉

　　　　重荷　銃火　銃架　佐家　従価

　　　　〈～比率〉

シ＝一カイ　集会　議会　二一　周回　醜

　　　　　怪

ジューカキ　重火器銃火器

シェーガク　就学　修学　宗学

シュf・一　abソ　週間　週刊　終刊　習籔　収

　　　　監　終巻

ジューカソ　重患縦貫獣×姦

シューキ　周期　終期〈～始期〉　秋季

　　　　（秋期）秋気臭気認忌宗
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　　　　規

シs一ギ　衆議　祝儀　宗i義

ジ・一キ重機蝶銃器x戎器階
　　　　器

シューキュー　週給週休x蹴球

シューギョ　就漁終漁集魚〈～燈〉

シューギヨー　就業　終業　修業　習業

　　　　　　く～契約〉　醜業　襲業

シューーキaク　終局　終極　終曲　X摺曲

　　　　　　〈～出脈〉

シューク　秀旬　愁苦：

ジ＝、　一ケイ　従兄　重刑

シューーケツ　終結集結

シューーケソ　集権収繭〈幾〉

シユーコー　就航　澗航　舟航　舟・行　醜

　　　　　行　醜交　修好　修交　就講

　　　　　衆口〈～一致〉　集光＜～レソ

　　　　　ズ・～器〉〈工。理〉秋耕

シ＝一ゴー　集合　習合く神仏～〉　秋

　　　　　x毫

ジ＝一・　＝一　重工　銃口　獣行　重厚

ジューコク　重：亥［」　縦谷

シューサク　秀作　習作

ジューサツ　銃殺蚕殺〈野球〉　：重刷

シューサソ　集産〈～主義〉　衆参〈～絢

　　　　　院〉　集散　秋蚕〈夏～〉　し

　　　　　ゆう（x薩）酸く理〉

シューシ　終始　終止　収支　宗旨　修史

シユージ　習字　修辞

ジュPtシ　従姉　獣脂　霊視

ジ＝一ジ　十時　十字　住持　従事

シュージツ　終日　週潤　秋碍

シューシュ　収取〈果実の～〉　集取

　　　　　く証愚の～〉

シュF一シュー収集（x聚集・拾集）収

　　　　　　拾　修習く知識技能の～〉

　　　　　　舟×揖〈～の便〉

ジ＝一ジ＝ソ　従順（探；順）　重巡く軍〉

シューシe　週初衆庶

シューショー　就床　周章　愁傷　秋×宵

ジエーショ・・一重傷：重症銃傷銃床

　　　　　　蚕：唱　重商〈～主義〉

シュewショク　就職　襲職　秋色　愁色

　　　　　修飾

ジューシaク　重職　怯職

シューシソ　修身　終身　終審　就寝　執

　　　　　心

シュージソ　囚人　衆人　集x塵＜～装

　　　　置〉

ジューシソ　野駆　銃身　獣心　獣身　重

　　　　　心」　重僑〈～カッド〉〈工〉

ジュース　ジューmス〈juice＞　ジュース

　　　　〈deuce＞〈pa＞

シュースイ　集水〈～区域〉　秋水く三尺，

　　　　　の～〉

シューセイ　修正（修整）　集成修成

　　　　　州制　宗欄　習性　終生　秋声

ジュー一一　keイ　銃声　獣性　×鞭成く皮革の

　　　　　～〉　従性〈～遺俵〉〈動〉

　　　　　縦生く植〉

シューセキ　集積就籍

ジューセキ　重責　璽積〈滞納が～する〉

　　　　　重石

シューセツ　衆説　終雪く天〉

シューセソ　周旋　終戦　修x撰　×鍬x穰

　　　　　修船〈～ドック〉〈工〉

シューゼソ　修繕愁然

ジューゼソ　従前　十全　x繰然

シューソ　宗祖　愁訴　臭素く理〉

シューソー　衆僧　就巣　終賢く天〉

ジェーソー　住僧　従僧銃創　重層　縦

　　　　　走　重x曹　重奏く音〉

シューソク　終息　収束く数。工〉　集束

　　　　　く理〉　終速く工〉　周速
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　　　　　～度〉〈工〉

ジューゾク　従属　従続く工〉

ジュータイ　重態（重体）　縦隊　渋滞

　　　　　獣聴く天〉

ジ＝一ダイ　十代　十台　重大　十大

　　　　　〈～銀行〉　重代

シュータソ　終端愁嘆収炭〈～率〉

　　　　　〈饅〉

ジュータソ　X絨×毯獣炭く理〉

ジューダソ　縦断銃弾

シx一チ　周知　衆知　×差羽　集治〈～

　　　　監〉

シェP・チャタ　執蒼　終回　祝着＜～しご

　　　　　　く〉　収着く理〉

シュ　・一チュー　集中　集注

シュ　一一チu－　x酋長　州庁

シューティ　修箔　修定　舟艇

ジューテソ　：重点　充x順

シュート　x舅　衆徒　宗徒　囚徒　シュ

　　　　ート＜shoot＞〈建。運。テレビ〉

　　　　シュPtト＜chute＞＜鉱。図。

　　　　工〉

シ＝一トー　秋冬　周到

シュードー　修道〈～院〉　就働〈～率〉

ジュートー　充当　充×旧く汗牛～〉　重

　　　　　盗〈野球〉

シェートク　修得（習得）　拾得　収得

シェー　＝＝一　収入　集乳〈～量〉〈農〉

ジ＝・・一ニソ　十人　住人　重任

シューネソ　執念　周年

ジューノー　十能　重農〈～主義〉

シェ　M一ハ　宗派　秋波〈～を送る〉　周波

　　　　く理〉

ジューハ　銃X把く軍〉　縦波

シx・’一バソ　週番　終盤

ジューハソ　重犯　従狙　重版く図〉

シュ・’一ビ　愁x贋〈～を開く〉　秀x圏　終
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　　　　尾　醜美

ジュPtヒ　獣皮　柔皮

ジユービ　充備　柔×媚

シェ　一一フ・・一宗風　秋風

シx　’一フソ　醜聞　秋分

ジズーブソ　十分　重交く言〉

シx一ボー　週報　宗法　衆峰

ジュ　”一ホー　銃砲　重砲　重宝　×什宝

シュー・マツ　週末終末

シュ　・一メイ　襲名　醜名　州名

ジューヤク　重役　重訳

シューユー　周遊舟遊

シx　”“ヨー　収容　収用く土地～法〉　襲

　　　　　用　修養

ジューヨー　重要　充用

ジューライ　従来重来く捲土～〉

シx　一’ラソ　周覧　収X撹〈人心～〉

シパーリョ・’一終了　修了　収量く反当り

　　　　　　～〉〈農〉　終漁　秋涼〈～

　　　　　　の候〉

ジューリョー一　重量　従量〈～税〉　銃猟

　　　　　十両

シュ　”一レイ　秋冷〈～の候〉　秀麗く眉冒

　　　　　rv＞

シpa　P・レソ　修練（習練）　収×敏

シニtr一ロク　懸濁　集録　週録

ジュエキ　受益i〈～者〉　樹液

シュエソ　主演　酒宴

シスオソ　主恩　主音く音〉

シュカ　　酒価　酒家主家

シュガ　　主我く哲〉　殊芽

ジュカ　　儒家　樹下

ジュカイ　受戒く仏〉　援戒く仏〉　樹海

シュカク　主客　酒客主格〈言〉　種核

　　　　〈植〉

シュカソ　主幹　虫管　主観　首巻　手簡

シxカンシャ　虫管者〈法〉（主幹者）



シュキ　　手記　酒1気〈～を帯びる〉

シュキュー　首級　守1目〈～派〉

ジュキュー　需給　受給〈～資格〉

シュ　k“　a　’一　修業　修行　主業〈～謝業〉

シ“ク　　癩　祝

シュクイ　祝意　宿意

シュクエソ　祝宴（祝x鑓）　宿x怨〈～を

　　　　　晴らす〉　宿縁

シュクゴー　縮合く理〉　宿業く仏〉

シ＝クシ　祝詞　宿志〈～を果たす〉

　　　　×夙志

ジュクシ　熟視　熟思　熟x柿

シュクシャ　宿舎　縮写

シュクショー　祝勝宿将縮小

シュクスル　祝する　宿する

シュクセイ　粛正　粛清

ジュクセイ　塾生　熟成く理・工〉

シュクトー　齋党　祝x薦く宗〉

シュクトク　淑徳　宿徳

シュクボー　宿望　宿坊

シュクソ　殊勲　主霜　酒x醇

シ＝ケイ　主計主刑

ジュケイ　受刑　樹形く植〉

シュケソ1主権三門朱圏

ジュケソ　受験受検援権く法〉

シェゴ　守護主語く雷〉首語＜～記

　　　　入〉〈図〉

シュコー　趣向　手工　酒x肴　手交　首

　　　　肯　手稿〈～本〉〈図〉　珠孔

　　　　〈～受精〉〈植〉　主構く工〉

ジュコー　樹高　受講

シュサイ　主催主宰　主祭

シ＝ザイ　取材　主材く建〉　販財く詐欺

　　　　～〉主剤善罪
シェシ　　主旨　趣旨　種子

シュジ　　主事主治〈～医〉　朱字　主

　　　　辞く哲〉
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ジュシ　　樹脂　樹枝　x竪子

シュシャ　取捨　手写

シュジュ　種々　x｛朱儒

シュショ　朱書　手書

シュシe一　首相　主将（首将）　善唱

　　　　主唱　殊勝

シェジョー　衆生　主上　主情

ジュショー　受賞授賞受章

シュシnク　主食　酒色　酒食　主色　失

　　　　色

シュシソ　主神　酒神　朱×唇　主審

　　　　く運〉

ジュシソ　受信　受診　樹心く建〉

シュセイ　守勢　守成　酒精〈～飲料〉

シェゼイ　主税酒税

ジュセイ　受精　授精　樹勢〈～回復〉

シェセキ　首席　主庸　酒席　手跡　酒石

　　　〈～酸〉〈理〉

シュセソ　主戦〈～投手〉　守戦　酒x鶴

　　　手選〈～炭〉

ジェソ　　×呪×咀　受訴〈～裁判所〉

ジ＝ゾー　受縁〈～管〉〈テレビ〉　受贈

　　　　〈～者〉

シュソク　首足　手足　守則

シュダイ　主題　首題　憲大〈～骨片〉

　　　〈動〉

ジュタイ　受胎　樹帯　受旧く理〉

シュタク　手沢　手拓

シュチ　　酒池く～肉林〉　主知く～主

　　　義〉〈哲〉

シュチク　種門主畜

シュチェ　一一手中　酒中　種下く動〉

シュチョ　’一　主調　：主潮　醤‘長く地方団体

　　　　の～〉　主張　x腫脹

ジ＝ツ　　術述

シュツエソ　出演　鐵x摘〈～行為〉

シュヅカ　出火　出荷（出貨）



シュッカソ　出棺宿患

シュツギョ　出漁　墨御

シュヅキョー　出京　出郷

シュッキソ　出勤　出金

ジュッケイ　術計　熟計

シ＝ッケツ　出血　鐵欠

ジニツゴ　術語述語く欝〉

シュッコー　出港　鵠航　出向〈～を命ず

　　　　　る〉　出講

シュッコク　出騒　出穀〈～期〉〈農〉

ジュッサク　述作術策〈～に略る〉

シュッシ　出資　撮仕　出糸〈～突起〉

　　　　〈動〉

シュッショ　出所　出処〈～進退〉

シュッスイ　出水　出穂

シエッセイ　繊生　出征

シュッチョー　出張出超

シュッパソ　出帆　出版

シュツリョー　出漁　鼠猟

シ＝テソ　主点　酒店

シュト　　首榔　主都　首途　酒徒’

シュドev　主導〈～権〉主動〈～性〉

　　　　手動く～式〉　主働〈～土圧〉

　　　　〈建〉

ジュ5“一　受動　受働く～土圧〉〈建〉

　　　　儒道

シュニク　朱肉酒肉

ジュニソ　受認受任〈～者〉

シ＝ハソ　首班　主犯

シュヒ　　種皮〈嬉〉　珠皮く植〉　種肥

　　　　く農〉

シ＝ビ　　首尾〈～一貫〉　守備

シュヒッ　朱筆　手筆　主筆

シェヒソ　主蜜　種x牝〈～馬〉

シュフ　　首府主婦

シュブ　 首部〈～索引〉童部〈言〉

シ＝ヘイ　手兵　守兵　珠柄く樒〉
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モ
モ
ヤ
ヨ

ユ
　
エ
ユ
　
ユ

シ
ジ
シ
シ

酒保酒舗

手法　主峰　主砲

首謀手紡
主命　種名〈動〉

種還　X撞木

x呪：文　Xl涌：文　儒門

：主役主薬

主要　主用　×須要　X種×瘍

　　　　手周〈～信暑〉〈工〉

ジユヨー　樹葉　需要（需薦）　受用

シュラソ　朱欄　酒乱　種卵

シェリュー　主流　手x旧く～弾＞　x腫

　　　　　x瘤

シュリョPt　首領　狩猟　酒：量

ジュリソ　樹林儒林

シュルイ　種類　酒類　主類〈～表〉

　　　　〈國〉

ジェソ　　純（x醇）　準　順　旬く～平

　　　　均〉〈天〉

ジ＝ソイ　順位准尉

ジュソユソ　巡演　順延　順縁く～婚〉

ジュソカ　純化（×醇化）　x馴化　順化

シュソカソ　瞬聞　春寒

ジュソカソ　旬間　旬刊　循環

シュソキ　春季（春期）　春機＜～発動

　　　　期〉

ジェソキョー　順境1殉教

ジェソケイ　巡警　純計〈～額〉　純系

　　　　　く動〉

ツ
ツ
ツ
ソ
一
一

ケ
ケ
ゲ
ケ
コ
コ

ソ
ソ
ソ
ソ
ソ
ソ

ユ
　
エ
　
エ
　
ユ
　
ェ
　
ユ

シ
ジ
ジ
ジ
シ
ジ

ジ＝ソシ

傑
血
月
検
光
行

俊
純
旬
巡
春
巡

瞬結く工〉

純潔

×閣月

巡見純絹
春耕’×竣工

巡航順行
向〈～抑制〉〈心〉

巡視殉死

巡幸順、

×醇厚



ジュソシェ　循守（遊守）　堂守

シュンシュー　俊秀　春愁

ジュソジxソ順々　準々〈～決勝＞

　　　　　X醇々〈～として説く〉

ジ＝ソジョー　純情準x縄

ジュソシuク　潤色　殉職

ジュソジル　準じる　殉じる

ジ＝ソセイ　純正（X醇正）　順正　品性

　　　　潤製

シュンセツ　春雪　×淡x喋

ジュソネソ　X僕1年丁年

ジ＝ソビ　準備　純美（×醗箋）

ジュソプr一・順風　x醇風〈～美俗〉

ジュソポー　順法（遵法）　旬報　遵奉

ジュソユー　巡遊　準由

ジ＝ソ9・一一　準用　遵用　巡洋〈～艦〉

ジュソリ　純理　純利　循吏

ジュソリョー　純良（x醇良）　順良　純

　　　　　董

ジュソロ　順路　巡路

ショ　　書　署　所〈～の機構〉　緒

　　　　〈～に．つく〉

ジヨ　　　x爾余　時余

ジョ　　序除く数〉

ショイ　　所為初意

ジョイ　　女医　叙位

ショイソ　所員　署員　諸員　書院

ショエソ　初演　所縁

シヨP・一

シnpa

　使用　試用　私用　施用く肥料

の～〉　飼養　仕様〈～書〉　史

要　至要　止揚く哲〉　枝葉〈～

末節〉

　賞章省一壷ショー
＜shOW＞　升　将　生＜～をうけ

る〉　性〈～がわるい〉　宅動＜～

に鑑たる〉証〈～とする〉正

×笙く音〉　商く数〉　礁〈工〉
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ジョー　　滋養　自用

ジョー　上情状くこの～〉条く前

　　　の～に〉　錠〈建〉

ジョーアイ　情i愛情倉

ショーイ　小異　少尉　焼×夷〈～弾〉

ジョーイ　上衣　常衣　上位　情意　譲位

　　　　x嬢×夷上意

ショーイソ　証印　省印　消印　1承引　勝

　　　　國　省員

ジョーイソ乗員剰員冗員上院畳
　　　　韻く交〉

ショ．’一ウソ　勝運　商運　×畠運

ショーエキ　小駅x漿液

ショーエソ　小宴招宴小園　小円　硝

　　　　煙〈～弾爾〉　②荘園く史〉

　　　　消炎〈～法・～火薬〉＜医・

　　　　工〉　昇炎〈～ガマ〉〈理〉

ジョー＝ソ　情縁　情炎　上演

ジョーオソ　常湿く理〉　上音〈音〉

ショーカ　消火　消化　昇華　唱歌　x願

　　　歌　謡歌く文〉　商科　商家

　　　×娼家　消夏　小暇　小過　⑭上下

　　　〈～一致〉　　硝イヒ＜斑e＞　　層ミ果

　　　　〈～腺〉〈動〉　生花くテレビ〉

ジョーカ　浄火　浄化　情火　情歌　上下

　　　城下
ショーカイ　紹介　照会　商会　小会　商

　　　　界　詳解　x哨戒　昇階＜～唱

　　　　集〉〈図〉　：昇塊〈～物〉

　　　　〈鉱〉　血塊〈～炭〉〈鉱〉

　　　　昇開〈～径門・～橋〉〈工〉

ショーガイ　障害　筋害　生害　小害　生

　　　　×涯　渉外

ジョーカイ　常会　磁界　上界く数〉　浮

　　　　戒く仏〉

ジョーガイ　場外　城外

ショーカキ　消火器　小火器　消化器



ショーガク　小額（少額）　奨学　小学

　　　　　正覚く仏〉

ジu一カク　城郭城閣乗客常客嬢
　　　　　核く植〉

ジョ・’一ガク　定額　常額上x顎

ショーカソ償還篠還将官小官昇
　　　　　宮　商館　小閑　消閑　小寒

　　　　　〈天〉　小管〈工〉

ジョーカソ上官冗官情感条款乗
　　　　　艦上×下条闘〈～施肥〉

　　　　　〈農〉

ショーキ勝機商機詳記抄記将器
　　　　粗暑琴　小器　×擁気　沼気く工〉

　　　　正忌　賞旗＜～舗度＞　x鍾×滋

　　　　正気

シヨーギ　商議　省議　将棋　床x几　×娼

　　　　x下膨議

ジョーキ　常軌〈～を逸した〉　常規　i条

　　　　規上記乗機浄机上機
　　　　く仏〉　上気　蒸気く理〉

ジe　’一ギ　情義　定規（定木）

ショーキャク　正客　招客　焼却　消却

　　　　　　く法〉

ジョーキャク　乗客　上客　常客

ショーキュー　昇給昇級

ショーキョー　商況　省境

ショーギヨー　正行〈仏〉③聖行く仏〉

　　　　　　㊤墾教く仏〉　商業

ジョーキョー　状況（情況）　上京

ショーキョク　小蕪消極

ショ　’一　・｝ソ　賞金　奨金　償金　正金　小

　　　　　檎

ジョーク　冗旬　ジa　一’ク＜joke＞　畳旬

　　　　x羅×矩

シa　’一ケイ　勝景　小景　x捷径　小径

　　　　　小計　象形〈～文字〉　少憩

　　　　　承継　×捷×動　鐘形〈～花冠〉
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　　　　　〈植〉

ジョーケイ　情景　場景　二形

ショーゲキ　衝撃　笑劇　少×隙

ショーケツ　晶晶〈～法〉〈鉱〉　×猫×獄

ショーケソ　証券　商権　小圏　正絹

ショーゲソ　二言詳言

ジョーケソ　条件　常見〈仏〉

ジョーゲソ　上賑　上弦

シa一コ証拠称呼X尚古沼湖鐘
　　　　鼓　焼叩く理〉　消弧く理・工〉

ジョーーゴ　冗語　畳語　上戸　3漏⑭斗

ショーコー　商工　商港　小町〈～分立〉

　　　　　症候　小康〈～を得る〉　照校

　　　　　〈～電報〉　昇降　焼香　消

　　　　　③耗　消光　昇こう（×張）〈理〉

　　　　　小孔く植〉　将校　照光く～配

　　　　　電盤〉〈工〉

ショーゴP・　称号　商暑　照合　承合

ジョーコー　条項　情交　乗降　上厚〈～

　　　　　下薄〉　上巴く史〉　常衡

　　　　　く鉱〉　上鉱く鉱〉

シe一コク　小国　生扇

シu一コソ　傷x痕　焼×痕　商魂　招魂

　　　　松根〈～油。～ターノレ〉〈理〉

ジョー’ロソ　上紺上根く仏〉　条こん

　　　　　（x痕）〈鉱〉　乗根〈数〉

ショーサ　小差（少差）　勝差く運〉証

　　　　左　照査　少佐

シa一サイ　商才　小才　小祭　小斎

　　　　　く宗〉　詳細

ジョーザイ　錠剤　浄財

ショーサク　商策小策　×二三

ジa一サク　上策　上作

ショ・一”サツ　省察　詳察　照察　小賜　笑

　　　　殺　焼殺　×二三

ショーサソ　勝箕称賛賞賛消散硝
　　　　　酸く理〉



ジョーザソ　乗算く数〉　錠さんく建〉

ショーシ　x頒詞　×三軸三舞　生死　小

　　　　史　将士　焼死　笑止、贔子〈鉱

　　　　。工〉　小し（×肢）〈～形〉

　　　　〈動〉

ショージ　小事　商事　賞辞　生死　消磁

　　　　〈～機〉〈鉱。工〉　障子　小字

ジョ　e一シ　上司　上×梓　城×i3L情死　上

　　　　×肢　上使〈史〉

ジョージ　情事　常時　常事〈～犯〉　昼

　　　　高く欝〉　ジョージ〈～式（Geor－

　　　　gian）〉〈建〉　常磁〈～性の〉

　　　　〈鉱〉

ショーシツ　消失　焼失　小室　晶質．

　　　　　〈理〉

シe　一‘シャ　勝者　三者　x硝奢　x廠舎

　　　　　商社　小社　×瀟x酒　照窮　抄

　　　　　写

ショージャ　生者〈～必滅〉＜仏＞　e盛

　　　　　看〈～必衰〉〈仏〉　精舎

　　　　　く仏〉

ジョーシャ　乗者　浄写

ジョーシュ　情趣　城主　上酒

ショーシュー　招集く法＞　x囎集く暴徒

　　　　　　～＞　x舗習

ショーシュツ　抄出　x妾出　詠出く理。

　　　　　　工〉

シ。一シ。引書詔書x尚書〈国璽N
　　　　　（イギジス）〉　〆i胸幅

ショ　一一ジu　少女　小序　昇叙

ジa｛ショ　情緒　浄書　上書

ショーショー　少将　少々　商耀　将相

　　　　　　承詔〈～必謹〉　×山々　x瀟

　　　　　　々　昭々

ショージョpt　賞状　招状　商情（商状）

　　　　　　症状掌上×霧×壌く天地～

　　　　　　の差＞　s清浄　x蘇条　小乗

　　　　　　〈仏〉　掌状〈～裂葉〉

　　　　　　〈植〉　隠々

ジe一シa一　条章く憲法の～〉　上昇

　　　　　常勝

ジu一ジa　’一　情状〈～醜量〉　上乗　上

　　　　　　々　上場〈経〉　条々　x鰯

　　　　　　々　畳々〈～たる由〉

ショgeシeク　小食：小職二食：〈鉱〉

　　　　　消色く理〉

ジョーショク　常食　常職　上職

ショtr一ジル　生じる　⑭請じ1る

シn　・一シソ　焦心　傷心　小心　小身　正

　　　　真　正信　：昇進　衝心く脚気

　　　　　～〉〈医〉

ショ　一一ジソ　消尽　焼尽　小人　精進

ジョーシソ　上進く経〉　上伸く経〉　上

　　　　　申〈～書〉　上しん（X贋）＜植

　　　　　・動〉

ジョージソ　常人　情人

ジョーズ　上図　上㊧手

ショ「スイ　将帥　小水　×憔×悸　承水

　　　　　〈～溝〉　寝水く～管〉〈建〉

　　　　消衰く理〉

ジョ’一スイ　上水　浄水く建・鉱〉　常水

　　　　　〈建〉

ショースー　少数　小数く数〉

ジョースー　常数乗数く数〉

ショreセイ　将星商勢小成笑声鐘

　　　　　声招請紹憎く～婚〉小生

　　　　競成〈～燐肥〉〈鉱。理〉　照

　　　　　星く軍〉

ジu一セイ　情勢　上製　醸成　上世

　　　　　く史〉

ショーセキ謳跡蛸働くチジ～〉

ジゼ嫡錦糠獅定跡棄
　　　　　積〈数〉

シブマツ小説章節小節詳説4・
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　　　　　雪く農〉

ショーゼツ　勝絶　×嶋絶　小弛く植〉

シ。一幅ソ商船商戦×噛船省線
　　　　抄繊〈～織物〉　焦線く理〉

ショーゼソ　x憎然　×蒲倉　x凍然　x繋然

　　　　承前

ジョーセソ乗船建先く［墨碁〉　条線

　　　　　〈～のある〉〈植。鉱〉

ショーソ　勝訴商租〈～権〉

シu一ソー　焦燥　X尚早　少壮

ジョーソー　上層　情操　上奏　条旧く～

　　　　　育〉〈擬〉

ショーソン　小村　小損　焼損

ショ　一’タイ鹸轟く動〉小体く動〉招

　　　　待　正体　小隊　商体く数〉

　　　　　晶帯く～軸〉〈理〉

ショーダイ　昭代　章題　招待

ジョータイ　状態　常態　上体　上x腿

ジョーダイ　上代　城代く史〉

ショータク　小宅　X妾宅　沼沢

ショータソ　賞嘆（称嘆）　傷嘆　小胆

シa　一一グソ　商談　小叩

ジョーダソ　上段　冗ii炎

ショーチ　招致　召致　小知　生地　勝地

　　　　沼池　承知

ジョーチ　上地　旧地情痴常置

ショH一チュー　幾x酎　掌中

ジョーチュー　常駐下中〈～の一項〉

　　　　　城中　条虫　〔x蠕虫〕

ショ～チョ・一・N象徴　消長　省庁く各～〉

　　　　　　小腸く動〉

ジョPtチg一　場長　上長く～の櫓示〉

　　　　　情調　冗長

ショe－Nテイ　小x亭小弟

ジョーテイ　上程　上帝く宗〉　乗艇〈～

　　　　　装置〉〈工〉

ショーテソ商店小店章典〈権利～〉
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　　　　焦点賞典衛天〈意気～〉

　　　　　昇天

ショーデソ　詳伝　小低　召電　招電　昇

　　　　殿〈～参拝〉

ショート　商都　ショpsト〈short＞

ショード　焦土　焼土く～を入れる〉

　　　　〈農〉　照度く理・工〉

シa　pmトー　x機頭　x傭燈　小島　小党

　　　　　小刀　消燈

ショードー　衝動　x餐動　x蝋動　唱道

　　　　章動く理〉

ジョート　一一　上x棟　常x套く～手段〉　上

　　　　　等　上騰〈経〉

ジョードー　情動〈心〉　常同く心〉常

　　　　道　成道く仏〉

ショートク　生得　彰徳　×願徳

ショーナイ　省内　床内〈～気温〉

ジu一ナイ　場内　城内

ショ．一一ナソ　小難X湘南

ショーニソ　承認　証人　商人　小人〈～

　　　　大人〉　昇任　③上人（③聖人）

　　　　　〈仏〉

ショーネ　性根　正O子く天〉

ショーネツ　消熱　焦熱く仏〉

ジョー一一ネツ　情熱醸熱〈～物〉

ショーネソ　少年　生年　正念〈仏〉　称

　　　　　念〈仏〉

ショーノ・・一　x樟脳　笑納　小農　小脳

　　　　小のう（×嚢）〈動〉

シn一ハ　小派　小破　X翔破

ショーハイ　賞杯　賞x牌　勝敗　小輩

ショーバク　商博松×粕

ジョーバク　常泊　上白〈～下臼（白米）〉

　　　　上X鱒

ジョーパソ　定番く史〉　城番く史〉　上

　　　　番　定盤く鉱〉　零墨〈工〉

ショーヒ　消費少肥〈～栽培〉



ショービ　焦×眉　賞美

ジョーヒ　冗費　常費　上皮〈～組織〉

　　　　〈動〉

ショーヒツ省筆正筆
ジョ　’一ビブソ　常微分〈～方程式〉〈数〉

　　　　　上微分〈～係数〉〈数〉

ショーヒソ賞品商贔小品
シ。　一一フx娼婦生x麩正×麩

ショーブ　勝負　X尚武　X菖X蒲

ジ。　h一フ清夫情婦上布x饒富定

　　　旧く史〉

ジョ　一’ブ　上部　丈夫

シa一フー松風正風く文〉徳風
　　　　〈鉱〉

シa一フク　承服×惟｝伏×妾腹

ジe　一一フク　常服　浄福

ショーグン　性分　小：文　小分

ジョーブソ　二丈　上文　冗文　上縄＜～

　　　　　に達する〉

シ。一ヘイ将兵傷兵X哨兵小兵
　　　　招x聴　障×藪　x畠平（昇平）

　　　　小柄く動・植〉　焦平〈～面〉

　　　　〈理〉
ジョ　一’ヘイ　情弊　城兵　常平く～踏み

　　　　板〉〈工〉

ショhaヘキ　障壁　贔癖く理〉

シ。一ヘソ小編掌編小片・1・変

ショーホー　詳報　勝報（×捷報）　商法

　　　　小胞〈動・植〉

ショーボー　消防　幾亡　正法く仏〉

ジョ　一一ホー　情報　上方　定法　常法　乗

　　　　法く数〉
ショ・一・・ホソ　正本〈～測本〉　証本く戸籍

　　　　～〉　抄本　小本

ショーマイ　正米　小妹

シa　一一ミ　正味　笑味　賞味

ショ・一一ミョー　 づ、名く史〉　 称名（唱名）

　　　　　＜仏＞　e声明〈仏〉

ショーム　商務　省務

ジ。一一ム常務乗務〈～員〉

ショ　一’メイ　謳明　照明　正銘く正真～〉

ショ　’一メツ　消滅　生滅　焼滅

ショーモソ　謳文　⑭声O聞く仏〉　照門

　　　　く軍＞　x蕉門く文〉

ジョe・一一モソ　定紋　城門　×縄：文＜～式土

　　　　器〉〈史〉

ジョーーヤド　定宿（常宿）　上宿

ジョーヨ　剰余譲与丈余
シu　一一ヨH一一商用　賞用　小用　賞揚（称

　　　　揚）　×懲×懸　小x悪　⑭従容

　　　　照葉〈～樹林〉〈植〉

ジョーヨー　常用乗網常×傭

シa　’一ライ　生来　松×籟　将来　招来

ジョーラク　上x洛　陛下く仏〉

ショーラソ　笑覧照覧

ジョーラソ　上欄　×擾乱　上覧

ショーリ　商利　小利　掌理く事務を～＞

　　　X蝿理〈為政を～する〉　掌X裡

　　　小吏　勝利　×捷利

ジョーリ　条理　情理〈～を尽くして〉

　　　常理　場x裡

ショーリツ　×見立　×甲立　勝率

ショーリャク　商略　省略

シe一リュー　小粒昇引く動〉

ジョーリ＝’一・　」ヒ」薪道　蒸留く理〉

シヨーリョー　使爾料　使用量

シe　一・りu一二壁（小盤）将領精

　　　　　の霊く仏〉　商量　渉猟

ショv“レイ　省金　x癖×癒　奨励

ジョーレイ　常例　定例　条例　条令く緊

　　　　急～〉　上例　予冷〈～箱〉

　　　　〈鉱〉

シ。一ロー鐘楼×橘楼x娼楼

シapaロク　詳録抄録
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ショーロソ詳論小論

ショーワ　小話笑話昭i称嘱騨

ジョ・・一ワ　情話冗話

シn力　　諸家　書家　初夏　書架

ショカイ　初回　初会　所懐

ショガイ　所外　欄外

ショカソ　書簡　初巻　書巻　諸巻　初刊

　　　所感　所管　初感く医〉

ジョカソ　女官　女監　女鑑

シuキ　　初期所期〈～の自的〉書記

　　　暑詑　所記　暑気　庶幾

ショキカソ　諸機関　霧記宮

ショキュー　初緻　初富　暑休〈～読書

　　　　会〉〈図〉

ジョキュー　女給　二二

ショギョー　所行　所業　三二　諸行＜～

　　　　無常〉

ジョキョーイソ　女教員　助教員

シヨク　　私欲　×嗜欲

ショク　　初旬　食　職　　嘱〈～にょっ

　　　て＞　x蝕　しょく（x燭）〈工〉

シ慕クイン　職員旧邸

シaクゲソ　食言嘱言

ショクザイ　x麟罪殖財

ショクジ　食事食X餌　植字　職事

ショクシュ　職種　触手

シuクショー　職掌　食傷

ショクジソ　食人〈～種〉　食尽く天〉・

ショクスル　食する　e属するく望みを

　　　　～〉　嘱する

ショクセイ　食盤く動〉　植性く穂〉　職

　　　　糊

ショクゼソ　食：前食×膜

シaクタク　食卓　嘱託』

ショクチ　初日　諸口く経〉

ショクドー　食堂　食道

ショクヒ　食費　植皮〈～術〉

ショクブソ　職分　食分く天〉

ショクリa一　食糧食料

ショケイ　諸兄　初経〈生〉　書契　庶兄

　　　処刑
ジョケイ　叙景　女系

ショケソ　所見　初見　書見　諸賢　諸嬢

ジeケソ　女権　除権〈～判決〉

ジョゲソ　序言助言

ショコ　　書庫　書×費

シ。＝一諸公諸侯初校諸港×曙
　　　光　初更　初環く数〉

ジョコ　一一　女工　女皇　徐行

シeサイ　書斎　瓶載

ジョサイ　×如△才〈～ない〉　助祭く宗〉

ショサツ　書札　書柵

シeサソ　所産　初産〈～婦〉

ジョサソ　助産　除算

シ。シ　初志所思諸子諸氏書誌
　　　書吏　書x難　庶子　諸士　書士

　　　く司法～。行政～〉　処±＜～横

　　　議〉

ショジ　　諸事所持

ジョシ　　女子　女炎　助士〈機関～〉

　　　序詞　助詞

ジョジ　　叙事〈～詩〉　助辞（助宇）

　　　女児序次
シ。シキ諸式〈～高騰〉書式

ショシit　諸車　書写

ショシx一　初秋　諸宗

ショシxツ　庶墨　所出　初陣

ショシa　諸所　所々

ショシa　’一　諸将　所掌　書証く～第四

　　　　暑〉　初晶く鉱〉

ジョシa　’一　女将　序章　叙嘱く音〉

ジョジョー　叙情　如上　叙上

ショシソ　初心所僑初診初審書信
ジョスー　序数　除数〈数〉
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シn．　Jkル　書する　処する

ジほスル　除する　叙する　序する　×恕

　　　する

シ。セイ初生所生書生処世庶政
　　　　（諸政）　書墾

ジョセイ　助成　助勢　女性　女婿　女声

シaセキ書籍初析く鉱〉
ジヨセキ　除籍　除斥〈法〉

シaセツ　諸説　所説

ジヨセツ　序説　叙説　x蒙説　除雪

ショセソ　緒戦　所x詮

シ。ソー諸相書窓所相
ジ翼ソー　序奏　助奏　助走　女装　除草

シ。タイ所帯（⑳世帯）諸隊書体

ジョタイ　li余露助胎〈～細胞〉〈植〉

シfダソ初段処断
ショチ乱一　暑中　書中

ジuチュー　女中　除虫

ショチ翼一　所長署長初潮

ショッカク　触覚触角食客

ショッカソ　触感触窟食間

シ9ヅキ　食器　織機

ショッケソ食券職権
シ9ッコー　職工　織工　x燭光

ショテソ書店諸点
ショデン　詠振　初伝　初電

ショトー　初等　初頭　初冬　請島　しょ

　　　　（x薦）旧く理〉

シnドー　書道　諸道　所動

ショトク　所得書x腰

ショナイ　所内署内

ショニソ　庶人　諸人　初任

ショネソ　初念　所念　初年

ショハソ　初犯　所犯　初版　諸般

シ。ヒ　所費諸費
ショブツ　諸物　諸仏

ンヨホ　　初歩　書舗
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ショホP・　書法　諸方　処方　諸法く仏〉

ジョホー　叙法　除法

ジョマク　序幕除；幕

シ。ム　庶務処務〈～馬副〉所務

ショメイ　書名　訳名

ジョメイ　除名　助命

ショユー　所有所由

ショヨー　所絹所要

ショリョPt　諸陵所領：

ショロ　一一　初老　所労

ショPtソ所論緒論書論
ジライ　　x爾来　地雷

シラス　　白e子　白州　知らす

シラバ　　白羽〈～の矢〉　由：刃

シリ　　　×尻　私利　支離〈～減裂〉

ジリ　　　事理　自利　じり〈～貧〉

シリツ　　私立　市立

ジリツ　　自立　自律侍立x而立

ジリュー　時流　自流〈～式発電〉　磁硫

　　　〈～鉄鉱〉〈鉱〉

シリゴ資料Pt料死蟻思量糸
　　　量　紙料　飼料く～配合機〉＜農

　　　　・工〉　試料く理・工〉　使料

　　　私領

ジリョー　寺領x餌料

シリョク　死力　資力　視力　示力＜～・

　　　　閣〉〈建・工〉

ジリョク

シリソ

シノレ

シルシ

シノレス

シレイ

ジレイ

シレ’ツ

〈工〉

〈工〉

　四列

自力　磁力〈～計〉〈理〉

四隣　詞林　支輪く建〉

×汁　知る

印（e徴）

⑭記す（②印す・㊤徴す。。漂す〉

指令　司令

事例　辞令　自励〈～振動〉

　　　自冷く～式変圧器〉

x熾烈　歯列く動〉



シレ’ノレ

シPt

ジロー

シロソ

ジPソ

シワ

シワホー

シソ

ジソ

シソアイ

ジソアイ

シソイ

　知れる　興痴れる

　白　城　②代　枝路く工〉　四

路〈～式熱風炉〉〈鉱〉

　耳漏　x痔x痩

　試論　私論　史論　詩論

　持論時諭

　詩話私話×籔

　指話法視話法

　　　　x瞑×惑

シソイキ　神域

シソイソ　真霞

　　　　く心〉

シソエイ　真影　親衛　i新営　親英　新鋭

ジソXイ　陣営　人影

シソエツ　親閲　親爺　信越

シソエソ　神x苑　深x淵　斬円く経〉　心

　　　　×混く意馬～〉　深遠

シソオー　新価　深奥　震央く地〉

シソオソ　心音く生＞　X唇音く言〉　震

　　　　旧く建・工〉

シソカ　　進化　深化　真価　神火　神化

　　　　臣：一ド　新加　心x窩〈生〉

シソカイ　深海　心界　新開　伸開＜～

　　　　線〉〈数〉

シソガイ　侵害く法〉　震害　心外　震

　　　　×骸

ジソヵイ　x塵x芥　×塵界　人界　人海

　　　　〈～戦術〉

ジソガイ　x塵外　陣外

シソガク　進学　神学　心学

シソカソx震x翰親×翰x箴x諌神官

　　　薪患　新館　心肝　無刊　震x憾

莫信親×晶晶寝x識
仁　陣　ジソ＜gin＞

親愛　儒愛

x塵x埃　仁愛

神意　神威　深意　心意　真意

　　　信×僑　x識緯

　　　震域く地〉

　　　神韻　心因〈～反応〉

　　　森閑　信管く軍〉

シソガソ　心眼　真X幾　心願

シソキ　　心気　心機〈～一転〉　神機

　　　心X悸〈～充進〉　新規　振起

　　　　新奇　辛気

シソギ　　信義　真偽　真義　審議　神技

　　　e清規く仏〉

ジソギ　　仁義　神x祇　神器

シソt）ユー・　新1日　x鍼×灸　審級く～管

　　　　　轄〉　進級　深究

シソキョ　新居　心墨く建。工〉

シソキョ｛　儒教　新教　心境　進境　神

　　　　境神橋
ジソキョー　×塵境　人境

シソキョク　新曲　神曲

シソキソ　心筋く動〉　伸筋〈動＞　X震

　　　　x襟　親近

シンク　　；真紅：（深紅：）　辛苦　心x垢

　　　　く仏〉

ジソクソ　人君　仁君

シンケイ　神経　三論〈～工作〉　深×閨

　　　心計　親系　しん（X暦）形＜～花

　　　　冠〉〈櫃〉　針形〈～葉〉〈植〉

ジソケイ　陣形　仁恵

シソゲキ　薪劇　進撃　出撃

シンケツ　心痛審決〈法〉

シソケソ　神権〈～説〉　親権〈～者〉

　　　審検〈捕獲～〉　；神剣　真剣

シソゲソ　震源〈～地〉　×箴言　進言

　　　森厳

ジソケソ　人権　人件〈～費〉　人編

シソコ　　新e香　X糧粉　新古　振書く～

　　　未曾有〉

ジソゴ　　人語　人後〈～に落ちない〉

シソコー　i斯鉱　新坑　新興　進攻（侵攻

　　　　・侵②憲）　進行　進航　新稿

　　　薪考　親交（深交）　親貯　深更
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　　　　深紅　i新香　僑仰　振興　深厚

　　　　深耕〈農〉

ジγコー　入口　人工　人皇　仁厚　e沈

　　　　香　じん（x腎）口く動〉

シソコク　申告　親告　薪駿　神国　深刻

シソコソ　心魂　心根　新婚　新墾

シソサ　　審査　診査　深砂〈～鉱床〉

　　　　〈鉱〉

シソサイ　親裁　親祭　神祭　震災　新歳

　　　　薪×柴

シソサク　新作　振作

シソサツ　新札　診察　審察

シソサソ　心算　神算　辛酸

シンザソ　深山　新参　×普周く仏〉

シソシ　　紳士　薪誌　伸子〈～張り〉

　　　　振子　x唇歯〈～輔車の関係〉

　　　　深思　③参。差　真×繋

シソジ　心事神慕新字心地神璽
　　　　臣事　×鍼治　心耳く動〉

ジソジ　　人事　仁慈

シソシキ　新式　神式

シソシツ　寝室　新室　心室く動〉

シソジツ　真実　信実　親X曙

シソシャ　新車　新社　深謝　親×爽　し

　　　　ん（×辰）砂く鉱〉

ジソシャ　仁看　入車く鉱〉

シソシャク　×斜X酌　新釈

シソシ＝　新種　新円　神酒　浸種〈農〉

　　　　進取

シンジュ　親授　親受　神授　心肝　真珠

シソシュ　・一　新秋　新収　新修　真宗

シソジュー　心中　臣従

シソシュク　神縮　振粛〈官紀の～〉

シソシュツ　進出　澄出（×滲出・侵出）

　　　　　新出　神出〈～鬼没〉　伸出

　　　　　〈～筋〉〈動〉

シソジュツ　針術　×賑x麺
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シソショ　信書　親書親署新書

シソジョ　弾帯　神助

シソシe　一一心証　身㊤上　真症　神将

　　　　　紳商　針小〈～棒大〉　信賞

　　　　　〈～必罰〉　辛勝　心象　針晶

　　　　　く針状結晶〉〈楠〉

シソジョー　信条　身上　真情　心情　親

　　　　　情進上針状く植・鉱〉

シソシeク　寝食　神色〈～自若〉　穀織

　　　　深色く理〉　浸食く理〉　侵食

　　　　　く耐火物〉〈法・理〉

シソシソ　心：身　心神　新進　⑭津々＜興

　　　　味～〉　心々〈建〉

シンジン　薪人　真人　信心　審尋く法〉

　　　　深×甚

ジソシソ　人身　人臣　人心

シソスイ　心酔　進水　浸水　薪水　親水

　　　　〈～性の〉〈建〉　心水〈工〉

シソズイ．；真髄（神髄）　心髄

シソセイ真性真正神墾神性親政
　　　　親征　新制　新生　新政　薪製

　　　　薪星　申請　深省　親生＜～発

　　　　素〉〈理〉

ジソセイ　人生　人世　人性　仁政　人声

シソセキ　親x戚　真跡　阪籍　漫せぎ

　　　　＜dipping＞〈鉱〉　親石〈～元

　　　　素〉〈理〉

シソセツ深雪新雪新説臣節新設
　　　　親切（深切）

シソセソ新線1漸船新鮮野選（新
　　　　x撰）　深浅　神×仙　神占　神

　　　　x鱗　心線く建〉　漫染く理〉

シソゼソ　親善　神前　浸染

ジソセソ　人選　人繊〈～桀者〉

シソン　親疎親ソ　神祖
シソン■一一・深窓　新装　真相　深層　進

　　　　絹〈～機〉〈工〉



シソゾー　弓造　心臓　神緑　心像く心〉

ジソゾー　人造　㊤腎臓

シソゾク　親族　隠属　真俗

シソソコ　心底（真底）

シソソツ　新卒　翼率

シソタイ　身体　神体　無体　進退　真

　　　x諦く仏〉

シソダイ　寝台　身代

ジソタイ　人体　じん（X靱）響〈動〉

ジソダイ　神代　×甚大

シソタク　新宅　神託　信託

シソタジ　進達く法〉　申達く法〉

シソタソ　薪炭　心胆　浸炭〈～捉進剤〉

　　　　〈鉱〉

シソチ　　新地　神知　心地

ジソチ　　人知　陣地

シソチュー　心中　身中く獅子～の虫〉

　　　　真x鍮　進駐　新鋳　新注

ジソチュー　尽忠〈～報国〉　陣中

シソチg　豆油　心⑭維

シソチa　一一身長　新潮　紳張　伸長　翁

　　　　調新徴深長深蚕慎重
シソチuク　神勅　進×捗

シソテイ漸定新訂心底真底新帝
　　　進呈

シソテキ　点滴心的

シソテソ　伸展　進展　進転　親展　神典

　　　震天〈～動地〉

シソデソ　親電　新田　寝殿　神殿

シソト　　油島　神都　信徒

シソ罫　　進度　深度　伸度　震度　心土

　　　　く下層土〉〈畏〉

シソト｛　新党　浸透　新刀　心頭〈～を

　　　滅却すれば＞x庸頭神e道神
　　　燈　親等　新旧く東京株式取引所

　　　　新株〉〈経〉　震とう（xee）

　　　〈～器〉〈鉱〉

シソドー　振動　震動　挿銅　神童　籍道

　　　　臣道

ジソト　・一　人頭〈～割り〉　人当〈～庁

　　　　費〉　陣頭　陣刀

ジソドー　人道　仁道

ジソトク　人徳　仁徳

シソナイ　心内　新内

シソニュー　侵入（進入）　薪入　浸入

　　　　　（×聞入）　深入　針入〈～度〉

　　　　〈建〉　進入〈～弁〉〈工〉

シンニョ　真如く仏〉　淑女く仏〉

シソニソ　新任　親侵　信任　信認

シソネソ　X震念　×議長　新年　儒念　心

　　　旧く～口称〉〈仏〉

シソノー一親王　画幅　心のう（×嚢）

　　　　〈動〉　真のう（×嚢）〈岬胞子

　　　　のう〉〈植〉

シソバ　　i新派：シソバ＜sy憩pathizer＞

シソパイ　心配　親拝

シソパツ　進発　深発〈～地震〉

シソバソ　新版　親藩く史〉　審判　侵犯

シソピ　　真否　信否　神秘　親X披　真

　　　皮く動〉　心皮〈穂〉

シソピツ　真筆　×震筆　親筆

シソビョー一　神x廟　神⑭妙

シソピョー一　新表　儒×慧

シソピソ　新贔　神品

シソブ　　神父　新婦　親父　i新付　針布

　　　　く理・エ〉　新譜

シソプー　新風　神風

シソプク　振輻　震糠　心服（儒服）　臣

　　　　服

シソペソ　新編　身辺　神変

シンポ　　新旧　親補　進歩

シソボー　深謀　神謀　無論心棒　辛抱

　　　心房く動〉

シソポー　新法　新報　心法　儒奉
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シソボク　親×騰　神木

シソマイ　新米　神米

シソミ　　親身　三味　心：身＜～にこたえ

　　　　る〉

シソミョー　身命’神妙

シソメイ　身命　神明　神名

ジソメイ　入命　人名

シソモソ　審悶く法〉　心門く動〉

ジソモソ　人文　陣門　尋問く法〉

シソヤク　新訳　新約　新薬

シソユー　親友　心友　神×佑　深憂

シソヨー　信用　針葉〈～樹〉〈植〉

シソライ　新来　信頼

シソリ　　真理　心理　心X鯉　審理

シソリョ　深慮　神慮　×震慮

シソジョー　診療　新涼

シソリョク　新緑　深緑　伸力　心力　神

　　　　力

ジソリョク　人力　尽力

シソリソ　森林　親臨

シソルイ　親類　進塁く野球〉

シソレイ　心霊　神霊　新例　i新令　振鈴

　　　　漫妬く宗〉　ヘ

シソPt　進路　針路　親露

シソロー　心労　辛労　新郎　身’廊くネイ

　　　　ブ（nave）〉〈建〉浸漏く～計〉

　　　　〈工〉

シソワ　　神話　親和〈～力〉〈理〉

〈ス〉

ス　　　　州　巣　酢　x蟹　x籟〈～が通

　　　　る〉

ズ図頭〈～が高い〉
スィ　粋錘水く水曜N＞吸い
　　　　く～カsら＞　　tS酸し・　　すし、　（x錐）

　　　　〈数〉

スイイ　　水位：推移

スイウソ　衰運　水運

213

スイエソ　炊煙　錘鉛　水煙く建〉　　〔垂

　　　　x涯〕

スイカ　　水火　水禍　×二刀　水x瓜　垂

　　　下く櫃〉

スイカソ　酔漢　水管〈～系〉〈鋤〉　吹

　　　管〈～分析〉〈鉱・理〉

スイガソ　三聖　酔顔

ズイキ　　随喜　x瑞気　△芋△茎

スイキュー　推究　推及　水球く運〉

スイキa一　水郷　垂教　酔狂

スイギソ　酔吟　水銀

スイケイ　水系〈地〉　推計

スイゲソチ　水源地　水源池

スイ＝一　推x敵　推考　遂行　水x關　水

　　　耕く農〉　水孔〈植〉　水衡＜～

　　　機〉〈鉱〉　水硬〈～セメント〉

　　　〈建・鉱〉　水こう（x腔）〈動〉

ズイコー　x瑞光　随行　髄こう（X溝）

　　　　〈動〉　 穿こう　（x見室）〈櫨〉

スイサイ　水彩　水際　水災　水引〈～ス

　　　　ラグ〉〈建・鉱〉

スイサソ水産炊x藥推算推参水
　　　酸〈～葦〉〈理〉

スイシ　　出師水師水死

スイジ　　炊事　垂示

スイシャ　水車　水鮒〈～機〉〈建〉

　　　錘旧く工〉

スイジャク　衰弱i垂×述く木地～〉

スイショー　推奨推称（推賞）　水熱

スイジョー　水上　推譲　穂状〈～花序〉

　　　　〈植〉

スイシeク　水×蝕　衰色　水色く天〉

スイシソ　水深　推進　垂心〈数〉

スイジソ　粋人　酔人　水神　水じん

　　　　（x劔）〈～法〉〈鉱〉

スイセイ　水星　×彗星　衰勢　衰世　酔

　　　　生〈～夢死〉　水勢　水制く～



　　　　域〉〈工〉　水性＜～ステーソ・

　　　～ガス〉〈建・鉱〉　水生＜～草

　　　　原〉〈動・植〉

スイセン　推薦（推選）　水洗　水x仙

　　　垂線く数〉　水線〈～部・～ペイ

　　　　ント〉〈工〉　錘線〈～測量〉

　　　　〈鉱〉　即せん（×栓）〈建・工〉

　　　水選〈～炭〉〈工〉

スイソー　＝水草　かくx藻　水x槽　水葬　夢ζ

　　　　奏　吹送〈～流〉〈工〉

ズイソー　随想　x瑞桐　髄旨く植〉

スイタイ　衰退　衰態　酔態　推×戴　水

　　　　帯く天〉

スイチュー　水柱　水中

スイチョ　一一　水鳥　推重

ズイチョー　x瑞兆　×野鳥

スイテイ　推i定：水底〈～式ガス発生癖〉

　　　　〈鉱〉

スイトー　水欝f　出納　水稲く農1＞　オ（痘

　　　　く医〉　水頭く工〉

スイドー一　水道　x燧道

スイノ、ソ　垂範　推判　炊飯

スイバソ　水盤　推×翰

スイフ　　炊夫　炊婦　水夫

スイヘイ　水兵水平

スイホー　水×泡　水×粘く医〉

スイボー　衰亡　水防

スイマ　　睡魔　水魔

スイミツ　水x蜜　水密〈～試験〉〈理〉

スイメイ　水明く幽紫～〉　吹鳴

スイモソ水門推問

スィヨ　　酔余睡余

スイa・一一水曜　衰容　水凹く植〉　水様

　　　　〈～液〉〈動〉　水溶〈～液〉

　　　　〈鉱〉

スイリ　　水利　水理く河州の～状況調

　　　　査〉　推理　巣入り　酢入り
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スイリョー　水：墨＝　推量：

スイリョク　水力　推カ

スイレイ水冷衰齢
スイレン　水練　垂x憐　睡x蓮　垂×簾

スー　　　数吸う

スーガク　数学数額く相当の～に上る〉

スーキ　　枢機数奇

スpmコー一・　x趨向　数項　数行　数遍　崇

　　　　高

スージ　　数字数次

スーセイ　x趨勢　x趨性　数世

ズエ　　図会図絵
スエル　　x据える　x饒iえる

スガキ　　贋書き　酢×牡×蠣

スカス　　透かす　x賑す

スガル　　X写る　S酸がる　すがる〈～破

　　　　風〉〈建〉

スキ　　　X隙×漉き　好き　△数A寄　x箪

　　　　x鋤　三略〈史〉

スク　　e秀旬　透く　×漉く　×鋤く

　　　　好く　×旧く

スター　　救う　×掬う　巣くう

ズシ　　　×厨子　図示　図紙く工〉

ズジョー　頭上　図上

スズ　　　鈴　x錫

ススメル　進める　勧める（O奨める・3薦

　　　　める）

スチール　スチール〈stee王〉　スチール

　　　　＜stea1＞〈野球〉　スチール

　　　　＜still＞〈1映画〉

ストック　ストヅク〈stock＞〈～がな

　　　　い〉　ストヅク＜Stock＞〈スキ

　　　　一〉

スビキ　　巣引き、素引き

ズヒョー　図裏　三野く工〉

スペル　　⑭滑る　統べる

スマス　　澄ます済ます



スミ　墨炭x隅△酸味済み
スミイレ　炭入れ　墨入れく建〉

スミツボ　炭x壷　墨つぼ（x壼）〈建〉

スム　　　踏む　澄む　済む

Aリ　　欄り　△掬△摸　す（×磨）りく～

　　　　ガラス〉〈理〉

スリエ　　×摺り絵　x到り×餌

スル　　　刷る　X剃る　e擦る　△掬△下る

　　　　㊤為る

スソカソ　寸感　寸間　寸簡

スソゲキ　寸劇　寸×隙

くセ〉

セ　　　二瀬畝

セイ　正性生姓勢精聖
　　　　X背　⑭所為くその～か〉　静〈動

　　　　中～あり〉

ゼィ　　税　x螢

セイアツ　正圧く建〉　静圧〈建〉

セィィ　　誠意　勢威　正位　征衣　征

　　　　x夷〈～大将軍〉〈史〉

セイイキ　聖域　声域　西域く史〉　整域

　　　　く数〉

セイイク　生育　成育

セイイツ　×齊一一　精一　言野逸　清逸

セイイソ　成因　成員　正員

セイウソ　盛運　世運　青雲〈～の志〉

　　　　星雲

セイエイ　清栄　盛栄　精鋭

セイエソ　盛宴　清宴　製塩　製x莚〈～

　　　　機〉　声援　x凄×艶　清x艶　正

　　　　塩〈理〉　青炎く鉱〉

セィォー　西欧　聖三E　静応く～力〉

　　　　〈鉱〉

セイオソ　正音　清音く言〉　声音　聖恩

　　　　静穏

セイカ　　声価　成果　精華　正価　正貨

　　　　青果　生花　製菓　製x靴　聖火

　　　聖歌　正科　正課　生家　盛夏

　　　講畷　勢家　x齊家　x艦下　青化

　　　〈～法〉〈鉱〉

セイカイ　正解　精解　敷界　政海　盛会

　　　二三西海
セイカガク　性科学生化学く理〉

セイカク　性格　三門　製革　正格　正確

　　　精確　精核く精子核〉〈植〉

セイガク　声楽　聖楽　静学く経〉

セイカソ　製×罐　三管〈～工場〉〈鉱〉

　　　製艦　清x罐〈～剤〉　盛観　性

　　　感　正巻　清鑑〈～を乞う〉　生

　　　還　静観精x悼清閑　青感く～

　　　　フィルム・～性の〉〈図・理〉

セイガソ　晶晶　誓願　西舞　清眼〈露あ

　　　　き〉　正眼　聖顔

セイキ　　世紀　西紀　生気　精気　正気

　　　正規　制規〈～の服装〉　盛期

　　　性器　政機〈～が動く〉　精機

　　　　く精密機械〉　生起

セイギ　　正義　盛儀　精義

セイキュー　請求　精究　制球く野球〉

　　　　性急

セイキョ　盛挙　x逝芸

セイギョ　生魚　成魚　盛魚　制御＜～装

　　　　麗〉〈理〉

セイキョー　盛況　政況　聖教　正教　清

　　　　教　政教〈～分離〉　清興　精

　　　　強
セイギヨー　生業　正業　成業　盛業　聖

　　　　業

セイキ・ヨク　政局　世局　成極く理〉　正

　　　　極〈～性〉〈工〉

セイクソ　正訓　聖訓　請訓

セイケイ　整形　成形〈～粉末〉〈理〉

　　　生計　正系　政経　成鶏　西経

　　　　く地〉　整経く工〉
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セイゲツ　生月　x二月く光風～〉

セイケソ　政権　政見　聖賢　生繭　生絹

セイゲソ　西x諺　！制限：　誓雷・　正弦＜～

　　　　検流計〉〈数・理〉　精原＜～細

　　　　胞〉＜動＞

at’Kゲソ瀟・螢ざ

セイゴ　　正誤　生後　成語

セイコー　成功　性向　性行　精巧　精好

　　　製鋼　精鋼　朽野　性交　西郊

　　　　清光　正×鵠　西高〈～東低型〉

　　　　〈天〉　正月〈～法〉　生硬　正

　　　　項〈rv級数〉〈数〉　精鉱く鉱〉

　　　　正綱≦～機〉〈工〉

セイコク　正刻　墾告　精穀

セイコソ　精根　精魂　成婚
セィザ「

･灘塵セイサイ　正妻　生彩（三彩）　制裁　聖

　　　　祭　精砕〈～機〉＜工＞

it　／．ザイ　製材　製剤

セイサク　製作（制作）　政策　成策　静

　　　　索〈工〉

セイサツ　省察　精察　翻札　生殺＜～与

　　　　奪の権〉

セイサソ　溝算　精算　成算　正X餐　聖

　　　　x餐　生産　製産　墾算　x懐惨

　　　　青酸〈～カリ〉　 指畦酸く～P拳j＞

セイシ　　製糸　製紙　正史　青史　誓紙

　　　　誓詞　生死　正陣　聖旨　世子

　　　　整x肢　精子く動・植〉　三思

　　　　静止　欄止　正視　整枝く畏〉

　　　　製司〈～コークス〉〈鉱。理〉

セイジ　 盛時盛事政治政事正寧
　　　青磁
セイシキ獄制式整式磁〉

セイシツ　姓1質　声質　正室

セイシャ　正写生者

セイジャ　聖者　生1者　正邪

セイシ＝　清酒聖主　セイシ＝

　　　　＜seiche＞〈理・工〉

セイジュク　生熟　成熟〈動・植〉　精熟

セイジュソ　⑱背順　清純　正準〈数〉

　　　　整準〈～ネジ〉〈工〉

セイショ　二三誓書青書〈～と由書〉

　　　　清書正書盛暑

セイシ・一致商x卿曰く音〉獺勝
　　　　清祥（清勝）　星章　青松　正

　　　　称く図〉

セイジョー　性情（監状）　政情　墾上

　　　　星条　正常　清浄　正条〈～

　　　　植え〉　　製×縄〈～機〉　　下条

　　　　　〈～機〉〈工〉　星状＜～体・

　　　　～毛。～図形〉〈動・植・鉱〉

セイシaク　聖職　世職　生殖　生食　生

　　　　色　声色　製織　青色　整色

　　　　　〈～フィルター〉〈理〉

セイシソ　精神　誠心　星x辰　正信　西

　　　進清薪三審清真欝賑＜～
　　　　器〉〈建〉

セイジソ　成人　聖人

セイズ　 製圏く図〉星図く図〉

スイスイ　清水　静水　精粋　盛衰．制水

　　　　〈～門〉〈工〉

セイスー　正数　整数く数〉

セイスル　製する　制する　征する

セイセイ　精製　生成　整正く車両の顎序

　　　～＞x齋正：〈米愛取弓1の～〉正

　　　　々〈～堂々〉　㊤済々〈多士～〉

　　　井々　生々〈～発展〉　清々

ゼイセイ　税制　税政　ぜい（×脆）」注く～

　　　　破壊〉〈工〉

セイセキ　成績　聖鉢

セイセツ　三七　正接〈～検流計〉〈数・

　　　理〉
セイセソ　精羅　生鮮　聖戦　毎戦　政戦
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　　　　製織く～機〉〈工〉

セイゼソ　生前　性蕃〈～説〉　西漸　整

　　　　然（井然）　×凄然　成全く心〉

セイソ　　精粗　墾x群　清x楚

セイソー　正装　盛装　盛③粧　成層　x懐

　　　　×愴　清x爽　政争　星霜　清掃

　　　　整相〈工〉　正梱〈工〉　性巣

　　　　く生〉　精巣く動〉　正響く襲〉

セイゾー　製造　 聖像　 正黒く写莫〉

　　　　〈図〉

セイソク　正中　生息　精測＜～進入レー

　　　　ダー〉〈工〉

セイゾク　蕉続禦×籏〈～機〉〈農〉

セイタイ　生態　生体　声帯　x驕帯　政

　　　　体　静態　成体く動〉　聖体

　　　　く宗〉

セイダイ　盛代　i豊代　正大く天地～〉

　　　　盛大

セイタソ　生誕　製炭　糖炭　成端く二に〉

セイダソ　政談　清談　聖断　聖壇　製國

　　　　く鉱〉

セイチ　　生地　聖地　整地　生知　精

　　　　x緻　正値〈～二次形式〉〈数〉

セイチク　無畜　生畜

セイチュー　成虫　精虫　誠忠　x製×肘

　　　　　正中〈～の〉〈動〉

．セイチョー　成長く動〉　生長〈植〉　清

　　　　　聴　静聴　正調　声調　政庁

　　　　　政調〈～会〉　性旧く動〉　成

　　　　　鳥　清澄〈～済・～ガラス〉

　　　　　〈理〉　整調

セイテイ　制定　静定〈～構造〉〈建〉

　　　　整定〈工〉

セイテキ・　讐敵　清適　静良勺　性的

セイテツ　製鉄　精鉄　盤哲　西哲

セイテソ　盛典　成典　聖典　性典　青天

　　　　晴天

セィト　　生徒　聖徒　征途　成x兎

セイド　　制度　縞度

セイトー　精糖　製糖　正当　正統　正笛

　　　　政党　清勝　征討　精到

セイドー一正道　政道　膏銅　精鋼く鉱〉

　　　　捌動〈～機・～触媒〉　生動　墾

　　　　堂

セイトク　聖徳　盛徳　生得

セイドク　正読　精読　西独

セイニク　生肉（精肉）

セイニュ■一一　生乳　製乳

セイネソ　三年　成年　盛年　生年

セイノー　性能　精農　製脳く樟脳〉　精

　　　　のう（×嚢）〈動〉

セイハ　　敢派　制x覇

セイハイ　x｛齊輩　X摘排　成敗〈～利鈍〉

セイハク　精白　精薄〈～児〉

セイノミク　精葦葵〈～機〉〈工〉　審1爆＜～

　　　　剤〉〈工〉

セイハソ　製版　正犯　正反〈～合〉

　　　　〈哲〉　製帆く～工場〉〈工〉

セイヒ　　成否　正否　政費　正妃　正比

　　　　〈～例〉　性比く動〉

セイビ　　精美　精微　整備　③済葵

セイヒョー　製氷　製衰　青票

セイビョー　｛生病　聖x廟

セイヒソ　製鋼　成鹸〈～分析〉〈工〉

　　　　清貧　正賓

セイフー醐・關魂整風
セイフク　正副　制服（正服）　征腺　整

　　　　腹〈～師〉　清福

セイブツ　生物　静物

セイブソ　正文　成交　成分　精分

セイヘイ精兵政柄整閉〈数〉

セィベツ翻蟻生別

セイヘソ政変正編

セイボ　　生溝　墾母聖嶺　歳暮
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セイホー　西方　製法　三瀬く動〉　正方

　　　　〈～晶系〉〈理〉

セイボ　　無職（正帽）　製帽　精紡＜～

　　　　機〉

セイホソ　製本　正本

セイメイ　盛名　声名　晴明　清明　声明

　　　　生命　姓名

セイメソ　生諭　製x麺

セイモソ　正門　勢門　誓交　声門く生〉

セイヤ　　盤夜　静夜　清夜　星夜　征野

セイヤク　制約　誓約　成約　製薬

セイユ　　製浪く理〉　精油く理〉　聖諭

　　　　聖油く宗〉

セィ＝一　政友　声優　清遊　茜遊

セイヨー　西洋　静養　整容　正葉＜～量

　　　　（蚕）〉〈緩〉

セイヨク　性欲　三三　制欲　制抑

セイラン　清覧　聖覧　青x嵐生卵

セイリ　　生理　整理

セイリx一　清流　製粒　整粒〈～歩合〉

　　　　　整流〈～子〉〈理〉　精留く理

　　　　　。工〉

セ：イリョ　静慮　基呈慮

セイリョー声鐙正鍛盛漁清涼精
　　　　　良

セイリョク　勢力　精カ

セイリソ　成林　制輪く～子〉　正りん

　　　　（x燐）〈～酸〉〈理〉

セイルイ　声涙生類

セイレイ　政令　欄令　聖霊く宗〉　精霊

　　　　生霊　精励　清冷　清麗

セイレッ　整列　溝x洌

セイレソ　製錬〈～液〉〈理・鉱〉　精錬

　　　　〈～所〉〈鉱〉　清廉

セイP　・一　青楼　③蒸×龍　晴朗

セイロン　正論　政論　精論

セキ　　　席　籍　×堰　関く～の出〉

　　　　×咳　せきく考える～はない〉

　　　　③勺　積く数〉

セキエイ　赤衛〈～軍〉　石英く鉱・建・

　　　　理〉

セキコム　⑪急き込む　×咳き込む

セキジ　　席次　昔時

セキシュ　赤手　隻手

セキジョー　講上　石上

セキゼソ　積善　×寂然

セキゾー　石造　石像

セキチュー　石柱　×脊柱

セキツイ　x脊x椎　石×槌

セキドー　 赤道　 赤銅く～鉱〉〈鉱〉

セキネソ　積年　昔年

セキパソ　石版　石盤

セキメソ　赤薗　石綿

セキyヨー魔料x脊x梁＜～Pt脈＞
　　　　　o寂×蓼　積量〈工〉

セク

セコ

セコー

セジ

セジv一

セタイ

セツ

e急く

世故

施行

世事

世1二

世帯

説　飾

　　　　拙く策の～なるもの〉

セツエイ　設営

セツエソ　節煙

セヅカ　　赤化

ゼヅカ　　否禍

　　　　く動〉

セッカイ　石灰　石塊く～ダム〉　せっか

　　　　いくお～〉　切開

セツガイ　雪害　③殺害

セッカソ　折×鑑　積寒〈～玄サ策〉　石棺

　　　　〈史〉　摂麗く史〉　節間〈～生

　　　　長〉〈植〉

X咳く　X塞く

③勢子

施工

世辞

世上　施錠

枇態　世代

　切く必要～である＞

　　　　　　　x癬

拙詠

雪x冤

赤禍　石火く電光～〉

絶佳　雪下〈～せん〉
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セツガソ　切願　接岸　接眼〈～レンズ〉

セッキ　　赤旗石器節季節気：石基

　　　　く鉱〉

セツギ　　節義　拙技

セヅキャク　接客　隻脚

セヅキョー　競教　説経く仏〉

ゼヅキョー　絶境絶叫

セヅク　　食物旬　隻旬

セヅケイ　雲x漢　雪景　石径　設計　石

　　　　経く史〉　切形く始〉

セヅケソ　石x鹸　接見　飾倹　席巻

セツゲソ雪原軽減5曙
セヅコー　石工　斥娯　拙稿　石X膏

ゼツコー　絶交　絶好

セッサク　拙策拙作切肖li〈～油〉

　　　　〈理〉

セッシ　　×見増〈～作業〉　接枝　　△摂

　　　　氏切歯〈～捷腕〉

セッシュ　摂取　接販　接種く医〉　窃取

　　　節酒　拙守く運〉

セヅショー　損i政③殺生　折衝

ゼッショー　絶勝絶囑

セヅショク　接触節食

セッスル　節する　接する

セッセイ　節綱　摂生

セヅセソ　接戦　拙戦　雪線く農〉　接線

　　　　〈理・数〉

ゼツセソ　雷戦　看x尖

セヅソー　節操　拙僧

ゼヅタイ　絶対　絶イ瞬く～絶命〉

ゼツダイ　看代　絶大

セツダソ　切断（x戯断）

セツチ　　設置　接地＜～アース・～気

　　　　温〉〈テレビ・理。天〉

セヅチ＝一　雲中　折衷

セッテソ　拙霧　接点く数〉　折点く鉱〉

　　　節点く建〉、

ゼヅト一

酌ツ！く

セ：ツパソ

セッフク

セツブソ

セ；ッペソ

セツa一

一ツリ

セツロソ

セドリ

　　　　りく農〉

セミ

セメク

セメア

セ：メノレ

セリ

セリアゲ

セリウリ

セリョー

セノレ

ロ
ソ

幽
門

　舌頭　絶島　絶倒く捧腹～〉

　説破　切羽〈～詰まる〉

　切歯　接伴

切膿　説伏

　節分拙文

　切片く数・動・植〉　節片

く動〉　接片〈工〉

ゼソ

ゼソアツ

　　　　接〉〈工〉

セソイ

　　　　素〉〈動・理〉

ゼソイ

セソイツ

セソイソ

ゼソイソ

セソエイ

　節絹　摂養切要

　摂理〈宗〉　節理〈鉱〉

　拙論　切論

　瀬取り　e競旧りく経〉　畝取

　×蝉　セミ＜se】：ni＞〈～プP＞

　責め具　x園ぐ

　：攻め手　責め手　⑭切めて

　責める　攻める

　e競り　×羅〈せりうり＞　x芹

　。競り上げ〈経＞　e迫り上げ

　⑭競り売り　×漿蓬売り

　施料　施療

　漁る　⑪競る　セル〈毛織物〉

セル＜cell＞〈鉱〉

　批路セロ＜cellO＞

　千　先〈～の翻会・～を越す〉

線×栓x詮〈～ない〉選く～
に．入る〉　せん（X腺）〈動’植〉

　善　　　 漸〈～を追うて〉禅

　全圧く：L＞　全厚く～すみ肉溶

　繊維　戦意　船医　遷移く～元

　癖直　儲位〈史〉　前撰〈鋤〉

　選一　専一

　船員　線引〈～小切手〉

　全員　全院　前鱗　善麟

　船影　先鋭　鮮鋭〈～度〉く図

・理〉
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セソエソ　千円　三図

ゼソエソ　全円〈～面穣〉〈工〉　前縁

　　　　〈工〉　全園〈～施肥〉〈農〉

セソオー　eeEE　専横

セソカ　　戦火　戦禍　戦果　専科〈～教

　　　　貴〉　選科　三品　搬貨　舩架

　　　選歌　選果〈～機〉〈農〉　×仙

　　　花　〈～紙〉　泉下

ゼソカ　　前科　全科（全課）　全家　禅

　　　　家　善果〈善函～〉　漸加　漸化

　　　　〈～式〉〈数〉

セソカイ　先繊　先会　旋回　浅海　旋開

　　　　く～暗闘〉〈工〉

セソガイ　選外　船x骸　船外〈～機〉

　　　　〈工〉

ゼソカイ　前回　前会　金会〈～一致〉

　　　　全快全壊　全瀾

ゼソカイキ　全会期　前会期

セソカク　先覚　千客〈～万来〉

ゼソガク　全額　全学　禅学　前額く～

　　　　部〉

ゼソガッキ　全学期　前学期

セソカソ戦艦船艦専管〈～国務相〉

　　　　潜X函　潜艦　線間＜～電EE＞

　　　　〈工〉

セソガソ　洗顔　洗眼　千貫

ゼソカソ　萌官　全巻　全館　善感く医〉

セソキ　　戦機戦旗　戦記　戦期　×纐

　　　気洗気〈～ビン〉〈理〉

セソギ　　×詮議　×倉議　先議　戦技

ゼソキ　　　　　前多t玉　　全莫莚　　前言己　　　全餐鋒

セソキャク　先客　船客　翻脚

セソキュー　船緻　選球く～限〉〈野球〉

セソキョ　占拠　占居　選挙

セソギョ鮮魚遷御
セソキョー　戦況　x仙境　船橋　宜教

　　　　浅狭
1

セソギョー　専業　x賎業　先業

セソキuク　選挙区　戦局

ゼソキョク　全局　前局く囲碁・将棋〉

　　　　全跳　前蘭〈～羽根〉〈工〉

セソキソ　千金く値～〉　千×鉤＜～の重

　　　　み〉

ゼソキソ　前金　漸近〈～雌線〉〈数〉

セソク　　先駆　選句　千旬　奉聚区

ゼソク　　全幅　前教区〈～放電〉〈理〉

セソクソ　戦勲　先君

ゼソグソ　全軍　全郡　金群

山ソゲ　　　　篁：下　　遷イヒ

セソケイ　線形く～演算子膨～空間◎～

　　　　葉〉〈理・数。穂〉　騎形　x尖

　　　　形船型

ゼソケイ　全景　前景　全形　前掲

セソケッ　先決　専決く～事項〉　鮮血

セソケソ　専権〈～事項〉　κ擾権〈～の

　　　　ふるまい〉　　先賢　　先見〈～の

　　　　明〉　浅見　先験く～釣〉〈哲〉

　　　　先遣選繭

セソゲソ　寛言　選言〈～律〉　船×舷

　　　千曳〈～万藷〉

ゼソケソ　全権　前件　全県

ゼソゲソ　前言　善言　漸減

セソゴ　　戦後　先後　船後〈～試験〉

　　　　〈工〉

ゼソゴ　　密議　善後〈～措縫〉

センコー　先行　潜行　潜航　先：攻　専攻

　　　専行く独断～〉　選鉱〈鉱〉　洗

　　　急く鉱〉　先考　先皇　遷幸　潜

　　　　幸鮮紅浅紅戦功×閃光

　　　　く～信号〉　選考　銑鉱　染工

　　　繊巧　せん（x穿）孔く植・鉱〉

　　　旋光〈～性。～度〉〈理〉　泉効

　　　　〈～計〉〈理〉

セソゴー　先号　線号〈針金の～〉　船号
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　　　　×煎×熱〈～設蛸（製塩）〉

ゼソコー　全校　善行　前項　前行　前上

　　　　×蠕行

ゼソゴー　前暑　善業く仏〉

セソコク　宜蕾　先灘　選穀〈～機〉

　　　　〈工〉

セソゴク　三四　千石

セソサイ　戦災　戦鰻　先妻　浅才　繊細

セソザイ　　洗剤　 線材く鉱〉　潜在　千薙ヒ

　　　千載〈～一遇の〉

セソサク　X詮索　×穿×繋

セソシ　　戦史　先史　戦ま：選士　先師

　　　専×恣X擁私戦死×穿刺く医〉

　　　線刺〈～培養〉〈楠。理〉

セソジ　重田川旨’x煎・汁

ゼソシ金市金紙全姿前史前
　　　　し（x肢）〈動〉　前歯　藩視く鉱

　　　　。工〉

ゼソジ　　全治　善事　禅師　漸次　善蒔

　　　　く～捌度（入獄者の）〉

ゼソジソ　蔚窺　全日く～鰯〉　全突〈～

　　　　性〉〈槌〉

セソシバソコー一　チ紫万紅　千思万考

セソシャ　戦車　船車〈～連絡施設〉　遷

　　　車〈一」　“．5　vll〉〈工〉

ゼソシャ　前者　前車〈～の轍〉　全社

セソシs　先取　占守　先守　選獄　選手

　　　　船主　先回　X儲主　船酋　チ首

　　　　繊手　還種

七ソシs一　選集　X撰修　専修　先週

　　　　チ秋　芽乏り蜷〈～がわら〉〈建〉

　　　　先×蹴く蹴球〉

セソジュー　先住　専従　×煎×汁

ゼソシxH・　全集　前集　三遍　禅宗　全

　　　　州　全周〈～逆転装置〉〈工〉

セソジュツ　選述　先述　戦術　x仙術

セソジョ　x仙女　洗除　×糞除く竹林の～

　　　　：権〉　×二二

ゼソシ窪　全書　前書　善処

セソショー　戦勝　：先勝　戦携　先×躍i

　　　　選奨x磐称船×橘専掌専
　　　　焼〈重油～設舗〉

セソジョー　線状〈～分子〉〈理〉　爾状

　　　　線条　繊条　線上　船k　戦場

　　　　千畳　洗浄　爾情　x償上　ぜ

　　　　ん（x腺）上〈動〉下条く工〉

ゼソシe　一“前章全章全焼全勝全
　　　　省　前x鍬i前X簡　前×噛　全

　　　　称く哲〉　憩照〈～燈〉〈工〉

ゼソジョー　前条　禅譲　禅定〈仏〉

セソショク　染色　染識　線織く～面〉

　　　　　〈数〉　離飾く工〉

セソシソ　専心　潜心　先進　×撰進　浅

　　　深　線審く運〉

セソジソ先陣戦陣戦x塵先人千
　　　x籾〈～の谷〉　鮮人

ゼソシソ　舘進　漸進　全身　全心　萌身

　　　警心　前儲　前審前震く天〉

セソジソ　全人　前人　前じん（X腎）

　　　　〈動〉

センス　　　　　センス〈sense＞

セソスイ　潜水　　泉水　　浅水〈～波〉

　　　　〈工〉

セソスル　X撰する　宜する　×回する

セソセイ　先生　専鋼　先制　戦勢　潜勢

　　　宜誓潜性
ゼソb餓瀬灘戯〈～　　　　説〉〈動〉

セソセキ　戦跡　戦績　船籍　泉石　せん

　　　　（x煽）石く鉱〉

ゼソセツ　前説　前節

セソセソ戦線宣戦先占専占戦々
　　　　〈～號々＞　x閃々　x濃：々

ゼソセソ　全線　前線　全鮮　善戦　漸先
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　　　　〈～形〉〈緯〉

セソソ・・一　船窓　船倉く工〉　戦争

下ソソー　禅僧　前奏　全層　漸層〈～

　　　　法〉

セソソク　船側　　X姪x塞く医〉　線束

　　　　〈数〉
“ゼソ，ク全速齪・囎

ゼソソソ　全村　全損く海上保険〉

セソタイ　戦隊船隊船体千態＜～万

　　　　様〉　先体〈動〉

セソダイ　先代　船台

ゼソタイ　全体　全隊

セソタク　選択　洗X濯

セソダツ　先達　x蝉脱

セソタソ　選炭　洗炭　先端〈～放電〉

　　　　、〈理〉　戦端〈～を開く〉　線端

　　　　〈～装鷺〉〈工〉

池ソダソ　船団　x栴x響く～は二葉より芳

　　　　し≧　専断　せん（x勢）断〈鉱。

　　　　建〉

ゼソダソ　全段　前段

センチ　　戦地　センチ＜centi＞＜～メ

　　　　ートル〉　先知

事ソチ　　全知　前知　全治　前置〈～詞

　　　　・～補償器・～増幡器〉〈霞。工

　　　　・テレビ〉

センチャク　先着　染蒼く～度〉〈理〉

センチ＝一　船申　戦中　X箋X註　線虫

　　　　　く動＞

kソチョー　船長　先朝

ゼソチョー　全長　前兆　全町　前腸

　　　　　く動〉　前議〈動〉、漸長

　　　　　〈～航法〉≦工〉

セソテイ　船蔑　船底　先帝　選定　x勢

　　　　定〈果樹の～〉　潜堤くエ〉
ゼソテイ　前堤　前庭

1セソテツ　先哲　銑鉄
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セソテソ先天〈～変異〉〈動〉　先点

　　　　〈数〉　選点〈工〉

セント　遷都セント＜cent＞セソy

　　　　〈Saint＞〈～ノレカ〉

セソド　　千度　鮮度　繊度〈理〉　先途

　　　　くここを～と〉　 先度　 罫ミ土

　　　　く農〉

ゼソ1・　　前途　全都　前渡〈～金〉

セソトー　先頭　先登　戦闘　銭湯　×尖

　　　塔　船燈　x尖頭〈～負荷〉　×仙、

　　　　X洞〈史〉

セソドー　船頭　扇動　先導　x顧動　潜

　　　動く工〉

ゼソトー　全島　漸騰〈経〉　前頭〈動〉

　　　三冬く天〉

ゼソドー一・全道　禅堂　善導　ぜん（×蠕〉

　　　動〈～性〉〈動〉

セソナイ　船内　線内　×詮無い

セソニ＝一　先入　潜入　選入

セソニソ　専任先任選任千入X仙人
ゼソニソ　善人　前任

セソネソ　千年　先年　専念

セソノー　先王　先皇　洗脳

ゼソノー　前納　全納　全熊　前脳く動〉

セソバイ　千倍　専売

セソパイ　先鴛戦敗

ゼソパイ　全廃　全敗

セソパク　船舶　浅薄

セソバツ　選伐　×勇伐　選抜

セソパツ洗髪染髪先発浅発く～地
　　　　震〉〈天〉

セソバソ千番先晩千万先番旋盤
　　　　〈理〉　線番〈針金の～〉

セソバソ　戦犯　先般

ゼソバソ　全般　前半

セソビ　　戦備　船尾　鮮美

セソピ　　戦費　先×批



ゼソビ　善美全備〈～重量〉

セソビョー　戦病＜～死＞　x腺病〈～

　　　　質〉　線描

ゼソピョー　前表　全×豹

セソビソ　先便　船便　洗びん（×曝）

　　　〈鉱〉

セソブ　　陣門　宣x撫

セソプ　　先夫　先婦　先父　船夫　宜布

ゼソブ　　全部　前部　X膳部

ゼソプ　　前夫　前婦

セソプー　旋風　x四馬

々ソプク　呼野　船頓　潜伏

セソブソ　神文（×撰文）　線分〈数〉

ゼソブソ　全：文　前：文

セソパツ　×餓i別　選別

セソペソ千変〈～万化〉　千編＜～一

　　　簿〉
ゼソペソ　全編　前編

セソボー　x羨望x隠塗X譜×i妾く心〉

　　　潜望〈～鏡〉〈工〉

セソポー　先方　先x鋒　戦法　染法

　　　〈理〉

ゼソボー　全x貌　前坊　前房く生〉

ゼソポー　前方　前借

セソボツ　戦没　潜没

セソマイ　千枚　洗米　x鱗米

セソミ　　鮮味　X仙味

セソメイ　宣明　x關明　鮮明

ゼソメツ　全減　籔円田

セソメソ　馬齢　扇颪

ゼソメソ　全画　前薗　全免

セソモ・・一町開く動。植〉せん（×腺）毛

　　　く癒〉　染毛　x鈎毛く農〉　戦

　　　斎　旋網　×誰×妄　旋毛く農〉

ゼソモソ　前門　禅門

セソヤ　　戦野　先夜　線聞く数〉

ゼソヤ　　全夜前夜

セソヤク　X煎薬　涜薬．X仙薬　先約

ゼソヤク　部∫糸勺　全訳

セソユー占有戦野戦友先轡一・
セソヨー　奪用　占用　、×下用　先用＜～

　　　権〉靖翻〈～検流計〉〈理〉”

　　　戦絹　宜揚専要
ゼソヨー　善絹全容　全葉〈～育（i蚕）〉

　　　前葉〈～体〉〈植〉

セソリ　　千量　戦利

セソリツ　 旋律　 戦×標

セソリュー　翠柳　潜×龍　洗流＜～採

　　　　鉱〉〈鉱〉　潜流く工・天〉

セソリョ　浅慮　千慮〈～の一失〉　戦虜

セソリョー　千爾　染料　選良　占領

ゼソリョー　 全萱と　善良

セソリョク　戦力　浅緑　せん（x閃）緑

　　　　〈～岩〉〈鉱〉

ゼソリソ　善隣禅林

セソレイ　先例　洗礼　船齢く工〉　鮮麗

セソレツ戦列x賎劣鮮烈
ゼ：ソレイ　前例　全霊

一ビソレツ　前列　金裂く穣〉

〈ソ〉

ソ　　毎回疎く数〉
ソイ　　　顎衣　疎意

ソイソ　　疎音（×三音）　素閃　訴因

ソウ　　　沿う（添う・3副う）

ソー　　　屡　相　僧　壮　装＜～を改め

　　　　る〉　双〈数〉

ゾー　　　象　縁　増く自然～〉　贈

ソーアソ　草案　創案　草×庵　僧x庵

ソーイ　　創意　総意　 相違；　創弩夷　僧

　　　衣装威〈～強談〉層位
ソーイソ　総員　僧院　相謬1〈動〉　掃弓i

　　　〈工〉

ソーウソ　×叢雲　腰細

ゾーエイ　造暫　造影〈～剤〉
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ゾーエソ　増援　造園

ソーオー　絹応　×挿x秩〈～期〉〈襲〉

ソーオソ絹愚騒音x宋音〈鴛〉双
　　　音〈～源〉〈理〉

ソーカ　　層化　X挿花　僧家　喪家＜～

　　　の犬〉そう（×痩）果〈植〉走

　　　化〈～性〉〈動。植〉　絹加＜～

　　　平均〉〈数・理〉　装蕎＜～回

　　　線〉〈工〉

ソーガ　　x挿画　×爪x牙

ゾーカ　　増加　増億　造花　造化　雑歌

　　　く交〉　門門〈～器〉〈槙〉

ソーカイ　総会　桑海＜～の変＞　X澹海

　　　〈～変じて桑田となる〉　掃海

　　　壮快　×爽快　糧旧く理〉

ソーガイ　窓外　嬢害

ソーカク　総画　双角〈～子官〉〈勤〉

ソーガク　総額　奏楽

ソPtカツ　総孝舌（総轄）

ソーガナ　草仮名　総仮：名

ソーカソ　状観　総監　送還　創刊　絹閥

　　　く～リアクトル〉〈エ〉　層間

　　　〈～絶縁〉〈工〉　絹関　総州

　　　繕×姦　絹響く縮〉

ゾーカソ　増刊　造艦　贈官　増感＜～ス

　　　　クリーン〉〈鉱〉

ソーキ　　早期　想趨　操機＜～長＞

　　　x叢記　総記〈図〉　走気＜～

　　　性〉〈植〉　掃気〈～送風機〉

　　　〈鉱〉

ソーギ　　争議葬儀

ゾーキ　　雑木　臓器　造機

ソーキュー　x蒼×窺　送球　早急　x躁急

ソーキョーx躁狂早強〈～セメント〉

　　　　〈建〉

ソーギヨー　創業　操業　早暁　僧形

ゾーキョ　一‘増強　蔵経く仏〉

ソーキョク　総局　送局　×箒麟　双曲

　　　　く数〉　双極〈～性の〉〈動〉

ソーキソ　送金　老x禽〈～類〉　根近

　　　〈動〉そう（×藻）薗〈～類〉

　　　〈楠〉
ソーク　　x痩×躯董　走×6句

ソーダ　　装具　葬具

ソーケイ　早計　総計　X聡X慧

ゾーーケイ　造形　造x詣　造型〈～機〉

　　　〈工〉　増径〈～タップ〉〈工〉

ゾー・一ケツ　増結　増血　造血

ソーケソ　想見　網見　総晃　送検く書類

　　　～〉　捜検〈身体～〉　創見　劔

　　　三品庸〈～にかかる〉壮建

　　　双懸〈～果〉〈槙〉
ソ　　一　　ゲ　ソ　　　　　草原　　　　　オk言　　　　　震…j元

ゾーゲソ　増減　造言

ソーコ　　倉庫　操×触　メ蒼古

ソーゴ　　絹互　壮語

ソーコー　走行く建。鉱〉　走向〈鉱脈の

　　　～〉〈鉱〉　草稿　操行　壮行

　　　×糟×糠〈～の妻〉　奏効　装甲

　　　倉皇　⑭然う×言う　走光〈～性〉

　　　〈動・植〉　双向く～空中綜〉

　　　〈工〉　倉淵〈～検査〉〈工〉

ソーゴー　総合　相好〈～を崩す〉　僧綱

　　　〈仏〉
ゾーコク　増；欝　造石

ソーコソ　早婚　　草根　　創X痕　　走根

　　　く動〉

ソーサ　　捜査　操作　走査〈～線数〉

　　　〈テレビ〉

ソーサイ　総裁　葬祭　梢殺

ソーサク　創作　捜索

ソーサソ　早産　壮蚕

ソーシ　草紙（草子）壮士壮志創
　　　始　相思（想思）
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ソp…ジ　　掃⑨除　相似　走時〈～曲線〉

　　　〈鉱〉

ゾーシ　　増資　増施　曹司〈御～〉　造

　　　歯〈～細胞〉〈動〉

ソーシキ　葬式　糧識　総指揮　劇始期

　　　s繰糸機く工〉

ソr・一一シツ　宗室　喪失　草質く植〉　走湿

　　　〈～性〉〈植〉

ソージツ　桑実〈～はい〉〈動〉　走日

　　　〈～性〉〈動〉

ソーシャ　走者　送看　総社　家社　壮者

　　　操蘂掃射
ソ悶シュ　宗主く～権〉　双手　操守

　　　X漕手

ソーシュー　早秋　②爽秋　総収

ソージュー　操縦　操重〈～車〉

ソーシュツ　創出く有効需要の～＞　x籏

　　　　出血嵐〈～レベル〉〈工〉

ソーシュン　早春　送春

ソーショ　x叢書草書

ソr・一ショー　総称　蝦承　網称　相生　創

　　　　傷　宗匠　争訟く法〉　双晶

　　　　〈～形成〉〈鉱〉

ソージョー　x葬場　奏上　騒×擾　宋x嚢

　　　　〈～の仁〉　絹乗〈～平均〉

　　　　〈数〉　僧正　層状　総状

　　　　く植〉

ゾーショー　蔵相　増床

ゾージu一　増醸　増上〈～慢〉〈仏〉

ソーショク　僧職　装飾　草食　走触＜～

　　　　性〉〈動・縞〉

ソーシン　総身　×痩：身　装身　喪神　送

　　　儒　双三〈～閉そく機〉〈工〉．

ゾーシソ　増進　贈進

ソース　　ソース〈マvaネーズ～〉　ソー

　　　ス〈ニェース～〉

ゾーズ　　×挿麟　僧都
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ソースイ　総帥　送水　走水〈～性〉

　　　〈動。植〉

ゾーースイ　雑炊　増水　増錘

ソースー　総数　双数　相数〈～変換〉

　　　〈工〉

ソースル　奏する　草する　e然うする

ソーセイ　双生〈～児〉　早生〈～児〉

　　　早世　早瀬　創成　創製　×蒼生

　　　草生〈～地〉　創世〈～言己〉　奏

　　　請　　×叢生　　走性〈～運動〉＜動

　　　　・植〉　双星く動〉　双｛生く～イ

　　　オソ〉〈理〉

ゾーセイ　造成　増勢　造精く～器〉

　　　〈植〉
ソーセキ　僧籍　×踪跡　送籍　層積く～

　　　雲〉〈天〉

ソーセツ×叢誠霜雪総舞禽搬
ソーゼツ　壮絶　双絶

ゾーセツ　増設　造設

ソーセソ　奏薦　層旧く鉱〉　捜線くエ〉

　　　双幅〈～式蘭曲機〉〈エ〉

ソーゼソ　窓繭　×蒼然　騒然

ソーンpm　草創　 葬送　 ×槍幽く～の変〉

　　　早々　溶々　草々　偬々　x鐸
　　　．1．r　Xtt；vl．T　X　tA　X　7“

ソーゾー　創造　想像　送像〈～機〉＜テ

　　　　レビ〉

ソーソク　総蜀S　掘員｝…

ソーゾク　相続　僧俗　宗族　縮属〈～の

　　　法貝｛1＞〈心〉

ソーダ　操×舵ソーダ＜soda＞

ソーータイ　総体　絹対　畢退　草体　僧体

　　　癩帯〈工〉

ソーダイ　総代　壮大

ソータソ　送炭　華：炭　操短く操桑短縮〉

　　　送端〈～インピーダンス〉〈工〉

ソーーダソ　x叢談　相談　装弾



ゾータソ　増反〈～組合〉〈農〉　増炭

ソーテ　　装置　　草地　x痩地　走地〈～

　　　性〉〈動・植〉

ゾ・一・チ　　増置蔵置

ゾーチク　増築　造築

ソーテョー　総長　x曹長：　x宋覇＜～活

　　　　字〉　早朝　荘璽　送庁

ゾーチョー　増長　増徴　増張〈～現象〉

　　　　：〈穂〉

ソ門テイ想定創定装丁送呈装
　　　x蹄　壮丁　x漕艇　草x亭

ゾーテイ　贈呈　造庭

ソi・テソ　総点　争点　装x填　x蒼天　早

　　　天　操典

ソーデソ　桑照　送電　描画　走電く～

　　　性〉〈動・植〉

ソート　　壮図　壮途　僧徒

ソー・トー　総統　双頭　争闘　掃x蕩　想

　　　妻琶　絹当　双三〈～スイヅチ〉

　　　　〈工〉　梱漉く～長さ〉〈工〉

ソe・・一ドー　草堂　僧堂　騒動　根同〈動・

　　　　徳〉

ゾートー　贈答　素面く資本の～〉　増透

　　　　く工〉

ソー二＝一　X挿入　送入　装入　そう入

　　　　〈～成長（intussusception

　　　　growth）〉〈植〉

ソーネソ　壮年　早年　想念

ソーハ　　争×覇　走破　x掻×爬　送波

　　　　く～機〉〈工〉

ソーノ、ク　x糖孝白　Xtfthk：白

ソーハツ　双発　畢発　総髪　総発＜～電

　　　　量〉〈工〉

ソービ　　装備　壮美

ゾーヒソ　贈翻　×賑乏晶

ソーフ　送付紹扶く～共済〉総譜

ソーフク僧服双帳

ゾーブツ　造物く・V’Ai＞　×購物く法〉

ゾーヘイ　増兵　造兵　造幣

ソーベツ　送別　総劉　層別〈～接続〉

　　　〈工〉

ソーホー　操法　奏法　走法　根法く入

　　　糧〉　双方　総包〈～片〉〈植〉

　　　双峰〈～共振曲線〉〈工〉

ソーボー　x忽柁　相×貌　僧坊　双x眸

　　　想墾　×蒼×萢

ゾーホー　増俸　回申〈～糸〉〈植〉

ソーホソ　送本　装本　草本く～帯〉

　　　〈植〉

ゾーホソ　蔵本　造本

ソーム　　総務双務

ソーメイ奏鳴く～曲〉槍順×聡明
ソーメソ　⑭素X麺　倉1｝面

ゾーモツ　×臓物　雑物

ソーモソ　総門　相。臨く文〉

ソーヨー　X掻×痒　双用＜～プラウ・～

　　　黎〉〈農〉
ソーラソ　騒舌L　争舌L　総門乞　奏覧　 総

　　　X麓
ソーリ　　総理　梢離く動〉　層理〈天〉

ソーリョー　送料　総量　総領　X爽涼

　　　　送量〈～装琶〉〈工〉

ソーリョク　総力　走力

ソーり。．　一・層流〈理〉　走流〈～性〉

　　　　〈猿〉　双晶〈～うず西水：車〉

　　　　〈工〉　掃流く工〉

ソーリソ　双輪　相隣　倉×察　×叢林　僧

　　　林根回〈～塔〉〈建〉

ソールイ　草類そう（x藻）類〈櫃〉走

　　　塁く野球〉

ソー・一一レイ　葬礼　壮齢　壮麗　早冷〈天〉

ソーレツ　i葬列　壮烈

ソーP　　走路　草×麗　霜露

ソーロー　早老　x鎗×蹟　早漏
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ソーロソ　総論　争諭

ソーワ　×挿話×叢話送話総話
ソカ　　　粗菓　x楚歌く四竃～＞　x遡河

　　　〈～魚。～漁業〉

ソカイ　　素懐　相．界　鱗ミ1絹

ソガイ　　阻害（阻×擬）疎外　i鼠害

ソカク　　疎隔　阻．隔　組閣

ソガソ　　訴願　素顔

ソキュー　×遡及　訴求〈～力〉＜テレ

　　　　ビ＞　x遡求〈法〉

ソギョー　糧業　融業

ゾク　　俗賊　属続
ソクイ　　即位　A続△飯

ソクイソ　×楓｝隠　×灰韻

ゾクエソ　続演　俗縁

ゾクカ　　俗歌　俗イヒ

ゾクカイ　俗界　俗解　続会　続開

ゾクガク　俗学　俗1楽

ゾクカソ　俗闘　属官　属間〈～雑種〉

　　　〈r動・植〉

ゾクゲソ　　俗言　　俗×言彦

ゾクサイ　俗才　続載

ソクサソ　速算　測算

ソクシ　　即死　側糸〈植〉　足糸〈動〉

　　　速示〈理・工〉

ソクジ　　即時即募

ゾクジ　　俗耳　俗事　俗宇

ソクシャ　側車　速射　測斜〈～儀〉

ゾクシュー　俗臭〈～紛々〉　俗習

ゾクショー　俗称　俗姓　族称〈～廃止〉

　　　　賊将

ソクシン　促進　即身〈～成仏〉〈仏〉

　　　測深〈～儀〉

ゾクシソ　俗信　賊臣　続審

ゾクジソ　俗人　俗X塵　　属人＜～法主

　　　義〉
ソクセイ　速戒〈～堆肥〉〈農〉　促成
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　　　〈～栽培〉　側生〈～花〉〈植〉

　　　束生く植〉　即製　即成〈～犯

　　　　（即時犯）〉・

ゾクセイ’ ｮ性　俗世　俗姓　続生　族生

ソクセキ　足跡　filistt

ゾクセキ　 属書著　族籍

ゾクゾク　続々　ぞくぞくく～する〉

ゾクタイ　俗体　俗X諦く仏〉

ソクダソ　即断　速断　即談

ゾクチ　　俗知　属地〈～主調〉

ソクテイ　側庭く工〉　測程〈～器〉

　　　〈工〉　測定〈～購〉〈工〉

ソクド　　速度　測度く数〉

ソクトー　艮口答：　速筈　側燈くユニ〉

ゾクホー　続報　属邦

ゾクメイ　俗名　賊名

ゾクヨ　一一　俗謡　俗澗

ゾクリ　　俗吏　属吏

ゾクリュー　俗流　x栗粒　続流く工〉

ゾクリョ　一一　属領　属僚　俗了

ソクリョク　速力　足ヵ

ゾクルイ　俗累　族類

ソケイ　　糊．景　X鼠X懸i〈生〉

ソケソ　　訴件　訴搬　素絹

ソコ　　底　x其⑭処

ソゴ　　　×齪×錯　祖語

ソロー　　x遡行　x遡江　×遡航　素行

　　　粗x肴　組鉱〈～権〉　租鉱

　　　く鉱〉
ソサイ　　x競菜

ソザイ　　素材

ソシ　　　素志

　　　く工：〉

ソジ　　素地措辞
ソシキ　　組織　祖師忌く仏〉

ソシャク租借×咀×噛

ソジョー　訴状x朔：上×遡上

阻×塞〈～気球〉

礎材

阻止　祖師く仏〉 素子



ソシuク　粗食　鱗ミ菊藍．

ソセ：イ　　組製　 x蘇生　 組成　 塑性く植

　　　　。建・鉱・理〉

ソソPt　　粗相　祖宗　阻喪く意気～〉

ソゾー　　塑｛象　塑造　粗造

ソング　注ぐ⑭聾ぐく汚名を～〉

ソゾク　　x蛮族　×鼠賊

ソダイ　　措大く窮～〉　粗大

ソチ　　措置素地
ソツ　　　卒　そつ〈～がない〉　㊤師

　　　　く史〉

ゾッカ　　俗i歌　俗化

ゾッヵイ　俗界　俗解　続会　続開

ゾッカソ　俗闘　属宮　属闘〈～雑種〉

　　　　〈動・植〉

ソ　ッキ　　　　　速言己　　ξ興1暑鼻

ソッキュー　速球　速急　即急

ソッキソ　即金　側近

ソッケツ　躍決　速決

ソヅコー　即効　速効　即行　速：攻　測候

　　　測高く～器〉　測光く鉱〉

ゾッ＝一

ソデガキ・

ソドク

ソナエル

ソナタ

ソノ

ソノミ

ソノミメ

ソビu一

ソフ

ソフク

ソホー

ソボー

ソボク

ソラス

ソリ

続行　続航続稿

×袖x壌　×袖書ぎ

素読　×鼠毒

備える　供える

x其。方ソナタ＜sonata＞

魍　x其の

×傍　×蕎⑭麦　X嬢　x稜

⑭側目　の側3妻

素描　粗描　祖×廟

祖父　粗布

粗醸　綿服

素封く～家〉　疎放〈～閉業〉

粗暴　粗紡

素×朴　粗×撲

⑭反らす　S逸らす

そり（o反り）＜warping＞
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　　　＜建＞　x櫨

ソリユー　粗粒〈～率〉〈工〉　阻流＜～

　　　板〉〈工〉

ソソドー

ソソナ

ソソピ

ソソボー

ソソメイ

ソソモpm

ソソユー

ソソリツ

〈夕〉

八

入イ

ソル　　　 ③反る　×剃る

ソロー　　疎漏　粗x隔

ソソニイ　村営　尊影

ソソカイ　村会　業員壊〈～罪〉

ソソキョ　村居　x露×躍

ソソショ　一丁　尊称　損傷

ソソスル　存する　損する

ソソセイ　村政　村勢

ソソゾク　尊属　存続

ソソチョー　村長　尊璽

　　　　村道村童　奪堂

　　　　損な　そんな

　　　　尊埠存否　村費

　　　　存亡　損亡

　　　　奪名　村名

　　　　損。亡　　〔損耗〕

　　　　村×邑　村有

　　　　村立　存立　損率く工〉

田　他

隊　体

　　　　飽意〈～ない〉

　　　　〈tie＞

ダイ　　　代　大　台　題

タイアソ　対案　大安

タイイ　　大意　体位　退位　大尉　対位

　　　　〈～法〉

ダィィ　　代位題意

タイイキ　大域〈～的。～変分法〉〈数〉

　　　　帯域く～調和関数・～方式〉

　　　　〈数・工〉

タイイン　隊員　太陰〈～暦〉　大隠＜～

　　　　は〒嶽に，隠る〉　退隠く～料〉　退

　　　　院　鍛絵〈～性〉〈植〉

多く～とする〉

対く早稲顯～慶応＞

　　　x鯛　タイ



ダイイン　代印　代員

タイウソ　x頽還　泰…運

タイエイ　対；英　滞英　退×嬰〈～的〉

ダイエイ　題詠　代詠

タイエキ　退役体播く動〉

タイオー　滞欧　対応

ダイオソ　大恩　大音

タイカ　　大火　鮒火　滞貨　対緬　大家

　　　大過　対華　大×慶〈～高楼〉

　　　退化　袋果く植〉

タイガ　　大河大我

ダイカ　　代価　台下

タイカイ　大会　＝大海　退会

タイガイ　大害　対外　体外　大概

ダイカイセソ　大会戦　大海戦

タイカク　体格　台1碍　対角〈数〉

ダイガク　大学　題額

ダイガワリ　代赫わり　台替わりく経〉

タイカソ耐寒耐×早大嘗大x好大
　　　患　大×畢　大観　体感　対韓

　　　x戴冠〈～式〉退官　丸環＜～

　　　形式〉〈穣〉

タイガソ　大願　対岸　対’：摂〈～レンズ〉

　　　対顔
ダイカソ　大寒く天〉　代換　代艦　代官

　　　く更〉　大解く～形〉〈工〉

ダイガソ　大願〈～成就〉　代願＜～申

タイキ　　大気　大器　待機　対細く仏〉

タイギ　　大義　体技　大儀

ダイギ　　代議〈～員〉　台木

タイキ”一　耐久　耐朽く建〉　対級

ダイキュー　大罵　代体

タイキ翼　大挙　退表　太虚

タイキョー　滞京　退京　胎教　対共　体

　　　　協く臼本体育協会〉

タイギヨー　怠業　大業
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タイキョク　大局　大曲　太極　対極　対

　　　　局
タイキソ　大金　退勤　耐菌〈～試験〉

　　　〈理〉

ダイク　　第九　大工　題句

タイクー　対室　滞空

タイグー　待遇　対偶

タイグソ　大軍　大群

タイケi・一体系　大系　大計　体形（体型〉

　　　隊形　体刑　大兄　大慶

タイケソ　大権　大賢　大圏　大剣　体験

タイゲソ　大言〈～壮語〉　体現　体言

　　　〈露〉
ダイゲソ　代言　題言

タイコ　　太鼓　太古　大呼　耐輝く工〉

タイゴ　　大悟　対語　対x曙　対碁　隊

　　　x伍
ダイゴ　　　第五　x醍x醐〈～味〉

タイコー　対抗　対校く～試合〉　退校

　　　大綱　大功　大公　太翰閣〈史〉

　　　イ本こう（x腔）〈動〉　退行〈槙・

　　　動・理〉　大孔〈動〉　対向〈～

　　　　ピストン形〉〈工〉　耐光＜～

　　　度〉〈理〉

ダイコー　代行　代講　×乃公

タイサ　　大差　大佐

タイザ　　対座　退！藍　胎座く穂〉

タイサイ　大祭　大斎く宗〉　大災　大才

ダイザイ　題材　大罪

タイサク　対策　大作

グイサク　代作　題作

タイサソ　返激　耐酸〈～合血〉〈建・

　　　鉱〉

タイザソ　大山　泰山

ダイサソ　第三代参

タイシ　　大使　太子　大志　対交　大

　　　x祀　太始



タイジ　　B台児　田籍〈～通信〉　対x蒔

　　　退治　対自く哲〉

ダイシ　　題詩　題詞　台詞　第四　台紙

　　　　大敵〈仏〉　大姉〈仏〉

ダィジ　　大事　大慈く仏〉・題字　題辞

　　　　大字　台辞

タイシツ　体質　 対質〈～尋問〉　耐湿

　　　　く～性〉〈建〉

タイシテ　対して体して　大して

タイシャ　退社　代×赫〈～色〉　大赦

　　　　代謝く植〉　大抵〈～造り〉

　　　　〈建〉　滞砂く～圧〉〈工〉

タイシャク　貸借　⑭帝釈〈仏〉

タイシ＝　大酒　太守く史〉

タイジュ　大儒　大樹

タイシュー　大衆　体臭

タイシ＝ツ　帯鵬く図〉　貸出　退出

タイショ　太初大暑大勝〈～高所〉

　　　　大書　退所　対処　〔対x蹴〕

ダイショ　代書　代署

タイショー　対称　対照　対象　対症＜～

　　　　　療法〉　大正　大詔　大将　隊

　　　　　商　大勝　大笑

タイジョー一　退場　帯×杖　体状怠状

　　　　　帯状

ダイショー　大小　代償　代将

タイショク　退職　大食：体色　退色　耐

　　　　　食〈～合金〉〈鉱〉

タイシン　大震　耐震　大身　対審く法〉

　　　　退身　体心〈～正方格子〉〈鉱〉

タイジソ　対陣　退陣　灘陣　大人　対人

ダイジソ　大臣　大尽

ダイス　　　ダイス＜dice＞　 ダイス

　　　　〈dies＞

タイスイ　滞水　退水　耐水　大酔

タイスー　大数〈～観察〉　対数く数〉

タィスル　蒋する　体する　帯する
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タイセイ　大勢　体勢　体制　態勢　退勢

　　　　泰西　大政　大聖　大成囁大声

　　　胎生く植・動〉　対怪く植〉

タイセキ　退席　対席　x堆積　x堆石　滞

　　　　積　体積

タイセツ　大雪　x頽雪　大節　大切　体

　　　　節〈～闘膜〉〈動〉　たい（x腿）

　　　　節くこん虫〉〈動〉

タイセソ　大戦　対戦　大船　滞船　大

　　　　×仙

ダイセソ　代船　題x籏

タインP・　体操　：大宗　大葬　太宗　大層

タイソク　体側〈～神経節〉〈動〉　大則

　　　　大，慰

ダイタイ　代替　大隊　大たい（x腿）〈～

　　　　骨〉〈動〉　大体

ダイダイ　代々　x澄　大々〈～的〉

タイチ　　大知　対地　対置　多位置〈～

　　　　動作〉〈工〉

ダイチ　　大地　台地　代地　代置：

タイチョー　隊長体長退潮退庁附
　　　　　張〈～がいし（石響子・）〉〈工〉

グイチョー　台帳　大腸

タイテイ　退廷　大帝　大抵

タイテキ　大敵　対敵

タイテソ　大典　×戴天く不倶～〉　退転

　　　　対点く数〉

タイト　　泰・斗　タイト＜糠ght＞

タイ｝；　　態度　大度　×堆土

タイトー　対等　対当　台頭　帯刀　x馳

　　　　×蕩く春風～＞　x頽唐　大統　泰

　　　　東

タイドー　大道　帯同　胎動

ダイトー　大刀　代当〈～責任〉

ダイドー　大道　大同〈～団結〉

タイドク　単独　滞独　胎毒　体読

タイナイ　体内　胎内　隊内　対内　勉意



　　　ない

タイ＝チ　対H　吊目

タイニソ　大任　退任　体認　耐忍

ダイニソ　代人　代任　大人〈～小人〉

タイノー　滞納　怠納　胎のう（x嚢）

　　　　〈動〉

ダイノー　大農　代納　大脳

タイハイ　退廃　大杯　大×旛　大敗　帯

　　　　×侃

タイヒ　待避退避x堆肥〈農〉耐
　　　肥〈～性〉　対比　貸費　養費

　　　　〈～地〉〈建〉

タイビョー　大×麟　大病　繭病〈～性〉

ダイヒョー　代表　大⑧兵〈～llE満〉

ダイブ　 大分　ダイブ＜diving＞

タイフー　台風　大風

ダイブツ　大仏　代物〈～弁済〉

タイヘイ太平（泰平）　大兵大へい

　　　〈～つか〉〈建〉

タイペイ対米〈～外交・麦の～比〉滞

　　　米
タイヘソ　平編　大変　対辺く数〉

ダイベソ　大便　代弁

タイホ　　逮捕退歩

タイホー　大砲　滞邦〈～許可〉　大法

タイボー　待望　耐乏

タイマイ　大枚く～の金〉　タイ米

タイメイ　：大命　待命〈～制度〉

ダイメイ　題名　代名〈～言羅〉〈奮〉

タイメソ　体面　対面〈～交通〉

タイヤ　　タイヤ＜tyre＞　逮夜

タイヤク　大役　大x厄　対訳　大約

タイa一　太陽　大洋　態様（態容）　体

　　　用　大要耐用　帯用

タイラソ　大匠L　台覧

ダィリ　代理　内裏

タイリュー　滞留　対流く理・天〉
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タイリョー　大漁　大多氏　大量 ．｛本量　耐

　　　　量　退寮

タイリョク　体力　耐力〈～壁〉〈建〉

タイリソ　大輪　台臨

タイレイ　×頽齢　 大ネしく～服〉　耐冷

　　　〈～種〉

タエル　　耐える　絶える

タオル　　　タオル＜towel＞　乎折る

タカ　　　多寡　徳課　億科　高〈売り上

　　　　げの～〉　×鷹　多価〈～金属・～

　　　染亀体〉〈鉱・数・動〉　他家

　　　〈～受精〉〈植・動〉

タガ　　 ×舘i他我く哲〉

タカイ　　イ也界　高い

タカク　　多角　他覚　多核〈穂・動〉

タカトビ　高飛び　高e跳び

タカネ　　高X嶺　高値　高音

タカン　　多感弛管〈～送致〉　多環

　　　く糠〉　多管〈～ボイラー〉

　　　〈工〉

タキ　　滝多岐

タギ　　多技多義
ダキ　　　惰気＜～満7t＞　抱き〈横～＞

　　　x舵機　×唾棄

タキグチ　×焚き購　油日〈史〉

タキモノ　x焚き物　③薫物

タキョク　多極〈～機〉〈工〉　多融く～

　　　接続回線〉〈工〉

タク　　宅　×焚く

ダク　　　 x駄負｝　｝凄く

タクシa・一一　託生〈m’”’蓮～〉　拓縮

ダクダク諾々〈唯々～〉だくだく＜～

　　　流れる〉

タクチ

タク／ミツ

タクミ

タケ

宅地　拓地

警抜　択伐〈～林〉　卓抜

。工　巧み

竹e丈他家



タケイ　　徳計く調査の～主義〉　多形

　　　　〈～現象〉〈植・動〉　勉形

　　　　く地〉

タケル　　X睡る（S猛る）　e長ける

タケソ　　塾主県　｛出見

惑ゲソ　華言多言〈～を要せぬ〉多

　　　　元

タコ　　　x蠕　x凧　×set・XPt　タコ〈～部

　　　　屋〉

タコー　　総絞　勉行　多幸　多項＜～

　　　　式〉〈数〉　多孔〈～性〉〈鉱〉

　　　　多効く～冷却機〉〈工〉

ダコー　　x蛇行　惰郵

送ゴソ　　他言　多言

タサイ　　多才　多妻〈一夫～〉　多彩

タサソケイ　多塵系　多産鶏〈～と寡産

　　　　　鶏〉〈農〉

タシ　　　弛紙面誌　多士〈～済々〉

　　　　足し　多播く～法（接種）〉

タジ　　　他事　多毒〈～多難〉

．ダシ　　　出し〈～入れ。～じゃこ〉

　　　　△凶△霊

送シツ　　勉室　多湿

タシャ　　麹社：多謝

タシュ　　多種多趣

ダシュ　　打手　x舵手

タシュー　総州　飽宗　多収〈～記録〉

　　　　〈農〉　多衆〈～に分配〉

タシg　’一　多生　難生　弛省　多照〈高温

　　　　～〉　多少

タジョ　一一　多情　多暴く～繰糸機〉

ダセソ　　　　‡了造言〈野球〉　　×唾×fi．泉く生〉

タソー　　多軽く理。工〉　多層＜～フィ

　　　　ルム〉〈理●二［〉

タタエル　e称える　O湛える

タダス　　正す　x糺す

タチ　　　③質　△太△刀　徳地　裁ち（断
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　　　　ち）　立ち

タチアガリ　裁ち上がり　立ち上がり

タチウリ　立ち売り　裁ち売り

タチカタ　裁ち方　立ち方

タチモノ　裁ち物　断ち物

タツ　　　x龍　x辰　立つ　建つ　裁つ

　　　　（断つ）　絶つ　⑭経つ

ダヅカイ　奪鳳　脱会　脱灰〈～剤〉

　　　　〈理〉

ダッカソ　奪還　脱簡　税監

タヅケソ　卓見　達見

ダヅコー　脱稿　脱x肛

タヅシ　　達し（達示）

ダヅシュ　i奪販　ダッシュ＜dash＞

グヅタイ　脱選　奪胎く換骨～〉

タヅテ　　ム達てく～の願い〉　立って

ダツPt　一　脱漏　脱x牢

タテ　　　縦　X楯　④館　立て　△殺△陣

　　　〈～緬〉

タテキル　立て切る　O閉て切る

タテツボ　建坪　立坪

タテナオス　建て臨す　立て直す

タテモノ　建物　立て物く大～〉

タテル　　立てる　建てる

タトー　　弛党　多党〈～制〉　多島　多

　　　投〈野球〉

ダト　一一　打倒　妥当

タトエ　　X懸　e仮⑭令

タナ　　　×醐　⑭店　たなくscaffo2d＞

　　　　〈鉱〉

タナウケ　②窟請け’X棚⑲承け

タネン　　多年　他念

タビ　　　旅　⑭度〈この～〉　△足△袋

タブソ　　態聞　多聞　多分

タホー　　三方多方

タポー　　多忙　多望　多房〈～電圧計〉

　　　〈工〉



．タマ

タマヤ

ダミソ

タメシ

タメル

タメソ

タヨー

タヨリ

タラシuム

．タリツ

タリョr一・

タル

タレ

タレル

玉（③球）　⑪霊　②偶く～に行

く〉　タマ〈長狽三味線〉

⑳霊屡：玉屋：〈花火〉

惰眠　証跡

⑳試し　e例

×溜める　x矯める（X挑める）

他面多面

他用　多用多様
。便り　e頼り

　o垂らし込む　　x言狂し込む

他立弛律
他領　多量

×樽　足る

⑪垂れ〈かば焼きの～〉　×誰

Ott・れるく範を～〉　の放れる

　　　　〈小便を～〉

タソ　　　x疾　反〈～盗り〉　端〈～を

　　　　発する〉　単　短　腿　　タソ

　　　　＜to鷺gue＞

ダソ　段壇暖く～なとる〉断
　　　　〈～をくだす〉　談〈箪中～〉

　　　　男〈～生徒〉

タソイ　　　単位　単為く～結実〉＜穂●鋤

　　　　。農〉

ダソイ　　段位　暖衣〈～飽食〉

タソオソ　単音く欝〉・短音〈需〉

タソカ　　単三言　炭価　短歌　撞架　×啖

　　　　x呵　単科　③堪貨〈～能力（船）〉

　　　　単果〈楠〉　三盛〈～体〉〈植〉

　　　　炭化〈理〉

ダソカ　　X櫨家　騒歌

ダソカイ　段階　団塊く地〉

ダソガイ　断x塵　弾劾

タソカソ　胆管く動〉　蝋管く工〉

タソガソ　嘆願　単眼く動〉

タソキ　　単機　鎖騎　短期　短気　単記

　　　　単軌〈～鉄道〉〈工〉

1
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グソギ　　談議　段木く建〉

タソキュー　単級　探求（探究）

タソキョク　単極く～電圧〉〈工〉　端局

　　　　　く～装置：〉〈理。テレビ〉

タンク　　短旬　単句　短x躯　 タンク

　　　　＜tank＞

タソケソ　短見　短剣　探検

タソゲソ　単元　端厳　短弦く工〉

タンゴ　　単語　端午〈～の節句〉　タソ

　　　　ゴ〈tangO＞〈音〉

タソコー　炭鉱　炭坑　探鉱く鉱〉　淡紅

　　　　淡黄　単行　X堪航〈～能力〉

　　　　鍛工〈～場〉　鍛鋼く鉱〉　単孔

　　　　〈～すべり弁〉〈工〉単口＜～

　　　　霧吹き気化器〉〈工〉　導向＜～

　　　　電流〉〈工〉　挙項〈～式〉

　　　　〈数〉

ダソコー一一一　断交　瀦交　断行　男工　断郊

　　　　〈～幾走〉　団鉱〈鉱〉　暖向

　　　　〈～期〉〈天〉

タソザ　　単座　端凄

タソサイ　淡彩　単彩　短才

タソサク　探索　単作　単索〈～グラブ〉

　　　　〈工〉

タソシ　　短詩　単糸　短資〈経〉　端子

　　　　〈～盤〉〈建〉　短枝く樒〉　担

　　　　子〈～胞子〉〈植〉

ダソシ　　男子　X延紙　弾糸く轍〉

ダソシュ　断酒　断種く動〉

タソジュー　短銃　胆x汁

タソショ　短所　探書

タソシn　一’　爽賞　嘆傷　短章　探勝　探

　　　　　照〈～燈〉　短小　単勝〈～

　　　　　式〉　単称　単床く建〉　単晶

　　　　　〈槌〉　探傷〈～器〉〈エ〉

　　　　　短x梢〈～九々〉〈農〉

ダソショー　断章　談笑　男×媚



タソショク　×貧色　X躍食：単色　単食

　　　　〈～性〉〈動〉

ダソショク　男色　暖色

ダソジル　談じる　断じる　弾じる

タソシソ単身短針誕x辰丹心単
　　　心〈～曲線〉〈工〉　探針くエ〉

　　　単僑〈～法〉〈工〉

タソスイ　×湛水〈～鐙〉　淡水　炭水

　　　〈～化物〉〈理〉

タソセイ　：丹誠　丹精　端正　端整　嘆声

　　　丹青　単性く～花〉〈櫨〉　単星

　　　〈動〉　単精〈～受精〉〈動〉

　　　短声〈工〉

ダソセイ　男性　男生　男声　弾性く理〉

タソゼイ　担税〈～能力〉　単税〈～論〉

タソセキ　×疾x咳　×旦夕　胆石

タソセソ　単三　単線　探線く工〉

タソセ「ソ　丹前　端然

タソソ　　炭素〈理〉　炭×疽く医’撰1＞

　　　嘆訴

タソソー　単眼く～変態・～世代〉＜植・

　　　鉱〉　単薦〈～表皮〉〈穂〉　炭

　　　願　担送

ダソソー　断層　断想　談×叢　男装　弾

　　　　奏

タソタイ　担体く理〉　単体く理〉

タソダイ　短大　探題く文・史〉　単磁

　　　　〈～事〉〈工〉

ダソタイ　団体　暖帯〈～林〉〈懊。穂〉

　　　弾帯
タソタソ　×ま匿々　淡々　×耽々〈虎視～〉

　　　　×湛々

ダソダソ　騒々　だんだんく～と〉

ダソチ　　暖地　団地

タソチュー　端柱〈工〉　短柱くエ〉

タソチa．・一　単調　短調く音〉　丹頂

　　　　〈～鶴〉　単頂〈～花序〉
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　　　　〈植〉

ダソチョー　賦長　断腸〈～の思い〉

タソテイ　探×偵　端艇　単底く工〉

タソテソ　短点く工〉　単点く工〉

タソデソ　炭田　丹田

タソトー　短刀　単刀〈～直入〉　反当

　　　　〈～収量〉　単簡〈～抄紙機〉

　　　　＜工1＞　単投〈～スイッチ〉

　　　　〈工〉　単糖〈～類〉〈理〉　担

　　　　当

ダントー　暖冬　断頭く～台〉　弾頭〈～

　　　波〉〈理〉

タソドク　単独　×耽読　丹毒

タソニソ撞無職ソニソ＜tannin＞

　　　　〈理〉

ダソネツ　暖熱　断熱〈理〉

タソノー　腕のう（×嚢）〈生。動〉　端

　　　届く動〉　単能＜～工作機械＞

　　　e堪能

タソパ　　タソバ〈tamper＞〈工〉　短

　　　旧く工〉

タンパク　淡白　x蛋白

タソパツ　短髪　単発

タソビ　　嘆美　x耽葵

ダソピ　　断碑　団×匪く史〉

タソブソ　短文　単文〈口〉　探聞

ダソペソ断片断編
タソボ　　田×圃　×旦暮

タソミ　　淡腺　単昧〈～肥料〉

タソメイ　短命　単名〈～手形〉

ダソリュー　暖流　団粒〈～法・～組織〉

　　　　〈鉱・農〉

タソリョク　胆力　淡緑

くチ〉

チ　　　　知　地〈～の利〉　血．治く～

　　　　にいて乱を忘れず〉　値く絶対

　　　　～〉〈数・理〉



チイ　　　地位　地異く天変～〉　地衣

　　　　〈～類〉〈楠〉

チエ　　　知恵千重

チ：＝一ソ　　地縁〈～社会〉　遅延

チカ　　　地目言　地下　治下

チカイ　　地階　誓い　近い

チガイ　　違い　治外〈～法権〉

チカク　　知覚地核く地〉地X趣く地〉

　　　　近く

チカソ　　痴漢　置換　　〔弛緩〕

チキ　　　知己　稚気く～満々〉　痴気

　　　　地気〈工〉

チギ　　遅疑地×祇〈天神～〉　千木

　　　　く建〉

チキュー　地球　地級く土地の等級〉　地

　　　　久

チギリ　　契りちぎり＜key，butterfly＞

　　　　〈建〉

チギル　　契る　千切る

チク　　　 一SUI区二　x態也駆

チグー　　知遇　値遇

チグサ　　千草　千⑭種

チクジ　　岬町〈～訳〉　遂次

チクジョー　築城　逐条〈～審議〉

チクゾー　築造　蓄蔵　口恥

チクテイ　築庭　築堤

チクデソ　逐電　蓄電〈～池〉〈理〉

チケソ　地検〈地方検察庁〉治権地

　　　　券知見

チコー　　遅効　治効　地X溝　池X溝　地

　　　　x客　知行〈～含一〉

チコク　　治国〈～平天下〉　遅刻

チサン　　治山　遅参　治産く禁～〉

　　　　〈法〉　稚蚕く畏〉

チシ　　　地誌　地史く地〉　致死　致仕

チジ @纏＝Fk〈～に乱れる〉
チシツ　　地質　知×悉
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チシャ　　知者　治春　痴者　x萬x：董

チショー　知将　池沼　地象く地〉

チジョ　’一　地上　痴情

チジソ　　知人痴人

チスイ　　治水　池水　致酔〈～飲料〉

チセイ　　治政　治枇　地勢　地政く～

　　　　学〉　知性

チセキ　　治績　置堅く～船〉　地穫　地

　　　漸く～測量〉〈工〉

チソー・　　x馳走　地絹　地層　無根く～

　　　　装置〉〈工〉

チソク　　遅速　知足〈安分～〉　地測

　　　　〈～航法〉〈工〉

チタイ　　地帯　痴態　遅滞　遅怠

チチ　　　父　乳　遅々

チチュ　・一　地申　池中く～養殖〉

チツ　　　X秩　ちつ（x騰）〈生・動〉

チッコ・・一　築港　竹工〈　　　　口～影．環〉

チテイ　　地底　池x亭

チトク　　知徳　知得

チドソ　遅鈍痴鈍
チノー　　知能　知x嚢

チノリ　　地の利　lltrx糊

チホー　　地方　痴×呆

チマキ　 X綜チ巻きく織機〉　ちまき

　　　　く建〉

チミ　　地味×魑魅〈～魍魎〉

チメイ　　地名　知名　致命〈～傷〉　知

　　　　命

チャカス　茶x津　茶化す

チャキ　　茶気　茶器

チャクイ　着意　着衣

チャタガソ　漕眠着岸

チャッヵ　着荷　着火〈～点〉　着果く～

　　　　率〉〈農〉

チャッコ　一・　着工　着港

チユー　　知友知勇



チニー　　注蛍忠　中x謙
チェーイ　注意　中位　駐傍〈～大使〉

　　　　中漂寸

チュー一・＝イ　盤英〈～大使〉　中衛く運〉

チュー　di　一一　中央　中欧

チs　一一ヵ　中華　鋳貨

チューカイ　×厨×芥　仲介　注解　中介

　　　　　〈～軸〉〈工〉

チュ…一ガイ　虫害　中外　駐外

チューカソ　中間昼閥柱間〈～帯〉

　　　　　〈工〉

チューキ　中期　注記　中気　抽気く工〉

チュpmキュー　中級　×訣求く苛敷～〉

チューキョー　中共　中京

チ，　一一　”tソ　忠勤　鋳金

チューケイ　中継仲兄柱i形く工〉

チューゲソ　忠言　中元　中原　中問

チューコー　忠孝　鋳鋼　中興　中耕＜～

　　　　　除草〉〈膿〉　昼光〈～電球〉

　　　　　〈工〉

チューゴク　中国　中門〈～四国〉

チューサツ　駐x劃　X謙殺

チューシ　中止　注視　中支

チュ　’一シャ　注射　駐車

チュ　一一ショ　一一　抽象　中小〈～メーカー〉

　　　　　　中筋

チュ　”一ジu一　柱状柱上中将衷情

チs　一一シソ　忠匿　営門　衷心　中心　注

　　　　　進　中震

チュ　一’スイ　注水虫垂〈～炎〉

チュースー　中枢　中数く統計の～〉

チ＝　一一スル　⑭沖する　浅する　y’　iliする

チs一セイ　中世　中生〈～稲〉　中正

　　　　　忠誠　中性〈～触媒〉〈理〉

チ≠一セキ柱1石。沖積く～屡〉〈地。

　　　　　農＞　x晒普

チs　P・セソ　抽選　中線く数〉

チェ　一一タイ　中隊　X紐帯　中退

チza　・一ダソ　申段　中断

チェ　”“テソ　中天　㊤沖天　中点く数〉

チ＝　一一ト　一一　中等　中東　柱頭　仲冬

　　　　　×酒盗

チュ　H－b’　一一中道　鋳銅

チュveドク　中毒型押〈～大使〉

チュ　P・トソ　駐x屯　チュi・一トソ＜～艮

　　　　　族〉

チューニチ　中日　駐碍〈～代蓑団〉

チューノー　中農　中脳く動〉

チューバソ　中盤中判

チ＝一ブ　中部　チ＝一ブ＜tube＞

チュr・一フク　中腹x謙伏

チューベイ　中米　駐米

チューヨ～　中庸　中葉　虫様＜～突逸

　　　　　炎〉

チューリャク　中略　X露略

チューリュー　中流駐留　中野〈～砂〉

　　　　　　〈工〉

チゴーロー　中老　柱廊　中労〈～委〉

　　　　　中x置く史〉

チョ　　著e緒〈～につく〉

チa　・一　　×蝶　腸　長　兆（徴）＜イ

　　　　ンフレの～〉　　朝　x寵　 聴〈～

　　　　を失う〉　超　x庁

チu．一’アイ　×寵愛　帳合

チョーイ　弔意　弔慰　×凋×萎　潮位〈～

　　　　曲線〉〈工・天〉

チョーイソ　調邸　庁員

チョーエキ懲役揚州
チョー・エソ　腸炎　肺炎〈～炭〉〈工〉

チョーオソ　朝恩　×寵恩　重恩　聴音

　　　　長音く音〉　調音く言〉

チa．e一力　長歌　弔歌町家四過

チョ．・一カイ　町会　朝会　懲戒　潮解

　　　　　く理〉　跳開く～げた〉〈工〉
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チn一カク　弔客　述邑覚

チョ　一一ヵソ　朝刊　長官　鳥×鰍　腸管

　　　　　聴官　頂冠〈工〉

チョーキ　畏期　弔旗　x綴。姫聴器

チョーギ　町議　回議

チa一ク　長旬チョ・一・ク〈chalk＞長駆

チョreケイ　長兄　長計く山家薫年の～〉

チョーケソ　朝権　朝憲　朝見　長剣

チョーコー　聴講長考長講兆候（徴

　　　　　候）　朝貢長広〈～香〉　調

　　　　　光〈～器〉〈工〉

チョーコク　X羅国　彫刻　超克

チョーコツ　長骨く生〉　揚骨く生〉　聴

　　　　　骨く生〉

チu　一一ザイ　調剤　聴罪

チョP一一サソ逃散朝三〈～暮四〉

チョーシ　弔詞　弔詩　調子　長子　X銚

　　　　子町史聴視徴し〈纂例に
　　　　～〉　雨止〈～器〉〈工〉

チョージ　弔辞　×寵児　長時

チョre一シツ　陰湿〈～ドライヤー〉〈理〉

　　　　　調質〈～油〉〈理〉

チョージャ　畏者x諜藩

チヨーシx　鳥目〈～者〉　聴守く工〉

チョーシth　一　徴収　徴集　聴衆　長x柚

　　　　　　〈～表流〉　調習

チe　一一ジュー　鳥獣　弔銃　聴従

チョーショ　長所調書

チョーショー　徴謳　×潮笑　長x嚇

チョージu　’一頂上長城く万里の～〉

　　　　　　長上　煮畳

チョーシソ　朝臣　×寵颪　長：身　長針

　　　　　聴診　調進　彫心〈～面骨〉

チa一ズケ　帳付け　丁付け

チョースル　徴する　弔する

チョ　’一　itイ町政町制町勢調整調

　　　　　製　長生　長×麺　超世　鳥声

　　　　加島　調性く音〉　長声く工〉

チer　・一　tiイ　町税　徴税

チヨーセキ　朝夕　町’籍〈～簿〉　潮x汐

　　　　　く天〉　長石く鉱〉

チョpmセソ　腸線〈ガヅト〉　腸×腺

　　　　　〈生〉　朝鮮　X挑戦　張線

　　　　　〈～器〉〈工〉

チョーゼソ　長X韓　趨然　X帳然

チョーソ　彫塑重：x酢

チn一ダ　長x蛇　長打く野球〉

チu．一一ダイ　頂x戴　長大　町代〈史〉

チョータツ　調達　×楊弓

チョータソ長短長嘆
チョP一チョー　町田　庁長　X喋々　丁々

　　　　　〈～発止と〉　長調く音〉

チョpneテイ　二二調定〈～保険料〉朝

　　　　弓長弟　重訂
チョP・ド　調度　丁度　三度く工〉

チョーナイ　町内庁内腸内

チョーニソ　町人重任く史〉　㊤停任

　　　　　く史〉

チョ　一”ハ　長波〈理・工〉　潮波〈理・

　　　　工〉　銚波く工〉　調波く工〉

チョーバ　帳場　町場く史〉　調馬　x嘱

　　　　x罵

チu　一一ハツ　長髪　調髪　X挑発　徴発

チョーヒ　町費　二日

チu一ヒa　一一　帳票　徴×愚　徴表

チョーブソ　長文　弔文

チョーーボ　帳簿　朝暮　徴募

チa・・一ホー　×諜報　弔砲　調法く不～〉

　　　　三宝

チa一メイ　長命　晦名　朝命　四川

チゾモソ弔問聴欄聴問頂門
　　　　〈～の一針〉

チョ　一一ヤ　朝野　長夜

チaPtヤク　調薬跳躍
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チョーユー　町有く～地〉×釣友

易ヨーヨー　徴用　重用　懲・騰　長幼

　　　　　x貼用　聴容

チョ　”一ラク　調絡く電謡の～＞　X凋落

チョーリ　調理　重利〈経〉

チョーリツ　町立　調律

チョーーリュー　潮流　長流

チョーリョク　聴力　張力　潮力＜～発電

　　　　　　焼〉〈工〉

チョーレイ　朝礼　庁令　朝令〈～幕改〉

チョ　一一　＝pt　長老　×潮x弄

チu　一一ワ　調和聴話〈～器〉

チョク　　勅　x猪口　直

チョクゴ勅語直後
チョクサイ　勅裁直裁　〔直x戴〕

1チョクシ　勅使　勅旨　薩視　直示〈～検

　　　　流計〉〈工〉

チョクシャ　慮：射　直写：　慮：煮＜～式製

　　　　　塩〉

チ． ?ジョ　’一　勅×誕　直惰　直上

チョクセツ　直接直x載

チョクセソ　i線　勅選　勅x撰　勅宣

チョクトー　衛：管　勅答

チeクユ勅諭直x喩
チョゲソ　（e緒言〕　薯減

チョソー　貯槽三二〈～室〉

チョゾー　貯蔵　著増

チョッカク　直角癒：覚

チョッカソ　直観　勅勘　直×諫　直感

チョッケイ　直径　直系

チョヅコー　薗：行　直航　直交〈～切線〉

　　　　　〈数〉

チョメイ　著名著明

チリ　　　地理　地利　ちり〈料〉　×塵

　　　　散りく花の～が早い〉

チリョク　知力　地力〈～維蒋〉

チソ　　　朕　×抑　珍くそれは～だ〉
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チソカ　　珍菓珍果　沈下　鎮火

チンキ　　磁器　珍奇　珍貴　沈×毅　チ

　　　　ソキ＜tincture＞

チソu　・一　珍x肴　沈降

チソジ　　珍褻（x構蛮）

チソジョー　x枕上　陳情　陳状く史〉

チソスイ　沈酔沈水〈～穂物〉〈植〉

　　　　沈錘くエ〉

チソセイ　鎮静　沈静

チソセキ　x枕席　珍籍　沈積〈～物〉

　　　　〈鉱〉

チソセソ　賃銭’沈船　沈潜

チソタイ　賃貸　沈滞

チソチョー　珍重　沈重　ちんちょう

　　　　　く建〉

チソツP・　沈痛鎮痛〈～剤〉

チソトー　珍讐　x枕頭　陳x套

チソユー　珍優　沈勇

くツ〉

ツイ　　　対　つい　③終〈～のすみか〉

ツイエル　費える　x潰え．る

ツイカソ　・つい（×椎）管〈動〉　つい

　　　　（x椎）間〈～軟骨〉〈動〉

ツイキュー　追究　追求　追及　追窮　追

　　　　給

ッイコー　追考　追行く手続を～せしめ

　　　　る〉　〔遂行〕

ツイシ　　追試　墜死　追×譲　追思

ツイショー　追O従　追賞　追償く違約～

　　　　金〉
ツイセキ　追跡　追措

ツイソー　追想　追送

ツイチョー　追徴追弔

ツイデ　　⑭序　次いで

ツィトー　追悼　追討

ツイフク　追福　対幅

ツ…　　　通　ツー一＜two＞



ツーカ　　通貨通過

ツーカイ　通解　痛快

ツーカソ　這i関　通款　痛感　通巻　通観

　　　通刊〈～丹数〉〈圏〉

ツPtケイ　通計　通経く～剤〉

ツーゲソ　痛言　通雷

ツーコー　通行　通航　通好　通交

ツpaコク　ラ垂告　凝ぎ×肇ミ

ツーシu一一　通称　通商

ツーシソ　通儒　痛心〈～事〉

ツーセツ　通説　痛切

ツーチョー　逓蟻　通×牒く～を発する〉

ツーネソ　通念　通年　痛念

ツーフー　血戦〈～口〉　痛風く医〉

ツーホー　通報　通法

ツーボー　通謀　痛捧

ツーa一　通馬　痛×痒

ツーロン　通論　痛論

ツカ　　　⑭束　㊦柄　x塚

ツカエル　使え．る　仕える　つか％る

　　　　〈のどに～〉

ツカレル　突かれる　疲れる　X愚かれる

　　　　く仕事に～〉

ツキ　月突き付き〈～がいい〉
　　　尽き〈運の～〉

ツギ　　次継ぎ
ツキアイ　付き合い　突き合い

ツギザオ　継ぎx弊：〈釣り〉　継ぎx樟く三

　　　　味線〉

ツキモノ　×眩き物　付き物

ック　　　突く　慈しく（付くgo就く・e長ll

　　　　く。X愚く）　×漬く　×鳩く　㊧吐

　　　　く＜嘘を～〉

ツグ　　次ぐ継ぐ⑧注ぐ

ツクリ　造り　×勢

ッヶ　　　つけく歌舞伎〉　付け

ツゲ　　　告げく神のお～〉　⑪黄×揚
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ツケガミ　付け髪　付け紙　　　　　　　‘

ツケコム　付け込む　X漬け込む

ッケネ　　付け根　つけ値

ツケモノ　×漬け物　付け物

ツケル　　油ける　x漬1・ナる

ツチ　　土　×槌

ツツミ　包み　堤

ツトメル　努める　勤める

ツバ　　　X唾　x鍔

ツバキ　　×唾　x稽

ツボ　　　坪　x壼

ツマ　妻×棲s端
ツミ　罪積み詰みく将棋〉
ツミイレ’積入れ　摘入れ〈料〉

ッム　　　積む　摘む　詰む　O紡e錘

ツメ　　爪諦め
ツメキリ　詰切り　爪切り

ッモリ　　積もり　⑭心⑲算：

ツヤ　　×艶通夜

ツユ　露㊧梅⑪雨⑭液つゆ〈～知

　　　　らず〉
　へ　　　　　　　ゆ　ド　　　リ　
ツフ　　　　圏　還

ツル　　　弦　＠蔓　⑫鉱　×鶴　x釣る

　　　（x吊る）

ツレル　　X釣れる（X昂れる）　X痙：れる

　　　連れる

くテ〉

テアライ　手洗い　手荒い

テイ　　　丁　態（体）〈～よく〉　艇

　　　　呈底く数〉

テイアツ　低圧〈～謙〉〈天〉　定圧く～

　　　　比熱〉〈理・工〉

ティィ　　帝位　定位　低位

ティー　　ティー＜tea＞　ティー＜tee＞

　　　　〈ゴルフ〉

テイオソ　低音　低渥．定温〈～器〉

　　　　〈理〉



テイカ　　定樋　低舗　低下　逓加

テイカイ　停会　低幽

テイカク　三角〈～アーチダム〉〈工〉

　　　　定格〈～出力〉〈工〉

テイガク　定額　低額　停学

テイカソ　停刊　×諦観　定款く法〉　低

　　　乾く低温乾留〉〈工。鉱〉

テイキ　　定期　提起

テイギ　　定義提議

テイキュー　定休　低級　庭球　x涕泣

テイキョー　帝京　提供

テイキソ　提琴　庭⑲訓

テイケイ　定型（定形）　×蹄形　定係

　　　　〈～港〉〈法〉　提携　てい

　　　　（×梯）形〈～アーチ〉〈建〉

　　　　定径く～Pt一ル〉〈鉱〉

テイケツ　締結　貞潔

テイゲソ　低減　逓減　提言　定限＜～年

　　　　齢〉　定言く哲〉

テイコー一　定稿　抵抗　逓降〈～変圧器〉

　　　　〈工〉　提高く工〉　定向＜～進

　　　　化〉〈動〉

テイコク　帝國　定刻

テイシ　　停止底止x諦視　定止＜～

　　　燈〉〈工〉

テイジ　　定時　低次　丁字　提示　x鼎

　　　　　×縛逓次

テイシツ　帝豊　低湿　低質

テイシ＝x亭主艇蔭低喬二種＜9S＞
テイショ　一一　逓絹　提唱　出品　二三〈～

　　　　変圧器〉〈工〉

テイジョー　庭上　呈上　定常く～波〉

　　　　　〈理・建〉

テイショク　定職　定食　停職　呈色　抵

　　　　触定植
テイシソ　x挺進　x挺身　逓信　艇：身　定

　　　針〈～測量〉〈鉱〉

デイスイ　×泥水　x泥酔

テイスル　呈する　×挺する

テイセイ　帝制　帝政　低声　訂正　定性

　　　　〈～分析〉〈理。鉱〉　底轟く～

　　　生物〉〈動・植〉

テイセツ　定説　貞1節　底節く動〉　底設

　　　　〈～導坑〉〈工〉

テイセソ　停戦停船　x汀線く地〉　．底

　　　旧く数〉

テイソ　　帝×詐　提訴　定礎〈～式〉

　　　　〈建〉

テイソー　東操　逓送　低層〈～～霊療〉

　　　　〈楠〉　底層〈天〉

テイソク　定則　 丁丁　 定足〈～数〉

　　　　〈法〉

テイソクド　定速度〈～電動機〉〈工〉

　　　　低速度〈～定査〉〈工〉

テイチ　　低地　定置　X偵知　定値

　　　　く工〉

テイチョー　低調　丁重　低張く穂。動〉

　　　　艇長く工〉　提頂くエ〉

テイテイ　廷丁　x三々

テイテソ　定点　帝展

テイデソ　停電　逓伝〈～組織〉

テイデソアツ　低電圧〈～アrク〉〈工〉

　　　　　定電圧〈～発電機〉〈工〉

テイド　　程度　低度

テイトー　抵当　低頭

テイナイ　庭内　邸内　廷内　提内〈～

　　　地〉〈工〉

テイネイ　丁寧　つ汀XI嘩〈医〉

テイネソ　定年（停年）　丁年〈～藩＞

　　　　x諦念

テイホソ　底本　定本

テイメイ　締盟〈～國〉　低迷

テイヨー　提要　定容〈～比熱〉〈建〉

テイリ　　低利　廷吏　定理〈数〉
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テイリツ　定率　低率　定律　定立く哲＞

　　　　x鼎立

テイリュ　’一　底流　停留　定流〈～式〉

　　　　　〈工〉

テイリョ　一’定心　低料

テイロソ　定論　三論

テガタ　　手型　手形く経〉

テキ　　敵テキ〈ビフテキ〉

デキアイ　出来奮い　X溺愛

テキカ　　滴下　摘果く農〉

テキカク　適格　的確

テキサク　適策　適作〈～地〉

テキシ　　敵視　摘示く要領を～〉〈法〉

　　　適視〈～距離〉〈テ　レ’ビ〉

テキシュツ　摘出　×捌出

テキジョー　敵情　敵城　適条

テキスル　適する　敵する

テキセイ　適性　適正　敵性　敵勢

テキダソ　敵弾　X郷弾〈～筒〉〈軍〉

テキチ　　適地　敵地

テキチュー一　酌中（適中）　敵中

テキド　　適度　適土〈～性（作物）〉

テキヤク　適役　適訳　適薬

テキヨー　適用　摘要

デキル　　出来る　轟切る

テキレイ　適例　適齢

テコ　　　てこ（x挺子）〈～関係〉

　　　　〈鉱〉　手子く鉱〉

デシ　　　③弟子　デシ〈～リヅトル〉

テスキ　　手透き　手x漉き

テズリ　　手劉り　手x釣り

テツ　　　鉄　x轍〈～を踏む〉

テッカイ　鉄塊　撤回

テッカク　適絡　的確

テッカソ　鉄管　敵艦

チッキ　　敵機敵騎敵旗鉄器適期
　　　　〈～施肥〉　　　詣萄言己　　適帰 t

テッケツ　鉄」血x別×訣

テヅ＝一　鉄鋼　鉄工　鉄鉱　鉄坑　鉄甲

　　　　徹甲〈～弾〉〈工〉

テツザイ　鉄材　鉄剤〈医〉

テッサク　鉄×欄鉄索

テッシェ　一一　鉄舟　撤収

テヅショ　pt　鉄相　徹×宵

テツジソ　哲人　鉄人

テッスル　微する　撤する

テッセン　鉄扇　鉄線　鉄船

テットー　鉄塔　鉄建　鉄×桶〈～の陣〉

　　　　徹頭〈～戯具〉

テヅペソ　てっぺん　鉄片

チドリ　　　三ヨ三取りく～金〉　 手。凝｝り

デパナ　　出花　出藍〈～をくじく〉

テブリ　　手振り　手0風

チボリ　　手彫り　手量〈鉱〉

テラス　　照らす　テラス＜・terrace＞

テソ　全天x毅転×簑テソ
　　　　〈ten＞　典く華燭の～〉　×悟

　　　　〈～として恥じない〉

テソイ　　天意　転意　天衣〈～無縫〉

　　　転移　転位く鉱・数〉

テソオソ　天恩　転音

テソカ　　転化　転嫁　添加　点火　転

　　　　x詑　転禍〈～化福〉　天下

テソガ　　点画　典雅

デソカ　　殿下　伝家〈～の宝刀〉　電荷

　　　　く理〉　電化

テソガイ　天外　天x涯　天がい（x蓋）

　　　　〈建〉

テソカイ　転回　展開　転開〈～橋〉

　　　　〈工〉

デソカイ　電解く理〉　電界く理〉

テソカイ　転換　展観　転官　x癒x欄

テソガソ　天顔　点眼く医〉

テソキ　　天気　転機　天機　転記　転帰

241



　　　　〈医〉

デンキ　．伝記　伝奇　電気　電機く重～

　　　　軽～〉　電器　電軌

デソキェー　電球　電休〈～目〉

テソキョ　典拠　転罵

デソキリョー　電気料　電気蚤

テソキソ　転勤　天金く図〉

テソケイ　典型　点1景　天啓　天恵

テソケン　天X鹸　点検　天×譲

テソコ　　点呼　典故　点弧〈～電圧〉

　　　　〈工〉

テソコー　転向　転校　天候　点光く～

　　　　源〉〈図〉

テソゴク　天国　典獄

テンサイ　天才　天災　天際　転載　×甜

　　　　藥

アソシ

テソジ

デソジ

アソシャ

フ’ソシャ

アソシェ

使
字
配
写
這
出

論
点
田
転
電
店

天子天資　展×翅

×翻字展示

電磁〈～波〉〈理・工〉

転車〈～台〉〈工〉

伝写

天守〈～閣〉　天主く～

　　　　教〉

テソジュ　天寿　天授

デソジュ　伝授　伝受

テソジュー　転住i添充〈～細胞・～物〉

　　　　　〈植・建〉

テソシュツ　転出　点出

テソシ・添書転断く免官～〉×験書

テソジョー　天井　天上　天x壌く～無

　　　　　窮〉　転乗　殿上く史〉

デンショー　伝承伝唱（伝×舗）

テソショク　天職　転職　点食く理・鉱〉

　　　　　展色〈～剤〉〈建〉

テソジル　転じる　点じる

テソシソ　転身　転進　転心　転針〈～延

　　　　展機〉〈工〉　展挿〈～金綱〉

　　　　〈工〉　天心　天真く～欄漫〉

　　　　点心

テソジソ　天人　天神

デソシソ　電信　伝心く以心～〉

テソセイ　天成　天性　転成　転生　点購

　　　　〈画耀～〉　天声〈～人語〉　展

　　　　性く理〉

デソセイ　電請　伝声〈～管〉〈建〉

テソセキ　転籍　典籍　転石く鉱〉

テソセソ　点線　転戦　転染〈～法〉

　　　　〈理〉

デソセソ　電線　伝染

デソソー　電送　傍送　飯奏　電そう

　　　　　（×槽）〈工〉

テソソク　店則　天測＜～器械＞　x纏足

　　　　×填足

テソタイ　i天体　転貸

デソタソ　縁単　電探く電波探知機〉

テソチ　　天地　転地　転置

デソチ　　田地　電池

デソチ＝一　電柱　殿中　電廉く鉱〉

テソチョ　一一天朝　天聴　展張　天頂〈～

　　　　　角〉〈数〉　転調〈音〉

テソテイ　天帝　点×綴　天底く工〉

テソテキ　天敵く動・畏〉　点滴＜～培

　　　　養〉〈植〉

テソテツ　転×轍〈～手〉　点×綴

テソテソ　点々　転々　×鰻転〈～反側〉

テント　　×貧都　テント＜tent＞

テソトー一　店頭　点頭　転倒　点燈　×纒

　　　　頭　転回〈～運動〉〈植〉

デソトー　電燈　血統　伝燈

デソドー　電動〈～式〉　伝動〈～装蟹〉

、　　　　殿tt　飯道く宗〉　伝導く理〉

　　　　電導〈～ガラス〉〈工〉

テソニ＝一　転入　X填入

　テソニソ　天人　転任
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デソネツ　電熱〈～器〉　縁引〈～爾〉

　　　　〈工・鉱〉

デソバ　　伝X播　電波〈理〉

テソパブ　×鎌X演　天盃　e聴X牌くマージ

　　　　ヤン〉

テソピ　　天日　天火

テンプ　　天賦　添付　×貼付　転付＜～

　　　　命令〉　天府く時計〉

デソブ　　田X獄轡x部

テソブソ　天分　天聞

デソブソ　電文　伝踊

テソペソ　天変〈～地異〉　転変く有為

　　　　～〉　天辺

テンポ　　店舗　転補　テンポ＜tempo＞

デソポー　電報　伝法

テソマ　　②伝O馬〈～船〉　天魔

テソメイ　天命　店名

テソメソ　転免　×纒綿

ツソU一　転用　×貼用

テソライ　天来　天×籟

テソラソ　展覧　天覧

テソリ　　天理　天利〈経〉

テソリョー　点料　天頷く史〉

テソレイ　典礼く法規～〉　典令く操典

　　　　～〉典例典麗
デソレイ　電令　債令　電鈴

デソロ　　電路〈～獅設〉〈工〉　電炉

　　　　く～鋼〉〈工・鉱〉

〈ト〉

ト

ド

トイ

トウ

トPt

　戸　都　恐く好学の～〉

　度土く土曜目〉

　問い　×樋　徒衣〈～徒食〉

　問う　e訪う

　トウ＜tOW＞〈理〉　糖く理〉

塔　×tt’tt＜ふきの～＞　o疾う＜～

の普〉　妾〈～を得る・～委貴

会〉　党　x籐　筒〈数〉
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ドー　　　胴　堂〈～に入る〉　銅

ト・・一一アソ　箸案　x楡安

トーイ　　当意〈～即妙〉　等位　登位：

　　　糖衣　遠い　当為く誓〉

ドーイ　　同意　同位　胴衣

ドーイケソ　同意見　同意権

トーイン　党員　登院　皇院　頭韻　ト　一・

　　　イソ＜toe－in　Gf　front　wheel＞

　　　〈工〉

ドーイソ　動因　導園　同韻　岡院　動員

トー＝イ　投影く数・理・図〉　倒影

トーオソ　等温く理〉　唐音〈言〉

　　　　　　　　　　　　　　　　一非トーカ　　　　燈火　燈下　頭花〈植〉　豆化

　　　く植〉　銚花　刀架　十B　等価

　　　透過　投下　糖化く理〉　等化

　　　く動〉
ト　一一ガ　　唐画　冬芽〈植＞

S　一一力　　道：歌　童歌　道家　問課　1司科

　　　．e潤うカtS　銅｛蚕言〈理〉　 金同工疑　 導

　　　火〈～線〉　同嫡　岡化

トーカイ　東海　倒壌　×輻X晦

トーガイ　党外　等外　島外　当該　凍害

　　　糖害

ドーガイ　堂外　同幽く～報復〉

トーカク　佳理閣　 登…閣　 頭角＜～を現わ

　　　す〉　統覚〈暫〉　等角く数〉

ドーガク　同学道学〈～者〉　同額

トーカツ　統括　等割く動〉

トp・カソ　楽館　等閑〈～に付する〉　統

　　　監　盗汗　投×函　陶管く工〉

トーガソ　旧劇　冬×瓜

ド　・一カソ　導管〈建〉　道観く建〉　同官

　　　岡館　同感　道管く植〉

ト　一一キ　　党規　党紀　冬季（冬期）　当

　　　期　投機　騰貴　登記　陶器投

　　　棄　覇気〈～率〉〈建〉　等輝

　　　く～光度計・～測光器〉〈工〉



トーギ　　党議　闘技　討議　　　　　　　　ドーコク　開国　×働x奨

ドーキ　　動機　動X悸　同期　同気く～　　トーコツ　頭骨く動〉　とう（×椀）骨

　　　相求むる〉　銅器　同機　　　　　　　　　　く動〉

ドーギ　　道義　動議　同義　胴着　　　　　トーコソ　刀×痕　痘x痕　闘魂　等根　当

トーキド　等輝度〈～曲線〉〈建〉　辛気　　　　　　今　　　　　　　　　　1

　　　度〈～試験〉〈建〉　　　　　　　　トーサ　　遠さ　星沓如く鉱・工〉　等差

トーキ＝　・一　等級　討究　投球く野球〉　　　　　　　〈～数列〉〈数〉

ドーキュー　問級　x撞球　　　　　　　　　〉’　一一サ　　動作　どうさ（△馨△水）＜～引

5一ギョ　闘魚　統御　　　　　　　　　　　　　　き〉〈図〉

ドーキョー　同郷　道教　　　　　　　　　　　トーーサイ　登載　X搭載　統裁　当歳

ドーギョ　h一隅業　同行　童形　　　　　　トーザソ　轟山　唐x桟

トーギョーシャ　糖業者　嘉業者　　　　　　　ドーサソ　動産　道産く北海道産〉

トーキョク　当局　登極　等極〈～結合〉　　トP・シ　　闘士　闘憲　山市　唐紙く図〉

　　　　〈理〉　　　　　　　　　　　　　　　　　唐詩　投資　透視　凍死　通し

ドークソ　同君　同訓　　　　　　　　　　　　　　　〈～の切符〉　頭し（x肢）〈動〉

ドーケ　　属家　道化　　　　　　　　　　　トージ　　二二　悼辞　湯治　冬至　統治

トーケィ　統計　闘鶏　刀×圭〈～家〉　　　　　　当寺　×蕩児　当事＜～者＞　x杜

　　　東経く地〉　等傾く～線〉〈工〉　　　　　　氏　当時　投じく資金を～〉　透

ドーケイ　同形〈～配偶。～胞子〉＜数・　　　　　磁〈～率〉〈鉱・理〉　等磁〈～

　　　動。植〉　同型〈～核分裂〉　動　　　　　　　位面〉〈理〉　等時く～性〉

　　　径く数〉　同系　x憧x憬　同慶　　　　　　　く理〉

ドーヶッ同穴く国老～＞X洞穴　　　ドーシ　同志同氏同門同士導師
トーケソ　刀剣　闘犬　当県　　　　　　　　　　　　同紙　同誌　同市　童詩　動詞

トーゲソ　桃源　凍漂　　　　　　　　　　　　　　同視　導糸〈～漏斗〉〈理〉

ドーケソ同権x洞見同梨同件　　　ドージ　岡宇pa　lit」’同事同次く数〉

トーコー　陶工　刀工　東郊　登校　投稿　　　　　　童子

　　　投降　等高〈～線●～ばり〉＜鉱　　トーシツ　等質　透湿〈～性〉〈建〉

　　　　・建〉　燈孔く工〉　冬港く工＞　　h“　・一シッ　同質　同室

　　　東高〈～函低〉〈天〉　　　　　　　トーシャ　騰写　透写　投射　当社　投写

トーゴー　統合　投合く意気～〉　　　　　　　　　〈～管。～式〉〈工・テレビ〉

ドーコー　隅校　同港　同行くその銀行〉　　ドーシャ　同社　堂奢　同車

　　　同公銅鉱銅坑銅鋼同項　　トー’シュ党雷頭首当主投手
　　　動向同好同工〈～異曲〉同　トーシ”一踏襲等周く～問題〉〈数〉

　　　効く同種～品＞　x瞳孔く生〉　　　ドーシェー　同臭　同舟く呉越～〉　属囚

　　　同行　どうこう〈～言う〉　　　　　　　　　銅臭　 道州〈～f雛〉　堂衆

ドーコーカイ　同好会　隅交会　筒甲会　　　　　　　　く仏〉　問州　隅宗

トーゴク当国東国投獄　　　　1トーシ。投書頭書当初当所当署
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　　　島×嘆

ドー・ショ　同所　同署　同書

ドージョ　童女　同女

トーショー　凍二刀偽　闘将　刀匠　東

　　　　証〈～株鏑平均指数〉〈経〉

　　　　等照〈～慶線〉〈工〉

トー一・ジョ　’一　東上　登場　X搭乗　党情

　　　　凍上〈地。工・建・天〉

ドーショha　同省　同章　同床く～異夢〉

　　　　道床〈工〉

ドージe一　同情　同乗　同上　同条　同

　　　　嬢道場
ドーショク　同色　同職

トーシソ　刀心　刀身　盗心　×蕩心　闘

　　　心燈心　等身〈～大〉　回申

　　　投身　東進　等親〈法〉　疲×疹

　　　〈医〉

トージソ　党人　島人　x蕩尽

ドーシソ　童心　道心〈～堅画〉　同心

　　　く異体～〉　陶心〈～円〉〈数〉

ドージソ　同人〈～雑誌〉　同仁〈一視

　　　．w　〉

トースイ　陶酔　統紬〈～権〉　透水＜～

　　　性・～量〉〈建・工〉

トースー　頭数　等数〈～分裂〉〈動〉

トーセイ　党勢　騰勢く経〉　陶製　陶性

　　　く～タイル〉〈建〉　統制　X掲

　　　精〈～度〉　当幾　東征　x濤声

　　　唐制〈史〉　倒生〈植〉

ドー・’セイ　同姓　同性　動静　動勢く人口

　　　の～〉　鋼製　同x棲　岡山＜～

　　　鉱床〉〈鉱〉

トーセキ　党籍投石　凍石く鉱〉　等積

　　　〈～孔〉〈鉱〉　透析〈理〉　陶

　　　石く理〉

トーセソ　当選　楽X籔　登×仙く羽化～〉

　　　東遷　燈船く工〉

了
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卜一ゼソ　東漸く交明の～〉　当然　陶然

ドーセソ　同線　同船　銅線〈工〉　導線

　　　く工〉　動線く建〉　銅銭

ドーゼソ　同然　問蔚

トーソー　痘×癒く医〉　凍X癒く医〉　閥：

　　　争　党争　予算　逃走　陳霜〈～

　　　害〉
トーソク　党貝li　喚撃速　踏漁il

ドーゾク　同族　道俗

トーダイ　燈台　当代

ドータイ　胴体　同体　動態　導体〈理〉

　　　道×諦く仏〉

ドーーダソ同断道断〈欝語～〉　どうだ

　　　んく穂物名〉

トーチ　　当地　島地　湯池〈金城～〉

　　　統治　倒置　等値〈～曲線・～荷

　　　重〉〈数。工〉　　トーチ〈blow－

　　　pipe＞〈建＞　tl　・一チ＜～ラソフ

　　　（torch　lamp）〉〈理●ユニ〉

ドーチ　　同地　動地く驚天～〉　問値

　　　く数〉
ドーチャク　1司ラ蕎」　×撞着

トーチョー　登庁　当庁　当町　盗1徳　登

　　　　頂　頭頂く動〉　等長く～変

　　　　換〉〈数〉　等張〈～係数〉

　　　　〈動。植・工〉

ドーチョー　道庁　同町　同調

ドーツキ　胴付き〈～のこ〉〈建〉　胴突

　　　きく心棒胴突き〉＜～くい打ち

　　　法〉〈建〉

ドーテイ　道程　三門　間定く動・植〉

トーテソ　当店　東天　O読点

トP・デソ　盗電　箸電　等電〈～点〉

　　　〈動〉

ドーテソ　同点　同店　動転

ト　一一ド　　陶土　凍土　唐土

トr・・トー　とうとう＜～まいった＞　Xl毒



　　　々　x蕩々　等々＜甲乙丙～＞　　1

ドートー・　岡党　同等道統導燈く工〉

ドードー　 岡道　 堂々

トーナイ　党内　島内

トーナソ　東南　盗難

トー　＝＝・一一　糖乳　豆乳　投入　透入＜～

　　　　法〉〈工〉

トーハ　　党派　踏破

ドーハ　　同派　道破　導波＜～管・～

　　　器〉＜テレビ＞
F“　一一ハイ　同論　銅X牌

トーパツ　党閥　討伐　盗伐

トーハソ　登x甥i盗犯

トーバソ　当番　登板く野球〉

ドーハソ　隅班　同伴

ドーバソ　銅板　銅版　銅盤　岡番

トーヒ　　当否　党費　逃避　討x涯　等

　　　比く～数列〉〈数〉　とうひ

　　　＜japanese　spruce＞〈建〉

トービ　　遠火　×捧尾

トーヒヨー　投票　燈標く工〉

ドーヒョー　同表　道標〈工〉

トーブ　　東部　頭部

ドープ　　面部　胴部

F一フ～党風唐風東風
トーブソ　糖分　等分　当分

トーベソ　警弁　頭割〈～掃気〉〈工〉

トーホー　棄方　東邦　投法　答訪　筈砲

　　　当方　等方く～性〉＜建・鉱・

　　　工〉

ドーホー　山川　属法

ドーボー　同房　圃x朋　同傍〈～外角〉

　　　〈数〉

トーボク　倒木　唐木くチーク，マホガニ

　　　一一，ラワンなどの総称〉　唐：墨

トーホソ　謄本　唐本　束奔〈～西走〉

撃一ミ　　遠見　唐x箕
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トーミツ　糖みつ（x蜜）〈理〉　東密

　　　〈仏〉

トーミソ　島民　冬賎

トーメイ　党名　唐名　透明

ドーメイ　同名　心隔

トーメン　当面　東颪

ドPtモー　童×蒙　×帳〆iX擦猛

ドーモソ　同門　X洞門

ト　一一ヤ　　遠矢　陶冶　当夜　塔屋1〈建〉

トー二L　　 燈陸封　×綱一匹蓬〈～紙＞

F’　pa　＝・一　同友　同饗　道有〈～林〉

トーヨF凶　東洋　 ≧些i用　 β餐｝窯　 三登…用（登

　　　庸）　盗用く電力の～〉　燈用

　　　〈～ガス〉〈鉱〉　糖葉く梅〉

　　　等旧く～の〉〈理〉

ドーa一一童謡　動揺　同様

トーラク　当落　騰落〈経〉

ドP・ラソ　動乱　胴乱く植〉　ドーラン

　　　〈Dohran＞
トーり　　党利　統理く議院の事務を～〉

　　　桃×李〈～雷わざれど〉

トーリュー　当流　×逗留　東流　等流

　　　　く工〉

トーリョー　統領　頭領　×棟x梁　等量

　　　　投了〈目配〉　当貴く理〉

ドーリョ・一　　同僚　 同量

トール　　通る　ce透る

ト　一一ルイ　党類　糖類　盗塁く野球〉

ドールイ　同類　道類〈～群〉〈数〉

トーロー　燈x籠く建〉　×蟷×螂　登楼

ドーワ

トエイ

トオシ

トカ

トカイ

ドカイ

トカス

童話　道話　同和く～事業〉

都営　渡英

通し　x餐

都下　渡河　徒過く旧聞を～〉

都会　渡海

土塊　土x芥

解かす　溶かす（X熔かす）



ドガマ

トキ

ドキ

ドキョー

トク

ドク

トクイ

ドクガ

トクガク

トクギ

ドクゴ

トクシ

ドクシ

ドクジ

トクシク

トクシャ

トクシュ

×硫かす

　土×釜　土x窯

　時〈～をかぜぐ＞　X関〈～の

声＞　o斎〈仏＞　x凹く動物名〉

　土器　怒気

　度胸　⑱読経く仏〉

　得　徳　説く　解く　溶く

（x熔く）

　毒　独〈～仏〉　⑳退く

　得意特異

　毒×牙毒x蛾

　篤学　督学く～官〉

ドクシュー

トクショー

ドクショ・・一

トクシuク

トクシソ

　　　；神く宗〉

ドクシソ

　　　〈～術〉

トクセイ

トクセソ

ドクセソ

ドクソ

トクソー

　　　宗く史〉

ドクソー

トクソク

徳義特技

読後独語
特使　篶志　特志　特旨

毒死　読史

読字　独自

特質　得失

蒋数　特車く軍〉　特写

特殊　特種

　独習（独修）

　特賞　精称　特小

　独喝　読×訥

　特色　x演職

篤心　篤信　得心　特進　X磯

独身　読心〈～術〉　読×鷺

特性　特製　徳性　徳政く史〉

特選　特薦　督戦

独襯〈～場〉　独占　毒せん

（x腺）〈動〉

毒素　独ソ

徳操　得喪く抵当権の～〉　徳

毒草　独翔　独走　独奏

特則〈～規定〉　督促
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ドクダソ　〔独壇〕〈～場〉　独断　独弾

　　　く音〉

トクチョー　特徴　特長

トクテソ　得点　特典

トクトー　特等　×禿頭

トクトク　得々〈～と〉　とくとく＜～流

　　　れ出る〉

トクエ

トクヒツ

トクボー

トクメイ

ドクヤク

トクレイ

トケイ

トケル

トコPt

ドゴー

トサツ

トシ

トジ

トシェ

トショ

トジョー

ドジョーー

トジル

トシソ

トセイ

ドセイ

　　　〈建〉

トセソ

ドソー

トタソ

トチ

ドチュPt

トチョー

　特に　o疾くに

　特筆＜～大書＞　x禿筆

　徳望　特紡〈～ガラ紡〉

　匿名　縛命

　弾薬　独訳

　特例　督励

　③時計　徒刑

　解ける　溶ける（×熔ける）

　渡航　とこう〈～するうちに〉

　土豪　怒弩

　×屠殺　鑑擦

　年　榔市　×杜詩　渡支　徒死

　途次　徒×爾　x綴じ

　徒手　斗酒

　図書　x屠所：〈～の羊〉

　×屠場　途上　登城く史〉

　△泥△鰭　土x壌　土状〈鉱〉

　閉じる　X綴じる

　都心　×兎×唇

　都制　都赦　渡世

　怒声　土製　土性〈～顔料〉

　　　土星
　渡鮮　渡船

　土葬　士層

　塗炭〈～の苦しみ〉　途端

　土地　×栃〈～の木〉

　土中〈～植物〉〈植〉　土柱

く地〉

　都庁　徒長〈～軟弱〉〈農・

天〉　ト調〈音〉



トッカ　　特価　特科　徳化　　　　　　　　トロ　　　×瀞　吐露

トヅカソ　突貫〈～工業〉　×柄x戯　　　　　トソシ　　×頓死　豚i脂〈～油〉

トッキ　　突起　x凸起　徳器　特記　　　　　トソジ　　×遁辞　豚児

トッキュー　特級特急　　　　　　　　　くナ〉

トックリe徳利とっくり〈～と〉　　ナ　　摘菜
．トツケイ　突丸く植〉　とつ（×凸）形　　ナイエツ　内閲　内謁

　　　〈～原形質分離〉〈楠〉　　　　　　ナイエソ　内×苑　内縁

トッヶイ　特出〈～貿易〉　特掲く～産　　ナイカ　　内科内火〈～艇〉内貨＜～

　　　業〉　篤敬　　　　　　　　　　　　　　　建〉

トッコ・一一　徳行　篤行　特高〈～警察〉　　　ナイカイ　内海　内界　内科医

　　　特攻〈～隊〉　特効　　　　　　　　ナイカク　内閣　内郭　内角〈数〉

ドッコー　独行　独航〈～船〉　　　　　　　ナイカソ　内患　内観く心〉

トトー　　徒党　渡島　渡唐　　　　　　　ナイコ・・一　内航　内港　内×紅　内攻

トドク　　渡独　届く　　　　　　　　　　　　　　く医〉　内向〈～性〉〈心〉　内

トナエル　唱える　e称える　　　　　　　　　　　　須〈数〉　内甲く動〉

ドバ　　　土場　x鷲馬　　　　　　　　　ナイサイ　内妻　内済

’5ヒ　　　都×郷　徒費　渡比　　　　　　　ナイシ　　×乃至　良し（X肢）〈動〉

ドヒ　　　奴×碑　土×匪　　　　　　　　　　ナイジ　　内示　内耳く動〉

トフ　　　都府　塗布　　　　　　　　　　　ナイシツ　内室　内潜く動〉

トマル　　泊まる　留まる（止まる）　　　　ナイシ＝t　内珠皮く楠〉　内種皮く植〉

トメル　　泊める　留める（止める）　　　　ナイショ・一’内相　内旧く仏〉　内しょう

トモ　　画面x櫨　　　　　　　　　　 （×鞘）〈植〉

ドモリ　　度盛り　土盛り　x吃り　　　　　ナイシソ　内心　内申〈～書〉　内診

トユー　　都x邑　都有〈～地〉　　　　　　　　　　〈医〉

ドヨー　　土曜　土用　　　　　　　　　　　ナイセイ　内政　内省　内生〈～胞子〉

トラ　　　×虎　x寅　　　　　　　　　　　　　　　く権三〉

．トライ　　渡来　トライ＜try＞＜ラグビ　　ナイセソ　病戦　内面

　　　　一〉　　　　　　　　　　　　　　ナイソー　内争　内奏　内装〈～工購〉

トラエル　捕える（×捉える）　　　　　　　　　　　〈建〉

トラス　　取らす　　トラx＜truss＞＜建　　ナイゾー　内臓　内蔵

　　　　。工〉　　　　　　　　　　　　ナイチ　　内地　内治〈～外交〉

トラック　トラック〈track：〉　　トラック　　ナイティ　内定　内x偵　内庭　内廷く～

　　　　＜truclc＞　　　　　　　　　　　　　　費〉

トリ　　　鳥　x酉　　　　　　　　　　　　ナイト　　ナイト＜knight＞　　ナイト

トリテ　　取り手工謬り手　　　　　　　　　　 くnight＞〈～ラッチ（latch）・

トリモチ　取持ち　鳥X魏　　　　　　　　　　　　　～テーブル（table）〉〈建〉

ドリョー　度量：土量　　　　　　　　　　1ナイフ　　内府　ナイフ〈knife＞
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ナイフク　内福内服

ナイブソ　内聞　内分く数〉

ナイホー　内報　内包く哲〉　内方＜～分

　　　　岐〉〈工〉

ナイヨ　一一　内容：内用〈～薬〉　内葉

　　　　く動〉

ナイラソ　内乱　内覧

ナガイ　　　長E一　・長い

ナキゴエ　泣き声（鳴き声）

ナク　　泣く（鳴く）

ナグ　　　×凪ぐ（⑭和ぐ）

ナゴリ　　名⑪残△余△波

ナシ　　X梨無し
ナズケ　　名付け　菜×漬け

ナダイ　　名代（名題）

ナツメ　　×｛餐く植物名〉　夏芽く植〉

ナマエ　　名前　生×欝

ナマス　　x腋　×嘉す

ナマス　　×鮭：×薇く生〉

ナマリ　　×痴り　o生〈なまりぶし〉　銀

ナマル　　x湿る　o鈍る

ナミ　　波並み
ナメシ　　Xl柔し〈～皮〉　菜飯

ナラウ　　習う　o倣うく餐みに～〉

ナラス　　鳴らす　慣らす（×馴らす）

　　　　㊤均らす　⑧生らすく果実を～〉

ナリ　　　O生り〈～がいい＞　O形く大き

　　　　な～をして〉　鳴り

ナリモノ　⑭生り物鳴り物

ナル　　　　鳴る　成る（e為る）　⑭生る

　　　　く実が～〉

ナレル　　慣れる　X馴れる（×狸れる）

　　　　②熟れるくみそが～＞　O；為れる

　　　　〈大臣に～〉

ナソア　　南△亜南△阿く～連邦〉

ナソイ　　難易　南緯

．ナソカ　　軟貨〈～騰〉　軟化　南幽下
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ナソカイ　傭圓　南海　難解

ナソキュー　軟球く運〉　難球〈運〉

ナソギヨー　難行〈～苦行〉　難業

ナソキョク　難局　難臨　南極

ナソキソ南㊤京〈～豆〉　なんきん＜～

　　　　がんな（spoke　shave）　・～下見

　　　　（bevel　siding）〉〈建〉　軟禁

　　　　〈～状態〉

ナソコー軟鋼く鉱・建・理・工〉難鉱

　　　　〈鉱〉　難攻〈～不落〉　軟×膏

　　　　難航　南高〈～北低型〉〈天〉

ナソジ　　瞬時　難事　難治　X汝

ナソショク　難色　男色

ナソセイ　南西　軟性

ナソセソ　難船　難戦　南船〈～北馬〉

　　　　南鮮

ナソチョt…　難聴　軟調く経〉　南朝

　　　　　く史〉

ナソテソ　何点　難点　南天

ナソド　　何度　O納戸　軟度〈建〉

ナソトー　南東　軟投く野球〉　難凍＜～

　　　　ダイナマイト〉〈・鉱〉

ナンバ　　軟派　難破

ナソプP一　南風軟風く天〉

ナソブソ　難文　何分〈～の一〉

ナソベソ　何逓　軟帯

く二〉

ニオウ

ニカ

ニカイ

ニガサ

ニカタ

ニキ

ニクショー

ニクショク

　＿　荷

　⑭臭う　×匂う

　二野　二化〈～娯虫〉　二緬

〈～染色体〉〈動・難〉

二回二階
　苦さ　荷×嵩

　煮方荷方
　：季　二期〈’r”｛ig＞

　　肉x漿　肉×醤

　　肉食：〈～性の〉〈動〉　肉色



ニクシソ　肉親　肉身　肉心く鉱〉

ニゲソ　　ニニ元〈～論・～合金〉＜哲・

　　　鉱〉　二弦〈～琴〉

ニコー　　尼公　二項く～定理・～曲線〉

　　　　〈数。植〉

ニゴー　　ご号　二合

ニシ　　　西　X螺　工枝＜～形の・～集

　　　散花序〉〈動・植〉

ニジ　　　ニ時　二字　二次　x虹

ニジキ　　日食　荷台〈～板〉〈工〉

ニシャ　　ニ社：二者く～択一〉

ニジ＝一　ニニ十二重

ニジヨー　二畳二x帖：二丈　二条　二

　　　乗く仏・数〉

ニジル　　煮×汁　x出る

ニシン　　円心　 二伸く追申＞　X鯨

　　　二進〈～法〉〈数・理〉

ニセ　　　x偽二世く仏〉

ニセモノ　②偽素　⑭偽物

ニソク　　ニ足　二束〈～三三文〉

ニチジ　　日次　日時

ニチョー　臼濯　艮用

ニチョー　ニニ頂〈～曲線〉〈檀〉　二長

　　　〈～雄ずい（蕊）〉〈植〉

ニヅカ　　鼠課　日華　日貨〈～排斥〉

ニッカイ　肉塊　肉界く宗〉

ニッカソ　日x韓　冒刊　肉感

ニッケイ　日系〈～市民〉　日計〈～表〉

　　　肉×桂

ニッコー @扇光　日航く～機〉　肉交

ニヅサソ　β産　日参

ニッシ　　臼誌　日支　日子＜～を費や

　　　　す〉

ニヅシu一　日章〈～旗〉　日照〈～時〉

ニヅシソ日進〈～月歩＞　H⑭清＜～戦

　　　　争〉

ニッタイ　臼タイ〈～通商協定〉　日台

　　　　〈～通商協定〉

ニト　　　幅跳　二×兎〈～を追う者は〉

ニトー　　二等　二頭　二×棟　二刀

ニホン　　臼本　二本

ニューカ　乳価　乳化　入荷

二＝一キョ　入居　入×渠

ニューコー @入港　入校　入坑　入x憲

　　　　入貢

ニューサソ　出産〈～晶〉　乳酸く理〉

ニューシ　乳歯〈生・動〉　乳×紫　入試

ニューシツ　乳質　入室

ニェーシャ　入社　入舎　入射〈～角〉

　　　　〈理・工〉

ニュージョー　入場　入城　入定く仏〉

二＝　・一シソ　入神〈～の技〉　入信

ニューセソ　入選　入船　乳×腺〈生〉

二＝　・一チョー　入超く輸入超過〉　入朝

ニュート　一・入党　入湯〈～税〉　乳頭

　　　　〈動〉　乳糖

ニェーフ　入夫　入府〈史〉

ニューヨー　乳用〈～牛〉　入用

ニューラク　入X洛　乳酪〈盤〉

二＝　・一リョ　一’乳量　入寮　入漁

ニル　　　似る　煮る

ニワカ　　ム仁△輪△加　X俄

ニソ　　　任く～に当たる〉　忍

ニソキ　　人気　任期

＝ソショー　認証く法〉　人称〈言〉

ニソジョー　入情　⑭刃’S傷く～ざた〉

ニソチ　　任地　認知〈法〉

ニソテイ　人体　認定

ニソトク　人徳　O仁徳

ニソプ　　妊婦　人夫

ニソメソ　任免　人面

ニソヨー　戦記　任用　認容　妊×孕＜～

　　　力〉〈医〉
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〈ヌ〉

ヌカス　　抜かす　e吐かす〈小讐を～〉

ヌキ　　　抜き〈…を～にする〉　ぬき

　　　　（e貫）〈建〉　⑭旧く織物〉

ヌレガミ　ぬれ紙〈～をはがす〉　ぬれ髪

くネ〉

ネ　　　音底値e子
ネギ　　x葱x禰宜
ネギIJ　　値切り　根切りく建〉

ネコ　　x猫ねこく～流し〉〈鉱〉

ネジメ　　音締め　根締め

ネツイ　　熱意　ねつい

ネヅセソ　熱戦熱線く理〉
ネ／ミ　リ　　　　　ラ藍占　り　　　根張りく建〉

ネビキ　　値引き　根引き

ネリ　　　x煉り（⑱錬り）　練り＜～塀・

　　　　～舟〉〈建〉

ネル　　　ネル寝る　練る（x煉る・o錬

　　　　る）

ネソ　　念年
ネソカソ　年間　年鑑〈図〉　年刊＜～

　　　　磐〉〈図〉

ネソキ　　年期　年季〈～奉公〉　年忌

ネソキ・ソ　年金　粘菌

ネソシ　年始×撚糸〈～機〉

ネソジュ　念×舗く仏〉　念珠く仏〉

ネソショー　年少　天冠く理・鉱・工〉

ネソセイ　ねん（X捻）就く植〉　粘性

　　　　く理・鉱・建〉

ネソチe　一一　年長　〔粘×稠〕

ネソド　　年度　粘±：粘度〈建〉

ネソトー　年頭　念頭

ネソプ　　年賦　年譜

ネソポー　年×俸年報

くノ〉

ノー　　　能　農　脳　x膿　ノー＜no＞

ノーエソ　農園　脳炎　濃x艶

ノーカ　　農家　農科　濃化く鉱〉

ノPtカイ　農会　納会

ノーガク　能楽　農学

ノーガクシ　能楽師　農学土

ノーカン　二二　農閑〈～期〉

ノーキ　　納期　農期　農機

ノーキョー　×膿胸〈医〉　脳橋く生〉

ノーコー　農耕　農工〈～商〉　濃厚　濃

　　　紅〈～銀鉱〉〈鉱〉

ノーサツ　納札　悩殺

ノージ　　農事能事〈～終れり〉

ノーショ　能書　納書く～箱〉〈図〉

ノーショー　晶相　脳症く医〉　脳×／xffsVr

　　　　〈生〉
ノージn　’一　農場　のう（x嚢）状〈～葉〉

　　　　〈植〉

ノr・一チュ　”一x嚢中脳中のう（x嚢）虫

　　　　く動〉

ノード　　濃度　農奴く史〉

ノ…フ　　農夫　農婦　納付

ノーム　濃霧農務
ノP・り　　能吏　脳裏

ノーリョク　倉葦プコ　濃1緑

ノケル　　②退ける（0除ける）

ノジ　　　野路　野地く建〉

ノス　　　⑳伸す（X淫す）

ノセル　　乗せる（載せる）

ノゾク　除く　x覗く（x睨く）

ノゾム　　忌む　臨む

ノダテ　　野立て　野⑭点く茶道〉

ノットル　乗っ取る　⑭則る

ノビ　　野火　延（伸）び＜～率1～

　　　計〉〈建・鉱〉

ノビル　　野x蒜　延びる（伸びる）

ノベ　　野㊤辺延べ

ノベル　　述べる　延べる

ノボセル　4逆4上せる　上せる．
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ノボリ　　登り　x織　　　　　　　　　　　　　　　　拝金〈～宗〉　　配筋〈～図〉

ノボル　　上る（登る）　　　　　　　　　　　　　　　　〈建〉

ノミ　　　x蚤　×i馨　x呑み〈～行為〉　　　ハイケイ　拝啓　背景　配景

　　　　く株式〉　　　　　　　　　　　　　ハイケソ　拝見　x楓剣

ノリ　　　×糊　△海△苔　　S伸り　　のり　　ハイゴ　　背後　廃語

　　　　＜inclination＞〈建〉　　　　　　ハイコー　廃校　廃坑　廃鉱　配光く建・

ノル　　　乗る（載る）　　　　　　　　　　　　工〉　醜向く理〉

ノロ　　　⑭鈍　のろ＜s王ag＞〈鉱〉　　　　　ハイゴー　配含　廃合　俳号

ノロイ　　　x呪い　 ③鈍い　　　　　　　　　　　　ハイザイ　語己剤　 廃材

ノロマ　　ce鈍間　野×呂③松〈～人形〉　　　　ハイザソ　敗残（廃残）

〈ハ〉　　　　　　　　　　　ハイシ　俳誌x稗史廃止背し（x肢）

ハ　　葉歯派x覇刃羽⑧端　　　く動〉
　　　　〈～が幽る〉　　　　　　　　　　ハイジ　　廃寺　拝辞

ハイ　　　灰　肺　輩　×杯　はいく船の　　ハイジク　はい（x胚）軸く植〉　三軸

　　　　数〉　　×蝿　　はい（X胚）＜徳・　　　　　　〈～の〉〈植〉

　　　　動〉　　　　　　　　　　　　　　ハイシツ　廃疾く不具～〉　肺疾

パイ　　　×温くマージャン〉　　パイ　　　ハイシャ　配車　廃車〈～処分〉　敗老

　　　　〈pie（菓子）〉　パイ〈π〉　　　　　　　　拝謝　背斜く～贋〉〈鉱・工〉

ハイイ　　配意　背違　配位く理〉　　　　　　　　排砂〈～弁〉〈工〉　歯医者

ハイエイ　排英拝上背泳　　　　　　　ハイシ＝ツ　i北目排出く植。動〉

ハイエキ　廃液く鉱〉　緋液く鉱〉　　　　　ハイショ　俳書　配所

ハイXソ　廃園　排煙　肺炎　　　　　　　　ハイジョ　排除〈法〉　廃除く法〉

バイエソ　×煤煙　梅園　　　　　　　　　ハイシa　’一　敗将　廃x娼　拝承拝x諦

ハイカ　　三下　排貨　廃家　拝火く～　　　　　　　排障〈～器〉〈工〉

　　　　教〉〈史〉　排架〈～整理〉　　　　パイショー　陪償　売笑　ばい（x繕）焼

　　　　く図〉　灰化く理〉　　　　　　　　　　　　　〈～炉〉〈鉱〉

ハイガ　　拝賀　俳画　X胚芽　　　　　　　ハイショク　敗色　配色　廃職

パイカ　　売｛il買価　梅花　倍加　　　　　バイショク　売色　陪食

ハイカイ　俳×言皆　X俳X御　　　　　　　　　ハイシソ　背信　背進

ハイガイ　排外　拝外　　　　　　　　　　ハイジソ　記入　俳人　配陣

バイカイ　媒介　売買〈株式〉　　　　　　バイシソ　暗審i面隠く史〉

ハイカソ　肺患　廃官　廃刊　廃艦　拝観　　ハイスイ　排水　配水　廃水く鉱・工〉

　　　配管　背管く動〉　　　　　　　　　　　　　背水〈～の陣〉

ハイキ　　廃棄　排棄　拝x脆　排気く～　　ハイスル　排するく万難を～〉　廃する

　　　　組織・～口〉〈植・鉱・建〉　　　　　　　拝する　配する

ハイキュー　廃休　廃朽　配給　排球　　　　ハイセイ　敗勢　俳聖

ハイキソ　排菌く～者〉　背筋く～力〉　　　ハイセキ　排斥　廃石く～捨場〉＜鉱＞
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ハイセソ廃船配船配線廃川＜～敷
　　　　地〉　敗戦　杯洗　肺×拓く生〉

　　　　背線く動〉

ハイゼソ　配Xl購　x着翻然

パイセソ　買船〈～計画〉　媒染〈～剤〉

　　　　〈理〉

ハイソー　敗走　背走　灰：層〈鉱〉

ハイタ　　排他　歯痛

ノ、イタイ　敗退　廃x頽　×胚胎

ハイダソ　俳壇　俳談

ハイチ　　配置排羅〈～言己号〉〈図〉

　　　　廃置〈～分合〉　背；x馳く根本精

　　　　神に～する〉

ハイチa一　廃庁　廃朝　X蝿帳　拝聴

ハイティ　廃帝　解織

ハイデソ　細田　拝殿配電：

ハイト・…　x偲刀　廃刀　配当

ハイニソ　背任　拝任

ハイノPt　背×嚢排x膿　はいのう（x胚

　　　　x嚢）〈植〉　肺のう（×嚢）

　　　　〈動〉

ノ、イノ、ソ　背反　廃藩く史〉

ハイバソ　はい（x胚）盤〈～胞〉〈動〉

　　　　背板く動〉

ハイビ　　拝X属　配傭

ノミイヒソ　売罫鴇　陪賓

ノ、 Cフ　　肺×｝擁　目盛布

ノ・イブ　 背部肺部
ハイフク　拝復　拝伏　　背腹〈～性〉

　　　　〈植〉

ハイブッ　廃物　廃仏〈～殿釈〉　拝物

　　　　〈～教〉

ハイブソ　俳文　拝聞　配分　灰分く鉱・

　　　　建・工〉

ハイヘイ　敗兵　廃兵　配兵　はい（X胚）

　　　　柄〈植〉

．ハイメー　俳名　拝命

　ハイメツ　敗ミ戚（廃滅）

　ハイヤク　配役：　背奉勺

　パイヤク　売約　売薬

　ハイユ　　 廃独　 護己油

　ノ、イユー　｛非復i　｛非友

　ハイe－　X鰍用　肺葉く生〉　はい（×胚）

　　　　　葉く動〉

　バイa一　培養　一戸〈～計画〉

　ハイラソ　拝覧　敗乱　排卵

　ハイリ　　背離　×悸理　背理〈～法〉

　　　　　〈数〉

　ハイル　　x這入る　配流く史〉

　ハイレイ　拝ネし　背×戻

　ハエ　　　㊤映え　X蝿

　ハエ・ル　　O栄え．る（e［ilえ．る）　⑭生え．る

　バカ　墓㊤果〈～が行く〉破x瓜

　　　　　〈～期〉

　バカイ　　破壊　破戒

　バカリ　　x秤　計り

　バカル　　計る（測る・図る）　e謀る

　ハキ　　　x覇気　破棄

　ハギ　　　x脛　弩妾ぎく裁＞　x萩

　ハキダシ　掃出し〈～口〉〈建〉　吐鐵し

　　　　　〈～弁〉〈鉱〉

　ハギレ　　歯切れ×端切れ葉切く天〉

　ノ、ク　　　×箔　 吐く　掃く　⑭履く　×登訊

　　　　　く　x捌く

　バグ　　　x剥ぐ　e接ぐ

　バク　　×漠〈～たる〉　縛＜～につ

　　　　　く＞　x鎮

　パクゲキ　爆繋　x駁撃

　ハクサイ　薄才　白菜

　バクシ　　白紙　博士　薄志〈～弱行〉

　バクシャ　拍車薄謝　白砂〈～青松〉

　バクジョー　白状蒜情

　パクシa　一’爆笑爆傷
し、，ジソ由人白刃
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バクシソ　爆心＜～地＞　X蕎進　幕臣

バクスル　x駁する　縛する

バクセソ　白績芝　白爾　白銑く鉱。工〉

バクダツ　x剥奪　x剥脱

バクチ　　白痴　泊地

バクチュー　白昼　伯仲　白鋳〈～鉄〉

　　　　　〈鉱〉

バクb・・一　白頭　白桃　白糖　白陶　白燈

　　　　く工〉

バクドー　白銅　はく（×搏）動〈動〉

バクヒョー　白票　誌氷

ノミクフ　　x享暴布　幕澱寺

バクブソ　博聞　博文　白：文

バクヘソ薄片×剥片

バクメイ　薄命　薄明

バクラク　伯楽　×景ll落

パクリ　　｝奪禾U〈～多売〉　 をまく　（×gei）

　　　　離〈建・工〉

！ミクリョー　幕僚　x曝涼

バグルマ　歯車〈理・工〉　羽車

ハケ

ハゲル

ハケソ

ノ、；i一

ハザシ

バサム

ハサソ

ハシ

バジ

バジ

ノ、シヤ

ノミシュ

ハス

ノミ．ス

　⑭劉毛　×捌け＜～がいい＞

　X禿げる　×剥げる

　x覇権派遣

　破幽く需給に～を来たす〉

メ肢行　　×爬行　　破甲〈～弾〉

〈軍〉　　波高〈～点・～値〉

〈工〉

　葉ざしく褒〉　ハ刺しく裁＞

　x挾む　×鋏む

　破産　破算く御～〉

　端橋x箸
　恥　×把持

　馬事　馬割く～東風〉

　×覇者　x破者

　馬主　馬首

　の斜　晃

　バス〈乗合自動車〉　バスくふ
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　　　　ろ〉　ノミス＜baSS＞〈音〉

ハスー　　端数　波数く理〉

ハスル　　派する　破する

ハセソ　　波線　破線〈建・工〉　破船

　　　　③端銭　派lil〈工〉

ノ、ソク　　x才望×捉　波速〈工〉

ハタ　畑旗機＜～屋＞e側〈～
　　　　が迷惑する〉　＠将

ハタケ　　畑　x病こく医〉

ハタチ　　ムニム十△歳畑地

パタン　　パタン＜pattern＞　ばたん

　　　　〈～と〉

ハチ　　　八　×鉢　x蜂

バチ　　　．ρ罰　x簸×抱

ハチョー被覆　ハ凄く音〉　波頂〈工〉

ノミツ　　　罰　閥　ばつく～がわるい＞

　　　　x践

ハツオソ　発音　×簸音〈pt〉

ハッカ　　発火　薄荷く植物名〉　白化

　　　　く動〉

バヅカ　　疫価　幕下

ハッカク　発覚　八角

ハッカソ　八貫　八巻　発刊　発汗

パッカソ　麦間〈～直播〉　喪×稗

ハッキ　　白旗　発揮

ハッキュー　薄給　発給く証明書を～〉

ハッキソ　発禁　白金く鉱〉

パック　　パック＜pack＞〈美容〉　パ

　　　　ヅク＜puck＞〈アイスホッケ

　　　　一〉

ハッケイ　八景　白系〈～ロシア〉

ハヅケソ　八間　発見　発遣く質問書の

　　　　～〉　発券〈～高〉＜経＞　x剥

　　　　権〈～処分〉　白x鍵く音〉

ハツゲソ　発言、発現

バッケン抜剣　パッケソ＜Backen＞

　　　　〈スキー〉



ハツコー @発行　発効　発向　発航　発港

　　　　八×臨く～一宇〉　薄幸　発光

　　　　〈～顔料〉〈植・動。理。天〉

　　　　発話く～りん（鱗）・～団〉＜動。

　　　　理〉　発酵く理・植〉

パッシ　　抜糸　抜歯。末子

ハヅシャ　発車　発酎

ハッショー　発祥　　八省く史〉　　八姓

　　　　　〈史〉

ハッシソ　発信　　発進　　発x疹　　発振

　　　　く工〉

ハツ・ゼイ　発生　発声

ハッソー　発送　発走　発想　発喪

バッタツ　発達　八達〈四通～〉

ノ、
c　 ト　　　　　ノ、　ツ　ト＜hat＞　　　As｝　　0法e度

　　　　く史〉

！ミヅト　　ノミット＜bat＞〈運〉　ノミット

　　　〈vat＞〈ptA，　〉

ハツネ　　初e干　初音　初値

ハヅパ　　葉つば　発破

ハップ　 髪慮〈身体～〉発布発付

　　　　く令状～〉

ハッポー　八方発砲発x泡〈～剤〉

ハテ　　　果て　はて〈～どうだっけ〉

バテイ　　罵丁　馬×蹄〈～型〉

ハトー　　波×濤　波頭

ハドー　　x覇道　波動く理・建〉

バトー　　馬頭＜～観音＞　x罵倒

ハナ　　　鼻　X漉　花　の端

ハナシ　　話　歯無し

ハナス　　話す　放す（離す）

ハナミ　　花見　羽並み　歯並み

ハナムケ　×餓　算向け〈～もならぬ〉

ハナワ　　花輪　鼻輪

ハネル　　O跳ねる　×援ねる

ハフ　　　破⑭風　x覇府く史〉

ハム　　 ハム〈ha皿〉＜食：舐。アマチ
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　　　　ユア無線家〉　ハム＜hum＞

　　　　〈工〉　⑪食むく禄を～〉

ハメソ　　破萄く工〉　波面く工〉

ハモノ　　刃物　e端物　葉物　はもの

　　　　＜bat＞〈建〉

ハモソ　波紋破門
ハヤ　　　x鰭　早〈すでに〉

ハヤク　　e端そ彙　破糸勺

ハヤシ　　林　X三子

ハヤス　　⑧生やす　e称㊤了す　x難ず

ハヤル　　ム流△行る　e逸る

バラ　　原町
ノミラ　　　　ばら＜～銭＞　x薔×薇　×荊×棘

ハライ　　払いく～が悪い〉　×祓い

ノ、ラウ　　≡払う　x祓う

ハフス　晴らす×腫らす

バラス　　ばらす　パラス＜ballast＞

パラズミ　ばら穣み　ばら炭

ハフソ　波x三葉x蘭く植物名〉
ノ、リ　　　　金｝・（x鉤・×鍼）　x梁　 張り〈～

　　　　がある〉　×破×璃

バリ　　X罵×署バリ＜burr＞〈鉱〉
ノ、リ！ミン’　張り番　 ×破x璃｝蓬乏

ハリメ　針目　張り目

ハル　　　　春　旧る

ハレ　　晴れ×腫れ

ハレツ　破裂波列くエ〉

バレル　　晴れる　x腫れる

ノミレル　　　ばれる　バレル＜barre1＞

　　　　〈鉱・工〉

ハレソ　　馬×棟く版漸〉　馬×簾くまと

　　　　いの飽り〉

ハPt　一一　　波浪　破牢　ハロー＜halo＞

　　　　〈天・理〉　ハロ　P・〈hallo＞

　　　　ハロー〈harrow＞〈農●：工〉

ハソ　　　判　勇圧　版〈～を重ねる〉　煩

　　　　〈～を避ける〉　範〈～を示す〉



　　　　響く史〉　反く哲〉

バソ　番三脚万〈～やむを得
　　　　ず〉　判　x鶴

パソ　　　バソ　バソ〈pan＞＜フライ

　　　　～〉　パソ＜Pan＞〈牧羊神〉

　　　　パソ＜panera颯ic＞＜映画・テ

　　　　レビ〉

ハソイ　犯意反意（×叛意）範囲反

　　　　位〈藩邸〉〈工〉

ノ、ソエイ　　反：英　 繁鋳廼　反：§爽

ハソカ　　反歌〈文〉　繁華　半可＜～通

　　　　・生～〉　般化〈心〉

パソカ　　万花　万x穎　晩夏　x挽歌

　　　　く文〉　万化く千変～〉　晩化

　　　　〈～栽培〉

ハソカイ　半壊　半開　半解〈一知～〉

ハソガク　半額藩学く史〉

ハソカソ　繁閑　繁簡　反感　反間〈～苦

　　　　肉の策〉　半官＜～半戻i＞

ハソガソ　半眼　判官く史〉　はん（x斑）

　　　　岩く鉱〉

ハソキ　　半期（半季）　反旗＜～を翻

　　　　す〉　半旗　搬器く鉱〉　反帰

　　　　〈～曲線〉〈数〉

ハソキュー　米休　半球　半弓

ハソキョー　反響　反共

バソキソ　万×鈎〈～の垂み〉　　扱金＜～

　　　　工〉〈建〉　×縁近

ハソケイ　半径〈数〉　反：傾く数〉

ハソゲキ　反撃　繁劇

ハソゲソ　半×舷　半減　反言

バソケソ　番犬　万犬

ハソコ　　判子　帆遍く工〉

ハソコー　反攻　反抗　犯行　版行　頒行

　　　　藩侯く史〉　藩×蟹く史〉

ノ・ソコク　万国　万X魁〈～の涙〉

バソコソ　晩婚　盤根　万恨

ハソサイ　半歳　半済　 〔半×載〕

ハソザツ　繁雑　煩雑

ハソシ　　半死〈～半生〉　半紙　範±

　　　　〈武道〉　反しく予期に～〉判

　　　　士く軍〉　判詞く交〉　藩士

　　　　〈史〉

ハソジ　　版次く図〉　判じ〈～絵〉

　　　　〈図〉

バソシ　　万死く罪～に値す〉　番士

　　　　く史〉

バソシャ　×挽車　万謝

バソシュー　晩秋　蛮習　番衆く史〉

バソショ　板書　番所〈史＞　X蕃書

　　　　〈史〉

ハソショー　半生〈半死～〉　半鐘　反将

　　　　　（x叛将）　帆×櫨｝x汎称　辛商

　　　　　く半農～〉　半焼　反証　範唱

　　　　　反照〈～検流計〉〈鉱・エ〉

バンジョー　×斑条　X斑状　半畳　犯状

　　　　　繁x昌

バソショー　晩鐘　晩照　万象く森羅～〉

　　　　　万障〈～繰り合わせて〉

バンジョー　板上　盤上　板状　万丈く気

　　　　　炎～〉　万乗〈～の霜〉　番匠

　　　　　く史〉　バンジョー＜banjo＞

　　　　　〈音〉　盤状〈～胎盤〉〈鋤〉

バソショク　晩食　伴食

ハソシソ　半身　半儒

バソジソ　蛮人　×蕃人　万人　万轟

　　　　（万×｛匁）

ハソシソPソ　x汎心論く暫＞　x汎神論

　　　　　　〈哲〉

ハンス・一　反数　反x錫

ハソセイ　半生　反省　藩政く史〉　伴性

　　　　く～遺伝〉〈植・動・農〉

ハソゼイ　反税〈～運動〉　反×監

バソセイ　万世　蛮声　晩成　蛮性　晩生
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　　　　〈～種〉〈畏〉

ハソセイキ　半世紀　反省期

ハソセキ　版籍〈～奉還〉〈史〉　藩籍

　　　　く史〉　犯跡

ハソセツ　x丁丁　半切　半折く繊維〉

　　　　〈理〉

ハソセソ　帆船　反戦　半銭

ハソソ　　反ソ　反訴く法〉

ハソソー　搬送　帆走　半双　帆装く～

　　　　圏〉〈工〉

／ミソソー　　番｛蟹〈仏〉　　伴4曹くイム〉　　晩霜

　　　　伴奏伴走

ハソソク　反期　犯劉く～物件〉　反側

　　　　く繧転～〉　反足〈～細胞〉

　　　　〈植〉

パソダイ　番台　盤台　万代

ハンチ　　半知〈～半解〉　反致く法〉

　　　　ハンチ＜haunch＞〈建。工〉

バソチ　　番地　x蕃地

ハソテイ　反帝〈～闘争〉　判定　藩邸

　　　　〈史〉

ハソテソ　x斑点　半×纏　反転

ハント　　反徒　半途　叛図

ハンド　ハンド＜hand＞＜～ピュアー

　　　　・～レベル〉〈建・図〉　半戸

　　　　く建〉

ハソトー　半島　反騰く経〉　半透く～

　　　　性〉〈植・動〉　拳｛到〈～生の〉

　　　　〈植〉

ハンド　・一　反動　はん（×班）　銅＜～鉱

　　　　（borllite）〉〈鉱〉

バソb一　晩冬　晩稲　番頭

ノ、ソドク　半彗読　 ×繕諺琶　鍵1読、

ハソニチ　半臼　反目〈～的〉

ハソニソ　犯人　半人　判任〈～官〉

ハソノー　反応　半農〈～半漁〉　半納

ハンプ　　醗布く麻の～〉　頒布　ハンプ
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　　　　＜hump＞〈工〉

ハソプク　反復　反覆　反服（X叛腺）

ハソブソ　半分　繁交〈～縛礼〉

ハソベイ　反米　x汎米〈～主義〉

ハソペソ　半片　半⑭旨く食毒〉　反変

　　　　〈～ベクトル〉〈数〉

ハソボー　半紡繁忙

ハソマ　　半間　ハソマ＜hammer＞

ハソム　鑛務煩務
ハソメソ　半萄　反面　版颪

ノミソメソ　板面　 養霊面

ハソモソ　x斑紋　反問　煩x悶

バソユー　蛮勇　万有〈～引力〉

ハソヨー　繁用　x汎用　飯胴〈～麦〉

バソライ　万雷　方堅く千客～〉

ハソラソ　反乱　X氾濫

ハソレイ　×凡例　範例　判例　反x戻

　　　　（×叛×戻）

ノ、ソPt　ソ　　　×汎言粛ぎ　　反言霜≧

〈ヒ〉

ヒ　　非否火定×将×樋臼
　　　　碑×緋

ビ　　　美微
ピアイ　　悲哀　被愛〈～妄想〉〈心〉

ビアシ　　臼②脚　火3脚

ビイ　　　微意　美衣〈～美食〉

ビート　　ビート＜beat＞〈水泳〉　ビー

　　　　ト〈beet＞〈砂糖大根〉

ヒイロ　　火色　×緋色

ビウ　　微雨　x眉宇

ヒウソ　悲運非運飛雲
ヒエ　　冷え　×稗

ビナン　　微温　微音　鼻音く需〉

ヒカ　　悲歌皮下く医〉比価く経〉

ヒガ　　彼我非我く哲〉
ビカ　　　美化　微×理　美果　鼻下

ヒカク　　皮革比較



ヒカゲ　　日陰〈～者〉　日影〈～曲線〉

　　　　〈建〉

ヒガシ　　東干菓子

ヒガラ　　日柄　日×雀

ヒカソ　　秘巻　悲観　避寒

ヒガソ　　悲願　彼岸

ピカソ　　美観　美感　微官

ヒキ　　　引き　悲喜〈～こもごも〉

ヒギ　　被疑〈～者〉穿議秘戯
ビキ　　　美③姫　美×肌

ビギ　　　美×妓　美技く運〉

ヒキアゲル　引き上げる　引き揚げる

ヒキテ　　e弾き手　引き手

ヒキョー　悲境　悲況　秘境　秘教　秘経

　　　比況卑×怯

ヒキョク　秘曲　悲曲

eキソゾク　葬金属く鉱・理〉　卑金属

　　　　く鉱・理〉

　
　
　
ル

ク
　
　
ク
ク

ヒ
　
ビ
ピ

ゲ
　
ケ

ヒ
　
ビ

イ
キ
ツ
ソ

ケ
ゲ
ケ
ケ

ビ
ヒ
ヒ
ヒ

　
　
　
【

コ
ゴ
　
コ

ヒ
ヒ
　

ヒ

　引く　（⑪退く）　9弾く　×挽く

x畷く　×塞く

　△魚△籠　△比△丘く仏〉

　ピクル〈p宝cul（重さの単位）〉

ピクル＜pickles＞＜料＞

　x髭　卑下　ひげ＜palp＞

〈動〉

　ピケ＜pique＞〈織物〉　ピケ

〈ピケット〉

　美景　美形　尾形〈植〉

　悲劇　飛×激

　否決　秘X訣　秘結く医〉

　卑見（×藤見）　被：検〈～者〉

比肩　x披見

　⑭孫　x曾⑳孫

　卑語　飛語く流言～＞　x籔

×庇護　守護〈～過剰〉〈心〉

　非行　飛行　X鍍行　肥効〈～

分〉　肥厚く動・植＞　x披講
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　　　　〈文〉

ピコー・一　　蟹行　微行　鼻孔　鼻こう

　　　　（×腔）〈動〉　備考　備莞＜～作

　　　物〉　微光　尾鉱〈鉱〉

ピコツ　　ひ（x腓）骨〈動〉　皮骨く動〉

ピコツ　　羅潔く生〉　鼻骨く生〉

ピサイ　　庸才（x葬才）　被災〈～者〉

ピサイ　　微才微締

ピサソ　悲惨飛散ひ（×砒）酸

　　　　く理〉

ヒシ　　　秘史　避止く競業～〉　比し

　　　　くに～＞　x菱　　皮脂く～腺〉

　　　被子〈～植物類〉　〈植〉　比視

　　　　〈～感度〉〈建〉

ヒジ　　秘事　x肘

ヒジキ　　ひじ（x肘）　木く建〉　△鹿△尾

　　　△菜く穂物名〉

ヒシツ　　皮質く大脳～〉〈生・動〉　比

　　　　湿〈建〉

ヒシャ　　飛車く将棋〉　飛砂＜～黙止

　　　　林〉　被写〈～体〉

ヒジュソ　批准〈法〉　地準地く法〉

ヒショ　秘書避暑
ヒシa　・一　悲傷　卑称　飛×翔　費消卑小

ヒジョー　非常　非清　被牽く～数〉

　　　　〈数〉　避譲〈～義務船〉〈工〉

ビショー　微傷　美粧〈～職〉　微笑　美

　　　称微小（微少）

ビジョー　尾鉄i尾状〈～花序〉〈植〉

ビシソ　　微震　微臣　美神

ビスイ　　微瓢』　微遷客

ヒスル　　比する　秘する

ヒセイ　　迷砒政　雰勢　批正

ヒセキ　　秘跡碑石　肥x瘡1　飛跡く原

　　　　子核〉〈理〉

ヒゼメ　　火攻め　火責め

ヒセソ　非戦〈～論〉被選〈～入〉



　　　飛泉　　卑×賎　皮ぜん（×腺）　　　ヒトク　　x菲徳　秘匿

　　　く動〉　　　　　　　　　　　　　　　ヒトシオ　一塩く料〉　一一・e入

tfuソ　　微×賎　尾せん（×腺）〈動〉　　　ヒトズキ　人好き　人付き〈～がいい〉

ヒソー　　皮相　悲x愴　悲壮　皮層〈～　　ヒトデ　　人撮　人手　△海△星

　　　維管束〉〈植〉　　　　　　　　　　ヒトナミ　入並み　入波

ヒゾー　　秘蔵　ひ（X脾）臓く動〉　　　　　ヒトハダ　人相　一×肌〈～脱ぐ〉

ビソー　　美装　羨相　　　　　　　　　　　ヒトミ　　ひとみ（x瞳）〈動〉　人見

ヒゾク　　卑俗　x郷俗　x囲賊　卑属　　　　　　　〈～はりっぱだ〉

　　　〈法〉　　　　　　　　　　　　ヒトメ　　人呂　一目

ヒソメル　潜める　X蟄める　　　　　　　　ヒトモジ　人二字　一交字

ヒタイ　　額　避退　　　　　　　　　　　　ヒトリ　　一O人（O独）　火取り

ヒタソ　悲嘆飛x濡　　　　　　　ヒナ　　x二丁
ヒダソ　　飛弾　被弾　　　　　　　　　　　ヒナソ　　避難　二二　拗難

ビタソ　　尾端　鼻端　　　　　　　　　　　ヒニク　　肥肉　×解肉〈～の嘆〉　皮肉

ヒチュー　秘中〈～の秘〉　比X籠　　　　　ヒニソ　　否認　避妊　非人

ビチ＝．一一　鼻柱　微衷　　　　　　　　　　　ヒネル　　x捻る　⑭刷るく大根が～〉

ヒッカク　筆画　引×掻く　　　　　　　　　ヒノモト　火の元　日の㊤本

ヒツギ　β欄x枢　　　　　　　ヒバ　　肥馬s乾葉×二葉
ヒッケソ　必見　筆x硯　　　　　　　　　　　ヒバイ　　非売くん品〉　肥培〈～管理〉

ヒッ＝一　筆耕　筆工く図〉　　　　　　　　ヒバク　　飛x潔　被爆

ヒッシ　　必死　必至　筆紙　　　　　　　　　ヒヒ　　　X猫々　X門々

ヒツジ　羊⑫未　　　　　　　　　ヒビ　　×簿（x輝）　×簗日々

ヒッシbe　筆者　筆写　　　　　　　　　　　ヒフ　　　二二　秘府

ヒッセイ　筆勢　筆生　×畢生　　　　　　　　ビフー　　微風　美風

ヒッセソ　筆戦　筆洗　　　　　　　　　　　ヒフク　　被賑　被覆〈～線〉＜数。工＞

tッチ。、　・一　匹×癬　必中　筆x訣　　　　　　　　　ひ腹〈～筋（gastrecnemuis）〉

ヒツトー　筆頭〈～者〉　筆答：　　　　　　　　　　〈動〉

ヒップ　　匹夫　匹婦　ヒップ＜hip＞　　　ビフク　　美服　微服

ヒヅポー　筆法　筆x錐　　　　　　　　　　ヒブソ　　三女　非分

ヒテソ　　批点　飛点く工〉　　　　　　　　ビブソ　　美文　微分く数〉

ヒデソ　　秘伝　　飛電　被伝〈～者〉　　　ヒホー　　悲報　飛報　秘宝　秘法　秘方

　　　く図〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　被包〈～組織〉〈植〉

ヒト　　人一〈～押し〉費途　　　ヒボー　非望秘方×誹×誘

ヒトアタリ　入楽り　一当り〈～してみ　　ビボー　　美×貌　備忘　〔×彌縫〕

　　　　る〉　　　　　　　　　　　　ヒボシ　　干乾し　日乾し火干し

ヒトエ　一璽mp単く裁〉　　　　　　ヒマ　　畷（×隙）　x箆麻

ビトー @毘簡＜X＞騨くエ〉　　・マク　被膜〈動〉皮膜〈～腿＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　259



　　　〈鉱〉

紘メイ　　悲鳴　碑銘　非命

ヒモク　　費鼠　皮目く植〉

ヒヤク　　秘薬　飛躍　三役

ヒャクセソ　百千　灘戦

ヒャッカ　百花〈～糠乱〉　喜ぎ：貨〈～店〉

　　　百科〈～辞典〉　琶古く諸子～〉

ヒヨー　　目×傭　被×傭〈～巻〉　費用

　　　飛揚
ヒn一　　表　標〈～を立てる〉　票　議三

　　　×魑　×豹

ビ露一　　美容　微×慈

ビョー　　秒　x鋲　x潮　x昼少〈～たる〉

ビョーイソ　病院　病因

ヒョーカ　評価表価　氷菓　氷花　x華

　　　果
ビ寡一力　病家　病畷

ビョーが病×臥描爾

ヒョーカイ　氷塊　氷海　氷解

ビョーカソ　病患　病間

ヒ　ヨ　ーキ　　　衰言己　　謡言己

ビ月一ク　病苦　病x魑

ヒョーケイ　蓑掲　蓑慶

ヒョーケツ　蓑決　票決　氷結

ヒョーゲソ　氷原　評雷　表現

ヒヨーゴ　標語　評譜

ヒ＝一　一　＝・一標高氷厚

ヒョーシ　表紙　拍子

ヒe　一’シキ　標識　表式く再生産～〉

ヒョーシツ　氷質　氷室　漂失

ビョーシツ　病室　病質

ビョーOシャ　病舎　病者　描写

ヒe一シャク　評釈　氷釈

ヒョーシu　一一　標章　衰彰　蓑象く心〉

　　　　　氷晶く理〉

ヒヨージヨ　’一　蓑情　表状　氷上　評定

　　　　　⑭兵×侯く史〉
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ビョーショー　病床　病症

ビョ…シソ　病身　秒針

ヒョー’スル　評する　表する〈祝意を～〉

ビョーセイ　病勢　病性〈～鑑定〉

ヒヨーセツ　氷雪　評説　×剰窃

ヒョーソー衰層氷層表装俵装氷
　　　　倉く工〉

ヒヨーダイ　無題（標題）

ビョ　一“タイ　病態　病体

ヒョータソ　氷炭＜～稲いれぬ＞　x瓢×箪

ヒョーチュー　標注　評注i標柱　氷煙

　　　　　表中　蓑忠〈～碑〉

ビョーチュー　病虫　病中

ヒョーチョー　表徴漂鳥く動＞

ttヨーテイ　評定　表定〈～速度〉〈工〉

　　　　標定く理・工〉

ヒョーテソ　評点　氷点　標点く工〉

ヒヨートー　標燈　×劉盗　源×蕩

ビヨードー　x廟堂　平等

ヒa一ノ、ク　漂？臼　漂白　表白

ビョーフ　病父　病夫　病婦

ヒョーメソ　表藏　）」くし面

ヒョーロ一具糧漂浪

ヒヨク

ビヨク

ヒヨケ

ヒライ

ヒリ

ヒリョー

ビリa一

ヒリソ

ヒノレ

ヒレ

tレイ

ヒロー

ビロー

ヒワ

比翼〈～塚〉　肥⑱沃

尾翼　鼻翼

日。除け　火③除け’〈～地〉

遮i雷〈～針〉　飛来

葬理　×椰×種

肥料　比蚤　×匙量：

鼻x梁　微星

比隣　比倫

昼　x蛭　x蒜　予る　⑭放る

×鰭　ヒレ＜f圭盤et＞

比例　葬礼

疲労　×披③露　拾う　x鄙X随

彪×籠　x蒲x葵く植物名〉

秘話　悲話　x鵬



ビワ　　　x琵×琶i　×枇x紐

ヒソ　　　晶〈～がある〉　貧

ビソ　　　　　×莞冠　　×肇塗　　敏　　ビソ＜bin＞

　　　〈工〉

ヒソカク　贔格　賓客

ヒソキュー晶級貧窮

ヒソコー　品行　貧鉱

ヒソシ　　一二く言＞　X瀕死

ヒソシツ　品質　×藥質・

ビソショpm　x・潤笑　敏×捷

ヒソスル　貧する　×瀕する

ヒソセイ融挫×稟性

ビソセソ　便船　便×箋

ヒソピソ×頻々×彬々〈交質～〉

ヒソプ　　貧當　x稟賦

ビソラソ　便覧　×紫乱

くフ〉

フ　　　　×誹　X斑　×獄　府　×腋く～に

　　　落ちない〉譜⑭歩く将棋〉

　　　負〈数・動・植・エ〉　賦く交〉

ブ　　部武歩〈～正まり〉分
　　　〈～が悪い〉

フずソ　　ファン＜fan＞　×糠くマージャ

　　　　ソ〉

フイ　　　ふいく～になる〉　不意

ブイ　　　部位　武威　ブイ＜buoy＞

フイク　　扶育　×傅育

フイリ　　不入り　X斑入リ

ブイソ　　部員　無音

フー　封ふうくそういう～｝こ〉風

　　　く雌水火～〉〈仏〉

フーイ　　風位　風威

フーイソ　風韻　封印

フーカ　　富家　風イヒ〈鉱〉

フ・一・’ガ　　風雅　フー一・・ガ＜fuga＞〈音〉

フーカン　封x紙　×諏x練　風乾く理〉

フーキ　風紀蜜貴
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フーキョPt　風教　風狂

フーコー　風光　風向く天・建〉

フーサイ　風X采　風災

フーシ　　風脚　夫子

フーシnク　風色　風x蝕〈天〉

フーセイ　比し声　風勢

フーセツ　風雪　風説

フP一ソ・・一一風霜　風葬

フータイ　風体　風袋

フ…一ド　　風土　 フード〈hood＞〈建〉

　　　風度く天〉　　フード〈～センタ

　　　一〉
フH一トー　封笥　風×濤

フードー　風X洞風道〈建麟工〉

フーボー一一　風x貌　風防〈～ガラス〉

フーロー　風浪　封x彗銀

フウソ　　浮浪　不運

フエ　　　笛不⑭壊

フエキ　　夫役〈～現品〉　不易＜～流

　　　行〉

フエソ　敷×衛論点不縁

フ1一　一　父王不応〈～期〉〈動〉

フtr・・ム　フォーム＜form＞　フt一ム

　　　〈プラットフフr一ム〉

フオソ　　x計音　不穏

フカ　　　府下　x鰻　窟家　付煽　浮華

　　　く軽口～〉　不可　ふ（X購）化

　　　く動〉　賦課く法〉　負荷く理〉

ブカ　　部下部課
フカイ　　二会　付会　深い　不快

フカシ　　e蒸かし　不可視く～光線〉

フカス　　吹かす　③更かす　⑭蒸かす

フカソ　　不感〈～性〉　不乾〈～性油〉

　　　不換　付款　×備x鰍

ブカソ　　武官　武鑑

フキ　　　不×羅　不軌　付記　不帰く～

　　　〈～の客〉　×蕗　x施〈戴〉



フギ　　　付議不義

フキカエ　×苺き替え　吹き替えく演劇〉

フtkユー・普及　不急〈～不要〉　不朽

　　　腐朽不休
フキョー　布教　不況　不興　窟強

ブキョク　部局舞曲

フキソ　　付近　布×巾

フク　　　福　E艮　複　旧く正～〉　吹く

　　　x拭く　×i葺く

フグ　　　不具　不x倶〈～戴天〉　△河

　　　ム豚

フクイソ　副因　幅員　復員　福音く宗〉

フクエソ　復縁　復円〈天〉　複塩〈理〉

フクギu　e一副業　服業　復業

フクゲソ　復元（復原）

フクコー　腹こう（X腔）〈動・植〉　腹

　　　孔〈動〉　復校　復航　副港　覆

　　　光〈～溶接〉〈工〉　複効＜～蒸

　　　発機〉〈工〉

フクザイ　服罪　伏在　腹材く工〉

フクシ　　興し（×肢）〈動〉　噂し（×肢）

　　　　〈動〉　複糸〈～期〉〈動・植〉

　　　福祉　副使　副詞〈醤〉　複視

フクシキ　複式　腹式〈～呼吸〉

フクシヤ　複写　X輻射

フクシュー　復習　復×讐

フクシa’一　副賞　副章　副将　複勝く～

　　　　式〉　卑称　復唱（復x講）

フクショク　服飾　服色副食：復職

フクシン　腹心　復申　覆審〈～制度〉

　　　　フクシン〈染料〉〈理〉

フクジソ副じん（×腎）〈動〉福神

　　　〈～漬〉

フクスイ　覆水〈～盆に返らず〉　腹水

　　　く医〉　復水〈～器〉〈建・工〉

フクスル　伏する　服する　復するく1日に

　　　N＞
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フクセイ　複製　副成〈～ガス〉　服制

　　　復姓複威覆製
フクセキ　復席　復籍

フクセソ　複線　伏線　腹線〈動〉　複占

　　　く経〉
フクソー　服装　福相　×輻X棄奏　復奏　複

　　　絹〈植〉

フクゾー　腹蔵　管掌〈工〉

フクチa．一“副長　複旧く音〉

フクハイ　腹背　伏拝　復配く経〉

フクヘキ復x瀞腹壁く生〉

フクホー副砲く軍〉複方く医〉

フクホソ　複本　副本く法〉

フクム　　服務　含む

フクメイ　複名〈～手形〉　復命

フクヨー　服用　副用　服X麿　複葉

　　　〈植〉

フクリ

フクソ

フケイ

フケル

フケソ

フゲソ

ブゲソ

フコ隅

フコpa

フ＝ク

フサイ

フサク

フシ

フジ

　福利　複利〈経〉

　父君　夫君

　父兄　父系　符契　婦警　不敬

父傾〈～遺伝〉＜植＞

　X耽る　唖ける　㊥蒸けるくい

もが～〉

　府祭父権夫権
　富源　不言く～実行〉　浮言

X誕言　付言

　x謳雷　侮言　分限く～者〉

　不幸不孝富鉱
　符合　付合く土地に～〉　符号

富豪

　布告　富国

　負債　府債　夫妻　不才

　不作　×斧x盤

　野史　府志　父子　節　不死

△五△倍△子

　不時　不〇二　不次　不治く～

の病＞　x藤父事



ブジ

フジツ

フシメ

フシュpa

フジュク

フジュン

フジョ

フショー

プジョー

フショH

フショク

フシソ

　　　浮心く浮力の中心〉〈工〉

　　　〈～材料〉〈工〉

フジソ　　夫人　婦人　布陣　不仁：不尽

フシソ　　武神武臣

フX　　　伏す（×臥す）

フズイ　　不随く半身～〉　付随

フスマ　×麩x襖×裳

フスル　　付する　賦する

フセ　　　布施　伏せ

フセイ　不正不整不×齊父性府政
　　　浮生　賦性　腐生く植＞　x斧正

フゼイ　府税賦税△風△情負性〈～

　　　抵抗〉〈工〉

フセツ　敷設（布設）　浮説付設

　　　x詳説　符節　ふ（×鮒）節く動〉

フセヌイ伏せ縫いく裁〉伏せx繍い

　　　　〈手芸〉

フセル　伏せる（×臥せる）

フセソ　普選婦選付X箋不戦浮
　　　選〈工〉　庫乾く工〉

フゼソ　　不善不全

　武事　X蕪辞　無事

　不実　不日

　節目　伏し目

　×俘囚　腐臭　不×銃〈～鋼〉

　腐熟〈～肥料〉　不熟

　不純　不順〈天候～〉

　婦女　扶助

　夫唱〈～婦随〉　不肖　負傷

不祥　不詳　不承く～不承〉

浮礁く漁業〉　不生く仏〉

　浮城　浮上　不浄　不定く老少

～〉　霞×饒

　武将　無精（⑭不精）

　腐食く理〉　腐植〈～土〉〈植

。建・工〉　扶植　付嘱

　不振　不信　不審　普請　腐心

　　　　　　　　　　　　不侵

263

フソク

ブゾク

フソソ

プタイ

フタク

フタメ

フタソ

フチ

　付鮒　不測〈～の気態〉　不即

く～不離〉　不足

　部族　部属〈～の決定〉

　賦存〈鉱物の～量〉　不×遜

　舞台　部隊

　負託　付託

　二習　不㊤為

　普段　不断〈～の努力〉

　付置　布置　付値く数〉　負値

〈～二次形式〉〈数〉　不知　不

治〈～の病〉縁x淵扶e持
く史〉

フチャク　’付着不興

フチュ．’一　付注不忠

フチe　一’府庁　婦長　符丁　不調

フツー　　不通　普通

プッカ　　物価　仏家

ブツガ　　物我仏画

フッカソ　復刊　副宮

フッキ　　復帰　複記

フッキュー　復IH　復x仇

ブッキョー　仏教　仏経

ブヅケソ　物件く法〉　物権〈～法〉

フヅコー・　復興　復校　　復航

フッコク　e仏国　復刻

ブッシ　　物資仏師

ブヅショー物象物読〈物的証拠〉仏

　　　　性く仏〉

ブツジョー　物情く～騒然〉　物上＜～担

　　　　保〉

　　　　物心　仏神　物神く宗〉　仏心フッシソ

　　　仏，身

プッソー一　仏葬　物騒

ブヅテキ　物的　仏敵く仏〉

ブツドー　仏道　仏堂

ブツブツ　物々〈～交換〉　ぶつぶつ＜～

　　　いう〉



ブツリ　　物理　ぶつり〈～と〉

ブツリョー　物：量　物糧〈～投下〉　物料

　　　　　〈～の分析鑑定〉　物療く物理

　　　　　療法〉

フテイ　　不定　不貞　不x逞

フテキ　　不敵不適

フトー　　x埠頭不x撹〈～不屈〉　不党

　　　　く不偏～〉　不当　不凍　不等

　　　　く数・動〉

フ｝“　一一　不同　不動　不働〈～時聞〉

　　　　婦道　府道　浮動

ブドー　　武道　×葡x萄

フトク　 婦徳不徳不得〈～要領〉
フニソ　　赴任　不妊　e補任〈史〉

フ不ソ　　不燃　不ねん（×稔）〈～性〉

　　　　〈植〉

フノー　　富農　不能　不納　浮のう

　　　　（X嚢）〈植〉

フハイ　　不敗　腐敗

フバイ　　不買〈～同盟〉　不売

フバク　　布x累　浮薄

フヒe　一一付表　付票く戸籍の～〉　浮氷

　　　　浮標　不評　浮票

フビソ　 ＝不×欄不敏

ブベツ　　部別　侮x蔑

フヘソ　　普遍　不変　不偏く～不党〉

　　　　布片

フペソ　　不便　不弁

フホー　　×言網野　不法

フボク　　逆木　浮木

フミソ　　不眠　府畏

フモソ　　部門　武門

フ＝L・一　冨有富裕浮遊x蝉x嫉不
　　　　遊〈～占　　　iL“〉〈理〉

フヨ　　付与賦与不予
フヨ・一一　不要不用x芙×蓉扶養浮

　　　　揚　不溶く～分・～性の〉〈理〉
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フライ

ブライ

フフソ

プリ

フリカエル

プリコム

プリダス

フリョ

プリa一

プリョク

フノレ

フルイ

フルウ

フレ

浮葉く植〉

　フライ＜fry＞　フライ〈fly＞

〈野球〉

　無頼　プライ〈Brei＞〈動〉

　毒断　ふ（×贈）旧く動〉　不

乱〈一心～〉　フラン＜franc＞

　⑭風（振り）　不利　不離く密

拙～〉

　　振り返る振り替える

降り込む　振り込む

降り出す振り出す

×俘虜　不慮

不漁不猟不良
露力　浮力く理〉

古　振る　降る　フル＜f砥U＞

×飾　古い

振るう（奮う）　震う

振れ　　角戯れ　（布「e令）　　　ふれ

　　　　〈deflection＞〈理・コニ〉

フレイ　　布令　府令　不例

フレル　　触れる　振れる　ふれる〈気が

　　　　N＞

プロ　　　e風x呂　e風炉1〈茶の湯〉

フPt　・一　　不老　浮浪く～児〉　不勢く～

　　　　所得〉　プロP一＜fiow＞〈建・

　　　　工〉

フロヅク　フPック＜frock＞　 プロrノク

　　　　＜至1uke＞〈撞球〉

フワ　　　不和　付和〈～雷同〉

フソ　分×糞ふん（x吻）〈建〉
ブソ　　　分　交

フソカ　　噴火　粉化く建〉

ブソカ　　分科　分課　文化　文科　交華

　　　分化　分果〈植〉

ブソカイ　分会　分解　分界く～線〉　分

　　　　難く鉱〉

ブソカツ　分割　分轄



ブソカソ　文窟　分館　分巻く図〉

フソキ　　喰1気く～孔〉　；奮起

ブソキョP・　文教　分旧く～場〉

ブソキョク　分局く工〉　分極く工〉

フソゲキ　豪語　誌面

ブソケソ　文献　分県〈～地謡〉　分権

　　　分遣〈～隊〉

ブソゲソ　分限　文言

フソゴー　×吻合　分X毫

ブソコー　分校　分光く理〉

ブソゴー　丈豪　分合く交換～〉

ブソサイ　文才　文彩

フソシ　　憤死　×刎死

ブソシ　　：文士　分子　丈詞　分旧く肥料

　　　　を～する〉　分枝〈～系・～毛〉

　　　　〈数・動・植〉　分詞く言〉

ブソジ　　旧辞　文七　文治

ブソシツ　分室　女質〈～彬々〉

ブソショ　：交書　猛暑

フソジョー　紛x擾　粉状

ブソショ　一’文章　文網分掌

ブソジョー　分揚　分譲　分乗

フソショク　粉食　粉飾（X扮飾）

フソジソ　奮迅　粉×塵

ブソシソ　分身　：文身

ブソセイ　交政　文勢

ブソセキ　文責　分析

フソセソ　奮戦　紛戦　噴泉

フソゼソ　憤然　奮然　紛然

フソソー　紛争　x扮装

ブソソソ　分村　分損く全損～（保険）〉

ブソタイ　：文体　分隊

ブソダソ　三重　分団　分立　分断

ブソチ　　分地　聞知　交治

ブソテソ　分店　山蛭　分点く天〉

フソド　渡舟x糞土
フソトー　奮闘　噴騰

ブソレイ

フソレツ

くへ〉

ヘイ

ベイ

ブソピツ　文筆　分筆　分泌く動・櫨〉

ブソプ　　分布　分賦く～徴収〉　分付

フソプソ　x券々〈香気～〉　紛々

ブソポー　文法　分封く史。動〉

ブソミャク　交脈　分脈

ブソメイ　文閥　文名　分明

ブソリ　　文理　分離　分利く医〉

ブソリュー　分流く鉱・天〉　分粒＜～試

　　　　験〉〈鉱〉　分留〈分鋼蒸留〉

　　　　〈理〉

　　　　上例　分霊

　　　　分裂　分列

　　　　丙　幣　兵　×幽閉く工〉

　　　　米くアメリカ〉　ベイ〈bay＞

　　　　〈建・工〉

ヘイイ　　弊衣　平易　兵衣

ヘイイソ　兵員　閉院

ヘイ＝イ兵営併映

ヘイオソ平温平穏

ヘイカ　兵火兵禍兵科兵家兵
　　　　x父　天下　弊風　x：華果　平価

　　　　〈経〉併科く罰鋼の～〉閉果

　　　　く植〉　閉架〈図〉

ベイカ　米価　米貨

ヘイカツ　平滑　平X瀾

ヘイカソ弊館閉館

ヘイキ　兵器併記併起平気
ヘイ＝　弊x袴集鼓x晒×乎
ヘイコー　平行　平衡　閉校　閉講　並行

　　　　閉ロ

ベイコク　米園　米穀

ヘイサツx擁殺併殺く野球〉

ヘイシ　　兵士平氏く史〉　弊紙　弊誌

　　　　閉止　x発死

ヘイジ　　平時兵窮

ベイシ　　米紙　米誌
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ヘイシャ　兵舎　弊社　rfi　？±　乎射＜～

　　　　砲〉〈軍〉

ヘイシュ　丙種　兵種　幣種く～別の金

　　　　額〉

ベイシ＝　一一米収　米州

ヘイジョー　兵X杖　閉場　平常

ヘイシソ　平儒平身〈～低頭〉　並進

　　　　く数〉

ヘイセイ奨欄幣制弊政平静
ヘイゼソ　平然　x柄然

ヘイソク　閉患　閉X塞

ヘイソソ弊村並存
ヘイタソ　兵×姑　平x坦　平淡

ヘイチ　　平地併置

ヘイチョ　・一　平調　兵長く軍〉

ヘイテイ　平定　閉廷

ヘイテソ弊店閉店

ヘイバソ平盤平板平版〈～印刷〉
ヘイフク　平服　平伏

ヘイホー平方〈～根〉〈数〉閉包

　　　　く数〉　兵法

ヘイヨー　兵用　併用

ヘイPt　平炉く鉱。工〉　閉路く鉱・

　　　　工〉

ヘイワ　　平和　平話

ヘキカイx碧海へき（x勢）開＜cleav－

　　　age＞〈理〉

ベスト　　ベスト〈best＞　ベスト

　　　　＜vest＞〈服飯・写真〉

ヘタ　　X瀞　△下△手　へた（③端）

　　　　〈～株〉〈経〉

ベツコー・X�b別項
ベッシ　別紙x蔑視

ベツジ　別事別字別辞
ベツジ・一　別条　別状

ベッソー別聴別送
ベツデソ　別電　別殿　別伝〈教化～〉
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ベット　　ペット　別途

ベヅピソ別品別×嫉

ベヅポー　翔法　別報

ベツメイ　別名　別命

ヘリ　　e縁減リ

ヘル　　減る　経る　ヘル〈mohair＞

ヘソ　　　辺〈数〉　変　編　偏〈～微

　　　　分〉〈数〉

ペソ　　　便　弁（×辮）〈東京～〉　弁

　　　　（x辮）〈建・動〉

ヘソイ　　変異　変移　変意　偏x椅　変

　　　　位〈理・数・鉱・建・工〉　偏位

　　　　〈～法〉〈理・工〉　偏移〈工〉

　　　　三重く航海〉〈工〉

ペソイ　　便衣便意

ヘソカ　変化返歌

ヘソカク変革変格偏角く理・数。鉱

　　　　・工〉

ヘソカソ返還変換

ヘソキョー辺境偏狭

ヘソキョク　変局編曲〈音〉　変曲＜～

　　　　　点〉〈数〉　偏極〈～法〉

　　　　　〈工〉

ヘソグP・　片隅　辺隅

ヘソケイ　変形　×扁形　偏茎く植〉　変

　　　　経〈航海〉〈工〉

ヘソゲソ片言〈～隻句〉　変幻＜～自

　　　　在〉

ヘソ＝　一・変更偏向偏好変光＜～

　　　星〉　偏光〈理・鉱・工〉　変向

　　　　〈～点〉〈鉱〉　変高〈～ばり〉

　　　　〈建〉

ヘソサ　x騙詐偏差く数・植・鉱・エ〉

ヘソサイ　辺際　変災　返済

ヘソザイ　偏在　遍在　辺材〈植〉

ベソサイ　弁才　勢済

ヘソジ　返事変事編次片時



ヘソシツ偏執　変質

ヘソシュ　変種x騙販〈～罪〉　編首

ヘソシェ　・一　編集　編修く国史の～〉　偏

　　　　執　×禰舟

ヘソシu　”一　編章　変称　変象　x疑称

　　　　返償　極小　偏昂〈～反応〉

　　　　〈鉱〉

ヘソジョー　辺城　返上　遍照〈仏〉　片

　　　　状〈～黒鉛〉〈鉱〉　変状く～

　　　　土〉〈工〉

ペソショー　弁償　弁謳く～法〉〈誓〉

ヘソショク偏食変色

ベソジル　便じる　弁じる

ヘソシソ変心変身変針返儒偏心
　　　〈～率・～ブyス・～生長〉＜理

　　　　。鉱・植・建・工〉

ヘソスー辺×阪変数く数・樒〉

ヘソスル　偏する　X起する

ヘソセイ　編成　編制　襟脚く戸籍の～〉

　　　変性く理。農〉　変生　変成〈～

　　　岩。～比〉〈鉱。理〉　偏性　偏

　　　西く～風〉〈天〉

ヘソセツ変節変説〈～改論〉

ヘソセソ変遷変旋〈～光〉〈理〉

ヘソソー変装　変相　返送　変奏く～

　　　曲〉〈音〉

ヘソソク変量変速〈～機〉〈エ〉

ヘソタイ　変体　変態く動〉　編隊

ヘソチョ　一一変調偏重

ヘソパイ返杯変敗〈～品〉

ペソピ　便秘便否
ペソプク　使腹　便服

ヘソブツ偏物変物

ヘソポー辺防変×弓偏x勢〈漂〉

ヘソポー、返報回報

ペソポー　便法　弁法

ヘソポソ　返本　×翻翻く～と翻る〉

ベソモー　便×蒙　弁×妄　べん（×鞭）毛

　　　〈～室・～運動〉〈動・植〉

ヘソa一　辺要　変容

ベソリ　　弁理〈～士・～公使〉便利

ヘソリュー変流く～器〉〈理・エ〉偏

　　　　流く～こう（勾）配〉〈工〉

ヘソレイ　返礼　返x戻

くホ〉

ホ　　　　穂　帆　歩〈～を進める〉　補

　　　〈～舞数〉〈数〉

ホイ　　　補遺　⑭弗衣

ボイル　　ボイル〈boil＞〈～油〉〈建〉

　　　ボイル＜voile＞〈服飾〉

ボイソ　　x栂邸　母音く言〉

ホー　回報×頬方砲×朴胞
　　　く動〉　×抱く服飾〉

ボー　棒三嘆く学生～〉房〈～
　　　に入れる〉　帷　坊

ボーアツ　暴圧　防×遇　膨圧〈～運動〉

　　　〈植〉

ホーアソ　法案　方案　奉安く～殿〉

ホーイ　　：方位〈～配列〉〈理・工〉　包

　　　囲　芳意　法衣〈仏〉　法位

　　　く仏〉　胞衣〈生〉

ボーイ　　暴威　ボーイ＜boy＞

ホーイキ　法域　方域〈～調榔関数〉

　　　〈数〉

ボーイソ　暴飲　暴×淫

ホー工　　法⑭衣く仏〉　法会く仏〉

ボーエキ　貿易　防疫

ホーエソ　砲煙　方円　x燦煙　豊x艶　方

　　　鉛〈～鉱〉〈理・鉱〉

ボーエソ　望遠：〈～写莫・～レンズ〉〈理

　　　　・工〉　防煙〈～ヘルメット〉

　　　〈工〉　防炎〈～たて〉〈工〉

ホーオe－H・訪欧　x鳳×風　法王　法皇

ホーオソ　報恩　芳愚　方音
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ボーオソ　防音　忘恩

ホーカ　　邦：貨　法科　法家く史〉　砲火

　　　　x燐火　砲架く軍・工〉　邦家

　　　　×蜂x窩　放課　放火　放歌　胞果

　　　　く穂〉

ホーガ　　×萌芽　奉賀　奉加〈～帳〉

　　　　邦画

ホーカイ　崩壊　抱懐　方解く～石〉＜理

　　　　・鉱〉

ホーガイ　方外　法外

ボーガイ　妨害　防害　望外

ホーガク　方角　法学　邦楽

ホーカソ　宝冠　宝鑑　法官　砲艦　x韓

　　　　間奉還胞問く～裂開〉〈植〉

ホーガソ　砲丸　砲眼く軍〉　方眼〈～

　　　　紙〉　包含　⑭判富く史〉

ボーカソ　暴漢　防寒　坊關　傍観

ホーキ　　宝：器　法器く仏＞　x箒　法規

　　　芳紀　：放棄く法〉　×蜂起

ボーキョ　暴挙　x妄挙

ホーキn一　豊x頬　　封境　　豊凶＜～係

　　　　　数〉〈農〉

ボーキョー　望郷　防共

ホーギソ　放吟　邦銀〈～ユーザンス〉

　　　　〈経〉

ボークソ　暴君　某霜　亡齎　傍訓

ホーケイ　法経　包茎　方形く～導波管・

　　　　～コイル〉〈工〉　抱茎〈～の〉

　　　　〈植〉　 ζまうけし、（×醐×蕩…）＜～

　　　　酸塩。～酸ガラス〉〈理・工〉

ボーケイ　亡兄　傍系　謀計

ホーケルx惚ける　ほおけるくけばだ

　　　　つ〉

ホーケソ封建宝剣法権く治外～〉

　　　奉獣
ホーゲソ　方言　法源　二丁　：放言　法

　　　　。円く仏〉胞原〈～細胞〉〈植〉
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ボーケソ　八二　望見　某県

ボーゲン　暴言　×妄言　X三三　ボーゲン

　　　　〈スキー〉　防玄（×舷）〈～材〉

　　　　〈工〉

ホーゴ　　邦語　法語　e反⑪故

ホーコー　方向　芳香　報効〈～の誠〉

　　　奉公　放校　×砲×晦　×彷x径　砲

　　　　口〈工＞

t・　一一ゴー　抱合　縫合　法骨く仏〉　包合

　　　　〈～系〉〈数・理〉

ボーコー　丁丁　某校　暴行　棒鋼く鉱・

　　　　建・工〉　ぼうこう（×膀×胱）

　　　　〈動〉

ホーコク　報告　奉皆　報国　商圏

ボーコク　亡国　某国

ホーザ　　砲座く軍〉　三座〈仏〉

ボーサイ　亡妻　防災　防×塞

ホーサク　方策　豊作

ボーサツ　忙殺　謀殺

ホーサソ　奉賛　放散　ほう（×醐）酸

　　　　〈理＞tt

ホーシ　　法師法嗣　x褒詞　芳志　奉

　　　　仕奉伺奉X二三X恣胞子
　　　　く動・植〉

ホージ　法事邦字宝璽x捧持報
　　　　時く～儒号・～球〉〈工〉

ボーシ　　某紙　某日　某氏　某市　亡師

　　　亡姉　帳子　紡糸〈～液〉〈理〉

　　　　防止暴死

ボージ　　亡児揚事

ホーシキ　方式　法式

ボーシツ　亡失　防湿く建・工〉

ホーシャ　報謝　奉謝　砲車　放：射く理。

　　　　：夏＝〉　 をまう　（x醐）　旧く理〉

ボーシャ某社×茅舎三舎回書紡
　　　　車暴x潟

ホーシュ　砲手　法主く仏〉　宝：珠〈建〉



ホージュツ　砲術く工〉　方術　法術

ホージュソ　芳X醇　豊潤　芳潤

ホーショ　方処　奉書　芳書

ボーショ　某所　防暑

ボージョ　某女　防除

1ホーショpa　報奨　報償く法＞　x褒賞

　　　　　x褒章く藍綬～〉　法絹　奉唱

　　　　　奉×頸　放e縦　包晶〈～反応〉

　　　　　〈鉱〉　砲床く工〉

・ホージョー　方丈く仏〉　法城く仏＞

　　　　　x褒状法×il膚法条芳情放

　　　　　生〈～会〉〈仏〉　豊×穫　豊

　　　　　x饒

，ボーシn一　傍証　蝦章　ぼう（×芒）　硝

　　　　　く理〉

ボージョー一　暴状棒状〈～水銀温度計〉

　　　　　〈理〉

ホーショク　奉職　飽食

ボーシ。ク紡織望x蜀暴食防食
　　　　　〈～剤〉〈鉱・工〉

・ホージル　×焙じる　報じる　崩じる　奉

　　　　じる

ホーシソ　方針　芳心　芳信　放心（放

　　　　神）　砲身〈～旋盤〉〈工〉　法

　　　　身　報身く仏〉

、ホージソ　邦人　法人　方陣

ボーシソ　亡親　傍心〈数〉　防振〈～ゴ

　　　　ム〉〈建〉

．ボージソ　傍人　防じん（X慶）〈～マス

　　　　ク●～処liLi．～形電機〉＜．鉱・理

　　　　・工〉

ポーズ　　ポーズ〈pose＞〈～をとる〉

　　　　ポーズ＜pause＞

ホースイ　盤水〈～期〉〈工〉　放水＜～

　　　　路・～マッb＞〈工〉　抱水＜～

　　　　クロラール〉〈ヨ墾〉

ボースイ　紡錘　防水

ホーセイ　法制　砲声　x四声　芳声　縫

　　　　製方正

ホーセキ　宝石　包析〈～反応〉〈鉱〉

ボt・・セツ　暴説　防雪　鋳接〈～円・～さ

　　　　く〉〈工・数〉

ホーセソ　碍管　砲戦　奉遷　訪船　法線

　　　　く～輝変・～カ・～照度〉〈建。

　　　　数・理・工〉　縫線く植〉　放線

　　　　〈～菌〉〈理〉

ボーセソ　棒線　三線　防戦　防染

ボーゼソ　x呆然　×把然　x欄然

ホーン　　 宝×乖㌍　e・象う　（x醐）　旧く理。

　　　　鉱〉

ホーンt一・N法×曹　放送　包装　奉送　x癌

　　　　x瘡

ホー一一ゾtr一　宝蔵　法蔵　包蔵〈～水力〉

　　　　〈工〉

ボーン…　房総　暴走　防旧く～林〉

　　　　〈天〉

ホータイ　包帯　奉x戴　胞体く数〉

ボーダイ　鍔題　膨大　棒大〈針小～〉

ホーグソ　砲弾〈～旋盤〉〈工〉　放談

　　　　法談く仏〉

ホーチ　　法治　報知　放置

ホーチ＝一　方柱　X庖X厨

ボーチェー　鰐油　防虫　忙中　欝中

ホーチョー　包丁　放鳥く仏〉　法潮

　　　　　〈～球〉〈工〉

ポーチaP一　膨脹〈理・工〉　傍聴　防

　　　　　x諜　防潮く～ゲート。～堤〉

　　　　　〈工〉　某町

，t”一テイ　法廷　法定　x捧呈　奉呈　法

　　　　弟　x鵬程く～万里〉　方程く～

　　　　式〉〈数〉

ホーチキ　法敵　放X郷　法的

ホーテソ　法典　宝典　奉×璽

ホーデン　宝殿　：放電〈理〉
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ボード　邦土封土
ボート　　暴徒　ボート〈boat＞

ホートー　法燈　法統　奉讐　報箸　×朋

　　　　党宝刀〈伝家の～〉砲塔〈～

　　　　装甲〉＜工＞　x蓬頭　奉メ悼　宝

　　　　塔く建〉

ボートー　冒頭　暴騰　暴投く野球〉

ホードク　言方面　x捧読　奉談三

ボートク　蟹X演　亡匿

ホーニソ　放任　法認〈～の綴合〉

ホーネソ　豊年　芳年　放念

ホーハイ　奉拝　×膨x演…　胞はい（x胚）

　　　　〈動〉　胞背〈～裂闘〉〈樒〉

ホーバイ　e傍1輩　x朋輩

ポーバク　×薄x漠　防爆〈～形〉〈エ〉

ボーハソ　防犯　謀判

ホーヒ　　包皮　放×厩

ボーーヒョー　x妄評　防氷〈～堤〉〈工〉

ホープ　抱負豊冨
ボーフ　　亡父　　亡夫　　防腐〈～剤〉

　　　　〈理・工〉

ボーフー　暴風く天〉　防風く～林〉

　　　　〈天〉

ホーフク　讃唱復　法身　抱腹〈～絶倒〉

　　　　胞腹〈～裂開〉〈嬢〉

ホープツ訪⑭仏×彷x彿

ホープソ　法文　邦文

ホーヘイ　砲兵　奉幣　法幣

ホーホー　方法　X這々〈～のてい〉　×蓬

ホーボr・一　x鋒x鍵　×筋×鱗　方々

ボーボー　某々　ぽおぽおく～燃え．る〉

　　　　荘×々

ホーボク　芳墨　放牧

ホーマン　放漫　豊満　飽満

ポーミソ　暴民　亡民

rk・　一一ム　　法i務　ホPtム〈プラットホー

　　　　ム〉　ホーム〈home＞

ホーメイ　：芳名　芳命

ホーメソ　：方面　放免

ホーモソ　法門〈仏〉　法女〈仏〉　砲門

　　　　訪問

ホーユー　×朋友　封×邑〈史〉　包有

ボーユー　亡：友　暴勇

ホーu一　包容　抱擁　放養　法要く仏〉

　　　　包葉く植〉

ボーe一　亡羊く多破～〉　×蓬洋

ホーヨク　x胆得翼　豊x沃

ホーラク　法楽く仏〉　崩落く経〉　包糸蒼

　　　　〈～鐡・～線〉〈数〉

ホーリ　　法理　方理

ポール　　ボール〈～紙〉　ボール〈球〉

　　　　ボール〈～ミル（ball　m磁）〉

　　　　〈鉱〉　　ボーノレ〈料〉　　ボーノレ

　　　　〈～分級機（bowl　classifier）〉

　　　　ボール〈～盤（dril　press）〉

　　　　〈建〉

ホーレイ　法令く法〉　放冷〈～する〉

　　　　豊麗

ボーレイ　亡霊　暴×戻

ホーレツ砲列　放列くカメラの～をし

　　　　く〉　芳烈

ホー。一放浪報労〈～金〉・鉄弓

　　　　く建〉

ホーーロク　×矯×烙　俸×禄

ホーロソ　放論　法論〈宗〉

ホーワ　　　　法詫舌〈イム〉　　飽秀醸

ホオソ　　保湿　補温

ホカク　　捕獲　補角く数〉

ホカゲ　e火影帆影

ホカソ　　保管　補完〈～関係〉　歩管

　　　　〈～系〉〈動〉　補間〈～法・～

　　　　発振器〉〈数・理・工〉

ホキュー　x飼球く野球〉　捕球く野球〉
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　　　　補給

ボク　x僕〈代名詞〉木
ボクジツ　×朴実　x穆実

ボクジョー・　牧場　墨×帖

ホクシン　北×辰　北進　北⑭清〈～事変〉

　　　　〈史〉

ホクセ：イ　北西　北征

ボクセキ　ズく石　墨跡

ボクヨー　牧養　牧玄窪〈～神（パソ）〉

ボケ　　　×惚け　s木㊤瓜

ボケイ　　母系　酒面〈～遺伝〉　溝型

　　　　母鶏〈～郵孚イヒ〉

ホケツ　　補欠　補血

ボケル　　x惚ける　x磁ける

ホケソ　　保険　保健

ホケソフ　保健婦　保健夫

ホゴ　　　⑳反s故　保護　補語く霰〉

ホコー　　歩行　補考　補講　保恒〈～

　　　　剤〉〈理〉

ボコー　　傍校　母港　溝項く理〉

ホコリ　誇り　x埃

ホサ　　補佐保佐く準禁治産者の～〉

　　　　〈法〉

ホサツ　　捕殺　補殺〈野球〉

ボサツ　　簿田　菩薩く仏〉

ポジ　　　保持　保磁〈～カ〉〈理・工〉

ボシ　　親子　X栂指墓誌
ホシイ　　×糀　㊦欲しい

ホシュ　　保守　保手く電話局～〉　繍手

　　　　く野球〉

ホシュー　補修　　補習　　捕双く～剤〉

　　　　〈鉱〉

ボシュー　暮秋　募集

ホジョ　　補助　保助〈～震婦法（保健婦

　　　　　助産婦・旙護婦）〉

ホショー　保証　保障く安全の～〉〈法〉

　　　　補償く遺族～〉〈法〉　歩x檎
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ホジa一　捕×縄　x圃場

ホシuク　補食　捕食〈～性の〉〈動〉

　　　　補色く理・エ〉　補職　補植

ホスル　　保する　補する

ホセイ　　補正　補整　補成

ホゼイ　　保税　x蓮1税〈～脱税〉

ホセソ　　捕x箋　保高く工〉

ボセソ　　母船〈工〉　母線く数・工〉

ホゾ　　　×瀦　ほぞ（x柄）〈建〉

ホソク　　補血く法〉　歩測　補足　　補

　　　　×捉　保測〈～変換〉〈数〉

ホソミ　　細み　細身

ボタイ　　母体　母：胎

ボタン　　ボタン〈シャツの～〉　×牡丹

ホチョー　歩調　補聴〈～器〉　ホ調

　　　　く音〉

ポッカ　　牧歌墨家

ポッカイ　北海　法界く仏〉　北界〈動〉

ボヅキャク　墨客く文人～〉　没却

ホック　　ホック＜hook＞　発旬く文〉

　　　　⑭法⑳鼓く仏〉

ポックリ　e木履　ぽっくり〈～と〉

ホッケ　　x簾　法⑳幽く仏〉

ホッシソ　発心　発×疹　法身く仏〉　・

ホッス　　法主く仏＞　3払子く仏〉

ボツゼソ　没前　×勃然

ボツボツ　x勃々　ぽつぽつ〈～と〉

ホテイ　　⑭布⑲袋　補×綴

ホテル　ホテル〈hote王＞o火照る

ホド　　　e程　歩度　ほど（③火⑭床）

　　　　〈鉱・工〉

ホドー　　歩道　x鋪道　補導く職業ッ

　　　　所〉　保導く校外～〉

ホナミ　　穂波　穂並み

ホヒツ　　補筆　補×肝試

ホブ　　　歩武　ホブ＜hob＞〈工〉

ホボ　　保懸　⑳略



ホヤ　　　③火屋　△海ム熱く動物名〉

ボヤ　　　ぼやく～を出す〉　暮夜

ホユー　　保有〈～熱t～限度〉＜理・

　　　　農〉　補×佑　補雄く動〉

ボラ　　　×洞　⑭法×螺〈～を吹く〉

ホリ　　×堀　彫り

ポリス　　ポリス＜police＞　ポリス

　　　　＜polis＞〈者肺国家〉

ホリユー　×蒲柳　保留　補流〈工〉

ホル　　　掘る　彫る

ボルト　　ボルi・〈bolt＞〈建・工・理〉

　　　　ボノ：／ト＜volt＞〈工〉

ホレル　　X惚れる　掘れる

ホソ　　　本　ホソ＜phon＞〈理・建〉

ボソ　盆凡X汚く仏〉
ホソアソ　翻案本案

ホソイ　　本位　本意　翻意

ホソイソ　本院　本員〈～の所信〉

ホソカ　　本科　本歌く文〉

ホソカイ　本懐　本会

ホソガク　本学　本覚く仏〉

ホソカソ　本官　本館

ホソギ　　本義本紀

ホソキョク　本局　本曲

ホソケソ　本絹　本繭　本件　本県　本権

ホソ＝一　本校　本坑　本項　本稿

ボソサイ　凡才　盆栽　X梵妻〈仏〉

ボソサク　凡作　凡策

ホソシ　　本紙　本誌　木旨　本志　本市

ホソジ　　本字　翻字　本寺　本地く仏〉

ポソシュ　凡手　凡守　凡主

ホソシth　一　本州　本集

ホソショ　本所　本署　本書　本初

ポソショ　凡書　凡庶

ホソショー　本性　本省　本章

ホソジョー　本城　本性　本条　本状　本

　　　　場〈～支場〉

ボソジョー　凡惰　凡常

ホソシソ　本心　翻：身　本震く天〉

ホソセイ　本性　本姓

ホソゼイ　本税　本宅く仏〉

ホソセソ　本線　本川〈～支川〉　本船

ホソゼソ　本X膳：本然〈～の姿〉　翻然

ホソソー　本葬奔走

ホソタイ　：本体　：本態　本隊

ホソグイ　本題　⑭昂葺く仏〉

ホソチョー　本庁　本町　本朝

ホソデソ　本殿　本伝　本繊〈～移植〉

ホソトー　本島　本党奔騰　本当

ホソドー　　フ舞堂　 フに道

ホソネソ　本年本然

ホソバ　　本場　奔馬

ホソブソ　本分　本交

ホソポ　　本x圃　本舗

ホソポー　本邦　本x俸　本法　奔放

ボソボソ　ボソボソ＜bon－bon＞　ぼんぼ

　　　　ん〈～と〉

ホソメイ　本名　奔命　本命く競馬〉

ホソモソ　本文　本問　本門〈仏〉

ホソリュー　本流　奔流

くマ〉

マ　　　　魔　間　真く～に受ける〉

マイカイ　毎回　毎会

マイコ　　舞い子　毎｝葺

マイジ　　毎時　毎次

マイシン　×逼進　マイシン＜ストレブ

　　　　ト～〉

マイソー　埋尋撃　埋草く飼料〉　×昧x爽

マイド　　毎度　埋土〈～貯蔵〉〈農〉

マイル　　vイル〈mile＞　参る

マウ　　舞う　x眩うく撰が～〉

マエアシ　前あし（0脚）〈こん虫〉〈動〉

　　　　前あし（x肢）〈動〉

マカス　　負かす　任すく人に～〉
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マガリ　　曲りく建。工〉　闘借り

マキ　　　巻き　e薪　牧　X楓

マキエ　　x蒔絵　x撒き×餌

マキガミ　巻き紙　巻き髪

マキバ　　牧場　巻き葉

マク　幕膜巻くX薄くX撒く
　　　　く殺虫剤を～・羅行を～〉

マグサ　　×秣　まぐさ　（X掘）〈～石〉

　　　　〈建〉

マゲ　　x髭　繭げく建・鉱・工〉

マゲモノ　曲げ物　x髭物

Vケル　　負ける　まけるく金利を～〉

マゴ　　孫　×罵子

マシ　　　麻紙　麻糸　増し

マショー　魔性　魔障　真正

マシン　　魔神　マシン＜rnachine＞　麻

　　　　x疹

マス　　　×耕　マス＜maSS＞〈～篇ミュ

　　　　ニヶーショソ＞　x鱒　増す摩

　　　　すます（O斗）〈～形〉〈建〉

マタ　　　×股（x叉）　：父

マダイ　　間代　真×鯛

マタタビ　×股旅　⑤木⑧天x蓼

マチ　　　町　x撹く裁〉

マツ　　　松　待つ　×倹つ

マヅコー　真向　×抹香〈～くさい〉　末

　　　　項く数〉

マヅチ　　ム燐△寸マッチ〈match＞＜タ

　　　　イトル～・よく～する〉　マッチ

　　　　〈～プレ・一ト（match　plate）〉

　　　　〈建〉

マツル　　祭る　まつるく裁〉

マドイ　　惑い　⑭照居

マ1・　一　　×纒う　×砺頭

マヒ　　　麻×輝　まひ＜rigour＞〈植〉

ママ　　　ママ＜瓢a加皿a＞　間々

マムシ　　x蚊　まむしく鰻丼〉
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r7メ　　　 豆　 ム肉△束ij　△忠△実

マユ　　　⑭繭　x届　まゆく建〉

マユミ　　X檀弓　x凹く糠物名〉

マル　　　⑭円　丸　△虎△子くお～〉

マルマル　メしまる　丸々＜～と肥る・～損

　　　　をする〉

マロン　　マロン〈～グラッセ〉　マロン

　　　　〈～酸〉〈理〉

マンガ　　漫灘　e馬x鍬〈農〉

マソカイ　満開　満会

マソガソ　満願　万巻　満貫くマージャ

　　　　ソ〉　マソガソ＜manganese＞

　　　　〈鉱〉

マソキ　満期慢気

マソキソ万金〈～にも代え難い〉万

　　　　x鉤〈～の重み〉

マソゲソ　万言　漫言

マソザイ　万歳　漫才

マソシソ　慢心　満身〈～の力〉

マソセソ　満船〈～食祭〉〈工〉　満鮮

マソテソ　満点　満天〈～の基〉

マソドー　満堂　万燈く仏〉

マソプク　万福　四脚〈～の賛意〉　満腹

マソマソ　漫々　満々〈自信～〉　万々

　　　　〈NA＞

マソモク万目満9
マソリョー　満了　万両く植物名〉

〈ミ〉

ミ　　　身実x已　x箕
ミート　　　　ミート＜nユeat＞　　　ミート

　　　　＜n＝Leet＞〈野球〉

ミイル　　見入る　魅入る

ミオトス　見落す　見×罪す

ミカイ　　未開　未解　味解

ミカタ　　二方　見方

ミカン　　未刊　未完　昧感　X蜜×柑

ミキ　　　幹㊧御3酒



ミケソ　　x眉間　未見

ミコ　　　x御子　△巫△女

ミコシ　　e御×輿　見越し

ミゴロ　　見×頃　身X頃〈裁〉

ミコソ　　未婚未墾

ミジカイ　短い　身近い

ミショー　②微笑く仏〉　未生〈仏〉　未

　　　詳　実生〈～繁殖〉〈農〉

ミス　　　e御×簾　ミス＜Miss＞　ミス

　　　＜miSS＞

ミズ　　　水　見ず〈～知らず〉

ミズ；　　水絵　x瑞㊤枝

ミズモリ　水漏り　水盛りく水準器〉

ミセイ　　未済〈　　口～n口〉　未製〈～品〉

ミセル　　見せる　ミセル〈mice11〉〈植

　　　　・理〉

ミソ　　　味×嗜　みそく石材〉〈建〉

ミダス　　乱す　見出す

ミチ　　　這未知

ミツ　　　 ×蜜　 密く数〉　 三三つ

ミツギ　　 密議　密儀く宗〉　 ③貢

ミッケイ　密i契　密計

ミツゴ　　x蜜語　密語　三つ子

ミヅ＝z・一・　密航　密行

ミ　ッシ’ユー　　密集　　密宗〈イム〉

ミッソー　密送　笥葬

ミツゾー　密造　密蔵

ミツド　　密度く人臼～〉　三斗〈～組〉

　　　〈建〉

ミツ噸タ　三三つヌ，三三×樫〈植物名〉

ミツリョー　 密漁　密猟

ミトー　　味到　未到　未踏

ミドリ　　緑　見取りくより取り～〉

ミトル　　見販る（⑭藩宣る）

ミニクイ　醜い　見にくい

ミノ　　　×蓑　三×帳〈裁〉

　　　　　ヘミノミニ島　　 見eHti！♪え　 実③生え
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ミヒラキ　見開き〈～とびら〉〈図〉

　　　身開き

ミモト　，身③許⑤御⑭許

ミヤケ　　宮家　△屯△禽く史〉

ミョー一　一，　一　x冥応く仏〉　闘王〈仏〉

ミョーガ　×茗荷　×冥加く仏〉

ミa　一一シュ　妙手　妙趣　名主〈史〉

ミa一セキ　名跡　 明タ

ミe一バソ明晩みょうばん（明メ懸）

　　　　〈理〉

ミョP・ジ　名利　x冥利〈仏〉

ミリe一　未了　魅了

ミル　　　見る　　△海△松　ミル〈～スケ

　　　　ール（millscale）〉〈鉱〉

ミソセイ　昆生　民政

ミソゾク　畏族　民俗

〈ム〉

ムイ　　　無位〈～無冠〉　無医〈～村〉

　　　無為〈～無策〉

ムエソ　無援〈孤立～〉無縁無煙

　　　　く～炭・～装羅〉〈鉱・理・工〉

　　　無塩

ムカイ　　向い〈～火。～風〉　無灰〈～

　　　燃料〉〈工〉

ムガイ　　無害無×点く～貨車〉〈工〉

　　　無xミ崖

ムカソ　　無冠〈～の帝王〉　無富〈～の

　　　大夫〉　無品〈～穂物〉〈植〉

　　　無感〈建〉

ムキ　　　向き　無瑚　無季〈俳句〉　無

　　　機〈～化学・～顔料〉〈理・建〉

　　　無気く～呼吸・～臓躬〉＜植・

　　　　動。工〉

ムキュー　無休　無窮　無給

ムク　　　x彪　向く　×剥く　無x垢　x椋

　　　むく＜～タイヤ（solid　tyre）・

　　　～率由　（solid　shaft）〉〈工〉



ムクゲ　　x彪毛　⑳木×僅

ムゲ　　 無x碍〈融通～〉　無下

ムケイ　　無形　無i×稽く荒唐～〉

ムケツ　　無血．無欠〈完全～〉

ムケル　　向ける　X剥げる

ムゲソ　　夢幻　無限

ムコ　　　婿　無×；肇〈～の民〉

ムr一一　無効　向こう　無孔〈～材〉

　　　　〈楠〉

ムサイ　　無才　無妻　×微い

ムザイ　　無罪　無財

ムサソ　　無産　霧散

ムシ　　虫無私く公平～〉夢死く酔

　　　　生～〉　無視　無死く野球〉　無

　　　　始蒸し〈～箱〉〈理・工・建〉

　　　　無糸〈～分裂〉〈徳・動〉

ムシグスリ　虫薬　蒸し薬

ムシL　一一　無臭　無終　無執く仏〉

ムショー　霧鐘　無償

ムジョー　無情　無常　無上

ムショク　無職　無色〈～干渉じま〉

　　　　〈理〉

ムシロ　　×鑓　e寧ろ

ムシソ　　無神く～論〉　無心

ムジソ　　無人　無尽

ムス　　　蒸す　o産す〈苔～〉

ムスビ　結び結0飯
ムスブ　　結ぶ（×掬ぶ）

ムセイ　　無声〈～放電〉〈理〉　夢精

　　　無性〈～生殖〉〈擁・動〉

ムセソ　　無線　無銭〈～旅行〉

ムソー　　夢想　無想く無念～〉　無双

　　　　く～窓〉〈建〉　無霜〈～期間〉

　　　　〈天〉

ムソ・一力　夢想家　無装荷＜～鐡路・～ケ

　　　　ーブル〉〈工〉

ムダイ　　無代　無題

ムネ

ムヒョー

ムフー

ムヘソ

ムボー

ムホソ

ムメイ

ムラ

ムリ

ムリョー

ムレノレ

ムP

〈メ〉

メ

メイ

ムチ　　　X鞭　無知〈～蒙昧〉　無恥

　　　　〈厚顔～〉

ムチュP・　霧中く五里～・～信号〉〈工〉

　　　夢中　無権〈～プレス〉〈理〉

ムテキ　　霧笛　無1

ムトー　　無答　無燈　無糖　無党＜～無

　　　　派〉

　　　　胸　x棟　旨　△刀△背

　　　　霧氷く天〉　無票

無風　無封〈無封緻〉

無辺〈広大～〉　無偏

無謀　無長握　無×芒〈～種＞

o謀x叛　無⑨潔く史〉

無名　無銘

村　×斑

夢x裡　無理

無料　無鐙〈感慨～〉

群れる　蒸れる

室　無⑭漏く仏〉

　
姪

　
X

芽
銘

厨
命 盟〈～を結ぶ〉

　　　　明く先見の～〉

メイアソ　名案　［粥瞳　x冥暗

メイエソ　名園　x茗園

メイカ　　名歌　名花　名四　銘菓　名家

メイカイ　×冥界　×置忘　訓解　rA快

メイカソ　名鑑　銘肝　X冥感　鳴管

　　　　〈動〉

メイキ　　名器明記銘記

メイギ　　名義　名x妓

メイキュー　迷宮　盟休

メイクソ　名君（明君）

メイゲツ　名月（明月）

メイゲソ　囑言　名言　鳴弦

メイゴ　　命期　迷悟

メイコー　二名工　名香
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メイサイ　二丁迷彩く軍〉

メイサツ　名×刹　明察

メイシ　　名刺　名詞く言〉　名士　明示

　　　明視〈～論〉〈建。理〉

メイジ　　明示名辞く哲〉

メイシ＝　三主　名主　名手　銘酒

メイショー　名将　名相　名匠　名称　名

　　　　勝　賜謳

メイジル　命じる　銘じる

メイシソ　小冊　名臣1

メイスウ　命数　名数く数〉

メイセキ　名跡　名籍　明×嚇

メイセツ　名説　名節

メイソー　名僧　迷想　迷走＜～神経・～

　　　電流〉〈動・工〉　×瞑想迷装

　　　〈～法〉〈工〉

メイチュ・・一　命中　×娯虫〈二化～〉

メイチョー　閉徴　明澄　明×暢

メイテイ　X酪×鶏　明野く法律に～する〉

メイド　　X冥途く仏〉　明度く建〉

メイト　一一名刀　銘刀　明答　名答

メイブソ　名文　明文　名聞　名分く大義

　　　ew＞
メイホP・　名宝　盟邦

メイボー　名墓　明x眸く～皓歯〉

メイボク　名木　銘木く建〉

メイム　　迷夢迷霧

メイメイ　命名　銘々　閉々＜～白々＞

　　　x冥々

メイモク　川下　×膜饅

メイ＝一H　名優　盟：友

メガネ

メグム

メザス

メシ

メジ

③眼③鏡　⑭鑑⑭識〈～にかなう〉

恵む　芽ぐむ

　目差す芽差す

飯召し
9限路　目地く～仕上げ〉〈理

・工〉　めじくまぐろ〉
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メシュード　：召e人　e囚e人

メシヤ

メス

メダツ

メド

メソ

メソエキ

　　　植〉
メソカ　　綿花〈～年度〉〈農〉　繕i価

メソザイ　めんざいく飼料〉　免罪＜～

　　　符〉　面材く工〉

メソジョー　免状　面上　綿状〈～沈殿〉

　　　　〈理〉

メソセキ　門門　面責　免責

メソン　　免租　免訴く法〉

メソボー　薗x貌　糸吊紡〈～機〉＜工＞

　　　x麺棒　綿棒く医〉

メソメソ　面々　綿々〈～として〉

メソヨー　画容　綿羊　面x妖

メソルイ　綿類　×麺類

くモ〉

モ　　　喪×藻x裳
モーカソ　毛管〈～現象。～水〉＜理・動

　　　　・畏。工〉、癒管〈～銃創〉

モーキ　　×濠気　責×亀　毛基〈～体〉

　　　〈動〉

モーケル　×儲ける　設ける

モーシャ　猛射　蒲射　盲者

モーシュー　×妄執　猛襲

モージ＝．一一猛獣盲従

モージョpa　網状＜～脈・～質。～鉱脈●

　　　　～ルーフィング〉＜植・動。鉱

　　　　　。建〉　毛状〈～体・～突起〉

　　　　〈楠・動〉

モーシソ　猛進　盲進　盲信　×妄信

モージソ　三人　×蒙x塵

モーソーx妄想x孟宗

飯置　メシヤ〈Messiah＞

雌　メス〈mes＞　召す

E立つ　芽立つ

翼e処　△針ム孔〈～穴〉

綿面×麺
免役　免疫〈～性〉〈医・動・



モードー×艀×纏盲動

モーノー毛のう（×嚢）〈動〉窟のう

　　　　（×嚢）〈動〉

モーパク　猛：爆　盲爆

モーロー　盲×聾〈～唖〉　×朦×朧

モエル　　燃える　×萌える

モギ　　　模擬　×裳着く史〉

モク　　　白く植●動〉　もくく木理〉

　　　　〈建〉

モクゲク　黙劇　屡撃

モグサ　　x藻草　×ヨζ

モクサク　木×柵　木甦く理〉

モクシ　嘉禾黙視黙止黙思目視
モクスル　目する　黙する

モクセイ　木製　木星　木X犀　木生＜～

　　　　しだ〉〈植〉

モクゼソ　匿前　黙然

モクソー　目送黙送黙想

モクゾー　木像　木造

モクト　　目途　 目×H昔

モクニソ黙認雨催
モクヒ　　木皮〈草根～〉　黙秘〈～権〉

モクレイ　 R孝L　撮ミネL

モサク　　模索　模作

モゾー・　模縁模造

モタセル　持たせる　×兜せる

モチ　　　x餅　　×糀　　×魏　　持ち　　⑭望

　　　　く贋〉

モチヤ　　X餅麗　持ち家〈建〉

モツ　　　持つ　物く臓物〉

モッカ　黙過　瀾下

モヅカイ　黙解　木灰く農〉　木塊く工〉

モッコー　木工く建。工〉　黙考

モヅトモ　最も　x尤も

モテル　　もてるく女に～〉　持てる＜～

　　　　者〉モテル＜mote1＞

モト　　元　下
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モトイ　　基　元O結

モノ　物着ものく賛成する～であ
　　　　る〉　モノ〈～スコープ〉〈工〉

モノゴシ　物腰　物越し

モミ　　×籾　x縦△紅△絹〈～のきれ〉

モモ　　　桃　x腿　⑭百

モヤ　　　x露　 ◎母壕奎　もや〈purlin〉

　　　　〈建〉　喪屋〈史〉

モリ　　　　　　森　　x鈷　　AT甕　り＜～土　・～カ～Vx・

　　　　い＞　3守り　漏り

モル　　　盛る　漏る　モル＜mol＞〈～

　　　　液・～比熱〉〈理・鉱・エ〉

モソ　　門　紋　問

モソシ　　門歯く動〉　×悶死

モソジョー　文章〈～生〉〈史〉　問状

　　　　　〈史〉

モソチュー　門柱　問注〈～所〉〈史〉

〈ヤ〉

ヤ　　矢野〈～にある〉八
ヤ＝一　e一　野営夜営

ヤガイ　　野飼い　野外

ヤカソ　　夜間　⑭薬×罐

ヤキ　　　夜1気　焼き〈～がまわる〉

ヤキ！ミ　焼き場　焼き刃

ヤキソ　　野×禽　夜勤　ヤ（×冶）金

　　　　〈～学〉〈鉱・工〉

ヤク　　　訳　役　糸貫　×厄　 疹著く　やく

　　　　く手を～〉　やく（x鶏）〈植〉

　　　　ヤク〈動物名〉

ヤクイソ　役員　役印

ヤクカ　　薬価　薬科

ヤクシ　　訳詞　訳詩薬師く仏〉

ヤクジ　　薬事〈～法〉　薬x餌　薬品

　　　　〈～料〉

ヤクシャ　訳者　役老

ヤクシュ　薬酒　薬種



ヤクショ　役所　訳書

ヤクシソ　躍進　薬×疹く医〉

ヤクスル　訳する　約する　×掘する

ヤクソー　薬草　役僧　躍層〈天〉

ヤクドク　訳読　≧嚢毒

ヤクブソ　訳：文　約：文　約分く数〉

ヤクホ　　薬舗　薬x圃　訳補

ヤクホー　薬方　薬包〈鉱・理〉

ヤクメイ　役名　訳名　薬名

ヤグラ　　x櫓　やぐら〈～滑車〉〈鉱〉

ヤケ　　　ム自△棄　焼け〈～金〉＜鉱・

　　　　理〉

ヤケイ　　夜警　夜：景　野鶏

ヤコー　　夜行　夜光〈～塗料・～雲〉

　　　　〈建・理・工〉

ヤゴー　　屡1号　野合

ヤシ　　　野師　野史　x椰子

ヤシュ　　野趣　野手〈野球〉

ヤシaク　夜色　夜食

ヤス　　　x磨　安く十円～〉〈経〉

ヤスイ　　安い　⑧易い〈書き～〉

ヤスデ　　安手　△馬△陸く動物名〉

ヤスヤス　安々（㊤易々）

ヤセィ　　野生野性

ヤセソ　　野戦　夜戦　野選く野球〉

ヤソ　　八㊥十△耶△蘇野×鼠

ヤチ　　　野地　⑭谷地　野致

ヤチu一　野鳥　夜鳥　野旧く鉱。工〉

ヤツ　　　。奴　八つ

ヤッカ　　二二　薬科

ヤッカイ　二二　x厄介

ヤトー　　野党　夜盗　雇う

ヤブレル　破れる　敗れる

ケマカゲ　山影　山陰

ヤマドメ　山止めく建〉　山留め

ヤマモト　山元　山下

ヤム　　　病むく気に～〉　。止む 1
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ヤメル　　⑭止める　病める〈～入〉

ヤライ　　矢来　夜来〈～の爾〉

ヤリカタ　③遣り：方　やり（＠遣：）ヲ｛多〈～ぐ

　　　　い（抗）〉〈建〉

ヤロー　　蟹郎　夜郎〈～自大〉

ヤワ　　　夜話　柔〈～な家〉

〈ユ〉

＝t’　”一 @　勇〈匹夫の～〉雄く丈壇の
　　　　～〉　夕　有〈～に帰す〉　△木

　　　　△綿　言う　結う　優〈～に〉

　　　　×尤〈～なるもの〉

＝L・一・イ　　優位　有為〈～の青年〉　有意

　　　雄健　有値〈～者〉　言意く～

　　　　性〉〈心〉

ユーイソ　誘閃　誘引　有因〈～証券〉

　　　　〈法〉

ユーエキ　誘×抜く指導～〉　有益

ユーエソ　×悠遠　幽遠　優x擁　優×艶

　　　　幽×艶　遊園　遊宴　有縁く～膜

　　　　孔〉〈植〉

ユーカ　　融化　有価〈～証券〉〈経〉

　　　雄花〈擁〉

ユーガ　　優雅　　幽雅　　誘x蛾〈～燈〉

　　　　〈農〉

ユーカイ　幽鼻　誘×拐　融解く理・工〉

　　　有界〈～変動関数〉〈数〉

＝L・一一ガイ　有害　有×蓋i〈～車〉〈工〉

ユーカク　遊客　遊郭　優i角く数〉　雄

　　　核〈～発生〉〈動〉

ユーカソ　タ刊　憂患　勇敢　有閑　勇

　　　　X澤　有管〈～雛物〉〈植〉　有’

　　　　感〈～地震〉〈天〉

ユーキ　　勇気　幽鬼　結③城〈～木綿〉

　　　　有機〈～化学・～肥料〉＜理・

　　　　農〉　有期〈～刑〉　誘起　雄器

　　　　く～床〉〈植〉　有気〈～呼吸〉

　　　　〈槙〉



ユーギ　　友x誼　友義　遊戯　遊技

ユーキュー　遊休　有紛　x悠久

ユーキョー　遊興　遊x侠　幽境　勇×侠

　　　　優境〈～学〉＜動＞

z一キソ　遊金く経〉　’”游x禽〈～類〉

　　　有菌
ユーク　　≡憂著　憂×1擢

ユPtグソ　：友軍　遊軍

ユーケイ　有形　夕景　幽契　雄x勤

ユーケソ　郵券　有権く～者〉　勇健（雄

　　　健）

ユーゲソ　幽玄　有限

ユーコー @友好　有功　有効　遊行　遊航

　　　有向〈～駆離〉〈数〉　有孔〈～

　　　材・～質の・～フィルム〉＜植・鉱

　　　　・理・工〉

ユーゴー　融合　勇剛

ユーコク　憂圏　：友編　夕刻　幽谷

＝t　Hコソ　　幽魂　　雄×渾

ユー・・ザイ　有罪　融剤く鉱。理〉

ユーシ　　融資　遊資　勇士　有志　雄志

　　　雄姿（勇姿）　遊子　有司　猶子

　　　有史有刺く～鉄舞〉雄視有

　　　糸〈～分裂〉〈穂・動〉

ユーーシャ　勇者　優者

ユーシュー　憂愁　幽愁　有終く～の美〉

　　　　幽囚　優秀

ユージョ　遊女　x佑助　×宥x恕

ユH一一ショー　優勝　優賞　勇将　有償

ユージョー　友情　有情　優x謎

＝L・一ショク　タ食　遊食　憂色　有色く～

　　　　体〉〈植・動〉　有職〈～者〉

ユーシン雄心憂心有神有心く～単

　　　素棒・～二次曲線〉〈工・数〉

ユースイチ遊水池遊水地×湧水池

ユースル　有する　幽する

ユーセイ　郵政〈～事業〉　遊星　憂世

1 　　　　　幽x棲　　町勢　　優生く～学〉

　　　〈動〉　雄性〈～配偶子。～物

　　　質〉〈樒。動〉　優性〈～突然変

　　　異〉〈植・動〉　有性＜～世代・

　　　一生薙・～繁殖〉〈植・動・羨〉

　　　融業〈～物〉〈理〉　有精＜～

　　　卵〉〈農〉

ユーゼイ　璽3税　 有税　遊説

ユーセソ　有線　優先　勇戦　優占＜～度

　　　　・～種〉〈植・動〉

ユーゼソ　友禅　有x髭　悠×然　融然　濟

　　　然
ユーソP・　郵送　勇壮　遊走〈～細胞〉

　　　〈植〉

ユータイ　優待　優退　有体〈～物〉　勇

　　　退
ユーーダソ　有段く～藩〉　勇断

ユーチョー　×悠長　有潮〈～河川〉

　　　　〈工〉

ユート　　雄図　推途

ユートー一　友党　遊×蕩　優等

ユードー　誘導　遊動〈～速度・～顕微

　　　鏡〉〈工・理〉

ユーハソ　タ飯　雄藩〈史〉

ユーヒ　　タ碍　雄飛　逝i飛〈野球〉

ユーヒツ　雄筆　右筆〈史〉

ユinフ　　有夫　有婦

ユーベ　　タペ　ム昨ム晩

ユーホー　友邦　堆峰

ユーメイ　勇名　単名　幽x冥　有名

ユinモソ　i憂×i7c　幽門く生。動〉

ユーヨー　有用　×悠揚

ユーリ　　 遊里　 透圭離〈～酸・～鑑素〉

　　　〈理・工〉　慮利　有理く～単位

　　　系・～数〉〈工。理・数〉

ユーリョー　有料　遊猟　優良

ユーレイ　幽霊　優麗　雄麗
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＝ユーワ　　蘇虫禾口　x義絶口〈～政策〉

ユエソ　　濾出　由縁　⑲所㊦以

ユキ　　　雪　行き　×桁〈裁〉

ユキズリ　行き㊤簾iり　雪づり（x釣）〈建〉

ユキチガイ　行き違い（行き⑭交い）

ユケ　　　湯気　③遊化く仏〉

ユシ　　　油脂　油紙　諭旨　諭示

ユスル　　揺する　輸するく一簿を～〉

、ユズル　　③弓弦　譲る

．ユセイ　　 油性く理〉　濾井く鉱〉　韓1精

　　　　〈～管〉〈動〉

．ユソー　　抽×槽　油送　油層　輸送

．＝しり　　　揺り〈～いす〉〈建〉　△百△合

．ユリョー　油糧〈～資源〉　油量〈～計〉

　　　　〈工〉

ユルイ　　油類　⑭緩い

くヨ〉

ヨ　　　闇夜　余
ヨイ　　x宵　余威　酔い　良い

．ヨー　　　用　要　洋＜～の東饅を問わ

　　　　ず〉　幼く～にして＞　x杏＜～

　　　　として〉　陽く陰に～に．＞　x瘍

　　　　く医〉　葉く動・数＞

J・a一イ　　用意容易

潔一イソ　要員　要困　葉印く植〉

＝ヨーエキ　要役　用益；〈～物権・～部分〉

　　　　〈法・建〉　×催役く史〉　溶液

　　　　く理〉　養液

・ヨーエソ　×妖x艶　x遙遠

：age力　　　　　養家　　　洋貨　　　x妖イヒ　　　溶イヒ＜～

　　　　磁石〉〈工〉　八目　よう（×沃）

　　　　化〈～メチル〉〈理〉　冥加＜～

　　　　材〉〈工・建〉　葉化く植〉

・ヨーガ　　洋画く西洋画・西洋映画〉　陽

　　　　画〈～受信・～陰画〉〈工〉　幼

　　　　旧く植〉　葉芽く植〉

，ヨーカイ　×妖怪　x容L象　溶解く理。鉱・
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　　　工〉　溶灰〈～式発生炉〉〈理〉

ヨーガク　洋楽　洋学

ヨーカン　洋館　羊×糞

ヨーキ　　容器　用器〈～遜〉〈建〉

　　　×妖気　x妖㊤姫　揚棄く哲〉　陽

　　　気
ヨーギ　　容儀　要義　容疑

St一キュー　要求　　x揚弓　　溶球＜～反

　　　　芯〉〈理〉

ヨーギョ　幼魚　養魚

ヨーキョク　陽極く理・鉱・工〉　謡繭

ヨーキソ　洋琴　用金　溶菌く～素〉

　　　〈動〉　洋菌〈農〉

ヨーグ　　用具　要具

ヨP・クソ　幼君　庸霜

ヨーケイ　養鶏　洋鶏　二形〈～成熟〉

　　　＜動・植＞

u一ゲキ　×趣繋　要撃　葉げき（x隙）

　　　〈植〉

ヨーケソ　用件　要件　洋犬

ヨーゲソ　要書　x妖言　謡言　揚言　用

　　　言く雷〉

ヨーゴ　　擁護　養護　矯語　要語　洋語

　　　用後

ヨーコー　要綱　要脚　要港　陽光　洋行

　　　溶鉱〈～炉〉〈鉱。工〉

ヨーサイ　洋裁　庸才　要×塞

ヨーザイ　用材　部材く～装入〉〈鉱〉

　　　溶剤く理・建・工〉

ヨーシ　　用紙　洋紙　容姿　容止　要旨

　　　要し　擁し　陽子く理・工〉×：天

　　　死養子
ヨージ　　幼児　幼孤　要事　用事　用字

　　　洋字x揚枝
ヨーシキ　様式　洋式　要式＜～契約。～

　　　証券〉



膚Ptシツ　洋室　溶質〈建・鉱。工〉

ヨーシャ　幼一ig一容赦　用捨

ヨーシュ　洋酒　洋種　幼主

ヨージ＝　x椿樹　陽樹〈建・幾〉

ヨーシn　洋書　要所

H一ジョ　養女　幼女　x妖女　容x恕　葉

　　　序く植〉

弦一一ショ岬　要衝　i要償〈～権〉　三三

　　　　〈～事実〉　幼少　葉しょう

　　　　　（x鞘）＜植＞

a一ジョー　洋上　養生　葉状〈～茎〉

　　　　〈植〉　 よう （×雍…）城〈建＞

et　一ショク　要職　容色　洋食　養殖

ヨーシソ　葉：身〈難〉　三針〈植〉　要

　　　　②津養親

ヨージソ　要人　用心

；a一スイ　用水　揚水　幼穂〈～形式期〉

　　　羊水く生・動〉　遮水〈ftSA単〉

　　　　〈農〉　容水く～量〉〈農〉

’a　・一・」Kル　要する　擁する

ヨーセイ　養成　養正　x妖精　x妖星　幼

　　　　生〈～生殖・～櫨物〉〈動。縮〉

　　　葉｛生〈～巻きひげ〉〈縮〉　陽生

　　　　〈～穂物〉〈植〉　要言　x：天x逝

　　　　陽性く医・理〉　溶性＜～シジ

　　　　カ〉〈建〉　山回〈～鉄・～鋼〉

　　　　〈鉱・工〉　溶成〈～燐肥〉

　　　　〈漫〉

貿一セキ　陽石　容積　二三く植〉

．ヨーセツ　x天正　溶接く建。鉱・理・工〉

一a　一セソ　用船〈～契約〉〈工〉　絹x箋

　　　　溶銃〈～法〉〈鉱〉　葉先く植〉

ヨF一ソ　　要素　 よう（×沃）素〈～試法〉

　　　　〈植。理〉　養素く植〉

・ヨーソー　様網　洋装

ヨータイ　　様態　　溶体〈～化処理〉〈鉱〉

　　　　腰帯〈動〉

ヨーーダイ　容体　様体

ヨータソ　用炭　三炭〈～：機〉〈工〉

ヨーダソ　要談　用談　溶断〈工〉　揚弾

　　　〈～機〉＜工＞

a一チ　　用地　要地　揚地　幼稚

ヨーチク　養畜〈～経営〉　用畜く～飼

　　　養〉
ヨーチョー　二三く政府資金引揚超過〉

　　　　胴揚　×獲懲　x鐡x究

ヨーテソ　要点　陽転く医〉

ヨート　　用途　養×兎

ヨード　 用．度〈～課〉　用ニヒ　ヨew一ド

　　　〈～ホノレム（iodoform）〉＜理＞

nt一トー　羊頭〈～狗肉〉　揺X蕩

ヨーニソ　X傭人　馬人〈史〉　容認　X巖

　　　任〈史＞

9Pt一ヒソ　用pMp〈図〉　洋品

ヨーフ　　養父　x妖婦　用布く裁〉

ヨーーブ　　要部　腰部　洋舞

ヨ　一一ヘイx傭兵　×傭×聰用兵く～作

　　　戦〉〈軍〉　葉柄く植〉

ヨーベソ　用便　用弁

ヨーホー　用法　用方　養X蜂

ヨーボー　容：×貌　要i墨

ヨーマ　　洋間　×妖魔　洋麻く農＞

a　・一ム　　用務　要務

ヨーメイ　幼名　用命

ヨーヤク　要訳　要約　踊躍　⑤瀬く

ヨーヨー　 ⑳漸う　 洋ノセ〈禽tT途～〉　 揚々

　　　〈意気～〉　溶々〈～として流れ

　　　　る〉　陽葉〈植〉

ヨーラソ　要覧　揺x簸

e・・一リ　　要理　養×鯉　溶離〈～液〉

　　　〈鉱・理＞

a一リョF・・＋容量　絹量　要領　養料

ヨーvイ　用例　幼儘令

ヨエイ　　　余栄　余映　余×窩
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ヨカ　　　余畷　予科

ヨカソ　　予感　余寒

ヨギ　　　余技　夜着　余儀〈～ない〉

ヨク　　欲　翼　良く

9クアツ　抑圧　翼厚〈～比〉〈工〉

ヨクシュー　翌秋　翌週

ヨクジョー　欲情　獅情　浴場　×沃x饒

　　　　翼状く～筋〉〈動〉

ヨクスル　浴する　OP善くする

Uクセイ　抑制　翼成

ヨクチョ　・一　翌朝　浴長く理〉

ヨクネソ　翌年　欲念

ヨクヤ　　x沃野　翌夜

ヨクヨー　抑揚　浴用

ヨクヨク　S善く⑭善く　翼々〈小心～〉

ヨケイ　　余慶　余計

ヨケソ　　予予　与・件く哲＞

aゲソ　予言　余弦〈～法則〉＜数・

　　　　工：〉

譲コー　　余光　余香　予行　余効く理〉

ヨゴエ　　夜声　夜越え

ヨ＝ク　　与国　予告

ヨゴb　　3霧⑫詞　夜OP毎

ヨザイ　　余罪　余財

ヨシ　　　由　×葦　善し〈～悪し〉

ヨジ　　　副審　予示

ヨシュー　余臭　予習

ヨジョー　余情　余剰

ヨジル　　×振る　×i墜じる

ヨシソ　　予審　与僑〈～業務〉　余震

　　　　く天〉

ヨジソ　　余x騰　余人

ヨセ　　　⑳寄s席　よせく建〉

ヨセイ　　余生　余勢

ヨセソカイ　予×餓会　予旋回く工〉

ヨタク　　余沢　預託〈～金〉

ヨダツ　　与奪〈生殺～の権＞　x彌立つ

1 　　　　〈身の毛が～〉

ヨダソ　　余談　予断　四段

ヨチ　　　余地予知与知

ヨッカ　　四H　翼下

ヨトー　　与党　余党　夜盗

a5ク　　余徳　余得

ヨ不ツ　　余熱　予熱〈～炉〉〈鉱・工〉

謀不ソ　　余念〈～なく〉　四年　予燃

　　　　〈～室〉〈工〉

ヨビ　　　予備　呼び〈～水〉

ヨブ　　　余部　呼ぶ

ヨフソ　　余聞　余分

ヨホー　　予報　余齢

ヨボー　　x輿望　予防

ヨボロ　　x欄　e丁〈史〉

ヨム　　　読む（9詠む）

ヨメ　　　嫁　夜目

ヨメイ　　余命　四四

ヨヨ　　　代々　夜々　よよ〈～と泣く〉

ヨリ　　余禾ll四里x纏り＜～をもど

　　　　す〉　寄り〈相撲＞　0選り＜～

　　　　取り〉

ヨル　　　夜　寄る　⑲拠る　因る　②選る

　　　　×下る

ヨレル　　寄れる　e選れる　x経れる

ヨワ　　　余話　夜風半

蓑ワイ　　⑪齢　弱い

くつ〉

フーメソ　e老x麺　ラーメン〈rahmen＞

　　　　〈理・工〉

ライ　　　雷　×癩　 ライ〈～変〉〈農〉

ライxソ　来援　来演

ライカ　　雷火　来夏

ライガ　　来賀　来x駕

ライカソ　来観　来館　来簡　雷管く鉱・

　　　　工・理〉

ライコー　来校　来航　来×憲　来貢　来
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　　　光く御～〉　 雷こ二う（xラR）〈理〉

ライシ　 来旨S礼紙

ライシャ　i来社：来車

ライシュー　来週　来秋　来襲　来集

ライジゴー来場　来状

ライシソ　頼僑〈～紙〉　来信　来診

ライター　ライタPt＜蕪ghter＞　 ライタ

　　　　一〈writer＞

ライチョー　来朝来聴雷鳥く動物名〉

ライデゾ雷電　来電

ライト　　ライト＜1ight＞〈サーーチ～〉

　　　　ライト＜玉ight＞＜～ブルー。～ラ

　　　　ソチ〉　ライト＜right＞〈運〉

ライドー　来同　雷同く付和t7…〉　　らい

　　　　（o礼）熱く建〉

ライホー

ライメイ

ラク

ラクイソ

フクコ

フクシュ

ラクショー

ラクセイ

ラクセキ

ラクチョー

ラクバク

ラクヨー

ラシソ

ラセソ

　　　　筋〉〈理・工〉

ラチ

ラヅカ

　　　　カ〈～盤〉〈工〉．・

ラツカソ　楽観　落款く書画〉

ラック．　ラヅク＜王ac＞〈建〉　ラッグ

　　　　＜rack＞＜～レール。～駆動ジ

　　　　ヤッキ〉〈工・建〉

来訪来報
雷鳴　雷名　来命

楽匠〈～製品〉

×烙印落x胤

落語落×伍

落首落手

　落照楽勝落掌
落成〈～式〉　落勢く経〉

落石〈～止め〉〈工〉　落籍

　落丁く図〉　落潮く経〉

落x一落x剥

落葉落陽

操身　羅針〈～盤〉

らせん（x螺旋）〈～軸・～鉄

　　　　　　　裸線

x」時　×拉致　裸地〈天〉

落花　落下　落果く農〉　ラッ

．9．83

ラッセノレ　ラッセル〈～車〉　ラヅセノレ

　　　　〈～が聞こえる〉〈医〉

ラッチ　　×拉：致　ラッチ＜1atch＞〈工〉

ラフ　　　裸婦　ラフ＜rough＞

ラマ　　　ラマ＜lama＞〈宗〉　　ラマ

　　　　＜11ama＞〈動物名〉

ラム　　　ラム＜rum＞〈～酒〉　ラム

　　　　＜rhm（レントゲン時メートル単

　　　位）〉〈理〉

ラソ　寒剤濫＜～にわたる＞
　　　　x蘭　 ラソ＜run＞＜ロング～・2

　　　～ホーマー〉〈映画・野球〉

ラソカク　卵かく（x殻）〈動〉　卵核〈～

　　　包〉〈動〉　濫獲

フソシ　　銚視く理〉　　乱刺＜～式（接

　　　種）〉〈医〉　卵綴く動〉

フソシソ　乱心　乱臣

ラソセイ　乱世　濫製　卵生く動〉

ラソダ　　乱打　X無恥

ラソタソ　ラソタソ＜lantern＞〈建〉

　　　　ラソタソ＜lanthanum＞〈理〉

ランチ　　ランチくねu血ch＞　ランチ

　　　　〈lunch＞

ランチョー　乱丁　乱調く工〉

ラソトー

ラソパツ

フソ’マ

〈り〉

リ

リーダー

リード

リエキ

乱闘　×蘭塔く仏〉

乱髪　乱発（濫発）

観旧く快刀～を断つ〉　欄間

rv

脳〉

を読む。一マイクロ～〉

　リPtド＜lead＞〈～する〉　 リ

ード＜L圭ed＞〈音〉　　リーざ

くreed＞〈一g＞

　利益　離液〈理〉

利く地の～〉　理〈～に合う〉

リーダー＜leader＞＜クラスの

　　リ　・一タ㌦一＜leaders＞＜印

　　リ　ーダー＜reader＞＜～



ソ

エ
カ

リ
リ

リカイ

リカソ

リキ

リキソー

リキトー

リキョーe

リクショーm

リクトー

リケソ

リゲソ

リコ・…

ソ

ロ
ジ

リ
リ

リショー

リショク

リス　、

リスイ

リセイ

リセソ

リソー

リゾク

リツ

リヅカ

リッケソ

リッコ∴：

リッコク

リ．

bシ・

　離縁　x梨園

　理禾キ　　　理イヒ＜～学＞　　　x｛里歌

X李下〈～に冠を正さず〉

　理解（理会）　離解く動・理〉

　離間　×羅患　理観く仏〉

　力　利器

　力走　力X漕

　力闘　力投く野球〉

　離京離郷

　　三相陸将

　陸島く地〉　陸稲〈農〉

　利権　利剣

　鴨脚　x僅×諺　利源＜～式配当

方法〉〈経〉

　理工〈～科〉　履行　利口　利

巧・

　離婚　利根　　　　　　　二tt

　理纂　x｛四馬〈～に入り易い〉「

　離床　離礁’利生〈仏〉　’：

リッシュー’

リツゾ÷

リヅ．トーtt

リヅポー

　　　〈鉱・数〉．

利殖．離職．　　　　、ゼ：

離弼噛△栗△鼠「㌧、

禾ljかく　　　　　離ガ（　　　・

理挫　笹生〈～子房〉〈植〉

離船履践

理想離層く穂・理＞tt

里俗　×僅俗

三四く音〉
立夏　立華く華道〉

・立憲　立件〈・Y送致〉

・立后．力行一陸行　　　　　・

立tW・　e六国く史〉

立志律詩く交〉　律師く仏＞

　1立秋　律宗〈仏〉

立像．’1律蔵く仏〉

立党、立冬

立法　立方く～晶系：・～根〉
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リテイ　　里程　x黎底〈～盤〉〈農〉

リトー　　利刀　離島　離党

リネン　　理念　リネン〈iinen＞＜～

　　　装〉〈ma　．t理〉

リ！、ツ　　 理墜菱　禾1］発

リャクショー　略章　略称

リま」一　　 x音匡　続く鉱〉

リュPtアン　平野〈～花明のちまた〉　硫

　　　　安〈～堆fi巴〉〈農：〉

リューカ　　浅義理　　硫イヒ〈鉱●理〉

リューカイ　流会　粒界く鉱〉

リ＝　；一ヵソ　流汗　流感　粒間＜～割れ・

　　　　ん腐食〉〈工・鉱〉　流管く理

　　　　　・工〉

リュ．一一ガソ　x龍顔　㊦立願　x龍眼く植物

　　　　名〉

リェーキ　流旧く質流れ〉　隆起　硫気

　　　〈～孔〉〈鉱〉

リューコー　流行隆興

リューシュツ　流出　留出〈～物〉〈理〉

リ＝一ショク　留職　粒食

り＝　・一　leイ：流星　隆盛　流監〈～学〉

　　　　〈工〉

リューセキ　流積く工：〉　流跡〈～線〉

　　　　〈工〉’

リューソク　流速　留速く理〉　芝荒束

　　　　く理〉

リュータイ　隆：替．留滞　流体＜～力学。

　　　　～圧力〉〈理．。建。工〉

リューダソ　流弾　りゅう（×榴）弾く軍：・

　　　　工〉
リュP一一チョ陣一　流x暢　 留葉寺く動〉　 流潮

　　　　　〈～航法〉〈工〉

リェード　流土く鉱〉　粒度く理・鉱。工〉

リ、ユ、門トー略龍燈　流燈＜rv会＞　x龍頭

　　　　《ッ蛇踊〉・

リェービ　隆鼻〈～術〉　柳x届



リユーボク　流木⑭立木〈～登記〉〈法〉

リューヨー　流用　留用

リューリュー　 粒ノセ〈～辛芳〉　 隆々＜～

　　　　　たる筋肉〉

リューリョー　 ×灘罰x亮　 流量＜～計・～係

　　　　　数〉〈鉱。建。理。工。天〉

リューレイ　流麗　㊨立礼〈茶の湯〉

リュー嶽　流路く工〉　流露

リa・一一　　里謡　理容〈～師〉　利用　利

　　　養
リョー　　料　量　寮　漁　猟　糧・顕

　　　陵×二三〈～を求める〉了
　　　〈～とする〉　両　良

リョーアソ　両案　良案　×諒X闘

リa一エソ　良縁　x遼遠く前途～〉

リョP一・力　良家　良貨　寮歌　良化

リョーカイ　領海　両回　了解　領会（領

　　　　解）

リョーカソ猟官僚官僚艦量感漁
　　　　閑〈～期〉

リョーガソ　両三　両眼

リョーキ　漁期猟期涼気子器良器

　　　僚機　猟奇

リョーケイ　良計　量荊

リョーケソ　両三　両三　料3簡（母見）

　　　　猟犬

リョーコ　両×虎　x龍x虎’良×費

リョーコー　良港　両校　良好　野川＜～

　　　　姓格〉〈心〉「

リョーサイ　良妻　良才

リョーザイ　　良材’料材　 良剤

リ。一シ両氏二漁師猟廓両市爾誌

　　　両紙　良師　料紙　量子・〈～化〉

　　　　〈理・工〉

リヨージ　領華　両次　療治　e令旨・

　　　　〈史〉

リョーシャ　両者　両社：寮舎

りu　・一シュ　頷主　良主　良酒　良種

りeLシ＝ら　領×袖　涼秋　領収

リョーショ　良書　猟書　岡所

リョーシe　・”　両省　爾相　良相　良将

　　　　　了承　領承　領掌

リョvショク　糧食：猟色　両色〈～燈〉

　　　　　〈工〉

りe一シソ　両親　良心

リョージソ　猟人　良人

：」ヨースイ　領水　轍水＜～タンク・～

　　　　標〉〈建・工〉

リョースル　了する　領する

リョーセイ　寮生　爾×棲〈～動物〉　両

　　　　性〈～世代ガ～花〉〈動。植〉

リョーセツ　両説　良説

リゴーセソ　僚船　猟船』x稜線

リョーゼソ　両全　X瞭然く一一　9～〉

リョーソク　両足　両側

リョーゾク　良俗　領属

リョーチ　領地料地両地　良知　了知

　　　蚤地　　領置く法〉

リョ　一一テイ　料x亭　涼x亭　僚艇　猛定

リョード　領ニヒL両農1

リョ・Lトー　両党　両頭くんフライス盤・

　　　　～離・～ひも〉〈工〉　爾刀

　　　　両統　×龍頭〈～鵡首〉〈史〉

　　　　両眼〈～性〉〈簸〉　りxう

　　　　（x遼）塔く建〉

リョードー　糧道　両道　領導

リョートク　両得〈一挙～〉　了得（領得）

リョーパ　猟場　飾揚　良馬　誓文　両刃

りupaヒ　寮費　良否

リti　一フ・一・・涼風　良風

リョ　P一ブソ　領分　両分

リョーボ寮母　陵墓

リゴーホー　療法　良法　両方

リョーボク　料木　良木　x梁木く体育〉
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リョーミソ　 良民　 領民

リヨーユー’ ﾇ友　僚友　療友両雄　領

　　　　有

りヨーヨー　両様　両用　療養

リョーり　料理　良吏

リョーリツ　料率〈～算定法〉　両立

リョps一・リョー　両々＜～相まって＞　x蜜

　　　　　々〈～たる〉　×稜々

リョクソー　緑草　緑そう（×藻）〈～類〉

　　　　〈植。工〉

リョシュ　一一旅愁　虜囚く～の辱しめ〉

リeテイ　旅程　旅x亭

リソ　　年輪く植〉　りん（x燐）＜～

　　　銅〉〈鉱〉　厘

リンカ　　隣家　輪禍　りん（×燐）化＜～

　　　水素〉〈理〉

リソカイ　臨海　りん（×燐）灰〈～石〉

　　　〈鉱〉　臨界〈～温度・～速度・

　　　～圧〉〈鉱・理・工〉

リソカソ　林間　臨監　輪’換く田畑・y＞

　　　輪×姦

リソキ　　臨機　x悠気

リンギョー　林業　輪業〈自転車販売業〉

リンク　　リンク＜rink＞＜スケ・・一トty＞

　　　〈運〉　 リンク〈1i且k＞＜鉱・

　　　工〉　リンク＜1inks＞〈ゴルフ

　　　rsJ＞

リンケイ　輪形　x鱗形　りん（×鱗）茎

　　　く臓〉

リソコー　隣交　隣好　臨港〈～施設〉

　　　〈工〉　臨幸　輪講　りん（x燐）

　　　鉱〈鉱〉　りん（×燐）光く理・

　　　工〉　輪×溝〈～施肥〉〈襲〉

リソサソ　林産　りん（X燐）酸く理〉

リソシ　　x論旨　臨視　x淋糸く医〉

リソシツ　隣室　x淋疾

リソシu　一一　脇床　輪唱

リソジョー　×鱗状　輪状＜～ゲート。～

　　　　　集散花序〉〈理・植〉　臨場

リソセイ　林政　x下請　輪生く補〉

リソセキ　隣席　臨席

リン’セソ　 市餐泉　 距稀戦＜～体f餐II＞

リソソー　林野　下そう（×藻）〈～類〉

　　　　〈縦1〉

リンチ　　隣地　臨地　林地　　リンチ

　　　　〈lynch＞

リソドー　 巨木道　 △直隠ム麺旦

リソモー一　剛毛　りん（×鱗）毛〈植〉

リソリ　　 ｛命理　 x淋×滴く流汗～〉

リソリソ　りんりん〈～と鳴る〉　×凛々

　　　　〈勇気～〉

〈ル〉

ルイ　　　類　累〈～を及ぼす〉　塁＜～

　　　　を摩す〉　×謙〈～を賜わる〉

　　　　ルイ〈～十四世式〉〈建〉

ルイエソ　類×苑　類縁く動。穂〉

ルイヵ　　累加　類化　類火　類歌

ルイケイ　類型　累計

ルイサソ　類x纂　累算

ルイジ　　類字　類似　累次〈～積分〉

　　　　〈数〉

ルイジェー　類×聚　類従

ルイシソ　累進　塁審く野球〉

ルイダイ　累代　類題

ルイハソ　類伴　類版　累犯く法〉

ノレー　ト　　　　ノレー　ト　＜rQute＞　　ノレー　ト

　　　　＜root＞〈建・数・工〉

ルジ＝ツX屡述×縷述

ルセツ　流f　x縷説〈～を要しない〉

〈レ〉

レイ　　　例　礼　霊　零．．レイ＜1ei＞

レイイ　　霊位〈～点・～法・～線〉

　　　　〈エ〉霊威霊異

レイカ　　冷菓　隷下　霊化　零下、
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レイカイ　例会　例解　霊暴　冷塊く理〉

レイガイ　例外　冷害く天・農〉

レイカソ霊感冷汗冷川＜～圧延。～

　　　　もろさ・～圧縮強さ・～加工〉

　　　〈鉱e理・工〉
レイキ　　冷気　霊気　霊鬼　×癌気　例

　　　規励起〈～子・～電圧〉＜理・

　　　工〉

レイダー　冷遇　礼遇

レイケイ　令兄　令×闘　零系く数〉

レイゲソ　例雷　霊験　三下　冷厳

レイコ　一一　霊光　励行

レイコク　例刻　冷酷

レイサイ　例祭　零砕　零細

レイシ　　令嗣　令姉　麗姿　令旨　例示

　　　×三枝く植物名〉

レイジ　　零時　例示　励磁＜～器・～電

　　　流〉〈鉱。理・工〉

レイシキ　礼式　例式

レイシツ　令室　霊室麗質

レイシャ　霊車　霊舎

レイショ　隷書　命書く法〉

レイショー　例謳　冷笑　冷床く銭〉

レイジa一　札状　令状く法〉　令嬢　霊

　　　　場礼譲
レイショク　冷色令色く巧言～〉

レイジソ　麗人　×伶人

レイスイ　冷水　霊水

レイスル　令する　隷する

レイセイ　令婿　励精　励声く～一番〉

　　　冷静

レイセツ礼簿例説冷接〈～点〉

　　　〈鉱。理・工〉

レイセソ　冷泉　霊泉　冷戦

レイゼソ　霊前　冷然

レイソー霊草礼装礼奏
レイゾー　霊像　冷蔵〈～器〉〈理〉

レイテ　　霊地霊知
レイチョPt　霊長く万物の～〉　霊鳥　、

レイテソ　零点　冷点　礼典　礼×鍵

レイデソ　礼電　霊殿

レイニク　～川口　霊肉

レイハイ　霊X牌　礼拝　零敗

レイブソ　例丈　礼：文　令聞

レイヘイ　例幣　礼×聰

レイホー　礼法　礼砲　霊峰　霊宝

レイボー　礼i隔　冷募

レイボク　零墨　霊木

レイメイ　令名　x黎明

レイヨー　礼容　麗容

レーキ　　　　レーキ＜lake＞〈建〉　　レーキ

　　　＜rake＞〈～分級機〉〈鉱〉

レース　　 レース＜王ace＞　 レース

　　　＜race＞〈運〉

レキシ　　歴史　x二死

レキ・セイ　歴世　歴青〈～炭・～液〉

　　　〈鉱・理・工〉

レキネソ　歴年〈～の辛苦〉　暦年

レキホー　暦法　暦訪

レザー　　　レザー＜leather＞〈～クロー

　　　ス〉　 レザー＜razor＞

レツ　　　列　劣〈～調榔関数〉〈数〉

レッカ　　烈火　劣イヒ〈理・工〉

レヅキ　　列記　れっき〈～とした〉

レッセイ　劣i勢　劣性〈～突然変異・～

　　　の〉〈植◎動〉　列揖：列聖

レッソ　　烈祖　列祖

レヅトー　列島　劣等

レップ　　烈婦烈夫

」／ノミー　　　レバー＜ユiver＞〈牛の～〉

　　　　レバー”’　〈Jever＞〈～ハンドル〉

　　　〈建〉

レビュー　レビュー〈reyiew，．〉〈ブック

　　　～〉　　レビュー＜revue＞く～ガ
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　　　　一ル〉

レソ1 @　×聯く詩歌≧　旧く図・植〉

レソカ　　恋歌　X螢下　回議

レンガ　　x煉×瓦　連歌〈交〉

レソカソ連関連環く互助～〉連管’

　　　　〈音〉

レソク　　連句く俳設＞　X聯旬く漢詩〉

レソケイ　連係〈～関係〉　連携

ンソ砂連結廉潔
レソゴ　連語〈言〉達碁〈．囲碁〉

・ソ＝一嫁く鹸～〉血行錬鋼
　　　　く鉱〉

レソサイ　連載　連栽く畏〉

レシシ　　連枝三士

レンジ　　レンジ＜range＞〈建〉　連子

　　　　〈～窓〉〈建〉

レソセイ　練成　錬成　塩瀬　連成＜～振

　　　　動・～圧力計〉〈建・工〉

レソソー　連想　連奏　連装〈～砲〉

　　　　〈軍〉　連窓く建〉

レソタイ　連帯　連隊〈軍〉

レソダイ　x餐台　x蓮台く仏〉　連台

　　　　く鉱〉

レソタソ　練炭　連X櫓〈～戸数〉

レソチュー連中x簾中く史〉

レソバ　　連x覇・連破

レソパイ　連俳之文〉　連敗

レソポー　連邦　連峰

レソメイ　連名　連盟

レソルイ　連類　連集

く口〉

ロ　　　　x紹　x櫓　鋤く鉱・建〉

ロー　　　×牢楼　x聾　労＜～に報い

　　　　る＞　x繁く仏〉　ろう　（x蝋）

　　　　〈～揚げ。～タブレット〉＜工・

　　　植・図。理〉『ろう（×鍬）〈建〉

ロー＝イ　漏×洩　朗詠

ローオー　老王　老×燈　老翁　老×：鶯

ローカ　　廊下　×弄火　老化くん試験〉

　　　　〈動・理・工〉　老花〈～授粉〉

　　　　〈饗〉

ローカイ　浪界く浪曲界〉’老x猫

P・・一ガソ　老親　老顔

ti’一キュk　老朽　x寵球

ローキョ　Xl魎居　×籠居

ローギソ労銀朗吟
ローク　　老x魑　労；蕃：．

ローケソ　老犬　×瀬」細

目ーコ　　老×虎　×牢固（x牢×乎）

ロー＝一 @老公　×随x巷〈～に窮死〉　老

　　　巧
ローコツ　老骨　x鑛骨

ローサイ　老i妻　労災＜～保険＞

P　一一サク　労作　x随策

P一シ　　労使〈～関係〉　労資＜～協調

　　　主義＞　x牢死　老死　老師　浪

ロ…シャ　×識者　老者　x牢舎

ロージャク　老若　老弱

ロージュ　老儒　老樹

ローシュー’・’X垂刻K　老醜

ロージュー　郎従　老中＜N＞

ロ・一一ショー　労相．老将　老松　老少＜～

　　　　不定〉　朗×講　朗笑

ロtr一ジョー　老嬢　楼上　×籠城

ロ・・一シソ　老身　老臣　老親

ローズ　　ろおずく～物〉　ロ・”一ズ〈～合

　　　金．（Rose’S　alloy）〉〈鉱〉

ロースイー漏水　老衰

ロ・・一スル．x Mするく誕弁を～〉　労する

　　　　く身心を～＞　x聾する〈：年を

　　　tv＞

P一セイ　老生　老成

ローソー．老僧・〔労絹〕　老壮

2ss



冒一ダィ　老台　楼台

ロータク　x随宅　浪宅

Pt　一一ト　　漏斗く理〉　ロ　一一ト〈～油〉

　　　〈理〉

ロードー　労働　郎等

ローノー　老農　労農〈～党〉

ローバ　　老婆　老馬

v一ハイ　老盤　老廃〈～物〉　老x慰

ローバイ　老梅　×蝋梅　務良×狽

四一ヒ　　老x碑　浪費

Pt・一一フ　老父老夫老婦×蝋布く農＞

T・一ヘイ老兵労兵

β一ボク　老木　老X僕

P一ム　　労務〈～者＞p一ム〈10a瓢〉

　　　〈～厨〉〈建・地〉

ローヤ　　x牢屋　老×爺

ローユー　老雄　老友　老優

ローーレソ老練労連く労働組合連合＞

Pt－p”一浪々〈～の身となる〉　朗々

ロク　　　六＜～三三粥1＞　 ×禄〈～をは

　　　む〉　ろく＜～でもない〉　ろく

　　　　（⑭陸）〈～匿根〉〈建〉

ロクゴー　六号　六合

目クジ　　六時　六字　六次　録事

ロクブ　　六部く仏〉　六分〈～板〉

　　　〈建〉

ロクロク　X転々〈～たる人物〉　ろくろ

　　　　く＜～考えない〉

ロケット　ロケット＜rocket＞　ロケット

　　　＜10cket＞〈装飾〉

ロジ　　　路地露地〈～栽培〉　路次

ロショ・・一・ろ（x濾）床〈鉱・工〉　炉床

　　　〈～ジャケヅト〉〈鉱〉　路床

　　　〈～土〉〈工〉

ロセソ　　路銭　路線＜～一測量・～防火

　　　地域〉＜工・建＞

Ptック　　ロック〈～アウト（10¢k－out）〉

289

　　　　ロック〈rock：〉〈～ガーデン〉

　　　　〈建〉

ロヅポー　六法く～全書〉　六方く演劇〉

ロティ　　露呈　露帝　路程〈～計〉

　　　　〈工〉　炉輝く～部〉＜鉱＞

Pテキ　　x麓笛　x薦i×荻

ロテソ　 露店露天露点く鉱・建・天

　　　　・理・工〉

ロトー　　路頭〈～に迷う〉　露頭く鉱〉

　　　三頭〈～部〉〈鉱〉　炉筒く工〉

ロバン　　路盤く鉄道〉〈工〉　露盤

　　　　く建〉　ろ（×濾）板く理〉

ロヘソ　　炉辺く～閑話〉　路辺

ロメソ　　露面く鉱〉　路面く～電車●～

　　　鉄道・～処理〉〈鉱・工〉

ロe一　　路用　器用〈～貯炭〉

ロソキェー　論究　論及

ロソケツ　論決　論結

ロソコー　論功〈～行賞〉　論考

ロソソー　論×叢　論争

ロソダソ　論壇　論断

ロソポー　論法　論X珍く～が鈍る〉

〈ワ〉

ワ　　　輪和〈数〉

ワカイ　　和解　若い

ワカギ　　若木若気

ワガク　和学和楽
ワカメ　　若1芽　若の布

ワカソ　　和漢　和x姦

ワキ　　　和気く～あいあい〉　×脇　沸

　　　　きく～が早い〉

ワキメ　　 x脇蹟　×1液芽

ワク　　　x枠　沸く　×湧く

ワコー　　和光＜～岡塵＞　x倭×竃く史〉

ワザ　　　e業（O技）　わざく～と〉

ワサソ　　和算　和解く仏〉

ワシ　　和紙わし〈代名詞〉　×鷲



ワセ

ワセイ

ワセソ

ワタ

ワタシ

ワタル

ワット

ワビ

ワビゴト

ワビル

ワヘイ

ワヤク

ワヨー

ワラウ

ワラビ

ワノレ

ワレ

ワソ

　⑭早。稲　o早etS

　和製　和声〈～学〉〈音〉

　和船　和戦〈～両様〉

　綿　e腸

　渡しわたし〈代名詞〉

　渡る　X葺るく久しきに～〉

　ワット〈watt＞　ワット

＜vat＞〈建〉

　×佗び　x詫び

x佗び言　×詫び言

x佗びる　x詫びる

和平話柄
和訳　和約

和洋〈～折衷〉　和様く建〉

笑う（×曝う）

×藁火　×蕨

悪　割る

我　割れ

湾　×椀（x碗）

’
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「同音語の研究」正誤表

　　　　　　誤

…… o録されるから，「十大蛮

件」は……

つ一一ぎの

ともに一般藷

向学：後学

墨描

家：化　狂儒家：狂信化

Coat　：　Court

無箸率30％カR

異っている

く～に及ばす〉

思置

音×溝〈理〉

開眼

x鍵

x鋸

スイスイ

〈～子官〉

テソカイ

ツソヨー

〔独壇〕

比準地

メイスウ

モクゲク

×謙

暦訪

　　　　　　正

…… o録されるが，「十大」は

登録されるはずがないから，「重

大事件」r十大事件」は……

つぎの

ともに．非一般語

C　向学：後学

複雑

トル

coat　：　court

無答率が30％

異なっている

く～に及ばず〉

恩威

音×溝

開③眼〈仏〉

からみ（x緩）

きょ（×鋸）

セイスイ

〈～子宮〉

テソカソ

アソヨー

独壇

比準〈～地〉

メイスー

モクゲキ

x謙

歴訪


